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			プロローグ

			


			　オウリ。

			　俺の名だ。桜理と書く。姓はない。

			　出来損ないが家名を名乗ることは許さん──と言われたからである。

			　ファンタジーな世界観に和風な名字は似合わない。アホか。頼まれても名乗る気ねぇよ、と思ったが、口には出さなかった。が、当時の俺は中学一年生。反抗期の真っただ中だ。顔が物語っていたらしい。ぶん殴られた。親父は手が早い。

			


			《ゼノスフィード・オンライン》

			


			　サードアームズ社が開発、運営するＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧ。

			　ＶＲとは電子的に異なる世界を作り上げる技術だ。

			　厳密に言えば若干違うらしいが、昨今ではそういう認識で問題ない。

			　元々は軍事目的で開発されたと言われている。仮想現実バーチャルリアリティで死亡してもデータ上のことでしかない。復活できるのだ。安全に演習を行える。データを弄れば様々な環境での演習も可能となる。国は軍事目的の開発を否定するが、ＶＲ技術と軍事との親和性の高さから、誰も信じる人がいないのが現状だ。

			　さて、開発の動機はともかく、ＶＲは可能性を秘めた技術だった。

			　まずＶＲ技術に目を付けたのは一般企業だ。

			　仮想現実上に社屋を用意してやれば、どこからでも出社できるようになる。ワールドワイドに展開する多国籍企業にとって大きなメリットだ。支社が地球の裏側にあったとしても、仮想現実であれば一瞬で訪問できるのだ。それは自社だけに限った話ではない。他社を訪れる際もまた同じ。企業はこぞって仮想現実に社屋を構えるようになった。

			　需要が生まれれば技術は磨かれていく。

			　度重なるコストダウンの果てに、仮想現実は個人でも手が届くようになった。仮想現実にアクセスするためのヘッドセットが家庭にある光景も珍しくなくなった。

			　それに目を付けたのがゲーム会社だ。

			　仮想現実上に異世界を構築し、そこで冒険を繰り広げるのだ。

			　そうして生まれたのがＶＲＭＭＯ‐ＲＰＧというジャンルである。

			《ゼノスフィード・オンライン》──《ＸＦＯ》もその一つのタイトルだった。

			


			《ＸＦＯ》の舞台となるのは剣と魔法の世界《ゼノスフィード》。

			　ヒューマン、エルフ、ドワーフと様々な種族が住む。各種族はそれぞれで国を作り、国家間の対立は少なからずあったが、表面上は友好的な関係を築いていた。

			　魔物の存在があったからである。

			　魔物の脅威から身を守るには、人同士で争っている場合ではなかった。

			　巨人ジャイアントはそれで失敗している。世界に覇を唱えんとしたのである。巨人は世界の盟主に足る種族だった。並の魔物では彼らの相手にならなかった。だが、巨人といえど種族の誰もが戦えるわけではない。戦争で戦士が減り出すと、国土の蚕さん食しょくを魔物に許すようになり、次第に国力を落としていった。巨人は停戦を申し出、各国はこれを受諾。しかし、遅きに失した。巨人は魔物に抗うだけの力をなくしていた。巨人は滅亡した。

			　以来、戦争の機運が高まると、「巨人の轍を踏むな」という言葉が、為政者に贈られるようになった。

			　巨人の失敗を戒めとし、世界は大過なく続いていく──かに思われた。

			　聖歴４２３年、転機が訪れた。

			　生きとし生ける者の天敵、魔族が突如現れたのである。

			　魔王シュラム・スクラントは世界に宣戦を布告。

			　一国を瞬く間に滅ぼした。

			　危機感を抱いた人類は種族の垣根を越え魔族に立ち向かう。しかし、強靭な肉体と膨大な《魔力》を兼ね備えた魔族の前に散るのみ。魔族の版図は電光石火の勢いで広がっていった。

			　見かねた七しち大たい神しんは一計を案じる。

			　異世界《アース》から強者を召喚したのだ。

			　その強者こそプレイヤーであった──というストーリーである。

			《ＸＦＯ》はサービスが開始されるや否やゲーマーが殺到した。人気の過熱ぶりは、サーバーに負荷をかけないようログイン制限がかけられたほどである。アカウントがオークションで一千万円で落札された──なんて逸話まであり、《ＸＦＯ》は社会現象となっていた。

			《ＸＦＯ》が他のＶＲＭＭＯと一線を画すのはＮＰＣノンプレイヤーキャラクターの存在感だ。

			　ゼノス人と呼ばれるＮＰＣは、プレイヤーである人間と見分けがつかない。

			　エルフであれば耳が尖っている、ドワーフであれば樽型の体型と、両者は外見から見分けることができる。しかし、プレイヤーたるハイヒューマンと、ゼノス人たるヒューマンの差異はないに等しく、プレイヤーだと思っていたパーティーメンバーが、実はＮＰＣだったなんて話もよく聞かれた。

			《鑑定》スキルで種族の確認が常識になってからは間違いも減っていったが、裏を返せばスキルに頼らなければ見分けられないほど、人間的な受け答えをＮＰＣがするということである。これが主要なＮＰＣだけならまだしも、農民の一人ですら個性があるというのだから凄まじい。他社のゲームクリエイターはどんな技術を使って実現しているのかと首を傾げていたと言う。

			　そんな《ＸＦＯ》のアカウントをなぜか親父が持っており、俺にやれと渡してきたのだ。

			　親父はゲームを嫌っているはずだ。胡散臭いことこの上ない。

			　だが、別の世界へ行けるというのは魅力的な提案だった。

			　家に俺の居場所はなかったから。

			　弟は俺を出来損ないと見下し、母親は俺に見向きもしない。親父は……なんだろうな。冷遇はされていなかったと思う。優しくされた覚えもなかったが。今となっては確かめようのないことだが……アカウントを俺に渡したのは厄介払いだったのか……。

			　家名を名乗るなと言う親父の意向もあり、俺はプレイヤー名をオウリで登録。

			《ゼノスフィード》に召喚されたハイヒューマンの一人となった。

			　それからの日々は怒涛の如く過ぎていった。

			　右も左も分からない世界でひたすら魔物を倒し続け、気が付けばトッププレイヤーの仲間入り。魔王シュラム・スクラントの討伐隊に参加し、見事討ち果たすことに成功した。あの時の宴は忘れられない。プレイヤーの笑顔。ゼノス人の賞賛。ＭＶＰ報酬を盗まれた。

			　見覚えのある剣に気を取られ、盗賊に遅れを取った。後日、自分で鍛え露店で売った剣だと思い出し、大笑いした。当然、盗賊には痛い目にあってもらった。

			　騎獣が欲しくて走りトカゲの卵を買った。十日間経っても孵化せず不良品かと思っていると、殻を破って顔を出したのはなぜか黒竜。ヤーズヴァルと名付けた黒竜はすくすくと育ち……育ちすぎたので野生に返した。ヤーズヴァルに会いに行けば、じゃれ合いという名の殺し合いだ。

			


			　そして《ＸＦＯ》はデスゲームとなった。

			


			　世界を渡る魔法《ログアウト》が封印され、《アース》との繋がりが切れたことで復活もできなくなった──という設定で。

			　だが、デスゲームは嘘ではなかった。

			　俺が安全を確認してサーバーを止めてやる、と言い残し自殺したプレイヤーがいた。

			　何日経っても《ログアウト》はなかった。

			　それが答えだ。

			　多くのプレイヤーがチャプター５のボス、堕神スニヤの討伐を目指した。デスゲームの開幕を告げたシステムメッセージ。それによればスニヤこそが世界をデスゲームにした元凶であり、チャプター５のクリアで《ログアウト》が可能になるとあったためである。

			《ＸＦＯ》が現実だったらな、と夢想するプレイヤーは多かったので意外だった。

			　ただ、分からないでもない。家族を恋しいと思う気持ちは。

			　俺もまた家族のために行動していたのだから。

			　家族の定義とは何だろう。

			　血の繋がりか。

			　俺は違うと思う。

			　だから、俺の家族は一人だけ。

			　妹だ。

			　行き倒れているところを拾った。

			　出来損ないは要らないと捨てられたらしい。

			　他人事とは思えなかった。

			　笑うと物凄く可愛いし、頭だって俺よりも上等だ。

			　卑屈なのが玉に瑕きずだったが、僅わずか一ヶ月で「兄さんは私がいないと何もできないんだね」と言えるまでに自尊心を回復した。ダメ人間を演じた甲斐があったものである。

			　妹は口うるさいが、俺の世話をするのが嬉しくて仕方がない様子。

			　そういう時は褒める。

			　褒め殺す。

			　尖った耳が赤くなるのが可愛い。

			　妹はエルフ──ＮＰＣだった。

			　だから、彼女を守るということは。

			　世界の敵になるということだった。

			


			　　　　▼

			


			　またかよ。

			　残った拳闘士を見て胸中で独りごちる。

			　なぜか毎回最後まで残るのは拳闘士なのだ。

			　拳闘士は自前で強化バフも回復もこなすバランスのいいクラスだけどな。死ににくさで言えば守りに特化した騎士クラスの方が上だ。こうも拳闘士ばかり残るというのは、クラスの特性以外の何かが関係している気がする。

			《ＸＦＯ》では職業であるクラスが勝手に決まる。

			　適性を見ているという話だが、それは本当のことなのかも知れない。

			　最後まで諦めない心を持つ者が、拳闘士になるのではないだろうか。

			　そんなことを考えつつ、拳闘士の横手に踏み込む。視界の端に拳闘士の光る拳が映る。

			　やはりショットガン──《散さん打だ掌しょう》か。

			　拳を雨あられと降らせるアーツだ。要は高速のジャブの連打である。

			　アーツとは得意武器を使用したスキルのことだ。アーツを使用しなくても似た芸当はできる。だが、アーツの真価は攻撃に補正がかかることにある。

			　例えば同じく拳闘士のアーツ、《崩ほう拳けん》は単なる中段突きである。

			　しかし、モーションは同じでも、《崩拳》と中段突きとではダメージに雲泥の差が出る。《崩拳》は攻撃力に補正がかかるためだ。《散打掌》の場合は速度に補正がかかる。結果、《散打掌》は弾幕のような連撃と化す。ショットガンの異名はここからきている。

			　人がショットガンの攻撃を避けるのは難しい。

			　しかし、アーツには発動の際に光るエフェクトがあった。予兆があるのだ。勿論、発動するアーツを特定することはできない。だが、俺は拳闘士の攻撃をことごとく回避していた。当てにくると思っていた。だから、《散打掌》だと読めた。

			《散打掌》の弱点はショットガンと同じ。

			　発射口は一つなのだ。

			　懐に潜り込めば面は点として処理できる。

			　恐怖で引き攣つった拳闘士の顔が間近にあった。

			　そう怯えるなよ。

			　すぐ終わらせてやるさ。

			　最後の一人だ。全力でいける。

			　俺は右手で柄を握り、左手で鞘を押さえる。抜刀術の構え。

			「《絶ぜつ夢む》」

			　明後日の方向へ刀を抜く。振り切るには拳闘士に接近しすぎていた。

			　鞘走り、刀身が露わになる。艶のある漆黒の刀身だ。人を魅了する妖しい艶である。だが、刀身が顔を出したのは僅かな間だけ。引き抜かれた端から淡い光を残して消えていく。

			　虚空を渡った刀身が拳闘士の前に現出。拳闘士の胸を深々と斬り裂く。俺はすかさず前方に身を投げる。飛び散る血潮を背中で受けるようにして。無茶な踏み切りだったが、アーツの補正は姿勢制御にも及ぶ。問題なく一回転できた。今度は遠心力の乗った斬撃を拳闘士に叩き込む。隙は大きいが威力の高いアーツ、《バニッシュメント》。

			「…………ぐゥッ」

			　拳闘士は腕をクロスさせ、斬撃を受け止める。ここが地球なら腕は落ちていただろう。だが、この世界ではステータスが物を言う。肉を抉っただけで、骨を断つには至らない。

			　上体が泳いだ拳闘士を蹴り飛ばす。拳闘士がゴロゴロと転がっていく。

			　俺は蹴りの反動で地面に着地。高速移動のスキル、《瞬しゅん動どう》を発動。拳闘士の背後に回り込むと、その背中に掌底──《桜おう花か掌しょう》を放つ。俺の腕がつっかえ棒となり、拳闘士が屹立する。かは、と拳闘士が吐血した。血は舞い散る桜のようだった。

			　綺麗な名前とは裏腹なえげつないアーツだ。吐血させることまでがセットなのである。バックアタックでしか発動できないので、滅多に使えるアーツではないのだが。

			「…………」

			「…………」

			　俺は掌底の体勢のまま佇む。

			　拳を引けば拳闘士は倒れるだろう。

			　拳闘士が何かを言いたそうにしていた。

			「…………この……裏切り者が……」

			「ああ、言われ慣れてるよ」

			「……………………人殺し」

			「残念だな。それもだ」

			　拳闘士が俺の胸倉を掴む。振り払うまでもない。

			　やがて力尽きた拳闘士は崩れ落ち、無数に転がる死体の仲間入りを果たす。

			　二十人はいる。全員俺が殺した。プレイヤー。かつての同胞だ。

			　拳闘士に返した言葉は嘘ではない。一体、何度屍し山ざん血河を築いたことか。裏切り者。人殺し。言われ慣れている。デスゲームが始まり、俺達の道は分かたれた。互いの道が交わった時、争いは避けられなかった。それだけだ。後悔はない。だが、思うことはある。

			　だから、呪いの言葉だと知りつつ、俺は拳闘士に言わせるままに──

			「…………なぜ……だ？」

			「ん？　ああ、驚いたな。生きてたのか」

			　掠れる声を発したのは白銀の外套を羽織る剣士だった。地面に倒れ伏し、顔だけ上げている。中性的な顔立ちは美しく……なんていうか、主人公ヅラだな。

			　なら、俺は悪の手先になるのかね。まー、実際、そういう立ち位置だが。

			「…………君は……強い。たった一人で……レイドパーティーが……壊滅だ……なぜだ。なぜその力を……人のために使わない。デスゲームを終わらせるために」

			「答えは出てるじゃねぇか。デスゲームを続けるためだろ」

			　剣士がギリと歯噛みする。

			「……みんなの言うように……血に飢えた獣だったか……」

			「…………」

			　俺は渋面になる。

			　血に飢えた獣。ＰＫプレイヤーキラーの蔑称だ。

			　地球では平凡な学生も《ＸＦＯ》では圧倒的な強者になれる。地球への帰還を拒むプレイヤーが出てくるのは当然の流れ。大勢はクリアに手を貸さないという消極的な敵対。しかし、一部の跳ね返りは力を失うことを恐れプレイヤーを狩り出した。

			　それがＰＫだ。

			　デスゲームなのだ。殺せば本当に死ぬ。ＰＫは殺人犯である。

			　地球に戻れば処罰されるのは間違いない。

			　クリアを目指すプレイヤー。それを阻止せんとするＰＫ。彼らの戦いは熾烈を極めた。

			　血で血を洗う抗争が人を狂わせたのか。いつしかＰＫの手段と目的が入れ替わっていた。

			　ＰＫは血に飢えた獣になった。ゼノス人まで襲うようになったのだ。

			　しかし俺が手にかけるのはクリアを目指すプレイヤーだけ。

			　あいつらと一緒くたにされるのは業腹である。

			「……不服そう……だね。言い訳が……あるなら……聞かせて……れ……」

			　上から目線の問いかけに俺は肩を竦める。

			　言い訳ね。

			　そうだろう。

			　全部、言い訳だ。

			　剣士は確固たる信念を持っている。俺が何を語っても言い訳になる。

			　気が進まない。

			　だが、剣士は冥土の土産として言い訳をご所望らしい。

			　溜息を吐く。口を開いた。

			「俺は。家族と一緒にいるために、この世界を守りたいだけだ」

			「……家族？　《ログアウト》すれば…………まさか、ＮＰＣなのか？」

			「…………」

			「……プレイヤーを……同胞を殺してまで……することかい？」

			「善悪を語るのは無意味だろ。この世界をデスゲームにした張本人のスニヤな。話してみりゃいいやつだったぜ。お前らは自分の目的のためにスニヤを殺そうとしてる。俺は俺で自分の目的のためにプレイヤーを殺してる。そこに一体、どういう違いがあるって言うんだ」

			「…………馬鹿な。ＮＰＣは……作られた……存在だ。プレイヤーと……同列には語れない」

			「本当にそう思うのか？」

			《ＸＦＯ》にはゼノス人の営みがある。親しい人が亡くなれば葬式で悼いたむ。良質な鉱石を持ち込めば鍛冶屋は泣いて喜ぶ。盗賊を討伐すれば騎士から褒め称えられる。スラムの子供は今を生き抜くために必死だし、王は国を栄えさせるために苦渋の決断を下す。

			《ＸＦＯ》がゲームの世界だというのは嘘で。

			　異世界に《ログイン》しているのではないのか。

			　そう語るプレイヤーだっている。

			　だが、剣士は言いきった。

			「…………当たり前だろう。ＮＰＣは人じゃない」

			　ああ、お前はそう言うだろうな。だから、言いたくなかったんだ。

			　言い訳を言い訳と理解した上で舌にのせるのは苦い。

			　プレイヤーが《ログアウト》すれば、危険なプログラムだという理由で、《ＸＦＯ》のデータは抹消されるだろう。デスゲームをクリアするということは、ゼノス人を絶滅させるということと同義だ。剣士がここを訪れた時点で理解し合えないことは分かっていたのだ。

			　人が作ったモノなのだから、人が壊すのも勝手だろう。

			　剣士が言っているのはそういうことだ。

			　間違った意見だとは思わない。

			　だが、それもＮＰＣを作ったのが人だとしたら、だ。

			　ここまでリアルな人工知能をゲーム会社が開発できたというのは不自然だ。研究機関も人工知能の開発を行っているが、ゼノス人に遥か劣る出来栄えである。サードアームズ社が人工知能の技術を開示したという話も聞かない。《ＸＦＯ》を運営するより遥かに儲かるに違いないにもかかわらずだ。かくいう俺も妹と出会うまでは、頭のいいＮＰＣだなと思考停止していた。思考を操作されているかのように不自然さに気付かなかった。

			　何よりもスニヤが断言していた。

			　ＮＰＣには魂が存在する、と。

			　魂はプログラムできない。

			　ＮＰＣがどのように生まれたのか。

			　それを知るのはサードアームズ社のみ。

			「……先などありはしな……というのに……」

			　信じられないとばかりに首を振る剣士に、俺は「分かっているさ」と嘆息する。

			《ＸＦＯ》では五体満足に振る舞えていても、地球では本体が寝たきりになっている。

			　家庭では生命維持もままならない。恐らく本体は病院に収容されている。

			　入院費用もただではないだろう。サーバーの維持費だってある。

			　デスゲームは莫大な金をつぎ込んで、ようやく維持されているのである。今は人命を優先させているようだが、金銭的な余裕がなくなってくれば、一か八かでサーバーの停止を試みるはずだ。サーバーが停止されれば、プレイヤーに待つのは死だろう。人質が逃げ出せる穴をスニヤが潰していないとは思えない。

			　いずれデスゲームは終わり、俺は死ぬことになるだろう。

			　先などありはしない。

			　その通りだ。重々承知している。

			　生きたいのであればデスゲームをクリアすればいい。俺にはそれを可能とするだけの力がある。

			　だが、生にしがみ付いたとして何が残るというのか。何も残りはしない。

			　死んだように生きるのは俺の矜きょう持じが許さない。

			　終わりが定められているのだとしても、俺は最後の瞬間まで俺で在りたい。

			「回復薬。飲まねぇのか」

			　剣士は酷く《出血》している。徐々に《生命力》が減る状態異常だ。遠からず剣士は死ぬだろう。

			　いや、回復薬を飲もうとしたらもちろん殺すのだが。剣士もレベル２００のカンストプレイヤー。一度勝ったからといってまた勝てるとは限らない。俺の警戒に剣士も気付いているだろうが……試す素振りを微塵も見せないのが不気味だった。手をこまねいていたら待っているのは確実な死である。

			「……ははは、構わない……僕は君とは違う……礎になれれば本望さ」

			「……それはどういう──」

			　俺が言いかけた瞬間、半透明の窓が開いた。

			　メニューインターフェース、《ウィンドウ》だ。

			　何かを読むように剣士の目が左右に泳ぐ。《ウィンドウ》の内容を確認しているのだろう。他人の《ウィンドウ》は見えないのだ。一体、何が書かれているというのか。

			　剣士はにやりと笑う。

			「……僕らの勝ちだ」

			　剣士はひれ伏し、俺は見下ろしている。分かりやすい敗者と勝者の構図。

			　だが、剣士の勝利宣言で立場が逆転したかのような錯覚に陥る。

			　ぞわっ、と背筋に冷たいものが走る。俺は致命的な何かを見落としている。俺の意思を無視して《ウィンドウ》が出現。これが意味することは一つ。システムメッセージ。デスゲーム開始のアナウンス以降、沈黙していたシステムメッセージ。

			　恐る恐る《ウィンドウ》に目を通す。

			


			　堕神スニヤが討伐されました。チャプター５《世界の理》がクリアされました。

			


			「…………おいおい……冗談キツいぜ……」

			　眩め暈まいがした。顔を手で覆う。動悸が激しい。指の隙間から覗く。文字が浮いている。だが、読めない。頭が理解を拒む。目を閉じて深呼吸。覚悟を決め、目を開く。

			《ウィンドウ》は変わらず、スニヤの討伐を告げていた。それどころか、プレイヤーに《ログアウト》を促している。

			「…………グレーアウトしてた《ログアウト》が押せるようになってる……」

			　……何があった？　あり得ない。

			　俺が今いるのはセイフティーエリアと呼ばれる場所だ。

			　ボスの手前に存在する魔物の出ないエリアで、本来は休憩に用いられる安全な場所だ。

			　だが、現在はダンジョンのどこよりも危険な場所となっている。

			　俺が待ち受けているからだ。

			　プレイヤーがスニヤに挑んだのなら、俺が把握していなければおかしいのだ。

			　……俺がいない隙にセイフティーエリアを抜けた？

			　妹と一緒にいるのが俺の望みである。離れて暮らすのでは本末転倒だ。普段は妹と一緒に森の中で暮らしている。だから、プレイヤーがダンジョンを訪れると、スニヤから連絡が入るようになっている。急いで駆け付けたのだが……間に合わなかったのか？

			　……いや、それはないだろう。ダンジョンを攻略するのは一日がかり。ダンジョンを一階から踏破しなければならないプレイヤーと違い、スニヤの助力がある俺は直接セイフティーエリアに出入りできる。間に合わなかったというのは考えづらい。そもそもクリアされたのはたった今だ。確実に俺とすれ違っているはずなのだ。

			　だが、どうやって？

			　剣士のパーティーは俺が全滅させた。

			　他にプレイヤーは……………………いた。いたな。

			　一週間前、ダンジョンに入った狂戦士のレイドパーティーがいた。レイドパーティーとは二十四名からなるプレイヤーのパーティーのことである。ボスエリアに入れるのは二十四名までとなっているため、ボスに挑むのはレイドパーティーでというのが通例なのだ。

			　いつまで経ってもやってこないのであのパーティーは全滅したのだと思っていた。このダンジョンはカンストプレイヤーのパーティーですら、気を抜けば一気に全滅する難易度なのである。

			　……あのパーティーが生きていたとしたら。

			　剣士のパーティーは開幕から、派手な魔法を多用していた。あれは目くらまし。狂戦士のパーティーをボスエリアに送り込むことが目的だったのだ。

			　……してやられた。

			「…………」

			　呆然とすること暫し、我に返り剣士を睨む。しかし、剣士は何も言おうとしない。

			「……馬鹿が。自分が死んだら意味ねぇだろ」

			　剣士は俺を出し抜いた相手である。だが、不思議と憎しみは覚えなかった。剣士が笑みを浮かべ、事切れていたからだ。身体が残っているということは、《ログアウト》は間に合わなかったのだろう。しかし、剣士の笑顔には一片の曇りもなかった。

			　紛れもなく勇者だった。剣士の瞼まぶたを手で閉ざす。

			「……スニヤ。悪いな」

			　踵を返す。

			　デスゲームと化し二年。一緒に戦ってきた戦友だ。

			　別れを告げたい気持ちはある。

			　が、今は一刻を争う。

			　窓から飛び降りる。黒い外がい套とうが風を孕はらむ。

			　背後には天地を貫く巨大な構造物がある。

			　一見するとただの塔だが、俯ふ瞰かんすれば槍であることが分かる。

			　世界槍ホルン。チャプター５のボス、堕神スニヤのダンジョンだ。

			「──ヤーズヴァル！」

			　グルゥゥ、と唸り声が頭上から聞こえてくる。翼を畳んだ黒竜が降下してきていた。

			　黒竜の背に降り立つと、労りを込めて黒竜の頭を撫でてやる。黒竜が嬉しそうに吠える。巨大な体たい躯くだが、黒竜はまだ子供で、甘えたい盛りなのだ。

			「頼む、ヤーズヴァル。家へ」

			　空を行く俺の周囲を無数の白い光が昇っていく。

			「…………プレイヤーの魂か」

			　身も蓋もない言い方をすれば《ログアウト》の光景だ。

			　だが、この世界を現実と思い定めた俺には、輪りん廻ねを司るスニヤが滅んだことで、プレイヤーの魂を留めておけなくなったのだと──そう思えた。

			　と、不意に世界が軋んだ。

			「……ッ。なんだッ」

			　肩越しに振り返ると、予想外の光景が目に入る。

			　世界槍ホルンが白く塗り潰されていたのだ。出来損ないの絵画を白紙に戻すかの如く。この世界は虚構なのだと思い知らせるかの如く。

			「……ヤーズヴァル、急げ」

			　仮想現実にアクセスするためのヘッドセットには、外部から強制停止できる機能が組み込まれている。スニヤはデスゲームに当たりこの機能を殺していた。しかし、デスゲームはクリアされた。強制停止機能も復活しているはずだ。勿論、プレイヤーが自発的に《ログアウト》するに越したことはなく、安全性が確保されるまでは二の足を踏むだろう。だが、いつ強制《ログアウト》させられてもおかしくない。だから、急いでいたのである。

			　……思った以上に時間がなさそうだな。

			　残り時間は世界の崩壊という形で示されている。

			　一体、何が起きているのか。サーバーを停止しようとしているのか。

			　見えてきた。

			　森だ。

			　森から勢いよく少女が飛び出してきた。転んだ。泣きべそをかいていた少女だったが、ヤーズヴァルを見付けると顔を綻ばせた。俺に向け手を振り、何かを叫んでいた。

			　妹だ。

			「ヤーズヴァル！」

			　声をかけると、分かっていると言いたげに黒竜が降下を始める。

			「……よかった、兄さん。無事で。森が騒がしかったから心配したよ。ねぇ、なにが起きてるの？　知ってる？」

			「…………」

			　言葉に詰まる。

			　一体、何を言えばいいと言うのか。

			　この世界は虚構で。

			　ゲームがクリアされ。

			　電子の海へと消える。

			　……………………言えるかよ。

			　この世界がゲームであるという発言は、ブロックされることを抜きにしても──

			「………………は？」

			　気が付くと俺は地面に倒れていた。一瞬、意識が飛んでいたらしい。次の瞬間、猛烈な吐き気を催した。意識の混濁と、強烈な吐き気。この症状には覚えがあった。

			《魔力》切れだ。

			　しかし、なぜだ。

			　魔法を使った覚えはない。

			　顔を上げると、

			「……グルゥゥ」

			　身をよじって悶えるヤーズヴァルと、

			「…………にい、さん」

			　苦悶の表情を浮かべた妹の姿があった。

			　……二人とも《魔力》切れ？　まさか、全世界の人が？　だが、《魔力》で一体何を？

			　いや、そんなことより。妹が不安がっている。

			　震える足に鞭打って立ち上がる。まるで生まれたての小鹿のように。プレイヤーの身体能力は常軌を逸している。しかし、身体は鉛のように重たく、一歩を踏み出すことでさえ辛い。《生命力》も底を尽きかけているのかも知れない。だが、一歩、二歩と進むにつれ、足取りがしっかりする。無意識に《チャクラ》を発動していた。《生命力》を削り、ステータスを強化するスキル。命の根源たる《生命力》を垂れ流して妹の方へと進む。

			　最後の瞬間を妹の傍で迎える。

			　大それた願いではなかったはずだ。しかし、そんな小さな願いすら叶わない。

			　突如、地面に亀裂が走ると、俺の足場が陥没したのだ。

			「兄さん！」

			　妹が身を乗り出す。俺の身体が宙に浮く。妹が手を伸ばす。俺も手を伸ばす。だが、届かない。見る見る妹が遠ざかる。声すら地割れに飲まれ、届かない。しかし、何かが俺の手に触れた。温かな──涙だった。妹が流した涙だ。気付いた瞬間、俺は叫んでいた。

			「セティ！　会いに行く！　何があっても！　必ずだ！」

			


			[image: ]

			


			《ＸＦＯ》は終わった？　何もかもが手遅れ？

			　知ったことか。

			　決めた。

			　セティともう一度会う。

			　どんな手を使ってでも。

			　だから、セティ。その日まで──

			「──死ぬな！」

			


			　──僕にできるのはここまで。後は頼むよ、オウリ。

			


			　混濁する意識の中、スニヤの声を聞いた気がした。

			


			　　　　▼

			


			　──チャプターのクリアにより、ジャーナルが変更されます。

			


			　【クエスト】チャプター５《世界の理》

			　【聖　　暦】４３６年

			　【詳　　細】死した魂は生前の業を浄化され、別人として新たな生を受ける。

			　それが世界の理だった。

			　しかし、ある時を境に理は乱れ始める。

			　生前の記憶を有したまま転生する魂や、アンデッドと化す魂が出てきたのだ。

			　輪廻の神スニヤは異物の影響であると断じた。

			　異物。ハイヒューマンだ。

			　異なる世界の魂は輪廻の輪に乗らず、死しても復活するのである。

			　スニヤはハイヒューマンを世界の理に組み込もうとするが、他の七大神の反感を買い、神の座を追われる。堕神となったスニヤだったが、まだ神の権能の一部を有していた。ハイヒューマンの復活を禁じ、新たなハイヒューマンが増えないよう、異世界《アース》との繋がりを断ち切った。

			　俗に言う大鎖界である。

			　スニヤはハイヒューマンにより討たれることとなったが、今際の際に原初魔法《世界創生》を発動させる。

			　それは《アース》との決別を意味していた。

			　【ボ　　ス】堕神スニヤ

			　【報　　酬】世界槍ホルン

			


			　──チャプター６《新たなる世界》を開始します。

			　──《ゼノスフィード》を維持する《魔力》を原初魔法の発動に回します。世界の消滅に巻き込まれないよう、プレイヤーは《ログアウト》を急いでください。正常に《ログアウト》が行われない場合、後遺症が残る可能性があります。

			　──《魔力》充填率87％。

			　──生命体から《魔力》を徴収します。

			　──《魔力》充填率96％。

			　──生命体から《生命力》を徴収し、《魔力》へ変換します。

			　──《魔力》充填率１００％。

			　──魔法の発動を承認しますか？

			　──闘争の神ノェンデッド──承認。

			　──輪廻の神スニヤ──反応がありません。

			　──空間の神パストロイ──承認。

			　──暗月の神リディオン──否認。

			　──供犠の神クァルラ──反応がありません。

			　──火輪の神ウドュリ──承認。

			　──時間の神クガ──承認。

			　──過半数の承認を得ました。

			　──原初魔法《世界創生》を発動します。

			


			　　　　▼

			


			　──新世界《ゼノスフィード》へようこそ。

			


			　　　　▼

			


			　俺は昔から寝起きが悪かった。

			　危険が迫れば目が覚めるので起きられないワケではないのだろう。要するに現実と向き合うのが億劫だったのだ。眠っていれば出来損ないと嘲笑されることもない。

			　まどろみは忌避すべき覚醒への一歩だった。

			　しかし、今は好んで二度寝、三度寝に耽る。

			　──もう、兄さんったら。朝だよ。起きて。

			　困っているようで。

			　嬉しさを隠せない。

			　その声を聞きたかったから。

			　寝ぼけ眼で俺が手を伸ばせば、うんしょと引き起こしてくれる──ハズだった。

			「──────ッ！」

			　手が見えた。空を掴んでいた。

			「……………………セティ」

			　……伸ばした手は……届かなかった。

		

	

			　


			　

			　


			　満腹になった腹を撫でながら、俺はベッドで横になっていた。

			　ふと、灰色の髪が目に入った。腰まで伸びる長い髪である。

			　目線を上げれば仁王立ちする妹がいた。かなり小柄だ。十二歳という申告だが、もっと幼く見える。特に成長する素振りを見せない胸。ぺたんこなのだ。食生活は改善されたハズなんだけどな。俺の視線に気付いたのか、セティが頬を膨らませていた。

			「もー、食べたら後片付け。そう言ったの兄さんだよ」

			　口では文句を言うが、目は仕方がないな、と笑っている。

			「……なあ、セティ。俺は常々思ってる。我慢って大事だよな。全員が全員、欲望に正直だったら社会は成り立たない。でもな、我慢のし過ぎも良くない。我慢して、我慢して、んで、自分の欲望さえ分からなくなる。俺は自分の欲望に正直でありたい」

			「それが今日のいいわけ？」

			　今日の、とか言うな。毎日言い訳してるみたいだろ。してるけど。

			「ちょっとひねってみた。猛烈に後悔してる」

			「後悔？　反省じゃなくて？」

			「喋りすぎた。眠気とんだ」

			　セティはくすくすと笑い、俺に手を差し出してきた。

			「おきる？」

			　まだ、小学校低学年の体格だ。俺を引き起こすには力が足りない。

			　セティの手を取って引き寄せる。簡単に俺の腕の中に収まった。

			　キャッキャとはしゃぐセティを抱き、ゴロゴロとベッドを転がってやる。

			「ねぇ、兄さん。家にいていいの？」

			「ほーう、働いて来い、ごく潰しが。そう言いたいんだな、セティは」

			「ううん。兄さんさえいいなら、いつまでもいて欲しい」

			「……くっ、し、鎮まれ……俺の腕……」

			　そんなカワイイこと言うなよ。ギュッてしそうになったろ。

			《ＸＦＯ》では日常生活は常人並みのステータスになる。そうでないと食事一つ満足に摂れない。しかし、我を忘れた時はステータスが十全に発揮される。されてしまう。可愛がっていたら妹が死亡しました──なんて、案外シャレにならない話である。

			　あれだな。

			　セティを鍛えよう。

			　んで、ギュッてする。

			　俺は思う存分可愛がれてハッピー。

			　セティは強くなれてハッピー。

			　セティの育成計画を練っていると、セティの呆れ顔が目の前にあった。

			「また、ヘンなこと考えてたよね。ほら、魔王に滅ぼされたっていう……」

			「廃都リファエル？」

			　魔王が最初に滅ぼしたという国であり、チャプター４《軋む流転》のダンジョンである。

			「攻略が進んでないっていうよ。兄さん、昔は強かったんだよね。助けてあげなくていいの？」

			「昔って言っても一年くらい前だけどな」

			　と言って、感慨に囚われる。

			　もう一年経ったのか。セティを拾ってから。

			　この世界で生きるセティには言い辛いが、プレイヤーの種族ハイヒューマンは、他の種族と比べて優遇されている。ステータスもそうだが、一番の違いは成長率だろう。得られる経験値が十倍も違う。しかし一年もサボっていればトッププレイヤーも中堅プレイヤーだ。

			「俺が行ったところで、足手纏いになるのがオチ」

			　トッププレイヤーに追いつくには何ヶ月かかることか。

			　もう少し経てばレベル上げも多少マシになるのだろうが。

			《ＸＦＯ》を楽しむにはレベルキャップまでカンストする必要がある。だが、トッププレイヤーに追いつくには数年かかると言われたら普通投げる。そのため、後発のプレイヤー向けにレベル上げの苦労を緩和させる措置が取られる。

			　経験値効率のいい狩場を用意したり。

			　ぶっ飛んだ性能の武器を用意したり、だ。

			「攻略が遅れてるのはハイヒューマンにやる気がないからだろ。その気になりゃサクサク進むさ」

			　廃都リファエルはアンデッド主体のダンジョンなのだ。

			　それはもう吐き気を催す魔窟らしい。

			　腐った死体なんて見たくねぇしな……と考え、俺も変わったものだと苦笑する。

			　以前は寝る間も惜しんでレベル上げに勤しんでいたものだ。強くなるのが楽しかったのも嘘ではないが、いつも満たされない思いを抱えていた。心の隙間を戦いで埋めようとしていたのだろう。だが、埋まるはずがなかったのである。セティと出会った今なら分かる。

			　俺の心が求めていたのは家族だった。

			「なあ、セティはこれからどうしたい？」

			「どうって？」

			「あー、色々あるだろ。学校、通ってみるとか。錬金術学びたいって言ってたろ。俺のサブクラスは鍛冶師だから教えられないし。金なら出す。ん、その前に両親ボコるか。育児放棄のケジメは必要だよな。まァ、なんだ。夢って大層なモンじゃなくてもいい。あの町行ってみたいとか、ヤーズヴァルに乗りたいとか、そんなんでも」

			　俺達が住む家は森の一軒家だ。最寄りの町に行くにも、セティの足なら一日がかりだ。不便な立地だが、セティは両親に捨てられ、人間不信になっていた。やむを得ない措置だった。しかし、いつまでも籠っているワケにもいかないだろう。

			「……家にいたら……ダメなの？」

			「ダメってワケじゃないが……まー、いいや。考えといてくれ」

			　家にいたいというのは本当だろう。

			　だが、それだけではない気がする。俺には言えないようなことなのか。

			　子供は体温が高い。セティを抱いていると、陽だまりにいるようだ。眠くなってくる。

			「……あ、あのね……私、夢あるんだよ。兄さんのお嫁さんになりたい」

			　何か温かいものが、頬に触れた気がした。

			　重たい瞼まぶたを持ち上げると、真っ赤な耳が見えた。

			


			　　　　▼

			


			　……また、随分と懐かしい夢だったな。

			　なんの変哲もない日常の一コマだ。この直後、デスゲームが始まった。幸せだった最後の一時。

			　結局、セティは学校へ通わなかった。俺と離れることを嫌がったからだ。その気持ちは分からないではないが、俺も常に一緒にいられるわけではないし、学校に通う時間はあるはずだったが、「兄さんは女の子の気持ちが分かってない」と怒られてしまった。

			　ホント、懐かしい。

			　懐かしすぎて、

			「…………セティ」

			　胸が抉られる。

			　苛立ちに任せて拳を振るう。地面に深々と穴が開いた。

			「しかし、ここはどこだ？」

			　目を覚ますとしたら病院のベッドの上だと思っていた。だが、目覚めてみればむき出しの地面の上である。鉄格子があることからどうやら牢屋のようだ。

			　牢屋か。

			　理解はできるが。

			　日本の倫理観で言えば俺は大量殺人鬼だ。

			　だからこそ、分からなくなる。この牢屋のチャチさはなんだ？

			　殴っただけで地面が陥没した。地面を掘れば脱獄できそうだ。真面目に捕らえる気があるのか。鉄格子だって殴ったら壊せそうだし──いや、そう思うのは《ＸＦＯ》の感覚が残っているからか。普通、鉄格子は殴って破壊できないし、固い地面を掘れば手を痛めて……痛めて？

			「…………ん？」

			　手に目を落とす。傷一つない。ぽんぽん、と地面を叩く。固い。

			　おかしい。

			　首を傾げつつ、鉄格子を殴る。

			「…………」

			　鉄格子が吹っ飛んだ。それはもう見事に。

			「……おお、脱獄成功だ……って、そうじゃねぇ……」

			　脱獄の目処が立ったのは嬉しいが、問題はなぜ、鉄格子を破壊できたかだろう。仮説はある。というか、それしか考えられない。しかし、仮説が余りにも都合が良く、立証するのに二の足を踏んでしまう。下手に希望を抱いてしまった分、間違いだったら立ち直れなくなりそうで。うんうんと悩んでいると、近付いてくる足音が聞こえた。

			「……鉄格子が……チッ。ガタがきてたか」

			「……なんで目ぇ覚ましてやがる。だから、死ぬほど薬盛れっつったのに」

			　現れたのは二人の男だった。手にはカンテラを持っている。

			　彫りの深い顔立ち。それぞれ青と赤の髪。極めつけは格好。見るからに盗賊だ。

			　日本では絶滅した、盗賊。

			「くっ、くくく！　はははははは！」

			　込み上げてきた笑いが、哄こう笑しょうとなって飛び出した。

			「おい、なんだ。気が触れたか。止めてくれよ。売値が下がる」

			「売値！　いいねぇ！　売る気だったのか、俺を！　お前らのおかげで確信が持てた」

			　やはり冷静ではなかったのだろう。

			　立証も何も最初から証明されていたのだ。

			　当たり前のように鮮明に見えていたから、カンテラを見るまで思い至らなかった。牢屋に光源はない。だが、俺は見えていた。《夜目10》の効果だ。スキルが働いている。

			「ここは日本じゃない」

			　俺からすれば万感の一言だったのだが、盗賊達に感銘は与えられなかったようだ。

			　残念だな。

			　この感動を共有できないとは。

			「何をワケの分からんことを。おう、さっさと捕まえんぞ。ボスにどやされっぞ」

			「剣取られんなよ。コイツ、剣士だぜ」

			「へぇ、剣士か。いいね、ますます」

			　俺のクラスは剣士じゃないんだけどな。ま、装備だけ見れば剣士に見えるか。

			　……装備と言えば愛刀がない。八や咫た姫ひめ。漆黒の刀身の刀。濡ぬれ鴉がらすの外がい套とうも。捕まっていたのだ。服があるだけマシか。粗末な貫頭衣だが。洗ってないのだろう。臭う。

			　装備は取り返せばいいだけの話か。

			《瞬しゅん動どう》で青髪の懐へ飛び込む。

			　一気に間合いを詰められ、青髪が唖然と俺を見ていた。俺を剣士だと思い込んでいたのなら無理もない。《瞬動》は拳闘士のスキルだからだ。

			　同じく拳闘士のスキル、《雷らい脚きゃく》を発動。

			　踏み締めた地面から周囲に雷が走る。《スタン》の効果を持った雷である。

			　感電し、引き攣つった青髪の顔をぶん殴る。

			「スキルの発動もできるか」

			　と言って助けを呼ぼうとする赤髪の口を掌底で閉じさせる。

			　うるさいのは勘弁、というだけだったのだが……ああ、こりゃ、死んでるわ。

			　壁に叩きつけた青髪は……首が九十度に曲がっていた。

			「殺す気はなかったが。ま、自業自得だろ」

			　俺を売ろうとして薬まで盛ってくれていたようだ。《耐性》スキルがなければ、起きたら奴隷だった──なんて未来が待っていたかも知れない。

			　さて。

			　ここが日本でないことは確定した。

			　後は俺の知る《ゼノスフィード》かどうかだ。

			《ウィンドウ》と念じる。案の定、《ウィンドウ》を開けた。

			　早速、ジャーナルに目を通し──

			「……は？　はぁぁ？　チャプター29？」

			　この世界は《ゼノスフィード》で間違いなかった。チャプター１から５の内容は俺が見知ったものだった。しかし、地続きだったのはそこまでで、以降は俺の記憶と断絶が見られた。なんだよ、チャプター29って。進み過ぎだろ。進捗としては遅いが。ジャーナルを信用するのなら。何しろデスゲームから……五百年経っているらしい。

			　そう、五百年だ。

			「…………おい、五百年ってなんだよ。《ゼノスフィード》に来れてもな。セティがいなきゃなんの意味も……………………いや、待てよ。五百年、五百年か。普通死ぬ。人間なら。でも、セティは……エルフだ」

			　長寿で有名なファンタジー世界の住人。設定では千年生きるエルフもいた。

			　寿命が尽きていないのなら、セティは生きているはずだ。

			　──死ぬな！

			　彼女が俺の言いつけを守らなかったことはないのだから。

			　根拠としては弱いかも知れない。声は届いていなかったかも知れない。

			　だが、そんなことは百も承知だ。

			　僅わずかにでも希望があるのならそれで十分だ。

			「ははっ。五百年も待たせたのか。あ～、怒ってんだろうなァ……」

			　苦笑いを浮かべ、髪を掻き乱す。

			　会いに行くと約束したのだ。

			　必ずセティを見つけ出す。

			　何年かかったとしても。

			　そうと決まればまずは脱出だ。

			　ここは洞窟のようだ。盗賊の塒ねぐらなのだろう。盗賊が二人だけとは思えない。

			　装備を整えないとな。

			「インベントリ」

			　声に呼応してアイコンが無数に浮かび上がる。画面を介さずとも出し入れは可能だが確認のためだ。アイテムが消えていたら面倒だと思ったのだ。しかし、インベントリの中身に変わりはなかった。

			　アイコンに触れて鳳ほう凰おうの外套を実体化させる。

			　色鮮やかな赤い羽が付いた外套である。けばけばしくて趣味じゃないんだけどな。だが、背に腹は代えられない。性能はいいのである、性能は。服は何でもいいだろう。臭いから解放されるのなら。

			　外套を着て、いざ出陣……とはならなかった。外套は手に取った時は軽かった。しかし、袖を通した途端、鉛のように重たくなった。立ち上がることすらできそうにない。

			　……これ、ステータス不足か？

			　装備には要求ステータスがあり、足りないステータスに応じてペナルティを受ける。

			　防具の場合、《腕力》、《頑強》の不足は防御力の減退、《器用さ》、《敏びん捷しょう》の不足は装備の重量増、《知力》、《精神》の不足は魔法防御力の減退である。装備が重さを増すということは、《器用さ》、《敏捷》の不足によるペナルティを受けているということだ。

			　ステータスを見てみれば、やはりペナルティを受けていて……

			「……レベル85？」

			　２００だった俺のレベルが85になっていた。装備ペナルティを受けるはずである。

			「ま、考えても仕方がねぇか」

			　レベルが下がったなら、また上げればいいだけ。

			　日本へ戻るはずが五百年後の《ゼノスフィード》へ来たのだ。

			　今更、謎の一つや二つ増えても、ふぅん、という感じである。

			　まさか、セティ用に用意してた装備を使うことになるとは。セティのレベル上げに使おうと、インベントリには幅広い装備が揃っていた。俺とセティの体格は大人と子供程違うが、装備のサイズは自動で調整されるので、身体に合わないということはない。

			　防具は黒狼の外套を選んだ。《敏捷》への高い補正がある。

			　武器は悩んだが……救済の剣にした。一時期、毎日これを振るっていた。とはいえ、愛剣というには少し違う。使っていた救済の剣はもうないのだから。

			「行くか」

			　洞窟を進むと、いるわ、いるわ、盗賊が。二十人はいた。

			　一仕事終えた後なのだろう。略奪品を肴さかなに酒を飲んでいた。

			　地面に死体が四つ転がっていた。一人は商人。後は……護衛の冒険者か。

			　死体が転がっている場所で酒盛りとはね。

			　いい神経をしている。

			　初犯ではないだろう。

			　盗賊達を《鑑定》する。

			　人物の《鑑定》で分かるのは名前、種族、レベル、クラスだ。ステータス、スキルは分からない。一応、レベルとクラスで大体、把握できる。しかし、あくまで目安にしかならない。ステータスは装備で推測できるが、スキルに関しては完全に目安である。奥義のような一部のものを除き、スキルにはそれぞれレベルが存在する。スキルは熟練度でレベルが上がる。使い込むほどに強くなるのだ。だから、スキルのレベルが分かると、相手の戦い方もおのずと見えてくる。どうやら運営側はそれを嫌ったらしく、《鑑定》ではスキルは見えないようになっている。

			　盗賊のレベルは高くても50だ。弱い。剣を抜くまでもない。

			　しかし、それは俺にとっての話で、ゼノス人にとっては脅威なのだろう。物言わぬ四つの躯むくろがそれを物語っている。ここで盗賊を見逃せば犠牲者が更に増えるだろう。

			　殺すか。

			　殺人に対する忌避感は既にない。デスゲームに参加した者は、多かれ少なかれ心が壊れた。

			　ふと、《ログアウト》したプレイヤーに思いを馳せる。壊れた倫理観で平和な日本を生きていくのは辛いだろう。それでも多くのプレイヤーはデスゲームのクリアを追い求めた。

			　愚かだと言う気はないし、俺にその権利もない。

			　ただ、漠然と不思議に思った。

			　それ程、故郷が魅力的だったのだろうか。

			　首を振って感傷を振り払う。

			　文字通り住む世界が違う人達の話だ。

			「よお、酒盛りか？　俺も交ぜてくれ」

			　片手を上げながら広間に足を踏み入れる。

			《夜目》を持っていないのか、スキルのレベルが低いのか。薄暗くて俺の顔を判別できなかったのだろう。んぅ、と盗賊の一人が胡う乱ろんな声を上げ、コップに酒を注いでくれる。しかし、俺の方を向き、目を細めると……コップを投げつけてきた。

			「勿体ねぇ」

			　俺はコップを回転させ、酒を零さないよう受け取る。酒を一口舐める。

			「……安酒か」

			　コップを投げ捨てる。カラン、カラン、と乾いた音が広間に響き渡った。その音で気付いたのだろう。盗賊の視線が俺に集中する。

			「……チッ。アイツら。役にたたねぇ。やられたのか」

			「カカカッ。いい酒の余興だ。誰か。シメてやれ」

			「テメェがいけ、ボケ」

			「ああ!?　お前からシメるぞ」

			「うるせぇ。俺がいこう」

			　ふらふらした足取りで一人の盗賊が立ち上がる。大分、酒が回っている。殴りかかってくる拳にも勢いがない。拳を掴んで受け止める。腕をねじれば盗賊が膝をつく。

			　その青ざめた盗賊の顔を蹴りで打ち抜く。

			「酔いは覚めたか？」

			「…………」

			　他の盗賊達が一斉に無言で武器を取る。

			　俺は首を傾げる。

			「分かってねぇな」

			　何かが顔の横を通り抜ける。背後から伸びてきた腕を掴む。死角から後頭部を狙ったらしい。盗賊の腕を俺の肩に当てる。関節が極まる。少し力を込めると骨が折れた。

			　近場の盗賊達は臨戦態勢に入っている。しかし、数の上では圧倒的に盗賊の方が多い。離れた場所ではまだ酒を手離さない者もいる。

			「時間の無駄だ」

			　腕が折れぎゃあぎゃあ喚く盗賊を、傍観者を決め込んでいる奴らのテーブルへぶん投げる。

			「全員でかかってこい」

			　シン、と広間が静まり返る。直後、怒声が響き渡った。一斉に叫ぶものだから、何を言っているのか分からない。大方、ナメるな、とか、フザけやがって、とかか。頭の悪そうな連中だし、語彙も多くはないだろう。正解率は九割を超えてると思う。

			「殺せ！」

			「後ろへ回れ！」

			　一対一は不利と見たか。取り囲もうとする。だが、格好の獲物である。

			　俺が地面を踏み締めると、凹凸の激しい岩肌が波打つ。《雷脚》の下位スキル、《震しん脚きゃく》だ。敵の前で体勢を崩すのは、死神に首を差し出すのと同じ。その無防備に晒された首を手刀で叩き折る。

			　盗賊の手から零れた斧を踵で蹴り上げる。後ろに手を回し斧を掴むと、別の盗賊へ投げつける。脳天に斧を生やした仲間を、信じられないというように見る盗賊二人。と、その彼らの頭にも剣が生えた。俺が投げたのである。武器は沢山転がっている。

			「呆けてる暇あるのか」

			《瞬動》で盗賊の集団へ踏み込む。

			　とん、と軽く飛び、《烈れっ風ぷう脚きゃく》。風を纏った蹴りが首を飛ばす。

			　空中では隙だらけ。盗賊はそう考え、反撃があると備えていたが、何事もなく着地する。

			　顔を上げ、理由に気付く。盗賊が揃って自分の首を押さえていた。自分が死んでないか確かめている。《烈風脚》の風は目に見えない。射程が分からなかったのだろう。

			　俺は腰を落とし、拳を握り締める。《崩拳》だ。盗賊は腕を固め、耐えようとする。俺は構わず《崩拳》を打ち出す。盗賊の身体が腕ごと、くの字に折れる。踏み込みが浅く、致命傷には至らなかった。仲間を助けんとする別の盗賊から斧で牽制されたからだ。

			《ゼノスフィード》には回復薬がある。神聖魔法もある。

			　生きているのなら無力化したことにはならない。

			　唸りを上げて襲い掛かって来る斧を手で捌さばきつつ、盗賊が取り落とした剣を爪先で掬すくい上げる。盗賊の腹に剣が刺さる。切っ先が刺さっただけ。だが、倒れた時の衝撃が剣を完全に貫通させた。

			　絶命しただろう。

			　それに動揺したか。斧の勢いが弱まる。

			　ぶんぶんと鬱陶しい斧ごと《散さん打だ掌しょう》で盗賊を吹っ飛ばす。

			　一分も経たずして、盗賊達は半数を割った。

			　ここまでやられると盗賊達も俺の実力に気付いたらしい。襲い掛かってこようとする盗賊はいなくなっていた。

			「……ひっ、ひぃ。死神！　黒衣の死神だ！」

			「……だ、だから言ったじゃねぇか！　気ぃ失ってる間に殺しときゃよかったんだ！」

			「ボスが奴隷にして売るっていうから！」

			「チクショウ！　弱いんじゃなかったのかよ！」

			「……ボスから見りゃァな。俺達は騙されたんだよ。くそったれ！」

			「……おい、誰か。ボス呼んで来い」

			「……お愉しみを邪魔すると殺されるぞ」

			「……ここにいても殺されるだけだ」

			　ボスか。

			　男達が助けを求めるように、視線を投げかけた先に道がある。その奥にボスがいるのだろう。散々、悲鳴は聞こえていただろうに、出て来ないのは余程豪胆なのか。

			　下っ端とはレベルが違うのかも知れない。

			　盗賊は誰がボスを呼んでくるかで揉めている。

			「ああ、いい、いい。俺が呼んでくる」

			　全員が助かった、と発言者を見た。が、すぐに戸惑いの表情へ変わる。

			　発言者は──俺だった。

			「用事ができた。終わりにする」

			　告げる。

			「一斉に出口に走れ！」

			　盗賊達が俺に殺到してくる。俺の背後が出口らしい。

			　俺は足早に盗賊達とすれ違う。

			　背後に抜けた盗賊が快哉を叫び──

			「うおおお！　た、助かった──」

			　その声が途絶えた。

			　俺は振り返らずにボスの居場所へ向かう。バタバタと倒れる音を背に聞きながら。

			　俺の手には血を滴らせる抜き身の剣。

			　素手で戦えなくもないが。

			　やはり俺の本領は剣だ。

			　刀なら尚いいのだが。

			　連中は俺がいつ剣を抜いたかも分からなかっただろう。

			　道を進むと突き当たりに大きな部屋があった。途中、下っ端のものと思われる部屋が幾つもあったが、ここが洞窟だということを差し引けば普通の部屋に見えた。

			　ボスの部屋は一際豪華な内装だった。

			　洞窟をここまで改造できるとは。

			　名の知れた盗賊団なのかも知れない。

			　高そうなベッドに二人の姿があった。全裸の少女を筋肉質な男が組み伏せている。ボスはお愉しみと聞いた時から予期していた。だが、虫むし唾ずが走るのは抑えられなかった。

			　幸いというか。

			　まだ、事に及んではいなかったようだ。

			　少女が連れ込まれてから、大分時間が経っているだろうに。では、何をしていたかといえば……少女のものらしき衣服がボロボロになっているのが答えだろうか。

			　腰まで伸びた黒髪は艶やかで、端整な顔は人形にようだ。耳が尖っている。エルフだ。誰が見ても美しいと思う容姿だが、少女はまだ幼女と呼べる程に幼い。首には無骨な首輪が嵌はまっている。

			　俺は眉根を寄せる。

			　少女から強者の匂いがしたからだ。組み伏せられているのが解せなかった。

			　ボロボロの衣服を見る限り、抵抗はしていたようだが……。

			　だが、ボスの手を見た瞬間、疑念は怒りでかき消された。

			　育っていない乳房に、ボスの手が乗っていた。

			　ロリコンめ。

			　少女にセティの姿が重なる。

			　殺す。

			　だが、その殺意がいけなかったか。

			「チッ」

			　舌打ちする。防がれた。最低な方法で。

			「亜人を庇かばうか。甘めぇよ、ガキ」

			　ボスが獰どう猛もうに笑う。

			　少女の細い首を掴み上げ、彼女を楯代わりにしていた。少女は驚愕に目を見開いていた。盾にされたことに驚いたというより……俺を見て驚いているように見えた。

			《鑑定》するとボスのレベルは１０１。なるほど、盗賊団では図抜けて強い。

			「チィと目ぇ離したスキに新しい装備になってるじゃねぇか。インベントリにゃまだまだあんだろ。くくく、生かしておいてよかったぜ。それも高く売れそうだな」

			　ボスがチラッ、と部屋の隅を見る。

			　俺から奪った装備一式があった。

			「おい、インベントリの中身全部出せ。このガキを殺されたくなけりゃな」

			「断る」

			　バカか。

			　ロリコンにゃ、死あるのみだ。

			「汚ねぇ手を放しやがれ」

			　ボスの顔が苦痛に歪んだ。必死の形相で少女に腕を伸ばす。だが、盾にすることは敵わない。肘から先がなくなっていたからだ。

			「……て……てめぇ、なに……しやが……」

			「さァな」

			　難しいことはしていない。ただ、アーツで斬っただけだ。

			　大方、ボスは俺を《鑑定》し、油断していたのだろう。だが、《鑑定》ではスキルのレベルまでは分からない。俺はフィジカルレベルこそ下がっていたが、スキルレベルは変わっていなかったのだ。俺はこのレベルにしてはスキルレベルが異常に高い。

			《トライエッジ》でボスの胸を三度突く。

			　それでお仕舞いだった。

			「余計な手出しだったか？」

			　振り返らず、少女に声をかける。

			「……いや、礼を言う」

			「そうか。それならいいんだが。自力でも対処できただろう」

			「……くくく、対処はできたやも知れぬ。だが、それでも妾わらわは汚される方を選ぼう」

			　俺はインベントリから服を取り出すと後ろに突き出す。幼女の裸を見て喜ぶ趣味は俺にはない。しかし、いつまで経っても少女は服を受け取らない。

			　仕方なしに振り返り……目を疑った。

			　…………誰だ？　いや、先程見た少女だ。それは間違いない。だが、受ける印象が……まるで別人だった。先程見た少女はボスを一蹴できそうだった。しかし、今は年相応のか弱い少女にしか見えない。少女はボロ雑巾のようになった衣服を身に付けていた。衣服に開いた無数の穴からは肌色が覗き、裸とはまた別の危うさがあった。

			　よく見れば……瞳の色が……変わってる？

			　赤から黒へ。

			　赤い瞳？

			　かなり前に見たことがある。

			　確か、その色の瞳を持つのは──

			「え？」

			　刺さっていた。

			　俺の脇腹に。

			　剣が。

			　呆然とする俺の前で、血が刀身を伝っていく。

			　少女がにぃ、と唇を指の腹で撫でる。紅が引かれた。俺の血で。黒い髪、黒い瞳。ただ、唇だけが、禍々しく赤い。その妖艶な笑みは、俺に誰かを想起させた。
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			　激しい悪寒が走る。

			　咄嗟に剣を振るう。

			「────ッ！」

			　しかし、すんでのところで思い止まる。

			　少女を殺すのは非常に容易たやすい。容易いからこそ……俺に少女は殺せない。気に食わないからと殺してはＰＫと一緒だ。それに……少女の瞳には恐怖の色がなかった。

			「……おい、クソガキ。なんのつもりだ」

			「久しいな、オウリよ。妾の顔を忘れたか」

			「……なんで……俺の名を」

			　少女の顔をまじまじと見詰める。だが、見覚えはない。先程過よぎった誰かの影。それは綺麗に霧散していた。禍々しいと思えた血の口紅も、背伸びした子供ような微笑ましさ。

			「やはり、オウリか。くくく、その顔。戸惑っておる。いや、愉快愉快」

			「…………お前……誰だ？」

			「シュシュと呼べ、オウリ。殺し合った仲ではないか。勝利したのはお主だがのう」

			「数え切れないぐらい殺してきたが。生憎、幼女を殺したことはないんでね。というか、お前、生きてるじゃねぇか」

			「転生したに決まっておるだろう」

			「…………転生？」

			　なんだそれ。そんなシステム、《ＸＦＯ》にあったか？

			　少女があれっ、と目を瞬かせた。予想と違った反応だったらしい。

			「……お主も転生者であろう？」

			「……ハァ？　なんのことだ。プレイヤーのことか？」

			「…………待て。転生を知らない？　あり得るのか？　だが、辻つじ褄つまは合う。オウリは存在していなかった!?　だから、名があがることもなかった!?」

			　少女のテンションは鰻うなぎ上のぼりだ。あれこれ言っているが、俺には全く理解できない。

			「おい、分かるように言え」

			　興奮しすぎたのか。少女、シュシュは虚脱したように言う。

			「妾はかつてこう呼ばれていた。シュラム・スクラントと」

			「…………ッ！」

			　絶句した。

			　それが本当なら。

			　刺されたのも理解できる。

			　いや、納得はできないが。

			　意趣返しもしたくなるだろう。

			　彼女を殺したのは俺なのだから。

			　思わず、驚きをそのまま口にしてしまう。

			「お前、魔王か！」

			「如何いかにも」

			　シュラム・スクラント。

			　チャプター１のボスの名だった。

			


			　　　　▼

			


			　【クエスト】チャプター６《新たなる世界》

			　【聖　　暦】４３８年

			　【詳　　細】輪廻の神スニヤの消滅は一つの災厄の復活を意味した。

			　穢え龍りゅうニグルドゥーラ。

			　封印から解き放たれたかの龍は、世界を滅ぼさんと活動を始める。

			　滅亡に向かって突き進む世界を救ったのは齢よわい五歳の少女。彼女は為政者として威厳をもって、ハイヒューマンに助力を訴えかけた。少女は魔王により滅ぼされし王国の王女──その転生者であった。

			《アース》への帰還の望みを絶たれ、厭世的になっていたハイヒューマンだったが、彼女の熱い思いに感化される者が一人、二人と現れる。

			　そして、ハイヒューマンは《新たなる世界》を生きる一歩として、穢龍ニグルドゥーラの討伐を成し遂げる。

			　【ボ　　ス】穢龍ニグルドゥーラ

			　【報　　酬】棄槍ルドラ

			


			「ふん。読み物としちゃ良くできているが」

			　一通りジャーナルに目を通し思ったことがそれ。

			　一体、どこまでが本当のことなのか。どれも美談にまとまりすぎている。

			　大体、デスゲームの経緯だって嘘だらけだ。

			《ＸＦＯ》は省庁からの通告で、サービスの停止が決まっていた。

			　人体に深刻な悪影響が出る、というのがその理由らしい。だが、肝心の悪影響については、スニヤは黙して語らなかった。ただ、俺には関係のない話だとは言っていた。悪影響というが、むしろその逆であるとも。

			　サービスの停止はＮＰＣの死を意味する。だから、スニヤはプレイヤーを人質に取り、サービスの続行を強制させた──というのがデスゲームの真実だった。

			　スニヤは《ゼノスフィード》がゲームであることを理解していた唯一のＮＰＣだった。

			「……しかし、《ゼノスフィード》が異世界化した、ねぇ」

			《ＸＦＯ》ではサーバーの負荷になる不要な要素は排除されていた。汗をかかなかったり、産毛がなかったり、だ。しかし今は試しに産毛を抜いてみればチクリとする。

			「夢でもゲームでもない、か」

			　だが、異世界化できたのであれば。

			「……なんでお前は来なかったんだよ、スニヤ」

			《世界創生》の発動にはスニヤの死が不可避だったのだろう。いつでも《世界創生》を発動できたのかも知れないが、スニヤがそれを選ばなかったのは確かなのだから。

			　俺は家族を守るために戦った。

			　最初はセティを守ろうと。

			　だが、途中から一人増えた。

			　スニヤは親友だったが、兄のようでもあった。

			　復活の代わりではないだろうがこの世界には転生がある。

			　しかし、スニヤは転生していないだろう。デスゲームでプレイヤーに死のリスクを背負わせていた。自分だけ安全圏にいることを良しとはしないだろう。

			　誠実な人だったのだ。

			　デスゲームを始め、スニヤは世界の敵となった。

			　プレイヤーは言うまでもなく、ゼノス人までもが敵に回った。幾度も世界を救ったプレイヤーは英雄である。その英雄と敵対するスニヤは即ち悪だと断じられたためだ。

			　世界中の憎悪を一身に浴びながらも、スニヤは理解を求めることをしなかった。

			　ゼノス人を味方につけることができれば、プレイヤーの攻略を阻止することだってできたかも知れない。しかし、スニヤの行動を理解するためには、《ゼノスフィード》がゲームの世界であると知らなくてはならない。スニヤは自らの保身よりも、ゼノス人の尊厳を守ることを選んだ。

			　優しい人だったのだ。

			「この世界が誰かの箱庭だったとしても、彼らには間違いなく魂が存在している。僕はそれを知識として知っている。でも、彼らは知ることができない。魂の存在を示せというのは悪魔の証明だ。ゲームであることを知れば、彼らは自身を作り物だと思う。自分の命を卑下して欲しくないんだ。だから、告げることはしない。誤解されてしまうとしても。それに僕にはオウリ、君という理解者がいる。もう報われているさ」

			　なあ、スニヤ。お前には色々教わった。

			　鍛えてくれたのもお前だ。

			　この恩をどこに返しゃいい？

			　無言の問いかけは青空に吸い込まれて行った。

			「何を見ておった。聖典か」

			「起きたか」

			　シュシュが身体を起こして俺を見ていた。

			　彼女は魔王だと名乗った直後気絶していた。服はインベントリから出した綺麗な物に着替えさせている。

			　八咫姫と濡鴉の外套は回収し、インベントリに仕舞ってある。装備ペナルティを受けても使うべき装備はある。救済の剣がまさしくそうだ。だが、あの二つは最終装備の一つであり、要求ステータスも相応に高く、装備しても使い物にならない。

			　ここは洞窟を出た場所。森のどこかである。

			「なんだ、聖典って」

			「ハイヒューマンのみに見えるという神の言葉よ」

			「神様が記したにしちゃ恣し意い的てきだがな」

			「何を言う。だから、神なのだろう」

			　確かに。

			《ＸＦＯ》では名前しか出て来なかった七しち大たい神しんが、五百年の間に人の歴史に干渉するようになっていた。

			　チャプター８《聖なる王国》。

			　神の言葉に従いハイヒューマンは、世界を導くべく聖なる王国を建国し……とある。寄る辺のないハイヒューマンに故郷を与えたのだ、と高らかにジャーナルは謳うたっているが、その後の歴史を見れば別の意図が透けて見える。ハイヒューマンに選民思想を植え付けることだ。どうも彼らはヒューマン以外を亜人と呼び、虐げている様子なのだ。

			　ちなみにチャプター８の報酬は支配の王おう笏しゃく。

			　名前からしてロクなものじゃないだろうな。

			「なあ。ハイヒューマンってのは、あのハイヒューマンなのか」

			「聖典を見たのであれば分かっておるだろう。ただのヒューマンに成し遂げられる芸当ではあるまい」

			「やっぱ、そうか……」

			　と、すると《ログアウト》しなかった……できなかったプレイヤーがいるのか。

			　知っているかもしれない人が歴史を作り、その流れの延長線上に自分がいるのかと思うと、なんとも言えない気持ちになった。

			「妾からもよいか。五百年もの間。何をしていた、オウリ」

			　スニヤが討伐され、世界の崩壊を目にした事。

			　気が付くと洞窟の牢屋に捕らわれていた事。

			　成り行きでシュシュを助けることになった事。

			　分かる限り、説明する。

			　シュシュを完全に信用したわけではないが、どの道、情報のすり合わせは必要になる。俺が五百年前に生きていたハイヒューマンだと知るシュシュの存在は都合が良かった。

			「ふむ。興味深いが。その証言だけでは」

			「いいさ、無理に信じなくても」

			「早合点するな。検証のしようがないと言っただけだ。信じぬとは言っておらん。亜人を謀ったところでオウリに益はなかろう。多少成長しているが以前と変わらぬ容姿。転生者とも思えん」

			　転生したら容姿が変わるのか、と考えているとシュシュがにやにや笑っていた。

			「そら、容易く騙される」

			「おい、嘘かよ」

			「むしろ似た容姿が多いか。無論、例外もあるが。妾のように種族が変わることも」

			　俺が溜息を吐くと、シュシュが慌て出した。

			「短気はよせ。からかっただけではないか」

			「あのな、殺しゃしねぇよ。敵意の有無くらい分かる。てか、俺が分からないのはな。なんでそこまで敵意がないのか、だ。俺がお前の仇かたきなのは間違いないんだぜ」

			　とはいえ、俺一人で魔王討伐を成し遂げたワケではない。

			　ＭＶＰ報酬を手にできたので、一番活躍したのは間違いないが。

			「当時の妾は制御できない憎悪に操られておった。知っておったか？　魔族とは元々、《穢けがれ》を受けたヒューマンのことなのよ。だから、殺されたというより解放してもらった、という気持ちの方が強い」

			「恩人を刺したのかよ」

			「うむ。気の利いた挨拶だっただろう」

			「……過激な挨拶だなァ、おい」

			「だが、思い付きで行動するものではないな。おかげで気絶してしまったわ」

			　シュシュの首輪は隷属の首輪というアイテムなのだと言う。

			　奴隷に嵌められ、主人が定めた命令に逆らうと激痛が走る。

			　奴隷とはね。モラルを称賛された日本人も野蛮になったものだ。奴隷制度を採用しているのはオルフェイム王国だけ。ハイヒューマンが作った王国だけらしい。

			　シュシュの主人は洞窟で殺されていた商人だった。

			　その時点で逃げ出さないように、といった命令は解除されていたが、ヒューマンに逆らうな、という命令は生きていたのだ。なのに、俺を刺したことで奴隷の首輪が罰を実行。

			　シュシュは飄ひょう々ひょうとした態度だったが、刺したあと内心では激痛に呻うめいていたらしい。

			　で、会話が一段落したので気絶したと。

			　バカだな。

			　だが、こんなバカは嫌いじゃない。

			「なんで奴隷になったんだ？　言いたくないなら……」

			「いや、構わぬよ」

			「……そうか」

			「亜人は立場が弱い。かどわかされ。奴隷にされたという。実にありふれた話よ」

			「…………」

			　胸糞の悪くなる話だ。

			　思った以上に亜人は迫害されているのかも知れない。

			　しかし、気にかかるのは……シュシュの語り口だ。どこか他人事のように語っていた。いや、他人事だと思わないとやっていられなかっただけかも知れないが。

			「で、外さないのか、首輪。ご主人様は死んだんだろ」

			「外せるのなら外しておるわ。マジックアイテムなのだぞ」

			「ああ、呪われたアイテムね。あった、あった。そういうの」

			「嵌められたが最後、一生外れることはない。いや、手段はあるのだがな。守銭奴の神殿に願い出なければならぬ。お主のクラスが神官であったならな」

			「《ディスペル》使えたのに、ってか」

			「連中は《ヒール》にさえ大金を要求するぞ」

			　医療費は高いものだ。地球でもそうだった。だから、即座に悪と断じる気はないが……シュシュのこの言い方だと、足元を見た商売をしているのだろう。

			「ここは王国なのか？」

			「うむ」

			「そら、死活問題だわな」

			　俺はシュシュを連れて行く気でいる。《ＸＦＯ》で世界中を旅したが、マップを見ると地形こそ変わらないが、町や地名は大きく変わっている。道案内が必要だ。

			　旅の同行者に隷属の首輪が嵌まっているのはよろしくない。

			　シュシュが素直に従うかは別として……俺に関する情報を寄こせとか、ハメる手伝いをしろと言われても逆らうことができない。相手がヒューマンだと言うだけで。

			　ちなみにハイヒューマンはヒューマンの上位種とされている。

			　ヒューマンと一口に言っても広義ではハイヒューマンも含む。

			「それ、外すか」

			「いや、だから外せぬと」

			「確実じゃないが外せると思う。ま、試すだけならタダだろ」

			「……ま、真か。頼む。外してくれ」

			　さて、用意しますは鳳凰の外套。

			　ペナルティで装備できなかったアレだ。

			「俺、あっちに行ってるから、それ着ろ」

			「は？　いればよいではないか」

			「着れば分かる」

			　木陰で一休みしていると、おおおおっ、と歓声が上がった。

			《ＸＦＯ》がベースとはいえ異世界化の影響がある。

			　俺の知る常識と異なる可能性もあった。

			　しかし、成功したらしい。

			「凄い、凄いぞ、オウリ！」

			　シュシュが喜色満面で駆け寄って来る。手には隷属の首輪があった。

			「あの、けばけばしい外套な、着たら物凄く重くて。身動きが取れなくなった。声も出せぬし、このまま死ぬのかと覚悟した。その時だ！　身体がふっと軽くなり妾は驚いた！　隷属の首輪が外れておったのだ！」

			　……俺は顔を手で覆う。なぜ、全裸で来た。気遣いを無にして。

			　シュシュに黒狼の外套をかけてやる。膝をついて目を見ながら語りかける。

			「シュシュ、はしたない」

			　シュシュは裸であることに気付くと、にやり、と笑った。

			「ふむ。お主も未熟な果実を好む輩か？　よいよい、珍しい話ではないわ。幸いというか、妾の主人は真っ当な性癖だった。妾は初物ぞ。初物の青い果実は垂すい涎ぜんの的と聞く。味見したいと考えても誰もお主を責められぬ。せめて優しくして欲しいものだ」

			　挑発的な物言いだが、一抹の不安が感じられた。

			　俺は溜息を吐くと、真摯に語りかける。

			「あんなことがあったんだ。ヤケになるのも分かる。でもな、もっと自分を大切にしろ」

			「す、すまぬ」

			「分かったならいい。ほら、バンザイしろ」

			「は？」

			「喜べ、って言ってんじゃないぞ。服を着せる。バンザーイ」

			「う、うむ」

			「足。上げて」

			「お、おう」

			「そこ、腰かけて。靴はかせる」

			　着替えさせるとシュシュは見違えた。

			　うむ、俺のセンスも捨てたもんじゃないな。

			　黒いワンピースが大人びたシュシュの魅力を、白いかぼちゃパンツが愛らしさを引き出している。

			　ジャーナルを読む傍ら、コーディネイトを考えていたのだ。

			　俺の楽しみの一つにセティを着飾るというものがあった。しかし、いつの頃からかセティは自分で服を選ぶようになり……溜まった欝憤がシュシュに向かったというワケである。

			「……随分、手慣れておったな」

			「妹がいたからな」

			　兄さん、一人で着替えられるから！

			　そう言われた時のショックは……ああ、ダメだ。思い出しただけでへこむ。

			「それで何が起こったのだ？」

			「ペナルティを利用した裏技だな。《器用さ》、《敏捷》が足りない防具はペナルティがかかって重くなる。ステータスが足りない程、ペナルティは重くなる。昔、身の丈に合わない防具を装備するバカが続出したことがあってな。見かねた神様が身動きが取れなくなったら装備が外れるようにしてくれたのさ」

			　当初、運営側は仕様と発表していたのだが、余りのクレームの多さにパッチを当てたのだ。《呪い》のかかったアイテムも外すことができるため、修正パッチが当たるかもと言われていたが、どうせ《ディスペル》で解呪できるんだし、もうこのままでいいんじゃね──と思ったかどうかは定かではないが、結局、パッチが当たることはなかった。

			　俺のようなソロプレイヤーが重宝していた裏技だ。

			「して、これからどうする？」

			「妹を捜す」

			「妹？　既に死んでおろう。転生している可能性もあるか」

			「血の繋がりはない。妹はエルフだった」

			「ふむ。それなら希望はあるか。名はなんという？」

			「セティ。リオンセティだ」

			　シュシュが目を見開いた。

			「……縁とは不思議なものよのう。よもやここでその名を聞こうとは。五百年前から変わらず、お主の妹は生きておる」

			「…………おい、それ、本当か？　シュシュ！　セティは元気か!?」

			　シュシュの肩を掴んで揺する。が、逆効果だった。シュシュが目を回してしまった。

			「……健勝であることは確かだな。しかし、安心しろ、とは言えぬ。リオンセティ。二つ名は災厄の魔女。王国史上、最古の神敵よ。近々討伐隊が差し向けられると聞いた」

			


			　　　　▼

			


			《ＸＦＯ》では移動の手段は大きく分けて三つあった。

			　一つ、騎獣を使う。騎獣は卵から孵かえすか、テイミングで入手する。様々な種類の騎獣がいたが、如何いかんせん世話が面倒くさかった。俺がやりたいのは冒険であって、牧場じゃねぇんだよ、と考えるやつも多く、適当に扱っても問題ない走りトカゲが人気だった。

			　二つ、転移門を使う。所謂いわゆるワープゲートだ。空間の神パストロイが作ったアーティファクトで、かの神の加護を受けると使用できるようになる。転移門は世界各地にあり、一番使用されていた。だが、現在はパストロイの加護が消失し、使用不能になっているらしい。

			　三つ、自力で走る。レベルが上がってくると、これが案外馬鹿にできない。

			　そして今回選択したのは三つ目。

			　シュシュからすれば一つ目か。

			「ふはははは、行け、オウリよ！　次なる獲物はあそこだ！」

			　馬を怯えさせるのは本意じゃないんだけどな。

			　だが、御者がこう仰せだ。騎獣は従うしかあるまい。三台の馬車が連なって走っていた。気合いを入れて馬車を追い抜かしてやれば、馬が慄おののくように棹さお立だちになった。

			　騎獣オウリの脚力が馬のプライドをズタズタにしてしまったようだ。

			「馬をからかうのも飽きてきたな」

			　かれこれ三時間は走っている。

			　シュシュを肩車しながら、である。

			　シュシュの足に合わせると、時間が勿体なかったのだ。

			「ん、どうした、シュシュ」

			「…………しくじったやも知れん。あの馬車は貴族のものだった」

			「ま、平気だろ。一瞬だったし」

			「……う、うむ。そうよな。護衛も出て来なかったのだ。何が起こったか分かっておらんだろう。しかし、あの家紋は…………見間違いであればいいが……」

			　とはいえ、厄介事には近付かない方がいい。追いつかれないよう速度を上げる。

			「おい、シュシュ。何かいるぞ」

			「人か？」

			「多分、魔物だな。殺気が素直だ」

			「あるのか、違いが？」

			「人の殺気はねちっこいな、大抵」

			「迂う回かいするか？」

			「いや、迂回は無理だ」

			「なに、お主の実力をもってしてもか。そんな強力な魔物が街道に出るとは」

			「そうじゃない。そうじゃないんだ、シュシュ。もう敵のど真ん中だってだけ」

			　俺が足を止めると岩陰から狼が現れた。十匹はいる。囲まれている。

			「はぁぁぁぁ？　何を考えておる、オウリ！」

			「レベル上げ」

			　ルギィウルフ。平原に住むレベル40の魔物だ。群れを統率するリーダーを倒さない限り戦い続ける。だが、裏を返せばリーダーさえ倒せば群れは瓦解するということである。

			　リーダーの額には白い模様がある。

			　いた。

			　リーダーだ。

			　この距離なら《瞬動》で近付き、一撃入れれば終わるハズである。

			　しかし、そんな勿体ないことはしない。

			　折角、経験値……獲物がやって来てくれたのだ。

			「ワオオオォォ──────！」

			　リーダーの号令で一斉にルギィウルフが襲い掛かって来る。《震脚》で迎撃。ルギィウルフが一斉に跳ぶ。地面を伝わる振動で、体勢を崩すのが《震脚》だ。当然、空中にはスキルの効果は発揮されない。しかし、跳ばせることが目的なので問題ない。

			「《烈風脚》」

			　軽く跳んでアーツを発動。前方のルギィウルフを蹴散らす。蹴りの反動で身体が反転する。背後からも一匹襲い掛かって来ていた。反対の足で《御み霊たま刈がり》を放つ。

			「ふぉっ。生臭っ。ぺっ、ぺっ。肉が口に」

			「好き嫌いしてると大きくなれないぜ」

			　再びルギィウルフが迫り来る。

			　俺はこれ見よがしに地面を踏み鳴らす。ルギィウルフが身体を低くする。四肢を踏ん張り《震脚》に耐える気か。学習能力はあるようだが所詮は獣の浅知恵だ。

			　スキルにはクールタイムがある。

			　便利なスキルや、強力なスキル程、クールタイムは長い。

			　人からしてみれば常識だが、魔物には理解できないのだろう。

			　まだ、《震脚》のクールタイムは終わっていない。

			　今度は《雷脚》だ。

			　後は痺しびれているルギィウルフを倒していくだけの簡単なお仕事である。シュシュに直接倒させた方が習得経験値は高いのだが、一歩間違えると返り討ちにあうので今回は諦める。

			「ふぬぅ。ゆ、揺れるぅ」

			「おいおい、弱音を吐くなよ。魔王の名が泣いてるぞ」

			「……ま、魔王であろうが。救世の英雄であろうが。転生すればレベル１からよ」

			　足技だけで戦っていたのは、シュシュを慮おもんぱかってのことだ。シュシュのステータスでは掴まっているのも難しかろうと、シュシュの足を押さえるのに両手を使っていたのだ。

			　おろしてやれよ、という話もあるかと思う。

			　しかし、最も安全な場所が俺の側なのだ。

			　面白くないし。

			「ま、もう終わるさ」

			　残すはリーダーだけだ。

			　シュシュに悪いと思いながら《瞬動》を発動。逃げようとしていたリーダーを《烈風脚》で倒す。

			「さて喜べ、シュシュ。レベル８になったぞ」

			「……す、素直に喜べんわ。は、吐くかと思ったぞ」

			　吐いていたら騎獣との友好度が下がり、騎獣は逃げ出していたことだろう。

			　シュシュはレベル３だったので、５レベル上がったことになる。

			　早いな。

			「《天賦》持ちか。レベルは？」

			「10だ」

			「へぇ、流石は魔王か」

			《天賦》スキルこそプレイヤーの成長速度のキモだった。経験値と熟練度の取得に倍率がかかるのだ。《天賦10》となると十倍の成長速度。プレイヤーと一緒である。

			「というか、よく自分のスキルを把握してたな」

			　プレイヤーはスキルを確認するのに《ウィンドウ》を開くだけで済むが、ゼノス人は練達の宝玉というレアアイテムが必要になる。このことからゼノス人は自身のスキルを把握していないことが多い。成長の早いゼノス人は天才だと言われるが、単に《天賦》を持って生まれただけだと思う。とはいえ、スキルも素質だと考えれば天才で間違いない。

			「……昔な。練達の宝玉で確認した。今生では確認してないが、この上がり具合だ。《天賦10》だと考えて間違いなかろう」

			「ん？　おかしくないか。転生したらレベル１からじゃなかったのか」

			「それはフィジカルレベルの話よ。スキルはある程度引き継ぐ。このスキルをギフトという」

			「チートだな」

			「だから、転生者は持て囃はやされる。して、オウリよ。素材は剥がさんのか」

			「自動でアイテムに変わったりは？」

			「なるほど、オウリの常識は古いのだったな。答えは『しない』だ。スニヤの死後、そうなったと聞く」

			　異世界化の影響か。

			　また、面倒な部分にリアリティを出しやがって。いや、元に戻ったと言えなくもないのか。《ＸＦＯ》も最初は自分で素材を剥ぐ方式だった。しかし、クレームの嵐の前に運営側が屈したらしい。俺が《ＸＦＯ》を始めた時、既に敵を倒すとアイテムがポップした。

			「面倒だ。行くぞ」

			「良いのか。ルギィウルフだろう。それなりの値が付くぞ」

			「こんなザコの素材なんざいらねぇよ」

			「ザコではないのだがのう」

			　金ならある。盗賊団から頂いてきた。

			　どうせ町に長居する気はない。大金を持っていても仕方がない。

			「町に着いたら分かっておるな？」

			「貴族と事を構えるな、だろ。揉め事は避けるさ」

			　町に向かっているのは災厄の魔女の討伐隊に参加するためだ。

			　災厄の魔女の討伐隊は二通り出ている。騎士団と冒険者からだ。俺が案内人として利用するのは冒険者の方。体質が変わっていなければ冒険者ギルドが求めるのは実力だ。どこかから流れて来た怪しげな人間でも、実力があれば潜り込むことができるはずだ。

			　だが、貴族と対立すればそれも難しくなる。

			「しかし、増長したもんだ、ハイヒューマンも」

			　貴族はかつて建国に尽力した者達だ。つまり、かつてのプレイヤーである。

			　当初は善良な治世を敷いていた。だが、五百年の歳月が彼らを腐らせた。

			　今では権力を笠に着てやりたい放題らしい。

			　逆らえば破滅させられるとあっては平民は耐えるしかない。

			　ハイヒューマンの寿命は百年程度だという。悪いのはプレイヤーではなく、その子孫だと言えなくもないが……転生者も結構な数いるようなので擁護できない。

			　同胞の堕落は嘆かわしいが理解できなくもない。この世界には魔物と言う脅威が存在するのだから。武力こそが国を安定させる要であり、ハイヒューマンは成長速度だけでなく、ステータスまでもが優遇されている。

			　選民思想が蔓延はびこるのも当然の流れか。

			「見えたぞ。サラスナだ」

			「思ったよりデカいな」

			　サラスナは国境の町。王国からすると辺境。

			　そう聞いていたのだが……思いのほか立派だった。

			　あんな大きな外壁は《ＸＦＯ》では国の中枢だけだった。

			「…………そうか。五百年経ってたんだったか」

			　ようやく本当の意味で理解できた気がした。

			


			　　　　▼

			


			　門の前で大勢が列を成していた。

			　衛兵が入市税の徴収と犯罪者のチェックをするためだ。人数からすれば百人に満たないが一向に減っていかない。商人の商品を検あらためるのに手間取っているのだ。

			　手際の悪さが目に付くが、シュシュ曰いわく、仕方がないとの事。

			　間もなくサラスナは陸の孤島と化す。災厄の魔女が牙を剥けば、一面が焦土と化す可能性もあるそうで。戦いが始まる前に急げ──と一斉に人が現れた、ということらしい。

			　時間がかかっているのも真面目に職務に取り組んでいる証だ。

			　でも、なあ……うん、限界だわ。

			「オウリ、何を考えておる？」

			「ん、みんなが幸せになれる方法？」

			「世界平和でも願っておるのか」

			「いや、バレないよう壁越えるにゃ、どうすんのがいいのかね、と」

			「……おい、まだ五分も経っておらんぞ」

			「五分も経った。見解の相違だな。俺は一刻も早く冒険者ギルドに行きたい。フラストレーションが溜まったら、自分でも何をするか分からねぇ。まー、少なく見積もっても壁は瓦が礫れきになるだろうし、衛兵は使い物にならなくなるだろう。そうならないためにはどうしたらいい？　忍び込むのが一番なのさ。俺だって心苦しいんだぜ？」

			「……我慢できない子供か、お主は」

			「まさか。子供の方がまだマシだろ。俺には我わが儘ままを押し通す力がある」

			「……自覚がある分タチが悪いな」

			「否定はしねぇよ」

			　だが、家族に危険が迫っているのだ。悠長にしていられるはずがない。せめて討伐隊の詳細を知らないことには。

			　何か。

			　人目を逸らす切っ掛けがあれば。

			　あの程度の壁、登るのは容易い。

			　ん？　なんだ？

			　後ろが騒がしい。

			「どうした、シュシュ」

			「…………貴族が登場したようだな」

			　街道から馬車がやってきていた。俺達が追い抜いた馬車だろう。先頭の一台だけが豪奢な外装だった。他の二台は普通だ。貴族が乗る馬車が一発で見て分かるのはどうかと思う。

			　衛兵を無視して門を通ろうとするが、衛兵に制止され渋々と馬車が止まった。

			「お手間を取らせてしまい申し訳ありません。しかし、規則ですので通行証のご提示をお願いしたい」

			「不要だ。オルグレン子爵の馬車だ」

			　答えたのは御者だ。

			　いやいや、たかが御者だろ。子爵本人でもあるまいに。なんでそんな偉そうなんだ。

			　しかし、そう思ったのは俺だけのようである。

			　行列に並ぶ人は一様に気まずそうにしていた。

			「……しかし。馬車は偽造も可能であり……」

			「ええい、不要だといったら不要なのだ！　貴様、名を名乗れ」

			「……ビ、ビースレイです」

			「ふん。名は覚えたぞ。楽しみにしておけ。おい、そこをどけ。馬車を出す」

			　まごつく衛兵。

			　御者は衛兵を轢ひいてでも馬車を出しそうな勢いだ。

			　そこへ新たな衛兵が登場した。

			「……ビースレイ！　何をしている！　これはこれはオルグレン子爵の。この者は配属されてまだ日が浅いものでして。お手数をお掛けしてしまったようで申し訳ありません。どうぞ、お通りください。ほら、ビースレイ！　お前も頭を下げるんだ！」

			　責任者らしい衛兵が新兵の頭を押さえつける。新兵は悔しさから顔を真っ赤にしていた。

			　御者はその様子をにやにやしながら見ていた。が、不意に後ろを向くと顔を引き締めた。

			　馬車の中から何か言われたのか。

			「貴様ら！　オルグレン子爵が寛大な方で良かったな！　要は金を払えと言うのだろう？」

			「…………い、いえ、そういうことでは……」

			「よい。オルグレン子爵は恵んでやれとのお話だ。喜んで受け取れ」

			　御者は後ろの馬車へ向かう。二、三声をかけると、三人の護衛が出て来た。

			　護衛は袋を抱えていた。子供くらいの大きさ。

			「くれてやれ」

			　御者が言う。

			　護衛が袋の中身を新兵に投げつける。

			「きゃあ──────────！」

			「い、生きているのか!?」

			「は、早く中に入れてくれ！　頼む！」

			「逃げろォォ！」

			　護衛が投げつけたのは──ルギィウルフの死体だった。

			　門の前は悲鳴が悲鳴を呼び、パニック一歩手前だった。御者は護衛に命じて次々とルギィウルフを投げさせる。その大半は見るからに死んでいると分かるものだった。しかし、中には首が折られただけの綺麗な死体が交ざってたことが人々の恐怖を煽あおった。

			　事態を把握しているのは子爵の関係者だけ。

			　しかし、彼らは事態を収めようとはせず、ゲラゲラ笑っているだけだった。

			「貴様ら！　礼はどうした！　仕事を減らしてやった上に、おこぼれをくれてやろうというのだ！」

			「…………あ、ありがとうございます、オルグレン子爵」

			　頭を下げる新兵の身体は、魔物の臓物で真っ赤に染まり、震えていた。

			　馬車が走り去るのを俺は壁の上から見ていた。

			　子爵が注意を引いてくれたおかげで簡単に登れた。

			　だが、感謝する気にはなれない。

			「チッ。聞きしに勝るクズだな。大体、あれ俺が倒したヤツだろ。盗人猛々しいにも程があるぜ」

			「……やはりオルグレン子爵の馬車であったか。ルギィウルフは残しておいた方が、世のためだったやも知れぬな」

			　気持ちは分かるがそれは無理だ。

			　あの護衛でもルギィウルフには勝てる。

			「通行証くらい素直にだせよ」

			「賭けをしていたのだろう。通行証なしで通れるかどうか」

			　眉をひそめると、シュシュが冗談だと力なく笑った。

			「普通に考えれば通行証を失くしたのだろうよ。貴族は体面があるからのう。人前では言い出せなかったのではないか。ただ、冗談が真であったとしても妾は驚かぬがな」

			「貴族はみんなああなのか」

			「これでも穏便に済んだ方だろう。あの衛兵はこの町の出身ではないな。この町でオルグレン子爵に逆らう馬鹿はおらん。オウリ、あの家を見よ」

			「金ピカで趣味の悪い家だな。家主の品性が家に滲にじみ出てる。あれが？」

			「オルグレン子爵の家だ。オウリと同じことを言った子供がおる。一家皆殺しの目にあったわ」

			「……それだけでか」

			「あの家には大量の金が溜めこまれておる。位こそ子爵だが、商いで築いた財は領主すら黙らせる。だから、この町では誰も子爵に逆らえんのだ」

			　シュシュを小脇に抱え飛び降りる。

			　突如現れた俺達に驚き、猫が逃げ去って行った。

			「さて、町に入れたわけだが。寄り道をしても良いか。なに、五分もかからんよ。近くに妾が住んでおった家がある。取りに行きたい物があるのだ」

			「私物なら諦めろ。後で買ってやるよ」

			「両親の形見だ」

			「……五分だけだ」

			「すまぬ」

			　ポツリ、ポツリ、とシュシュが身の上を語り出す。

			　元々、シュシュは国境の森に住んでいたという。国境の森はその名の通り、王国と神国の二国を分かつ森だ。神国はドレスザード神国といいエルフの国である。

			　国境の森は緩衝地帯という意味合いがあり、脛すねに傷を持つ者達が逃げ込む場所だった。

			　王国からはヒューマンが、神国からはエルフが逃げ込んで来る。

			　そうして人が集まり村ができた。

			　ヒューマンとエルフが仲良く過ごす、そんな村でシュシュは生まれ育った。

			　しかし、反乱を企んでいると思われたのか。襲って来た冒険者達によって村は壊滅した。

			　シュシュの両親はシュシュを守るために最後まで戦い……命を落とした。

			　森を当て所どなく彷徨さまよったシュシュは……王国の側に出てしまった。

			　そこを商人に捕まったらしい。

			「商人の男はのう。ごく普通のヒューマンで。ごく普通に妾を虐待した。おかげで前世の記憶が蘇ってしまったわ。幼い精神では虐待に耐えきれんかったからな。毎回そうだ。妾が望む平穏は必ず失われる。これもノェンデッドの呪いなのかも知れぬな」

			「ノェンデッド？　闘争の神か？」

			「遥か昔、ノェンデッドに呪われたのだ。世界に闘争を生み出すためにな」

			　シュシュが魔王になったことを言っているのか。

			　だが、シュシュはそれ以上は語らず、黙って粗末な寝床を探っていた。

			　シュシュは家の鍵を持っていなかった。仕方がないので俺がドアを切った。商人には家族がいない。誰も文句を言わない、と言うことだった。

			　暫くするとシュシュが布に包まれた鏡を取り出した。

			　曇りきっていて既に鏡の体を成していない。

			「真実の鏡か」

			「うむ。その通り」

			《ＸＦＯ》にも存在していたネタアイテムだ。

			　すぐに曇るくせに通常の手入れでは綺麗にすることができない。鏡に向かって真実を語ることで鏡は綺麗になるのだ。ただし、言葉が嘘であれば鏡は粉々に砕け散る。

			「……両親はいつもこの鏡に愛を誓っておった。曇りの取れた鏡で母はめかし込むのだ。綺麗になれるのは父のおかげだと母は惚のろ気けておった。鏡がなくては化粧はできんからな」

			　シュシュの顔は見えない。だが、重々しい言葉だった。

			「曇らぬ愛を鏡に誓う、か。ロマンチストな両親だったんだな」

			　人の心は移ろう。

			　鏡の手入れに愛の言葉を用いていたとすれば、いつまでも変わらぬ愛を誓っていたに等しい。ただの一度でも嘘をつけば鏡は粉々に砕け散ってしまうのだから。

			「……妾も両親を……愛しておった」

			　すぅ、と鏡から曇りが引く。シュシュの驚いた顔が映っていた。だが、すぐに泣き笑いのような顔になった。

			「……シュシュは死んだと思っておった。妾はシュラム・スクラントになった。だが……シュシュは生きていたらしい」

			「…………」

			　シュシュというのが両親に付けてもらった名前なのだろう。

			　前世が蘇った時、シュシュは一度死んだのだろう。シュラム・スクラントに取って代わられて。十歳程度の少女が五百年の記憶の積み重ねに勝てたとは思えない。だから、シュシュには、シュシュという少女の人生がどこか他人事に感じられていたのかも知れない。

			　だが、真実の鏡は割れなかった。

			　俺はシュシュを抱き締める。押し殺した嗚お咽えつが聞こえて来た。背中を撫でてやると、嗚咽が大きくなった。細い腕が俺の背中に回される。シュシュが泣きやむまで、俺は好きなようにさせていた。

			「行くぞ、シュシュ。五分だ」

			「……む、そうか。すまぬな。待たせた」

			　約束の時間は大分オーバーしている。

			　だが、俺は首を横に振った。

			「時は平等に流れる。だが、等価じゃない。傷を癒す時はゆっくり流れるのさ」

			　シュシュが俺から離れる。目が赤くなっていた。だが、洞窟で見た赤さではない。

			　アレは……血の赤だった。

			「くくく、妾の両親を笑えんな。お主も相当ロマンチストだぞ」

			　俺は知っているだけだ。

			　刻ときが不条理なものであることを。

			　だが、言わなかった。

			　シュシュが言うことも否定できなかったから。

			


			　　　　▼

			


			「────ウリ。オウリ！」

			　鈍い痛みで我に返る。髪が引っ張られていた。

			「なに呆けておった」

			「……ん、ああ」

			　セティの事を考えていたのだ。

			　俺の主観ではセティとの別れは昨日のこと。しかし、実態は五百年経っているという。

			　俺が今、十八だから……俺の一生を二十五回分か。計算が甘い気がするが……仕方あるまい。俺の最終学歴は中卒だ。高校入ってすぐデスゲームだったからな。

			　ともあれ。

			　それだけの年月、セティを待たせたのだと、実感していたのである。

			　……五百年か。いや、もうそれ……遅刻ってレベルじゃねぇよ。だから、セティはグレてしまい……災厄の魔女とか、呼ばれるように？

			「オウリ！　言ったそばからこれだ。呆けるなと言っておるだろう」

			「……分かったから。髪、引っ張るな。ハゲたらどうする。責任取れんのか」

			「む、むぅ。や、やぶさかではないが……」

			「おい、やめろ。雰囲気出すな」

			　再びシュシュを肩車していた。

			


			[image: ]

			


			　自分で歩けと言ったのだが、騎獣オウリに味をしめたらしい。人を見下してこその魔王よと言われ、納得してしまった俺も悪いのかも知れない。どうもセティを思い出すロリエルフにお願いされるとつい甘やかしてしまう。

			「迂回した方がいいかも知れん」

			「なんか盛り上がってるな。祭りでもやってんのか」

			　人だかりができていた。門でモメていた馬車が止まっている。

			　あ、読めたわ。

			「よし、交ざりに行こうぜ」

			　俺が浮き浮きと言えば、シュシュが焦り出す。

			「は？　人の話を聞いておらんかったのか!?　お主がここへ来た目的を思い出せ！　貴族と揉め事を起こしてはならん！」

			　シュシュを地面に下ろし、目を見詰めて優しく語りかける。

			「なあ、シュシュ。この町で亜人が差別されてるのは分かる。実際に見たワケじゃないが、お前に向けられる目を見れば、分かる。自分を虐げてた連中が痛い目見るのは痛快か。でも、虐げられていたお前だからこそ、彼らの気持ちが分かるんじゃないのか？」

			　シュシュが半眼で俺を見ていた。

			「……本音を言え、オウリ。浮かない顔をしておった。暴れたいだけであろう」

			「バレたか。豚で遊べばストレス解消になるかな、と」

			「……ふん。分からいでか。ああ、分からいでか。好きにしろ、オウリ。ただし、揉め事は避けろ。それができぬなら手を出すな。しかし、豚か。知らんのによく言ったものよ」

			「……まーた難しい注文を。はいはい、なんとかするさ」

			　シュシュの頭を撫でてやる。ふん、とそっぽを向くが、耳が赤くなっていた。撫でるのを止めようとすると、シュシュが頭を寄せてきたので笑ってしまった。

			「黒衣の死神も存外甘いな」

			　と、不機嫌そうにシュシュ。へたくそな照れ隠しだ。

			「魔王様ほどじゃないと思うが」

			　シュシュに向けられる差別の眼差しは、正直見ていて気持ちのいいものではない。俺と言う庇ひ護ご者がいるからこの程度で済んでいるが、もし一人だったら暴力を振るわれていてもおかしくない。この町にいい思い出はないだろうに、助け船を出そうというのだから優しい子だ。

			「種族で括くくった結果が今の世界であろう」

			「違いない」

			　シュシュを肩車したまま、人垣をかき分ける。馬車が止まっているのは料理屋の前だった。

			「……この店は……」

			「知り合いの店か、シュシュ？」

			「……知り合いと言うほどでもないが。何度か商人に連れられてきたことがある」

			　あまり語りたくない様子だったので、それ以上は聞かず料理屋に入る。

			　すると、

			「誰がこんな安酒持ってこいと言ったか！」

			　豚がいた。

			　……いや、豚みたいに肥えた中年がいた。十中八九、アレが子爵だろう。俺が手を出さなくても、先短いんじゃないか。成人病でコロリと行きそうだ。

			　子爵を《鑑定》し……目を疑った。レベル13？　子供でも勝てる。

			　実力は子供並み、欲望は王様並みの子爵を守るのは七人の男。この子爵にしてこの護衛ありという、下卑た人相の男達だった。無駄にガタイがいいので暑苦しいことこの上ない。

			「……ひっ、すみ、すみません。ウチで一番上等な酒なんですが……」

			「ぶひひひひ。早くそれを言え。侮辱されたかと思ったぞ。一番高い酒を頼んだはずが、こんな安酒が来たのだからなあ。我が家では使用人もこんな安酒飲まんぞ」

			　調子に乗る子爵。小さくなる店主。

			　店内は酷い有様だった。無事なのは子爵がいる一角だけだ。手当たり次第物を投げつけたのだろう。壁にテーブルとイスの残骸が転がっていた。子爵がいなくなっても営業できそうにない。

			　子爵が酒瓶を投げようとするが、護衛の一人がそれを止めた。

			「子爵、良ければその酒、私が片付けましょう」

			「良いのか。奴隷も飲まぬような酒だぞ」

			「私は子爵の奴隷のようなものなれば」

			「奴隷！　奴隷か！　弁わきまえておるな。よい、くれてやる」

			「ははっ。ありがたく」

			　護衛がにやついていた。

			　子爵はああ言ったが、高価な酒なのだろう。

			「店主、何をしておる。早く酒を買って来ぬか」

			「……い、今すぐ買って来ます」

			「ヴァレッタの十年物だぞ」

			「……み、店にある金をかき集めても……とてもではないですが……」

			「買えぬなら店を売れ。私が仲立ちしてやろう。んんん？　不満か？」

			　あー。

			　子爵の狙いはこの店か。

			「そこの娘を売るか。高く売れるぞ。ヒューマンの奴隷は」

			「……ヒューマンの奴隷は……犯罪奴隷だけのはずですが……」

			「ほう。私に口答えするか。ぶひひひ。不敬罪だな。これで売れる」

			「そんなつもりは！」

			「冗談よ。笑わぬか」

			「……は、ははははは」

			　店主が虚ろな笑いを漏らす。

			　その乾いた笑いが冗談が冗談でないことを示している。

			「…………で、では……酒を買って……」

			「金は出さぬぞ？」

			「…………………………え？」

			「詫びよ、詫び。ヴァレッタの十年物といえど、私からすれば安酒でしかない。そんな安酒で先の不敬を許してやろうというのだ。くーくっく、私が寛大で良かったなあ」

			　店主が崩れ落ちる。

			「どうした。急げ。ん？　足が動かぬのか。そんな足要らんな。誰か、切ってやれ」

			「血で汚れますが？」

			「小汚い床よ。血で洗ってやれ。綺麗になるだろう」

			「流石は子爵様。素晴らしいお考え」

			　聞くに堪えないな。そろそろ止めるか。

			　シュシュが分かっているな、と覗き込んできたので頷く。

			「おい、そこの豚」

			「オウリィィィィ────────!?」

			　うるさいな。耳元で騒ぐなよ。

			「揉め事は避けると言っておっただろう!?」

			「そんなコト言ったか？　揉めたなら揉み潰しゃいい」

			「お主はァァァ！　どうしてそう短絡的なのだ！　ああ、ああ、お主の力ならな。煮るなり焼くなり好きにできよう。だが、子爵を殺せば衛兵が動く。犯罪者は冒険者になれんぞ！」

			「……えぇ？　お前、魔王だよね。なんでそんな良識的なの。フハハハハ、とか高笑いしながら、町、更地にしてたろ。あの尖ってたお前はどこ行っちゃったの？」

			「あれは黒歴史だ！　忘れろ！」

			「……黒歴史って言葉、この世界にもあるのか。ああ、プレイヤーがいたからか」

			　子爵を殺してはい終わり、と行かないのは俺にも分かっている。

			　子爵が極悪人だとしても私刑は犯罪だし、力で屈服させるのでは貴族のやり口と変わりない。私刑を行うにしても大義名分が必要だろう。子爵の言動を見ていれば余罪は腐るほどあるはず。

			　俺は切っ掛けを与えるだけだ。

			　立ち上がるかどうかは町の住人次第だ。

			　失敗すれば俺はお尋ね者だが……歩のいい賭けだと思えた。

			　震える新兵の姿が瞼に焼き付いている。

			「ボウズ、貴族に暴言吐いちゃあいけねぇよ」

			　そう言ったのは護衛の拳闘士だ。この男が護衛のリーダー格らしい。

			　レベルは89だった。貴族の護衛でコレか。盗賊団のボスより弱いが。

			　筋肉ムキムキで、仁王像を思い出す。

			「ふぅん。俺がいつ暴言を吐いたって言うんだ？　お前のことを豚って呼んだのかも知れないぜ。そうか、そうか、お前も豚だって思ってたってことだな、子爵を」

			「クソガキがァ────────！」

			　仁王の拳が光る。踏み込みに合わせ、仁王の左側へ回り込む。凄まじい突きが俺の外套をカスる。

			　はぁ？　《崩拳》？　俺じゃなきゃ死んでる。

			《散打掌》で牽制だと思っていた。命の軽さにクラクラくる。

			「外しただとォッ!?」

			　仁王は《崩拳》の前に《震脚》を発動させていた。《震脚》からのコンボに自信を持っていたのだろう。だから、ひとたび《震脚》を放てば、次の一撃が大振りになる。

			「避けたんだよ。勉強になったろ。影踏みって技術だ」

			《震脚》系は同じ《震脚》系で相殺できる。ダンダン地面を踏み合うことから影踏みと呼ばれた。タイミングを誤れば無防備に一撃を食らうため、影踏みを実践する者は少なかった。大抵は距離を取るか跳んでかわす。俺がどちらかは……言うまでもない。

			「《双そう纏てん衝しょう》」

			　両手の掌を仁王の腹に添え、練った《チャクラ》を放つ。

			「グハッ」

			　膝をつき、俺を見上げる仁王。瞳に怯えの色があった。俺が手を突き出すと、仁王が崩れ落ちた。流石は生存能力の高い拳闘士。よく俺の意図を読み取った。

			「……あ、兄貴ィ!?」

			「ど、どんなスキルを使ったのだ？　な、何も見えんかったぞ」

			　見えるハズがない。

			　何もしていないのだから。

			　便利なスキルが目白押しの拳闘士クラスだが、素の攻撃力は驚くほど低い。素手なのだから当然と言えば当然だ。《チャクラ》を使ってようやく並の攻撃力になる。

			　この《チャクラ》だが発動に《生命力》を使う。

			　全力で発動し続ければ敵を倒す前に自滅する。

			　従って拳闘士クラスは《チャクラ》の運用が要になる。攻撃や防御の瞬間だけ、《チャクラ》を発動させるのだ。車のギアのようなもので、《チャクラ》の発動はレベル１から。段々と《チャクラ》のレベルを上げていく。この行為を《チャクラ》を練る、と言う。

			　拳闘士の技量は瞬間的に練れる《チャクラ》で測ることができる。

			　さて、《双纏衝》と言うアーツは、練った《チャクラ》がダメージに変換される、一風変わったアーツなのである。

			　仁王は俺の技量を身をもって体感したのだ。仁王が《双纏衝》を放っても俺の半分の威力も出まい。

			　俺が遥かな高みにあると知り、仁王は気絶したフリをしたのだ。

			「ぶ、ぶひぃ。や、雇ってやる。幾ら欲しい？　ほ、ほれ！」

			　子爵が御者にアイコンタクト。御者が床に金貨をバラ蒔まく。

			　まだ、この世界の金銭感覚が分からない。しかし、少なくとも金貨の上に、白金貨があるのは知っている。守銭奴らしい子爵が白金貨を持っていないことはないだろう。

			　安く見られたものだ。

			「二つ、訂正しようか。一つ、俺は物取りじゃない。二つ、はした金なんざいらねぇ」

			「で、では、何の用だ」

			「家に金、溜めこんでるんだってな」

			「ね、狙いは我が家か。我が家の警備は万全だ。こ、後悔する事になるぞ！」

			「だから、はした金はいらねぇって」

			　大体、警備が万全であろうとも、子爵を人質に取れば関係ない。

			　バカなのか？　いや、バカなのだろう。だが、それ以上に……なんというか、信じ切っている気がする。自分の身が害されることはないと。

			「その大事な大事な家だけどな。大変なことになってるぜ」

			「……そ、その手には乗らんぞ」

			　どの手だよ。教えてくれ。

			　問答も面倒なので子爵の胸倉を掴み、外へ向かう。護衛は慄くだけで何もしない。働け。

			　道に放り投げてやると、子爵は息を荒くしていた。太っているから呼吸できなかったらしい。

			「……ぶ、ぶひぃ。な、何も起こっておらぬではないか！」

			「これからだ。見ろ」

			　誰にも聞こえないよう、俺は小声で空に話しかける。即座に可愛らしい声で返事があった。しかし五百年も放置していたからだろう。臍へそを曲げているようで姿を見せもしない。姿を現すと大騒ぎになってしまうので丁度いいが。俺にだけ声を届けているらしく、シュシュも彼女の存在に気付いていない。俺が頼みたいことを説明すると、打って変わってご機嫌な様子になった。

			　次の瞬間、それは起こった。

			「……なっ、なっ、ななな……」

			　子爵は驚くあまり、顎が外れそうだった。

			　家がガラガラと崩れ落ちていったのである。ビルのダイナマイト解体を思い出す。

			「貴様の仕業か!?」

			「俺に何ができるって言うんだよ」

			「そんな戯たわ言ごとが通用すると思うな！　貴様が魔法で何かしたのであろう！」

			　それはないだろう、と見物客を見れば、意外なことに彼らも子爵と同意見らしい。

			　おかしいな。魔法も万能ではない。あれは一種の技術である。魔法でピンポイントに子爵の家を狙うのは難しい。ここにいる俺にできる芸当ではないとして容疑は晴れるはずだった。

			　共犯と思われるだけだろう、というのはおいておいて。

			「どんな手を使った、オウリ。《魔力》は感知できなかったぞ。オウリのものではない《魔力》はあったが……」

			　魔王は流石に事の異常さを理解できているようだ。

			　しかし、俺の仕業と断定しているのはどういうことなのか。当たりだが。

			「イタズラ好きの友達に手伝ってもらった」

			「…………友達？」

			　シュシュがこてん、と首を倒す。「友達？　いるの？」みたいな顔で。

			「……機会があれば紹介する」

			　助かった、と空に向かって礼を言う。

			「き、貴様の顔は覚えたからな！　歯向かった事を後悔させてやる！　貴様らもだ！　ええい、見世物ではないぞ、散れ！　散れぇ！　おい、馬車を出せ！」

			　子爵が馬車に乗り込むと、遅れて護衛もついて行った。

			　馬車が見えなくなると、お通夜のような空気になった。

			　成金趣味の金ピカ御殿が壊れたんだからもっと喜ぼうぜ。

			「ア、アンタ！　なんてことをしてくれたんだ！」

			「俺達には生活があるんだ！　お前は出て行けば済むかも知れないが！」

			　俺は肩を竦め、指さす。

			「雨降って地固まるってね」

			　子爵の家の一帯だけ雨が降っていた。

			「……本当だ。あれも、魔法か」

			「……だから、なんだっていうんだ」

			「風魔法、第四階梯《アシッドレイン》。金属を腐食させる雨を降らす。本来は敵の装備を壊すのに使う。即座に壊れるでもなし、効果としては薄い。ただし、嫌がらせとしては抜群だ。この魔法が腐食させるのは装備だけじゃない。対象が金属であればいい。さあ、思い出せ。あそこには大量の金属があったはずだよな？」

			「……金属？　おい、誰か知ってるか？」

			「知らないね！　子爵の家入ったことあるやつなんていないよ！」

			「……違う、金？　そう、金だ！」

			　老若男女のギラつく視線が俺に集中した。彼らの望みが手に取るように分かった。

			　幾ら貴族といえどたかが子爵があそこまで横暴に振る舞えるものではない。爵位で言えば子爵は下位なのである。シュシュの話では子爵の専横を許しているのは金の力だ。

			　では、その金を奪ってやれば？

			　俺は鷹おう揚ように頷く。

			「子爵は無一文になった」

			　一瞬の間。そして──

			「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

			　歓声が弾けた。

			「子爵に怨みのある連中を集めろ！　怨みを晴らすチャンスだって言ってな！　領主は子爵の横暴に頭を痛めておられた！　俺達の味方をしてくれるはずだ！」

			「怨みのないやつなんていないよ！」

			「いたら、一緒にやっちまえ！」

			　お祭り騒ぎに背を向けて俺は店に戻る。

			「おい。もういいぞ。出てけ」

			　残っていた仁王を蹴り飛ばす。仁王がひぃぃ、と店を出て行く。

			「……あ、あの。これは……どうしたら……」

			　店主が両腕に金貨を抱えていた。

			「迷惑料としてもらっとけ」

			　暫く店は休まなくてはならないだろうし、家財を揃えるのにも金は入り用だろう。

			　どうせ金貨の持ち主は戻って来ない。追放されるだけに留まるのか、この世からオサラバするのかは、俺の関知するところではないが。

			「あ、ありがとうございました！　みんな、子爵の横暴に苦しんでたんです！」

			「俺があの豚にムカついただけだ。別にあんたらのためじゃないさ」

			　ひらひら手を振り、去ろうとするが……店主に呼び止められた。

			「嬢ちゃん！　店、来たことあったよな……あの時は酷いこと言っちまって……悪かった！」

			「……残飯だと言って料理を出したことか。ヒューマンの客商売ではそう言うしかあるまい。と、言ってもお主は納得しそうにないな。できる限りでいい。亜人の子供に飯を恵んでやってくれ」

			「……そんなんでいいのか。店を救ってもらったんだ。俺にできることならなんでも」

			「目立ち過ぎてはお主に迷惑がかかろう。飯を食わせるのも裏口で構わぬよ。あの時のように残飯と言って出せば角も立つまい」

			　店主がシュシュをまじまじと見ていた。

			　シュシュがどうしたと問うと店主が慌てた。

			「い、いやよぅ、前に来た時と印象が変わったと思って。でも、元気そうで良かった」

			　店主がニッと笑う。綺麗な笑みだった。

			　──虐げられていたお前だからこそ、彼らの気持ちが分かるんじゃないのか？

			　その言葉は何も亜人だけに言えたことではなかったのかも知れない。

			「のう、店主。妾は思うのだ。何も大層なことをするだけが救いではない。お主の出してくれた料理は見栄えこそ悪かったが、味は極上の物であった。お主の料理で亜人の少女が救われた。これは紛れもない事実だ」

			　そう、シュラム・スクラントが言った。

			　そして、小さな声でありがとう、と言った。

			　それはシュシュの言えなかった言葉なのだろう。

			


			　▽アリシア

			


			　【依　　頼】災厄の魔女討伐

			　【ラ ン ク】不問

			　【報　　酬】１，２００，０００ルピ　※討伐報酬は別途支払い。

			　【詳　　細】災厄の魔女リオンセティ。最古の神敵である。その名が俎そ上じょうに載るたび、王国は災厄に見舞われてきた。

			　その彼女がトトウェル大森林で確認された。

			　第三神罰騎士団からの要請を受け、サラスナの冒険者ギルドでも討伐隊を差し向けることとなった。災厄の芽を未然に摘むため、愛国心ある冒険者の参加を求む。

			


			　お題目は立派だが、と内心で嘆息する。

			　災厄の魔女は温厚な人物である。手を出さなければ無害なのだ。だというのに王国は一方的に危険視し、手を出しては返り討ちにあい、それを災厄だと吹聴しているだけ。

			　神の敵を滅ぼすのは国民の義務だ。

			　しかし、義務に命を賭けるのは騎士だけで十分である。

			　では、なぜ、依頼が発行されているのかといえば……政治である。

			　冒険者ギルドは国から独立した組織だと謳っているが、完全に国の意向を無視することは難しい。討伐隊を出せ、国民の義務だろう、と言われれば、嫌々でも従うしかない。

			　逆らえば神の意思に背いたと町ごと滅ぼされるかも知れないのだ。

			「君が引き受けてくれて助かりましたよ、アリシア」

			「ギルドマスターには世話になったからな。私の名が役に立つなら喜んで手を貸すが。しかし、まだ二十歳の若輩者だ。私を快く思わない者もいるだろう」

			「顔合わせは済ませたのでしょう？　彼らの様子はどうでした？」

			「不満に思っている者はいたぞ」

			「《大おお鷲わしの斧》のゴートですか。彼はハイヒューマンですからね。でも、表だっては何も言わなかったでしょう？」

			「表だっては。しかし態度でわかる」

			「その割には静かでしたが」

			「一緒に戦う仲間だ。私も自重したさ」

			　討伐隊を編成するに当たり、ギルドマスターを悩ませたのは、リーダーを誰にするか、ということだった。討伐隊に参加するのは《極北の風》、《大鷲の斧》、《千の道》の三つのパーティー。リーダーを任ずるならＡランクの《極北の風》か《大鷲の斧》だ。しかし、この二つのパーティーは仲が悪く、反目し合うのは目に見えている。かといってＢランクの《千の道》に任せるのは論外。

			　と、そこへ現れたのがＳランクの冒険者アリシア。

			　つまり、私である。

			「大人になりましたね。と、言っても数年前ですか。懐かしいですねぇ」

			「……やめてくれ。ほんとうに」

			　過去の自分を思い出すと汗顔の至りだ。なぜ、ああも尖っていたのだろうか。

			　私は騎士の家の出だ。だが、実家が没落。騎士になる道が閉ざされ、力を付けるため冒険者になった。しかし、騎士に未練を残していたのだろう。身分は冒険者でも心は騎士のままだった。

			　当然、自由を尊ぶ冒険者と諍いさかいになる。

			　その度に仲裁をしてくれたのがギルドマスターである。

			　だから、彼には頭が上がらない。

			「ははは。昔を懐かしむのは年寄りの悪い癖ですね。これだから若い人が寄り付かなくなってしまう。貴方あなたがＳランクになったと風の噂に聞きました。十代でＳランクになったのですから、驕おごっているのではないかと恐れていましたが杞憂だったようですね」

			「凄い人を知っているからな。驕れるものか。師匠と比べたら私など」

			「貴方を変えた人ですか。興味がありますね。誰ですか？」

			「それは言えない。約束したんだ」

			「名のある方ですか？」

			「ああ。師匠は平穏な日々を望んでいる」

			「それなら仕方ありませんね」

			「すまない」

			　さて、とギルドマスターが顔を引き締める。

			「貴方にお願いしたいのは一点。冒険者を無事、帰してくれる事」

			「災厄の魔女と戦うな、ということだな」

			　私が先んじて結論を言うと、ギルドマスターが目を見張った。一度、その話はしていたはずだが、気負った様子のない私を見て、驚きを隠せなかったようだ。「本当に大人になりましたね」と言いたげに生暖かい目を向けてくる。過去、私が頑なだったのは事実であり、仕方がないことではあるのだが、居心地が悪くて目を逸らしてしまう。

			「災厄の魔女は五百年間、騎士団の討伐を退けてきた人物。多少腕が立つ程度では返り討ちにあうのがオチでしょう。二週間程森に籠ってもらい、折を見て戻って来てください。騎士団からは色々言われることになるでしょうが、貴方達には迷惑がかからないようにします。騎士団の要請に応えた実績があれば、私が解任される程度で済むでしょう」

			「……いいのか、ギルドマスター」

			「少し早い隠居だと思って諦めましたよ。貴方も無理はしないで結構ですからね」

			　ギルドマスターは力なく笑う。その笑みを見て老けたな、と思った。

			　当初、騎士団は周辺の町へ呼びかけ、大規模な討伐隊を組む予定だった。

			　しかし、高ランクの冒険者の不在は国の防衛力の低下を意味する。

			　辺境では魔物を倒すのは騎士ではなくもっぱら冒険者なのだ。

			　冒険者ギルドと騎士団の間で合議が持たれ、一つの町から冒険者を出すことで合意した。

			　サラスナの冒険者ギルドに白羽の矢がたったのは、トトウェル大森林から最も近い町だからだ。

			「騎士団とも出会わないように。彼らは悪い意味で純真で……厄介なことに権力を持っています。義務だと言って冒険者を騎士団に組み込もうとするかも知れません」

			「ああ、神敵を滅ぼすためなら彼らは喜んで命を投げ出す。そして、誰しもそう考えるであろうと信じて疑わない」

			　今回、出動している神罰騎士団は、神敵の討伐を行う精鋭中の精鋭だ。没落した騎士の娘でさえ、神敵を討つべし、と育てられたのである。精鋭がどれだけ凝り固まった考え方を持っているかは言うまでもない。

			「純真なのは現場の騎士だけですけれどね。上層部は金や権力にご執心のようです。最初から冒険者に期待していないのですよ。冒険者ギルドへの要請は金を集める為の方便で。冒険者を出さずに済んだ町も、なんだかんだ理由をつけて、金を絞り取られたそうですよ」

			　なるほど、だからか。

			　同じ討伐隊なのに協力して事に当たらないのを不思議に思っていたのだ。

			　騎士団は既にトトウェル大森林へ向け出発しているらしい。

			　冒険者を戦力に数えていないのだろう。

			「お前らの為に戦って来るんだからせめて金を出せ、ということらしいです」

			「ふむ。冒険者と同じ事を言っているだけだと思うが？」

			「冒険者ギルドに喩えると私達が依頼人で騎士団が冒険者になります。ですが、私達は一言も災厄の魔女を倒して欲しいなんて言った覚えはないんですよ？　貴方も政治を理解できるようになったようですし正直に打ち明けましょう。私は以前からトトウェル大森林に災厄の魔女の住すみ処かがあることを知っていました」

			　それは背信行為の告白であった。だが、咎とがめようとは思わない。

			　ギルドマスターが語ったように、冒険者ギルドは依頼者がいて成り立つ。災厄の魔女は何もしていないのだ。依頼者が現れるはずがない。災厄の魔女の情報を売れば、それなりの額を貰うことはできる。だが、それ以上に厄介事を抱える可能性が高い。

			　プレイヤー風に言えば触らぬ神に祟たたりなしだ。

			「助けられた冒険者がいたんだろう」

			　私が言うとギルドマスターは神妙な顔で頷く。

			「その通りです。颯爽と魔物を倒し、安全な場所まで送ってくれるそうで。名乗ったという話は聞きませんが、特徴が一致していますし、あんな魔窟に住める人物は限られますから。十年に一人ぐらいですか、助けられる冒険者が出るのは。サラスナとしては災厄の魔女に感謝こそすれ、怨みなどありはしないと言うのに」

			「恩を仇で返した相手がいたのかも知れないな。災厄の魔女の住処が割れたことが不思議だったんだ」

			「ええ、誰かが密告したのでしょうね。亜人、神敵。良心を誤魔化す材料は揃っています。命の恩人であることには変わりはないのに。嘆かわしい限りですよ」

			　ギルドマスターが力なく首を振る。

			　愚痴を零してしまいましたね、と苦笑すると手を差し出して来た。

			「では、アリシア。無事を祈っています」

			「ギルドマスターも暇になったからといってボケるなよ」

			　握手を交わす。皺だらけの手だが、温かい。

			　執務室を辞すと、喧けん噪そうが耳に入った。

			　階下に行くとカウンターで何やら揉めていた。

			「何があった？」

			《極北の風》のリーダーに声をかける。

			　頬に傷がある三十代の剣士である。内心で彼のことは頬傷と呼んでいる。

			「ああ、アンタか。討伐隊に参加したいってガキが来てな。んで、《大鷲の斧》とモメてるんだが……見た方が早い。アレはバカが絡まなくても俺が絡んでた」

			　ふむ、と件くだんの人物に目を向け──

			「は？」

			　と、間抜けな声を漏らす。

			　少年だ。十七か、十八か。まだ若い。端整な顔立ちを皮肉げに歪めている。

			　巨漢に囲まれているのに余裕の態度だ。余程腕に自信があるのだろうか。

			　いや、それよりも彼は……なぜ、少女を肩車している？

			　人形のような愛らしい亜人の少女が、少年の上で偉そうに腕を組んでいる。

			「……なんだ、あれは」

			「あの嬢ちゃんも参加希望だそうだ。よく分からん。金に困っているようには見えんし」

			　討伐隊は狙いを知っていれば美味しい依頼に見える。ランクが不問なのをいいことに、駆け出しが大挙して押し寄せたらしい。参加するだけで大金と経験値が手に入るチャンスだからだ。トトウェル大森林は危険な場所だが、道中はＡランクパーティーが守ってくれる。

			　受付が辟へき易えきしていたとギルドマスターが言っていた。

			　なぜ、ランクが不問なのかと言えば、騎士団から横やりが入ったからだ。

			　神敵を討伐せんとする崇高な意志を、ランクという枠組みで弾くのは論外──ということらしい。

			　馬鹿馬鹿しい限りである。

			「なるほど。いい装備だ。私よりも上か」

			「……ほぉ。そこまでか。俺にゃいい装備そうだ、ってコトしか分からん」

			「少年が着ているのは黒狼の外套だ。私は武具の収集が趣味でな。一度、オークションで見たことがある。断絶した貴族の家宝だった。迷宮品で一千万ルピはしたな」

			「…………」

			　迷宮品とは迷宮からしか手に入らないアイテムのことを指す。大鎖界の時代は素材から作られたらしいが、職人の質が下がった昨今では、迷宮の宝箱からしか手に入れることができなくなった。希少価値が高く値が張る……だけでなく、購入には権威が必要となる。

			　だから、私も結構な財産を持っているが、迷宮品と言えるのは自分で手に入れた剣と貰い物のケープだけ。Ｓランクの権威を活かせば購入できるのだろうが、根回しをしなければ確実に貴族を敵に回す。私はそういうことは苦手だ。

			　そんな希少な装備を平然と着られるということは、貴族かそれに準じた人物ということになる。

			「そう硬くなるな。ハイヒューマンかも知れないが貴族には見えない」

			「…………そっ、そうか。そうだよな」

			　貴族は概ねハイヒューマンだが、貴族でないハイヒューマンもいる。

			《大鷲の斧》のリーダーもハイヒューマンだが貴族ではない。

			　少年は私の知る貴族ではないハイヒューマンにどこか似ていた。

			　嫌になるくらい自信満々なトコとかな。

			　だが、貴族のような嫌みはなく、どこか稚気を感じさせる。

			　人によってはそれをナメてると取るのだろうが。

			《大鷲の斧》のリーダーはそう取ったようだ。ああも顔を真っ赤にして、血管は平気だろうか。鷲鼻のリーダーは巨体を、ずい、と少年に近付ける。

			「おい、ガキ。何度言やァ分かる。この依頼受けられんのは、俺様みてぇな腕の立つ冒険者だけなんだよ。Ｆランクはお呼びじゃねぇんだ。ガキは草ムシってんのがお似合いだ。分かったか、ああ？」

			「ん、俺がいつＦランクだって言ったよ？」

			　鷲鼻が煽るも少年は飄々と返す。

			「ギルドカード発行してたじゃねぇか！　誰でもＦランクから始まんだよ！」

			「カードを失くした……使えそうになかったから再発行を頼んだだけだぜ。ランクは12だ」

			「テメェ、フザけてんのか。数字のランクなんてねぇ。んなこたァ、ガキでも知ってるぜ」

			「シュシュ？」

			「それが常識だのう。今は、な」

			　少女の言い回しが引っ掛かった。

			　……今は？

			　まるで昔は違ったような……ああ、そうだ。師匠が言っていた……。

			「……あの二人、転生者か」

			「なんでそう思う、姫騎士」

			　私の独り言を聞き、頬傷が言った。

			「大鎖界の時代、ランクは数字で表したそうだ。後、私を姫騎士と呼ぶな」

			「物知りだな。12ってぇと？」

			「最高ランクだな。今で言えばＳか」

			「……うへぇ。マジかよ」

			　大鎖界は人が神を討っていた時代だ。今とは比べ物にならない程、冒険者は強かったと言う。その中で最高ランクと言えば、どれ程強いのか想像することもできない。

			「五百年も生きるのはエルフだけだ。少なくとも一度は転生している」

			「つまり、ハッタリか」

			「どうだろうな」

			　私が過去のランクを知っていたのはたまたまだ。

			　ハッタリならＳランクと言った方が通りがいい。

			　それに……少年はただ事実を述べただけのように見えた。

			「あの、ギルドカードできました」

			　いつ終わるとも知れない、不毛なやり取りに口を挟んだのは、ギルドの受付嬢だった。

			「ああ、悪いな」

			　少年が受け取ったギルドカードに目を落とす。そこで少年がボソリと零した、「デザインが変わってるな」という一言が、彼が転生者であることを裏付けているように思えた。

			「ギルドとしてもオウリ様の参加を認めるわけにはいきません」

			「理由は？」

			「レベルが低いからです。レベルを申し上げても？」

			「構わない」

			「オウリ様のレベルは87。これはＢランクのレベルです。ギルドが斡あっ旋せんするのは仕事であり、自殺の手伝いではありません」

			　討伐隊の参加メンバーのレベルは、平均すると１２０というところだろう。確かに低いと言うのも頷ける。だが、低過ぎるかと言えばそれは微妙なところだ。

			　なぜなら彼は──

			「俺がハイヒューマンでも？」

			　そう、ハイヒューマンなのだとしたら、レベルは低くてもステータスは高いはず。

			「あ、ハイヒューマンって言っても俺は貴族じゃないぜ。だから、不敬罪に問われることはない。安心して答えてくれ。俺がハイヒューマンでも答えは変わらないか？」

			「…………はい。承服できません。貴方には実績がない」

			「そうか。いや悪いな、心配してくれて」

			　受付嬢がホッとするのも束の間、

			「まァ、参加するんだが」

			　と、少年は受付嬢の好意をうっちゃる。

			　ああ、この強引さ。正しくハイヒューマン。

			「止めなくていいのか。このままじゃ戦いになるぜ」

			　どこか焦った様子で頬傷が言う。

			「討伐隊に参加するなら実力を知っておくべきだろう？」

			「バカを褒めるようで言いたかないが……アイツあれでも実力はあるんだぜ。実力があるからアレって言うかよ」

			「うん？　実力があるから討伐隊に参加する。何も間違っていないと思うが？」

			「あのガキはいいんだよ。自業自得だしな。亜人が可哀そうだろ」

			「……何を言っているんだ？」

			　頭は平気だろうか、と頬傷を見ていると、なぜか彼は憤慨してしまった。

			「俺からすりゃ、アンタが何を言ってるんだ、ってハナシだ！　あのバカ見りゃ分かるだろ。ありゃァ獲物を狙う目だ。ガキから亜人を奪うつもりなんだよ！」

			　亜人の少女には隷属の首輪が嵌まっていない。

			　亜人は物と同等の扱いを受ける。勝手に動く物、というわけだ。拾った物に所有権がある。鷲鼻が隷属の首輪を嵌めれば、少年が何と言おうと少女は鷲鼻の物になる。

			　腐っていると思うがこれが王国の現状だ。

			　それは理解できる。理解できないのは──

			「……まさか、少年が負けると思っているのか？　彼は恐らく……プレイヤーだぞ」

			　元々、プレイヤーとは《アース》から召喚されたハイヒューマンが自分達を指す時に使った言葉だ。困難に挑む者、という意味らしい。プレイヤーと言えばアース人のことだった。しかし、プレイヤーの子孫が増えるにつれ、言葉の定義も変わっていった。英雄譚たんと共に語り継がれるのがプレイヤーという言葉である。何も成して遂げていない子孫にプレイヤーの名は相応ふさわしくない。プレイヤーの名に相応しいのは、大鎖界の頃に活躍した始祖のみ。ゆえにハイヒューマンの始祖をプレイヤーと呼ぶようになった。

			　転生してフィジカルレベルが１になっても、スキルはある程度引き継ぐため、低レベルであっても目を見張る動きをするという。ヒューマンの転生者でさえ、ただならぬ実力を秘めている。五百年間、転生を繰り返したプレイヤーともなれば、最早、フィジカルレベルは何の指標にもならない。

			　え？　と頬傷が驚いていたが、彼に構う余裕はなかった。

			　事態が動き始めたからである。

			「……おうおう、俺様をムシするたァ、とことんコケにしてくれるじゃねぇか。ブチ切れたぜ。クソ生意気なガキはいっぺん痛い目みねぇと分かんねぇようだな！」

			　その瞬間の少年の顔は傑作だった。「えぇ、なにいきなりキレちゃってんの」と引いていた。本気で鷲鼻が眼中に入っていなかったらしい。

			　が、不意ににやにやとしながら、受付嬢に話しかける。

			「なあ、アレ、討伐隊に参加するんだよな」

			「……あ、はい。パーティーでの参加になっています」

			「だからムシするんじゃ──」

			　鷲鼻のセリフは途中で遮られた。

			　他でもない少年の手によって。いや、足か。鷲鼻を蹴り飛ばしたのだ。片足が上がっているからそうと分かるが、一体、どれだけの人が今の蹴りを目で追えただろうか。

			「交渉中だから静かに。アレに勝てたら参加を認めてくれ」

			　受付嬢はポカンと呆けていた。ギルドでは私闘は禁止。その忠告すら口から出て来ないようだ。

			　居合わせた冒険者達も言葉を失っている。サラスナの町でＡランクと言えば最強だ。それをいとも容易く蹴り飛ばした。しかも、鷲鼻は戦闘態勢に入っていたのだ。

			　私でも同じ真似はできるかどうか。

			「ハッ。口程にもねぇ」

			　倒れている鷲鼻を頬傷がせせら笑う。

			「なら、お前は避けられたのか、アレック」

			「…………」

			　私が言ってやると頬傷が押し黙った。《極北の風》と《大鷲の斧》は不仲と聞いた。私が鷲鼻を庇ったのが不服なのだろう。やれやれ、彼らをまとめるのは大変そうだ。

			「…………俺の名はアレスだ」

			「…………アレックは商人だった。サラスナまで護衛をして来たのだが、道中何度も値切り交渉をされて辟易したものだ。商人とはああもがめつくないとやっていけないのだと……アレスだな。覚える。アレス、アレス」

			　……前途多難だ。ああ、全員の名前覚えられるのか。武具の名前は覚えられるのだが……。

			「……ぶっ殺す」

			　鷲鼻が唾を飛ばして吠える。

			　来い、と少年が手招きする。鷲鼻が猛然と襲い掛かる。

			「ハハッ！　どうしたよ！　手が出ねぇか!?」

			　鷲鼻は頭に血が上って少年しか目に入っていないに違いない。確かに少年は防戦一方であるが……大事な事を見落として吠えるのは滑稽としか言いようがない。

			「……俺、あのバカのこと嫌いだけどよ。見てられねぇ」

			　アレ……アレク？　は手で顔を覆ってしまう。

			　彼が見たくない気持ちはよく分かる。反目しあっても同じ町のトップ同士。それがよりによって少女を肩車したままの少年にあしらわれているのだから。

			　だが、悲しいかな、塞ぐのは目だけでは足りなかったようだ。

			「……まいったな。マジでどうすっか。欠伸あくびが出るんだが」

			「五百年前と比べるでない。この程度で強者を名乗れるのが今よ」

			「そういや、軒並み弱かったな」

			　別段、少年は鷲鼻を煽っているつもりはないのだろう。だが、時としてそれが効果的な挑発となる。自らの強さに絶対的な自信を持っている相手などにとっては。

			「……死ね！」

			　鷲鼻が斧を構えた。

			「おいおい、抜くのかよ、ギルド内で。これ、いいのか？」

			　少年が肩を竦め、受付嬢に問う。

			「……もちろんダメに……って、私闘もダメですよ！」

			　鷲鼻が斧を頭上に掲げる。受付嬢が悲鳴を上げてカウンター下に隠れる。振り下ろされた斧は光っていた。《ファイナルクラッシュ》のアーツだ。

			　少年は眉根を寄せ、迫り来る斧を見ていた。

			「ハハハ！　潰れやがれェェ！」

			　事ここに至ると外野は何もできない。息を呑んで行く末を見守るだけ。静まり返ったギルドにゴトン、と重たい音が響いた。だが、アーツが炸裂したにしては小さな音。

			　鷲鼻は目を見開き、手に持つ斧を見ていた。持ち手から先がなくなっていた。

			　音は斧の刃が落ちた時のものだった。

			「ハッ。一撃かよ。安物だな」

			　嘲笑する少年の手にはメイス。

			　斧を破壊したものの正体が分かった。神官スキルの《ウェポンブレイク》だ。

			「シュシュに当たんだろうが」

			　少年は道化じみた笑みを消し、無表情でアーツを鷲鼻に放つ。

			《足あし砕くだき》。

			　悲鳴を上げる鷲鼻の顔面へ少年は容赦なく前蹴り。

			　折れたな。

			　足も、鼻も。

			　仲間なのだろう。男が三人、鷲鼻へ駆け寄る。口々に神官はいるかと叫ぶ。おずおずと挙がった手。仲間達が気絶した鷲鼻を持ち上げ、神官のところへ運んで行く。

			　死んでいないのなら神官の神聖魔法で治るだろう。

			　私は少年の前に歩み出る。

			「少年の実力は分かった。討伐隊に参加して欲しい」

			　少年が値踏みするように私を見ていた。

			　眼鏡に適ったのか、少年がふぅと息を吐く。

			「最初からそう言って欲しかった。アレも討伐隊に参加するんだろ。不和の種を蒔くのは俺も本意じゃないんでね」

			「ただし、参加を認めるのは少年だけだ」

			「シュシュ、こう言ってるけどどうする。確かにお前のレベルだとキツいかも知れない。ここまで案内してくれれば十分だ。後は好きにしてくれてもいいんだぜ」

			「ついて行くに決まっておるではないか。なに、死んだとしてもお主を怨まぬよ」

			「えぇと……アリシア、か。そういうことらしい」

			　少年の目が不自然に宙を泳いだ。恐らく《鑑定》されたのだろう。

			《鑑定》まで使えるとは……ますますプレイヤーの可能性が高い。

			　プレイヤーは全員《鑑定》を習得していたらしい。

			「そういうことと言われてもな。彼女はレベルが低いのだろう？」

			「俺は肩車してないと実力がでなくてね。それも十歳から十二歳のエルフじゃないと」

			「……ふぅ。仕方がない。認めよう」

			　言い訳にしてもふざけた言い分だが。

			　しかし肩車をした状態で鷲鼻を圧倒したのだ。

			　少女に覚悟があるのなら文句は言えない。

			「話の分かる人で助かる。俺はオウリだ」

			「知っていると思うがアリシアだ」

			　握手を交わす。

			　ゴツゴツした手だった。とても神官とは思えなかった。

			　だが、前衛をこなせる神官がいないわけではない。

			　少年は是が非でも討伐隊に参加する気でいる。もし、ここで断っても黙ってついてきそうだ。だったら監視の意味合いも込めて一緒に行動した方がいい。

			　本当に前途多難だと思った。

			


			　▽オーファン

			


			　トトウェル大森林。

			　かつてはトトウェルの森と呼ばれ、中堅プレイヤーの狩場だった。

			　しかし、中堅プレイヤーの大半が《ログアウト》したため、大鎖界後、トトウェルの森に入る冒険者が激減。外敵の消えた森は植物系の魔物を橋きょう頭とう堡ほに版図を広げ始めた。ゼノス人は森の異変に気付いていたが、有効な手を打つことはできなかった。今でこそゼノス人のＳランクも珍しくないが、当時はレベル１００を超えている者すらおらず、ゼノス人にとってトトウェルの森は荷が重たかった。頼みの綱のプレイヤーは建国にかかりきりで、辺境に見向きもしなかった。かくして森は拡大し続け、大森林と呼ばれるようになった。

			　そのトトウェル大森林で災厄の魔女が発見された。

			　一報は王国を震しん撼かんさせた。

			　しかし、首脳部は「やはり、そこか」と納得しただけであった。

			　大森林にいる可能性は高いと思われていた。

			　国内で災厄の魔女が隠れられる場所はそう多くない。

			　大森林は何度か飛竜乗りに探索させていた。だが、芳しい結果を得ることはできなかった。大森林には空を飛ぶネームドモンスターが──大森林の主が生息していたからだ。移動を飛竜に依存する空中では騎士も十全に実力を発揮できない。かといって直接森に分け入って探索するには大森林は広過ぎる。とはいえ、本腰を入れれば見つけ出すこともできただろう。

			　それが許されなかったのは過去の手痛い失敗が尾を引いていたからだ。

			　また、神罰騎士団が壊滅しては堪らない、と一部の人間が探索に二の足を踏んだのだ。

			　発見されれば神罰騎士団を差し向けないわけにもいかない。

			　だが、見つからないのであれば仕方がないと言い訳ができる。

			　ふん、日ひ和よった考え方だ。

			　神罰騎士団は三度、災厄の魔女に破れている。しかし、それは真っ向から戦いを挑んだから。下賤な亜人相手に策を弄すことを良しとしなかったのだ。貴族の増長はプレイヤーですら制御が困難なレベルに達していた。だが、三度の敗北は貴族の鼻っ柱を叩き折ってくれた。驕りを捨てて手段に拘らなければ十分勝算はある。

			「サラスナの冒険者は出発した頃か」

			　第三神罰騎士団は先行している。だが、人数が多いため、速度を出せない。

			　冒険者達に追いつかれると面倒な事態になる。

			　用意している策を冒険者達に見られるとマズい。

			　俺が災厄の魔女を討ち取った暁には、正々堂々と勝利したと喧伝する予定なのだ。

			　……俺の足を引っ張るために冒険者の討伐隊は組織されたのかも知れねぇな。

			　冒険者からも討伐隊を出そうと言い出したのは、俺の政敵である第一神罰騎士団の団長だ。冒険者ギルドから金を巻き上げるための方便だと言っていたが、本当の狙いは冒険者という荷物を俺に押し付けることだったのかも知れない。現に当初の話では冒険者の討伐隊は出ないはずだったが、結局はサラスナの冒険者ギルドから出ることになっていた。

			　第一の団長は陰険だ。

			　それぐらい企んでいても不思議ではない。

			　俺が冒険者達の到着を待っていると思ったのか、副団長のアーニスが不服そうに言った。

			「冒険者に何ができるというのですか、団長」

			「……誰のおかげで災厄の魔女の住処が割れたと思ってる。すまないな」

			　俺が謝ると前にいる冒険者は強張った顔で「お構いなく」と言った。彼は災厄の魔女の住処まで案内してくれる冒険者である。大森林で迷っているところを、災厄の魔女に保護されたのだという。恩を仇で返す所業だが、神敵を討つは国民の義務だ。この男は純粋な義務感からではなく、報奨金目当てのようだったが。

			「冒険者をあまり馬鹿にするな、アーニス。Ｓランクは俺達神罰騎士団に匹敵する」

			「言いかえればＳランク以下は有象無象ということになりますね」

			「……ああ言えばこう言う。口の減らねぇ野郎だ。あ～、世も末だな。これが第三神罰騎士団の副団長じゃァよ」

			「ははは。僕を抜擢したのは団長ですよ」

			「クラッツェ家のゴリ押しがあったからに決まってるだろ、アニース・クラッツェよ」

			　アーニスの生家のクラッツェ家は大貴族だ。発言力が大きい。

			「……それ、本当ですか。聞いてないのですが」

			「そーでもなきゃプレイヤーを差し置いて、お前が副団長になれるわけがねぇだろ」

			「プレイヤーの方々は肩書に興味がないからだと思っていました」

			「あー、まァなァ。そういう面もなくはない」

			　神罰騎士団には多くのプレイヤーがいるが、大抵は隊長止まりで重役に就いている者は少ない。プレイヤーが重要なポストを独占しては、後進の意欲を削いでしまうためと言うが、本音を言えば重責から逃れたいだけだろう。プレイヤーは何度も転生している。おそらく一度や二度は重役に就いたことがある。もう胃を痛める重役はごめんだ、ということだろう。

			「本人がやりたくないだけで、お前の代わりは山ほどいる。それを忘れるんじゃねぇぞ、副団長」

			「……ええ。心しますよ、団長」

			　悄然とするアーニスに、俺はほくそ笑む。

			　口では厳しいことを言ったが、実家の後押しがなかったとしても、俺はアーニスを副団長に任命していた。アーニスの実力はプレイヤーと比べても遜色ない。だが、アーニスは典型的な貴族で無駄にプライドが高い。褒めれば際限なく調子に乗るのは目に見えている。落ち込んでいるぐらいで、ようやく人並みの鼻の高さになる。

			　殊勝な態度も何日持つか。

			　一日持てば御の字だろうな。

			　そんなことを考えていると、

			「なんだか慌ただしいな」

			「斥候がワイバーンと遭遇したようです」

			　伝令から話を聞いていたアーニスが返事を寄こす。

			「は？　伝令寄こすまでもないだろ。たかがワイバーン如きでよ」

			「下位とはいえ竜種です。如きは言い過ぎかと」

			「お前だってそう思ってるクセによく言うぜ」

			「士気に関わりますので。団長は人の気持ちを考えた方がいいかと」

			　しれっとした顔でアーニスが言う。

			　確かに俺の発言は褒められたものではなかった。だが、アーニスに指摘されると物凄く腹が立つ。冒険者を見下す発言をその本人の前で堂々としてのけたアーニスに言われたくない。

			　どこで間違えたのかね、と思う。

			　アーニスは人の気持ちを斟しん酌しゃくできないわけではないのだ。

			　ただ、貴族以外を人として認めていないだけで。

			　人として認めるのはハイヒューマンのみ。いや、その中でも貴族だけに限るべき。

			　そんな選民思想に凝り固まった連中が増えている。

			　ハイヒューマンはおしなべてプレイヤーの子孫だ。

			　何が悪かったかと言えばプレイヤーの教育だろう。

			　見下すのは亜人だけにして欲しいものだ。

			　しかし、どうしたものか。このままでは行軍は止まるだろう。暫く暇になってしまった。

			「冷やかしに行くか」

			　俺が言うと「お供します」とアーニスが隣に並ぶ。お目付け役のつもりか、コイツは……。

			「大森林でワイバーンとは珍しいな。血の匂いに惹かれて寄ってきたか」

			　俺がポツリと言うと、アーニスが首を傾げた。

			「言われてみれば聞いたことがありませんね。ここの空は主の縄張りになっていますから。ああ、だから、焦って伝令を飛ばしたのかも知れません。主かと思って」

			「伝令はワイバーンだって言ってただろ。庇い過ぎても為にはならねぇぞ。とはいえ、だ。主だと思って焦ったってのはあるかもな」

			「主が出たらどうしますか」

			「ああ、出たら戦うが。出てこないだろう。危険を察するからな。長く生きるから危険を察するようになるのか。危険を察するから長生きできるのか。今頃、尻尾巻いて逃げてるかも知れねぇな」

			「出てこないことを祈りたいですね。倒すのは難しいでしょうから」

			「飛ばれる前にケリつけるのはキツいわなぁ」

			《ゼノスフィード》が異世界化し、魔物のルーチンも変わっていた。危険を察すると逃げ出す魔物が増えたのである。厄介な魔物ほど生存本能が強く、大物を取り逃すことが増えていた。

			　……あいつがいたなら、主も狩れそうだが。

			　脳裏に端整な顔立ちの優男が浮かぶ。

			　あの風来坊は今頃どこをほっつき歩いているのやら。

			　いたら心強いが……厄介事も増える、か。

			　万事ことが上手くいったとしても、災厄の魔女討伐の手柄は奪われてしまう。あいつは手柄を奪う真似はしないだろうが、良くも悪くもあいつの名前と実力は知られている。世間はあいつの助力を得て神罰騎士団が災厄の魔女を討ったと見るだろう。

			「…………」

			　不意に嫌な予感がした。

			　だが、その正体を掴む前に、ワイバーンが見えてきた。

			「へぇ。安定した戦いぶりですね」

			　アーニスが喜色を浮かべる。だが、俺は渋面になっていた。

			　安定したと言えば聞こえはいいが、要するに危険を冒さないということだ。

			　上空には旋回するワイバーンの群れがあった。いつ降下してくるとも知れない状況だ。そんな中、騎士は地上のワイバーンを一体ずつ処理している。悠長過ぎる。ワイバーンが一斉に襲い掛かってこないのは、開けた場所が限られているからでしかない。しかし、ワイバーンはその気になれば木々をなぎ倒して着地することも可能なのだ。

			　ここは多少強引でも早急にワイバーンを倒すのが正解だ。

			　前衛が張り切りすぎるあまり魔法使いが浮いてしまっている。前衛は華麗に回避しているとご満悦かも知れないが、素早い戦闘に魔法使いは狙いを定められない。狩人が折角《影かげ縫ぬい》でワイバーンの移動を阻害しても、前衛が動き回っては魔法を放つための射線が確保できない。暗殺者や拳闘士といった防御力に難があるクラスならいざ知らず、騎士までも釣られて回避を選んでいるのだから救いようがない。神官も暇そうだ。怪我をしない。いいことだ。だが、それも時と場合によりけり、だ。

			　遊兵が多過ぎる。

			　状況を打破するのは簡単だ。

			　一番手っ取り早いのは味方もろとも魔法をぶっ放す。《エレメントガード》で魔法防御力を上げれば、魔法が直撃したとしても騎士は死なない。後ろには神官が詰めているのだ。多少の傷はあっという間に治癒できる。

			　プレイヤーは分かっている。誰も彼も苦笑を堪えた様子。

			　口に出さないのは痛い目を見ないと学習しないから。

			　犠牲が出るかも知れないが仕方ないだろう。

			　神罰騎士団の弱点が露呈した形だ。

			　それは実戦経験の少なさ。

			　神罰騎士団の大半はハイヒューマンの貴族である。ハイヒューマンはその性質から、少ない実戦でレベルを上げることができる。スキルのレベルに差異はあれど、ハイヒューマンはみな《天賦》持ちだからだ。そして、一旦、レベルが上がってしまえば、今度は貴族の性質が顔を出す。貴種を無為に実戦に送り出す必要はないだろう、と言われるのだ。無為ではないだろう、無為では。犠牲は出るかも知れないが実戦経験は貴重だ。極端な例を出せば神罰騎士団と冒険者を比較した時、同じレベルなら実戦経験に十倍の差が出てくる。

			　その差は大きい。

			　俺がアーニスに冒険者を馬鹿にするな、と言ったのもこのためだ。

			　……これを機会に考えを改めてくれるといいんだがな。

			　口では戦術の拙さを伝えてはいるのだ。

			　だが、王国最強は神罰騎士団であることに偽りはなく。

			　苦境も引っくり返す力があり、戦術を軽視しがちなのである。

			「……団長、あれ。もしかして」

			　空を見上げながらアーニスが焦った声を出す。

			　ワイバーンの群れの向こう。近付いてくる緑色の竜の姿。ワイバーンと同じ大きさ。だが、そんなはずはない。比較対象のない空である。遠近感が狂っていた。徐々に体躯が大きくなっていく。ワイバーンより一回りも二回りも大きい。

			　あれは……大森林の主。

			　空を侵した愚か者に制裁を加えにきたか。

			　だが、よりによってこのタイミングで。

			　チッ。俺達を見ても引き返さねぇか。面倒なことになってきやがったぜ。

			　この場にいるのがプレイヤーだけなら、主を狩ることも可能だっただろう。主と戦った経験があるからだ。主は大鎖界の頃からいたのだ。主の身体能力は然程高くはない。だが、主が持つ能力が厄介だった。騎士達も知識では知っている。しかし、対応できるかというと怪しいだろう。

			　プレイヤーだけで主を狩るべきか。

			　だが、俺達も主と戦うのは五百年ぶりだ。昔のようにはいかないだろう。主も五百年で強くなっているかも知れない。プレイヤーが戦うとなると指揮を執れる人物がいない。アーニスは優秀だがまだ青さが抜けない。大混乱に陥れば騎士の被害は増す。

			　では、耐えるべきか。

			　騎士団と名乗っているのは伊達ではない。割合として騎士のクラスが多いのだ。俺が指揮すれば耐えることはできる。だが、防戦一方になるのは間違いない。それで主が引いてくれるかどうか。嵩かさにかかって攻めてくるのではないか──

			


			　──ドサッ。

			


			　思索を破る鈍い音。

			　ハッと思考を現実に向ければ、見覚えのない小さな山があった。

			　ワイバーンだ。積み重なっている。三体。それはいい。

			　空を舞う生き物も死ねば落ちる。当たり前だ。だが、ここからが理解が及ばなかった。

			　ワイバーンは首がなかった。刃物で斬られたような綺麗な断面。そう、刃物だ。ワイバーンの高度は低い。樹上から飛べば到達できる。しかし、高速で動いているのだ。刃物で斬るのは至難の業だろう。一体ならまだまぐれであり得る。だが、鈍い音は一度しか聞こえなかった。つまりほぼ同時に三体のワイバーンを空中で屠ほふったことになる。

			　地上のワイバーンの掃討は終わっていた。この場にいる全員が一斉に空を見上げる。

			　そして、見た。

			　閃く銀光を。

			　迸る血潮を。

			　飛ぶ人影を。

			　その人影はワイバーンを足場に空を飛びまわっていた。軽い踏切。だが、実は恐ろしい力が込められているかのように、彼が足場にしたワイバーンは次々に落下していく。飛ぶ寸前に剣で斬りつけているだけなのだが、余りにも軽やかに剣が振るわれているために、それが攻撃であると理解が追いつかないのだ。ただの一刀。首が落ちる。何もない空に人影が躍り出たかと思うと、彼を迎え入れるようにワイバーンがくる。

			　予定調和のようだった。

			　だが、そんなはずはない。

			　ワイバーンとて死に物狂いだ。

			　常軌を逸した洞察力で人影がワイバーンの動きを先読みしているだけ。

			「…………あ。主が」

			　アーニスが呆けた声を上げる。

			　俺の記憶では主は悠々と空を泳いでいた。それがどうだ。今や全力で逃げている。

			「…………」

			「…………」

			　最後のワイバーンが墜ちてきた。その背には白銀の外套を着た優男。優男の背後にはうず高く積まれた竜種の死骸がある。八はち面めん六ろっ臂ぴの働きをしながらも、優男は返り血を浴びていなかった。物語から抜け出してきたかのように、優男の存在には現実感がなかった。

			　だが、確かに彼はいる。
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			「久しぶりだね、オーファン」

			　優男が口を開いた。前に会ったのは大昔。何も間違っていない。

			　だからこそ、何もかも間違っている気がした。

			　単独で騎士団の窮地を救ったというのに、彼にとっては語るに足りないということだから。

			「……なんで、ここが？」

			　俺が問うと優男が首を傾げた。

			「聞いてないのかい。僕は君の友人から聞いた」

			「……友人？　誰だ？」

			「第一の団長だよ」

			「……友人じゃねぇ。あれは悪友だッ」

			　舌打ちする。

			　先程感じた嫌な予感の正体が分かった。

			　神罰騎士団は互いに切磋琢磨……という名の政争を繰り返している。第一の団長が素直に災厄の魔女討伐の栄誉を第三神罰騎士団に与えるはずがない。サラスナの冒険者を動員したのは嫌がらせで、本命はこの優男を同行させることにあったのだ。

			　苛立ちを噛み殺し、顔を上げると……優男が困ったように微笑んでいた。

			　あたかも友人につれない態度を取られ、どうしたらいいのか分からないというように。

			　物語の英雄のような近寄りがたさは消えていた。

			　……俺がお前を忘れたとでも思っているのか。

			　俺は苦笑すると、彼の名を呼んでやる。

			「久しぶりだな、ユマ」

			　世界最強の剣士で。

			　救世の英雄の名を。

		

	

			幕間

			


			　▽オウリ

			


			　人は二種類のクラスを持つ。

			　メインクラスとサブクラスである。

			　戦闘のクラスがメインクラスで、生産のクラスがサブクラスだ。しかし、メイン、サブと言いつつ、実態が逆転していることも珍しくない。《ＸＦＯ》では世界を救うのが主軸のため、戦闘職がメインクラスとなっているが、人は戦いだけでは生きていけない。

			　メインとサブを両方鍛えることは可能だが、大抵はどちらか一方を優先して鍛える。

			　スキルの熟練度を上げるのに時間がかかるからである。

			　レベルが上がればスキルは覚えられるが、習得しただけでは使い物にならないのだ。

			　特にサブクラスのスキルはこの傾向が強い。

			　だから、職人はひたすらスキルを使って生産を繰り返す。

			　今のセティのように。

			「なにしてるの、兄さん？」

			　セティは素材を調合する手を止め、胡乱な目で俺の手元を見ていた。透明な瓶がある。中の液体は黒。十秒前までは赤だった。《魔力》を込めたら変色した。

			「セティの手伝い？」

			「疑問形だってことは自覚があるんだね。その手にもってるのはなにかな？」

			「毒だろうな」

			「私が作ってたのは？」

			「回復薬だ」

			「そう、回復薬だよ。なんで毒になるの」

			「錬金術に失敗したからだ」

			　堂々と言ってやるとセティが呆れ顔になる。

			「……素材を集めてくるのは兄さんだから文句は言わないけどね」

			　いや、セティ。言ってる。顔が言ってる。段々とセティは俺に容赦がなくなってきた。拾った当初のように顔色を窺われるよりはマシだけども。

			「兄さんは大人しくしてて。ぜんぶ、逆錬金になるんだから」

			　錬金術はアイテムを作り出す技術である。逆錬金とは要するに失敗のことだ。上位のアイテムを作り出すのが錬金術の本道だ。しかし、逆錬金はその反対で下位のアイテムを作り出す。単に失敗と呼ばれないのは逆錬金が有用な場面があるからだ。

			　ゲームが長く続くとプレイヤーのレベルも高くなる。

			　弱い狩場を訪れる人数は減り、下位の素材が出回らなくなる。

			　大抵は同じ系統の素材で代用することが可能だが、時折、この素材でなければ作れないというアイテムがある。そういう場合は上手く失敗することでその素材を用意する。

			　だから、セティの言い分には不服がある。

			　俺の行為は逆錬金ではない。失敗だ。一応、成功させる気はあった。

			　それに全部、逆錬金になるというのも言い過ぎだ。

			「成功することもある」

			「成功する確率は？」

			「ほーう、確率を考えられるようになったか。偉い偉い」

			「……もう、そういうのはいいから」

			「百回に一回かね」

			「それ、素材を無駄にしてるだけだよ」

			「今までは一度も成功しなかった。だが、今は百回に一回は成功する。遅々とした歩みかも知れない。だけど、確実に前には進んでる。無駄だと決めつけるのは良くないな」

			「一から兄さんがやるなら文句はいわないよ」

			「あ、はい」

			　それを言われると弱い。

			　俺は最後の仕上げだけ行って失敗しているのだ。下準備を無駄にされたセティが怒るのは理解できる。しかし、言い訳ではないが分かったこともあるのだ。

			「スキルがなくても錬金術はできる」

			「うん。成功したもんね、いっかい」

			「ただ、なんで成功したんだか全然分からん。もう一度やれと言われても多分無理。サブクラスの鍛冶なら成功の感覚が残る。だから、段々と成功する回数が増えていく。この違いがスキルの有無なんだろう。結論、スキルのない生産職に手を出すのは道楽」

			　実は成功率を上げる一番簡単な方法は《魔力》を使わないことである。しかし、この方法では本職が作ったアイテムの品質と雲泥の差が出る。現実離れした効果を持つアイテムが作れるのは、生産の段階で《魔力》を込めているからであり、この《魔力》の操作が非常に難しいことが、スキルのない者の生産のハードルを上げている。

			「でも、兄さん、逆錬金上手くなってきたよ」

			「失敗するのが上手いって褒められてもねぇ」

			　百回近く失敗しているのだ。ある程度傾向も掴めてきた。狙って逆錬金を行うことも可能だろう。だが、一体なんの役に立つというのか。総じて逆錬金をすると価値が下がる。火が欲しいからと万札を燃やすようなものだ。万札で薪を買った方が安上がりである。

			「出かけるの？」

			　俺が立ち上がると、セティが言った。

			「減った素材を補充しないとセティに怒られそうだから」

			「怒らないもん」

			「嘘だぁ」

			「ほんとうだよ」

			「こんなに頬膨らませて？」

			　膨らんだセティの頬をつつく。ぷにぷにしていて気持ちがいい。

			「私が怒っているんだとしたら、兄さんが素材を無駄にしたから」

			「やっぱり怒ってるんじゃねぇか」

			　セティは違う、と言うと口ごもる。その真剣な眼差しに俺も口を閉ざす。

			「あのね、私が回復薬を作ってるのは兄さんのためなんだよ」

			「……俺の？」

			　初耳だ。

			「兄さんは冒険者だから危険なことするでしょ。私は弱いから足手まといになっちゃう。だから、せめて回復薬を作ってあげようと思ったの。危険がなくなるように回復薬を作ってるんだよ。それなのに回復薬のために危険な場所に行くって言うから」

			「……セティ」

			「……なに」

			「ええと、大変言い辛いんだけど……店で買った方が品質高いんだ」

			「兄さんのバカ！　もう知らない！」

			　俺は苦笑いを浮かべ、頭をかく。

			　臍を曲げたセティは俺を無視して回復薬作りに戻った。俺はセティを抱き抱えると彼女の座っていた椅子に腰を下ろす。セティは俺の膝の上で黙々と回復薬作りを続けていたが、やがて根負けしたのかポツリと言った。

			「……出かけないの？」

			「こんな可愛い妹を放って行けるかよ」

			「……褒めれば許すと思ってるの？」

			「セティは優しいからな。許してくれるはずだ」

			「……兄さんはいつも口だけなんだから」

			「態度でも示せと？」

			「…………うん」

			　セティを抱き締める。体重を預けてきた。調合の手が止まっていた。

			「お前なら世界一の錬金術師になれるさ」

			　そう言ってセティの頭を撫でた。

		

	

			　


			　

			　


			《千の道》の狩人を先頭にトトウェル大森林を進む。

			《忍び足》、《穏おん形ぎょう》のスキルを持つ狩人は斥候に向く。しかし、アリシアが買ったのは彼の経験である。植生や魔物の足跡からわかることもある。それは経験からしか判断できない。

			　意外なことに大半の冒険者がトトウェル大森林に不慣れだった。

			　大森林が拡大しないよう魔物の駆除に駆り出されることはあっても、自ら探索しようという物好きはＢランクパーティー《千の道》だけという話だった。

			　意外だった。

			　錬金術師にとってここは宝の山だ。素材集めで何度か足を運んだことがある。

			　しかし、理由を聞いて納得した。

			　大森林の素材を扱える職人がいないのだ。売れない物を取って来ても仕方がない。

			　正直、この程度の素材も扱えないのかよ、と思う。

			　だが、これでこの世界へ来てから感じていた違和感の正体が掴めた。

			　盗賊団はチュートリアルかと思う程に弱かった。子爵を護衛する仁王も見かけ倒しだった。だが、片っ端から《鑑定》していたワケではなく、そういう連中をたまたま引いただけだと納得していた。しかし、冒険者ギルドでその考えは間違いだと知った。

			　冒険者もまた弱かったからだ。

			　Ｓランクのアリシアでさえ、レベルは１４５なのである。

			　大鎖界の基準に直せばＢ寄りのＡランクといったところだ。

			　五百年で全体的にレベルが低下している。

			　その原因は職人の質の低下である。

			《ＸＦＯ》では武具は職人が作る物だった。武具をドロップする魔物もいたが、職人が作る物と比べると一段も二段も落ちる。その魔物のドロップも今はなくなっているのだ。職人の質の低下は武具のランクの低下を意味する。武具には耐久度が存在するため、定期的に修理する必要があるが、今の職人では修理もままならないだろう。武具が悪ければ冒険者も狩場のランクを落とすしかない。すると素材が出回らなくなり、職人の質が更に低下し……後はこの悪循環である。

			　ランクの高い武具を手に入れたければ、迷宮の宝箱に賭けるしかないというのだから笑えない話だ。

			　しかし、プレイヤーがいるのにこの凋ちょう落らくとは何か裏がある気がする。

			　シュシュは何か知っている様子だったが、意味深に微笑むだけで教えてくれなかった。

			《極北の風》七名。

			《千の道》六名。

			《大鷲の斧》五名。

			　それにアリシアと俺達。

			　都合二十一名という大所帯である。

			「よし、進むぞ。俺の後に続け」

			　狩人の進路を見て、やるな、と感心する。上手く魔物を避けるルートを通っている。

			　冒険者のレベルは下がったかも知れない。だが、質はむしろ上がっているように思えた。まあ、復活できたプレイヤーと比べるのは、命を賭けている彼に失礼な話か。

			　だが、討伐隊の中には低ランクということで彼を侮る者がいた。

			　だから、それは遅かれ早かれ起こる事態だった。

			「うおおおおおおおおおお」

			　生き物のように蠢うごめく枝が拳闘士を逆さ吊りにしていた。

			　樹木に擬態するトレント種の魔物、イビルトレント。

			　救いようのないバカだな。素直に狩人の後に続いとけ。

			　大方、《制せい空くう圏けん》を過信していたのだろう。《感知》系のスキルの一つで、自分を中心に円状に気配を感知する。イビルトレントの《擬態》は生態でもあるがスキルでもある。しかし拳闘士の拙い《制空圏》では、《擬態》を看破できなかったのだろう。

			「世話が焼けるっ」

			　アリシアが剣を一閃させ枝を斬る。落ちて来た拳闘士を後ろに放り投げる。僅かな間で拳闘士の四肢は縛り上げられており、仲間の狂戦士が慌てて縛いましめを解いていく。

			「……野郎の緊縛プレイなんて誰得だよ」

			　俺がぼやいていると、イビルトレントが咆ほう哮こうを上げた。

			　ギシギシと音を立てて、周囲の木々に人面が浮かび上がる。《擬態》を解いたのだ。

			「仲間を呼んだぞ！　手分けして当たれ！」

			　アリシアの号令でそれぞれのパーティーに分かれる。

			　親しくもない冒険者同士で連携を取るのは難しい。それならパーティー単位で戦わせた方がいいという判断だ。

			　まず前に出たのは《極北の風》だ。三人の剣士が手近な一体を押さえにかかる。囲まれているというのに動きに迷いがない。トレント種の弱点は機動力に欠けることだ。敵の多さに惑わされず着実に倒していけば勝利は固いと分かっているのだ。

			　不意に剣士が散開。

			　空隙に三本の炎の槍が吸い込まれる。

			　火魔法の第三階梯《フレイムジャベリン》。

			　前衛が詠唱の時間を稼ぎ、後衛が一気に殲せん滅めつする。理想的な戦い方である。

			　特にリーダーのアレスの動きがいい。何度言ってもアリシアに名前を覚えてもらえず、涙目になっていた男と同一人物とは思えない。

			「《極北の風》は討伐専門のパーティーだって言ってたが看板に偽りなしか。シュシュ、気付いたか？　散開に合図がなかった。魔法が来るタイミングが分かってるんだ」

			「詠唱の時間は魔法で違うだろう」

			「この魔物にはコレって決めてあるんだろ。突出して強いやつはいないが上手い」

			《千の道》はやや苦戦している。

			　メンバーは剣士、魔法使い、狩人、神官、騎士、暗殺者と多様性に富む。反面、《極北の風》のような一撃の火力に欠ける。とはいえ、これは《千の道》が悪いのではなく、遭遇戦を演出してくれた、《大鷲の斧》の拳闘士が悪いと言える。本来は狩人や暗殺者が斥候を務め、奇襲を仕掛けて倒すスタイルなのだろう。

			「手助けはせんのか？」

			「危なけりゃアリシアが助けるだろ」

			「一人、図抜けておるの」

			「…………」

			　アリシアの戦い方は全く危なげない。

			　散歩でもしているかのように、優雅に一歩ずつ距離を詰める。そして、接近するや否や、大振りな一撃でイビルトレントを斬り伏せる。隙の大きな一撃だが反撃の恐れはない。全ての枝を斬り落としてしまっているからである。

			　Ｓランクは別格と言われるのもよく分かる光景だ。

			　Ａランクが六人がかりで倒す相手を、ただの一人で圧倒しているのだから。

			「見惚れているのか、オウリ？　アリシアは美人だからのう」

			　アリシアは凛々しさと可憐さを兼ね備えた美人だ。意志の強さを感じさせる大きな瞳。赤い髪はサイドでテールに結んでいる。胸がピッタリとした服を押し上げている。緋色のケープから覗く腕は冒険者とは思えない程に華奢だ。ホットパンツとニーソックスの絶対領域が艶めかしい。
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			「なんだ、嫉妬か」

			　アリシアを見詰めながら生返事を返す。

			「……そ、そんなはずなかろう。じ、自意識過剰もいい加減にせい」

			「はいはい。冗談だって。アリシア、大森林に入ったのは一度だけって言ってたよな。ご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくって《千の道》に頭を下げて。だが、手慣れてないか。妙に」

			「妾わらわと違ってＳランクだからな。あれぐらい朝飯前なのだろうよ」

			「なんか、刺とげがあるな」

			「ふん、知らぬわ」

			　上を向くと拳が降ってきた。

			　……なんだ、ご立腹だな。俺、気に障ること言ったか？　よく覚えてない。

			　アリシアは何度も口にしていた。

			　大森林に入ったのは一度だけ、と。

			　アリシアが役に立たないなら、俺が手を貸すしかないかと思ったのでよく覚えている。

			　だが、本当か？

			　何度も言っていたというのも怪しい。

			　トレント種は珍しい魔物ではない。大森林で戦ったことがなくとも、他の場所で戦ったことがあるのかも知れない。だが、それならばそう申告すればいいだけの話だ。

			　アリシアは要注意だな。目の保養がてら、監視するとしよう。

			　で、俺に絡んでくれた《大鷲の斧》はと言えば。

			「……脳筋だなぁ」

			「……脳筋だのぅ」

			　殴られたら殴り返す。そんな感じなのだ。しかも、パーティー全員が、だ。

			　殲滅速度は《極北の風》に匹敵する。

			　ある意味で合理的なのだろうが……なんだかねぇ、と思ってしまう。メンバーに神官がいないという話だし、毎回、大量の回復薬を買い込んで、討伐に挑んでいるのだろうか。

			「……ところでお主、気付いておっただろう？」

			「イビルトレントに？　まさか、まさか。気付いてたら忠告するさ」

			「ふん、あれだけ凝視しておいてよく言うわ」

			　ははは、くくく、と笑う俺とシュシュを、《千の道》の神官がジト目で見ていた。

			　勿論、イビルトレントには気付いていた。実はトレント種の人面は擬態中にも見える。パズルのように配置を変え、木肌に同化させているため判別し辛いだけで。

			　道中、イビルトレントは何体もいたが、狩人はそれを避けたルートを通っていた。

			　恐らく彼も見破り方を知っているのだろう。

			　だが、情報を開示しなかった狩人を責める気はない。

			　木肌で判断できると知れば、脳筋があれもこれもトレントだ、と言い出すのは目に見えている。壁の染みを人の顔と見間違える感覚で。

			　安全なルートを外れた。

			　だから、トレントに襲われた。

			　脳筋の頭に叩き込むのはコレだけでいい。

			　身をもって知ってもらうために、拳闘士には犠牲になってもらった。

			　死んではいないが。

			「あのねぇ……貴方あなた達、もう少し真剣になったら？」

			　頭痛を堪えるように神官が言った。

			「ピクニック気分のシュシュはともかく。俺は集中切らしてないつもりだけどな」

			「自分の格好見ても同じこと言える？」

			　まぁね。

			　相も変わらず俺はシュシュを肩車している。

			　不真面目に見える、という指摘は至極もっとも。

			　だが、俺の目の届く範囲で無意味な人死にをさせるつもりはない。

			「詠唱しとけ。怪我人が出る」

			「私だってＢランクなんだから。怪我人がいたら見逃しません」

			「出るんだよ。これからな」

			　俺がそう言った瞬間だ。

			《千の道》の暗殺者が飛び退った。押さえた脇腹から血が出ていた。

			「そんな、嘘でしょ!?　なんで分かったの!?」

			「驚いてないで《ヒール》かけてやれ」

			　神官が慌てて《ヒール》の詠唱を始める。

			　暗殺者は枝を捌さばくのに手一杯で、波打つ地面に気付いていなかった。イビルトレントの根に足を取られるのは確実だった。だが、俺の予想が当たったのはそこまで。暗殺者は咄嗟に根を斬り、一撃食らうだけで離脱していた。

			　見事な判断だ。

			　武器さえまともなら足を取られる前に決着がついていたはずだ。

			　ホントに装備がネックになって、レベルが上がってないんだな。

			　多少マシなのはアリシアのケープと剣か。それにしたってアリシアと釣り合っていないが。

			「クソガキィィィ！　サボってんじゃねぇよ！　テメェ、ぶっ殺すぞ！」

			　大声の主は《大鷲の斧》のリーダー、ゴートだ。

			　鼻っ柱を折ってやったのにまだ反抗的なんだよな。こいつもハイヒューマンだって言うし。子爵といい、こいつといい。ハイヒューマンの鼻はどんだけ高いと言うのか。

			「サボってねぇよ。神官の護衛してる」

			「チッ。口の減らねぇガキだな。勿体つけてねぇで早く魔法使って回復させやがれ！」

			「《生命力》一割も減ってないだろ。そうだな、二割減るまで待て」

			「《千の道》のヤロウは回復させてたじゃねぇか！」

			「あー、そういやお前のパーティー、神官いなかったっけ。お前がムカつくから言ってるんじゃない。かすり傷で一々回復させてたら《魔力》がなくなるって言ってんだよ」

			　ゴートのクラスである狂戦士は、被弾前提だけあって打たれ強い。ある程度ダメージを食らってから回復させた方が効率がいいのだ。これが暗殺者のような紙装甲だとまめな回復が必要になって来る。しかし、《大鷲の斧》には神官がいないため、そういう機微が理解できない。だから、単純に後回しにされていると感じたようだ。

			　俺様なだけかも知れないが。

			「なあ、気になったんだが。魔法使えって言うが。それって神聖魔法か？」

			「それ以外に何がある、ああ!?」

			　なるほどね。どうも話が噛み合ってないと思った。

			「いや、それ、無理。俺、神聖魔法使えないし」

			「はァ？　なんだそりゃ!?　役立たずじゃねぇか！」

			「ああ、憤る気持ちは分かるぜ。神聖魔法の使えない神官。お荷物としか言いようがない。狩人が安全なルートを示してんのに、道外れてトレント呼ぶ拳闘士並みに。ん、そういやあの拳闘士は誰のパーティーだった？」

			　ゴートは苦虫を噛み潰したような顔。そう、お前のパーティーメンバーだよ。

			「アリシアは俺にこう言った。神官と一緒に援護して欲しい」

			　俺は神官を護衛して欲しいと言っているのだと思った。

			　だが、アリシアは神官と一緒に神聖魔法を使って欲しいと言っていたのだ。

			「どうも認識の違いがあったみたいだな。俺のクラスは神官じゃない」

			　神官のアーツを使ったから勘違いされたのだろう。

			《ＸＦＯ》では当初、他のクラスのスキルは使えないと思われていた。だが、物好きな人間が他のクラスのスキルも習得できることを発見した。

			　これをクラス外スキルと言う。

			　判明したのは大半がアーツだった。便利なスキルは大抵、習得方法が難しい。

			　様々なクラスのアーツが使える。

			　無双ができるように聞こえるかも知れない。

			　だが、俺が物好きというのにはワケがある。

			　クラスにはそれぞれ得意武器があり、アーツはその得意武器でしか使えない。神官クラスのアーツを使うために、剣士が槌つちを握るのでは本末転倒だ。

			　例外は己の肉体が得意武器となる拳闘士クラスだけ。

			　当然、その習得方法は難解。俺も知らなければ習得できなかった。

			　だが、神官クラスのアーツは違う。

			《ウェポンブレイク》も《足あし砕くだき》も初期に使えることが判明していた。習得方法が非常に単純明快だったのである。《足砕き》であれば敵の足を百本折るという具合にだ。

			　覚えようと思えば誰でも覚えられたのだ、昔は。

			　だから、あの程度で神官と断定されても、というのが正直な気持ちである。

			　クラス外スキルの習得方法は失伝してしまったのか。或いはプレイヤーが秘匿しているのか。後者な気がする。

			　とはいえ、必ずしも悪意から秘匿しているのではないだろう。クラス外スキルの習得方法を知れば、習得しようとするゼノス人が出てくる。だが、ゼノス人は成長が遅い。まずは自身のクラスのスキルを極めるのが先だろう。

			「サボってると思われるのも心外だ。働いてやるよ」

			　俺が護衛を引き受けたのは、冒険者の力量を見るためだ。大体、分かった。

			　苦戦している《千の道》のもとへ向かう。インベントリから救済の剣を取り出す。

			「後ろへ」

			　暗殺者の肩を叩き、下がらせる。

			　ムチのようにしなる枝を紙一重でかわす。

			　懐かしさから思わず頬が緩む。

			　一時期、イビルトレントと毎日戦っていたことがあった。デスゲームが始まった直後だ。枝を避けることができず何度も死に掛けた。今思い返せば狂気の沙汰としか言いようがない。レベル上げと新しい戦闘スタイルの確立を同時に行っていたのだから。

			　いつデスゲームがクリアされるか分からない。

			　今にもセティが消えてしまうかも知れないのだ。

			　トッププレイヤーに追いつくため狂ったように戦っていた。

			「《スラッシュ》」

			　剣士が最初に覚えるアーツを放つと、そのままイビルトレントの脇を抜ける。

			　背後から暗殺者の悲鳴が聞こえた。だが、すぐに驚愕の声に変わった。

			　真っ二つになったイビルトレントが見えたか。

			　騎士が三体のイビルトレントを引きつけていた。

			　盾を巧みに使って枝を弾き返していた。避けられない攻撃はスキルで耐える。流石は鉄壁の防御力を誇るクラスである。回復魔法さえあればまだまだ耐えられそうだ。

			「御苦労さん。後は休んでな」

			「おう、助かるわ。流石にキツい……ってなんだ、オウリ殿……だったか」

			「お仲間じゃなくて悪かったな」

			　放つは《サークルスラッシュ》。

			《スラッシュ》の範囲版。威力は下がるので、《チャクラ》で火力を上げて。

			「…………お、おおぅ……一撃、だと…………」

			「見たか。妾の騎獣に掛かれば赤子の手をひねるようなものよ」

			「オ、オウリ殿は、騎獣なのか。それなのに、こんなにも強い。かの黒竜なのか」

			「おい、冗談を真に受けんな」

			「そっ、そうだな。何を言っておるのだ、俺は。す、すまん。どうも衝撃が強過ぎて、な。アリシア殿の見立てを信じてなかったわけではないが……いや、信じてなかったのだろうな」

			「アリシアが？　俺のコトなんて？」

			「自分よりも強いと」

			「へぇ、言うねぇ」

			「あの姫騎士が言ったのだ。しかしオウリ殿の外見に惑わされ、信じることができなかった。俺自身は、俺が、情けない」

			「いや、幼女を肩車したやつが強いとか。信じるやつは頭がどうかしてるから」

			　イビルトレントは全部片付けた。

			　騎士と話をしながら戻ると、度肝を抜かれた様子の面々がいた。

			　いやはや、気分がいいね。こういう反応をしてくれると。

			　だが、一人だけ反応が違う。

			　アリシアだ。

			「少年、その剣は……んっ、言い間違えた。クラスは何だ？」

			「神官ではないことだけは確か。剣士と同じ働きができる。これ以上の説明が必要か？」

			「……結構だ。ところで……その剣を……せて……」

			　アリシアがボソボソ何か言っていた。

			　聞き返すと「忘れてくれ。はしたなかった」と言われた。救済の剣を見詰める目が真剣を通り越して怖い。迂闊に問いただすと酷い目にあいそうな気がした。

			　未だショックから立ち直れていないゴートに向き直る。

			　これを言いたいがために頑張ったようなものだ。

			「で？　誰が役立たずだって？」

			　ゴートの顔は傑作だったとだけ言っておく。

			


			　　　　▼

			


			　夜。

			　焚き火を中心に八名の男女が車座になっていた。

			《大鷲の斧》の五人に、アリシア、俺とシュシュだ。

			　野営の見張りは三パーティーでローテーションする。実質ソロの俺とアリシアは人数の少ない《大鷲の斧》と組む。と、いう名目で問題児の俺とゴートを監督するのがアリシア先生だ。

			　大森林に入り、三日経っていた。

			　この世界の野営にも慣れた。アナログだが趣があっていい。

			《ＸＦＯ》ではインベントリを開けば、設営済みのテントだって、でき立ての料理だって出てきた。

			　では、今の冒険者はどうするのか。魔法の鞄を使う。大きな物は仕舞えない、鞄内部の時間は止まらない、重量で容量が決まる──とインベントリの劣化版のマジックアイテムだ。

			　ゴートも魔法の鞄を使っていた。彼はハイヒューマンである。インベントリが使えるはずだ。

			　不思議に思って尋ねると、アリシアが教えてくれた。

			　その際、アリシアの口からプレイヤーという言葉が出てきて驚いた。

			　プレイヤーとはハイヒューマンの始祖を意味する言葉だという。特に大鎖界から転生を繰り返して来た者を指して言うらしい。

			　ハイヒューマンは純血を尊ぶ。血が薄れると能力も弱くなるからだ。

			　しかしゴートは限りなくヒューマン寄りのハイヒューマン。

			　インベントリが大したコトないとバレるのが怖くて使えないらしい。勿論、アリシアはそこまで言わなかった。俺が勝手に想像しただけである。だが、多分当たっている。ハイヒューマンであることを、誇りに思っている様子だったからだ。

			「エルフは寝顔も美しいな」

			　アリシアがシュシュを見詰め微笑んでいた。堅苦しさが取れた柔らかい表情だ。

			　シュシュは俺の膝で眠っている。つい、髪を撫でてしまう。

			「差し支えがなければ教えて欲しい。少年達はどういう関係なんだ？」

			「さてね。主人と奴隷か。令嬢と従者か。好きに想像してくれ」

			「警戒させてしまったか？　忠告をと思っただけだ。彼女の身の安全を考えるなら首輪をつけさせた方がいい。幼いエルフは人攫さらいの格好の獲物だ」

			　アリシアはチラリとゴートを見る。ゴートはふん、と鼻を鳴らすと、

			「弱っちぃ亜人が死なねぇよう飼ってやるだけだろーが」

			「こういう輩が多いからな」

			　シュシュに邪よこしまな目を向けるバカは多い。片っ端から叩きのめしたらどうなるか。

			　答え、この国がなくなる。

			　そう思えてしまう程に、サラスナの町では亜人を蔑視するバカが多かった。

			　討伐隊の面々は、《大鷲の斧》を除くとシュシュに好意的だ。冒険者の死生観が関係しているのだろう。見下すにはまず自身が高みに位置しなければならない。しかし、亜人であろうとハイヒューマンであろうと死ぬ時は死ぬ。死と隣合わせの冒険者にあっては、亜人を下等な種族と見下す性根が育ちにくいのだ。

			　育ちにくいだけでゴートのような輩もいるが。

			「この国にゃ法律はないのか」

			　俺がぼやくとアリシアが難しい顔になる。だが、すぐに考えるのを諦めたようだ。俺に常識がないのはここ数日でよく分かったのだろう。

			「法律はある。下等種族はでき得る限り保護するように、とな。気に障ったか。王国法に下等種族とそう書いてあるんだ。ハイヒューマンが記した法律だからな。彼らからすればヒューマンとて下等種族だろう。だが、なぜか王国人の大半はそれを亜人のことだと思っている」

			　俺は唇を皮肉げに歪ませる。

			「奴隷にするのが保護か」

			「恥ずかしながら」

			　隷属の首輪は嵌めた人物を主人と認識し、命令を下せるのは主人だけらしい。首輪を外すには莫大な金がかかり、攫ったとしても元を取るのは難しい。しかし、それでもエルフは美しいため、大金をはたいてでも購入したい好色家はいる。狙われるのを完全に防ぐことはできないが、隷属の首輪を嵌めておけば抑止力になるだろう、とのことだった。

			「ま、考えておくよ」

			　首輪を嵌めても命令を下さなければいいワケだし。

			「そうしてくれ。亜人の奴隷は見るに堪えない」

			　お優しいこった、とゴートが茶化して来たので、睨みつける。

			　この程度でビビるなら混ぜ返すんじゃねぇ。

			　俺はアリシアに向き直ると、一呼吸置いてから口を開く。

			「しかし、アリシア。どうやってセティを……リオンセティを見付ける気だ？」

			「なんだ、見付ける気なのか」

			　は？

			　思わず周りを見てしまう。ゴートと目があった。怪け訝げんそうにしていた。

			　……あのなぁ、ゴート。いつもの威勢はどこへ消えた？　その目、バカにされるより堪えるぜ。

			「冒険者ギルドに災厄の魔女を討伐する気はない。討伐隊を出したと騎士団に言い訳が立てばそれでいい」

			　アリシアの説明を聞くにつれ、俺は渋面になる。

			　大森林から人一人を捜すのは不可能に近い。だからこそ討伐隊に参加したのである。

			　しかし、討伐隊はセティを見付ける気はなかったらしい。

			　討伐隊は騎士団からも出ている。というか、騎士団が本命だ。

			　アリシアから聞いた話によれば、騎士団には数多くの転生者が存在し、何より団長はプレイヤーであるという。プレイヤーの強さは身に染みて知っている。セティも強くなったようだが……プレイヤーが相手では安心できない。一刻も早く駆け付けてやらなければならない。

			　……だというのに。

			　拳を強く握り締める。

			　セティへ繋がる糸。

			　必死に手繰っていた。

			　だが、途切れてしまった。いや、最初から切れていた。

			　掌から血が流れる。痛みは感じなかった。

			「……顔合わせの時の話、嘘だったのかよ。見付ける手段があるって言ってただろ」

			　冒険者ギルドでゴートをボコった後の話だ。

			　討伐隊の顔合わせがあった。

			　一度、顔合わせは済ませているのだが、俺が参加したためもう一度ということだった。俺は一刻も早く出発したかったのだが、「何の説明もなく幼女を肩車した冒険者が現れ、討伐隊に参加すると言う。私なら帰る」とアリシアに言われれば肩を竦めるしかない。

			　そこへ小役人っぽい騎士がキチンと依頼を果たせ、と釘を刺しに来た。

			　今回、冒険者には災厄の魔女の住すみ処かを示す地図が与えられていた。しかし、日本地図に赤く丸をつけて、ここ、と言っているような酷いものだった。

			　今にして思うとアレク……もといアレスは予防線を張ろうとしたのだろう。

			　大雑把な地図では災厄の魔女を見付けることはできないかも知れない、と言ったのだ。

			　だが、それを非難と取ったか。或いは怠慢と取ったか。

			　騎士は災厄の魔女を見付けるまで戻ってくるな、とご立腹だった。

			　それを収めたのがアリシアだった。

			「災厄の魔女を見付ける手段はある。もし見付からなければ私が責任を取る」

			　あの言葉を信じたから、俺は黙ってついてきたのだ。

			「ハッ。騎士も騙されるだろうよ。演技が上手いじゃねぇか、アリシア」

			「そ、そ、そ、その通りだ。ひ、人目があったからな。見付ける気はない……とは言えなかった。わ、我ながら見事な機転だ」

			「……なあ、アリシア。もう一回聞くぜ。見付ける手段はないんだな」

			「……あ、ああ……な、ない」

			　……あるのか。前言撤回だ。演技下手だな。

			　討伐隊に参加したことを後悔しかけたが、無駄ではなかったようでホッとする。

			　アリシアはセティを見付ける手段を持っている。

			　が、討伐隊の総意としてはセティを見付ける気はない、と。

			　どうにかしてアリシアの口を割らせないといけないワケか。

			　しかし、どうやって？

			　王国か、亜人か。

			　どちらの立場に立っているかで、セティの行為の善悪が変わる。

			　セティは王国では蛇だ蝎かつの如く嫌われているが、亜人の国では英雄と言われているらしい。

			　アリシアは亜人に好意的だからといって、亜人寄りと考えてもいいものか。

			　セティが大勢のヒューマンを殺しているのは確からしいのだ。

			　俺は正当防衛は教えた。

			　だが、過剰防衛は教えなかった。

			　……地図を変えるのはやり過ぎだ、セティ。

			　いっそ隷属の首輪を使うか。シュシュが外した首輪がある。

			　人道に反しているがセティの安全には代えられない。

			　いや、それも早計か。失敗すれば終わりだ。

			　隷属の首輪が外せないのは《呪い》が付与されているからだ。《呪い》は装備が外せなくなるという状態異常である。しかし、状態異常は《精神》でレジストできる。

			　高レベルには隷属の首輪は嵌まらない可能性が高い。

			《ＸＦＯ》では隷属の首輪というアイテムはなかった。質の下がった職人が作っているアイテムなのだ。

			　大体、隷属の首輪は命令に違反した時、痛みを与えるマジックアイテムだ。シュシュが命令に反して俺を刺せたように、言うことを聞かせられるワケではない。

			　アリシアは武具コレクターだと言うし。

			　適当な武具で買収してみるか。

			　ダメなら拉致という名の説得で。

			　リスクとリターンを秤にかけ……考えるのが面倒になった。

			　為せば成る。きっと。

			　と、シュシュがパチッと目を開けた。

			「森が騒がしい。魔物が来るぞ」

			「数は？」

			　俺が問いただすとシュシュが首を振った。

			「分からん。が、かなり騒いでおる。五月蠅うるさいくらいに」

			《森の友人》──エルフの種族スキル。

			　森に潜む危険を教えてくれるスキルだ。教えてくれるかどうかは森の気分次第なので確実性に欠けるが、警告があったのなら間違いなく魔物がこちらに向かっている。

			　それも大量にだ。

			「亜人が。寝ぼけてんじゃねぇぞ。魔物がどこにいるってんだ」

			　ゴートが嗤わらう。

			　態度がムカつくのはともかくとして、信じられないのも無理はない。

			　森は静かで魔物の気配など微塵もないのである。

			　俺が信じるのはセティと暮らしていて、《森の友人》のスキルのことも知っていたからだ。

			「おォ、そうだ、ガキィ。テメェ行ってこいや。俺達はテメェの代わりに戦ってクタクタでよォ」

			「ほう、それなら早く言えよ。いつでも代わってやったぜ」

			　ここ数日、俺の出番は少なかった。精々、危ない時に手を出すぐらいだ。

			　戦力の向上を図っていたからだ。

			　大森林は討伐隊にとって適性レベルの狩場だ。

			　しかし、適性レベルの狩場だと言っても、そうそうレベルが上がるものではない。だが、レベルは上がらなくても戦力の底上げはできる。連携だ。だから、俺は後詰めを任された。俺が出張ればあっという間に片付いてしまうからだ。実を言えば戦力を上げるだけなら俺が魔物と戦った方がいい。しかし、初日に魔物を一掃するというインパクトを残したせいで、討伐隊の頭から俺のレベルのことが抜けてしまったらしい。おかげでレベルを上げる機会を見逃さざるを得なかった。

			　魔物の群れが迫っているというのなら丁度いい。

			　騎士団と戦うためにもレベルを上げておきたかった。

			　それに俺が対応に当たった方が討伐隊も安全である。魔物の群れと当たれば十中八九乱戦となる。シュシュを庇いながら全員を守り切るのは俺でも難しい。

			「駄目だ。全員起こして魔物に備える」

			　きっぱりとアリシアが言うので、思わず彼女の顔を見てしまう。

			　シュシュの言うことを信じるとは。エルフの知り合いでもいるのだろうか。

			「くっくっく、Ｓランクさんよォ。その命令は聞けねぇなァ。起こされた連中も怒るだろうぜ。亜人の戯たわ言ごとを真に受けてってよ！　亜人贔びい屓きもほどほどにするんだな」

			「…………」

			　ゴートの嘲りにアリシアが悔しげに口を噤つぐむ。

			　アリシアがシュシュの言葉を鵜う呑のみにすれば、彼女は求心力を失い討伐隊が崩壊しかねない。討伐隊は概ねシュシュに好意的であるが、シュシュの能力を認めているわけではないのだ。シュシュの言葉を認めさせるためには、根拠を語らなければならないが、エルフは《森の友人》のことを語りたがらない。スキルの名に友人とついているように、エルフにとって森は友人のようなもので、友人を売る行為に思えるかららしい。

			「どうする、オウリよ」

			　目をこすりながらシュシュが言う。可愛い。だが、あざとい。目ぇ覚めてただろ。

			「ん、ああ、行くさ」

			「駄目だ、少年。彼は君を──」

			「アリシア」

			　俺は強く名を呼び、言葉を遮る。

			　それ以上言っては駄目だ。

			　魔物がいないならいないでいいし、いたなら大量の魔物が俺を始末してくれる。

			　ゴートがそう考えているのは分かっている。

			　しかし、それを言ってしまえばこの場で討伐隊の空中分解が始まる。

			「エルフのガキは置いてけ。俺様が守ってやるからよ」

			　ゴートの発言に俺は目を丸くする。

			　……空気が読めないにも程がある。アリシアを見てみろ、凄い顔になってるぞ。

			「……シュシュはまだ幼いからな。護衛は確かに必要だろう」

			「お。物わかりがいいじゃねぇか」

			「だから、俺が連れて行く。いやなに、お前を信用してないワケじゃないんだぜ。ただ、俺に手も足も出ないお前じゃ、シュシュの護衛は負担だろうからな」

			　ゴートがギリッ、と歯噛みする。

			「……そォかよ。なら、その剣置いてけ」

			「は？」

			「クソガキにゃ勿体ねぇ。俺様が使ってやる。壊された斧の代わりだ」

			「……ツラの皮が厚いな。一回りして感心するね」

			　言い掛かりに過ぎないが……ふむ、一考の価値はあるか。

			　ゴートのクラスは狂戦士だ。得意武器は斧。

			　得意武器でない得物を使うのは避けるのがセオリーだ。

			　だが、武器に差がありすぎる場合はその限りではない。

			「ま、いいか。丁寧に扱え」

			　救済の剣をゴートに放り投げる。まさか、本当に渡すとは思わなかったのだろう。ゴートは戸惑っていたが、剣を抜くと輝きに魅了されていた。

			　アリシアがチラチラと救済の剣を見ていた。

			「いいのか、オウル。あれは救済の剣。滅多にない業物だぞ」

			「オウルじゃなくてオウリな」

			「…………オウルは私が昔飼っていた猫の名だった。怪我していたのを拾って来て介抱してやったんだ。だが、なぜか私には懐かず、妹のセシリアにばかり──」

			「あ、それ。長くなる？　時間ないんだが」

			「……すまなかった」

			「法律があったからだ」

			「……うん？」

			「さっきの答え。下等種族は保護してやらないとさ。なあ、ゴート？」

			　嫌みったらしく言ってやると、ゴートは顔を真っ赤にした。

			「……足りねぇ。一本じゃ足りねぇ。もっと寄こしやがれ」

			「お前は亜人がメシくれって言ったら恵んでやるのか。俺なら身の程を弁わきまえねぇクズだと罵るね。だが、お前はくれてやるんだろうなァ。わざわざ亜人を保護しようという好人物だ。そんなお前に免じて、要求に応じてやろう」

			　おお、まだ赤くなるか。茹ゆでダコみてぇだな。

			　しかし、これを皮肉と取れるということは、ゴートは亜人を迫害しているのだろう。いや、分かり切ったことか。殺しておいた方が後々のためなのかも知れない。

			　俺を狙ってくれるなら一思いに息の根を止めてやるんだけどな。

			　出すのは口ばかり。手は出してこない。

			　こういう小悪党が一番面倒だ。

			　さて、これでいいか。

			「え？」

			「は？」

			　アリシアとゴートが呆けた声を上げる。

			　俺が大量の武器をインベントリから取り出したからだ。

			「……いいのか、貰っても」

			　そう言いつつ、アリシアは既に物色を始めている。

			「人数分あるはずだ。適当に分けてくれ」

			　ゴートに言われるまでもなく、全員分を用意するつもりだった。何を好むか分からないため、若干多めに出している。

			「か、返せと言われてももう返さないからな」

			「言わねぇよ」

			　おおっ、とアリシアは目を輝かせた。彼女が手に取ったのは短剣。

			　ゴートに渡した救済の剣を除けば、討伐隊の平均に合わせた武器を出した。幾つか剣も用意したが、アリシアには役不足だろう。彼女が使っている剣の方がまだ強い。

			　だから、短剣を選んだのには感心した。彼女が選んだのは双蛇の短刀といい、《麻痺５》と《毒５》が付与されたマジックアイテムだ。状態異常を入れることのできる短剣は、戦術の幅を広げてくれることだろう。インベントリが使えなくても嵩かさ張ばるものでもない。

			　アリシアは二匹の蛇が模された柄を舐めんばかりに頬ずりしていた。正直、かなり卑猥な光景で……目が離せなかった。人の名前を堂々と間違えることといい残念な美人である。

			「んじゃ、行くとするか」

			　シュシュを肩車して立ち上がった。

			　溜まった欝憤を晴らしに行くとしよう。

			


			　　　　▼

			


			　差し込む月光が行く手を照らす。道なき道を飛ぶように駆ける。

			《夜目10》があればこの程度の光源でも、昼間と変わらない視界が確保できる。

			「阿呆をからかうのは楽しかったか、オウリ」

			「まあな。それが俺の生き甲斐なんでね。シュシュも楽しんでたろ」

			「うむ。痛快であったわ。だが、やり過ぎではないか」

			「命には代えられないさ」

			　ここ数日で何度か危険な場面があった。戦闘が長引いたことが原因である。魔物を倒す速度より魔物が増える方が早いのだ。致命的なまでに火力が足りていなかった。無事だったのは俺がフォローしていたからに過ぎない。だが、討伐隊に実力が不足しているわけではない。

			　武器だ。

			　武器が悪過ぎるのだ。

			　だから、後詰めの俺が抜ける代わりとして武器を用意した。

			　俺は魔物の群れを全滅させる気でいるが、現実問題としてそれは難しいだろう。川の流れを一人でせき止めるようなものだからだ。討ち漏らした魔物が討伐隊の方へ向かうのは止められない。だが、適性ランクの武器があれば討伐隊でも対処できるだろう。

			「オウリの心情も理解できるが……ゴートに救済の剣というのは……」

			　そうだな。

			　勢いでやらかしたかな、と俺も反省していた。

			　一人だけ分不相応な物を渡してしまった。

			「ま、ゴートが救済の剣を過信しないことを祈るばかりだ」

			「……いや、妾はゴートの心配などしておらんぞ」

			「そうなのか？」

			「聖者でもあるまいし。心配する気も起きんわ」

			「ほう、それは暗に俺が聖者だって言ってるのか」

			「お主が聖者なら世界に悪人はおらん」

			「手酷いな、シュシュ。俺だって悪人じゃない。善人と呼べないだけで」

			「ゴートの殺気に気付いておろう」

			「殺気と言うには温ぬる過ぎるけどな」

			　プレイヤーから向けられた殺気と比べるとそよ風のようなものだ。あの程度で一々敵てき愾がい心しんを抱いていたらキリがない。大鎖界の頃、俺は紛うことなき世界の敵だったのだ。もし俺が殺意に対していちいち殺し返していれば、世界の人口は激減していただろう。

			　そもそも俺が心配しているのはゴートではなく他の討伐隊の面々である。

			　俺の目的はセティに会うことだ。いずれ討伐隊から抜けるのだ。

			《大鷲の斧》の言動は目に余るが、だからと言って知らん顔はできない。《大鷲の斧》は腐ってもＡランクパーティー。俺が抜けた討伐隊においては立派な戦力だ。俺がセティに会いに行ったがために討伐隊が壊滅しました、では後味が悪過ぎる。

			　だから、《大鷲の斧》の武器も用意したのだ。

			「で、シュシュは何が言いたいんだ？」

			「ゴートに貴重な武器をくれてやったのは勿体なかったのではないか、と言うことだ」

			「ああ、なるほどね。それなら簡単だ。貴重じゃないから。ほれ」

			　そう言ってインベントリを操作。直後、俺の手に収まったのは──救済の剣だった。

			「ほぇっ!?」

			「俺が五百年前から来たことを知ってるだろ。当時は魔物が装備をドロップした。気付いてなかったのか」

			「ふん。お主はもうこの時代の常識に慣れたのか？」

			　常識は拭い難いか。たとえ知識があっても。

			「……それに魔王だった頃のことは……できれば忘れてしまいたい。そう思っていることも無関係ではなかろう」

			　シュシュがしんみりと言う。

			「ま、あんな際どい衣装着て高笑いしてた頃のコトなんてそりゃ忘れたいわな」

			「ふおおぅぅっ！　お主も忘れろ！」

			　シュシュがポカポカ俺の頭を叩く。俺の頭は太鼓じゃないってのに。

			「シュシュ、お出ましだ」

			　様々な魔物の唸り声が不協和音を奏でていた。地鳴りは刻一刻と大きくなり、森が動いているかのように錯覚する。豪胆な人物であっても踏みとどまるには勇気がいるだろう。

			　だが俺は、

			「パワーレベリングと洒しゃ落れこもうか」

			　前に出る。

			「うおおおお！　下ろしてくれ！　妾は帰る！　ウチに帰るのだ！」

			「おーおー、往生際悪いな。しっかり掴まってろ」

			　シュシュには《生命力》を底上げするアクセサリーを大量に装備させている。指輪とネックレスをジャラジャラさせ、勘違いした有閑マダムのようである。

			　シュシュの準備はそれでいい。

			　俺の準備はと言えば。

			　様々な薬を飲む。

			　ステータスを上げる薬や、取得経験値を上げる薬。

			　大した効果ではないが使わない手もない。

			　まず飛び出してきたのは凶暴な角を持ったイノシシの魔物。

			「グリードボアだと!?　馬鹿な！　もっと深部の魔物のはず！」

			　シュシュが驚きの声を上げる。一足飛びに強くなった感がある。

			　突進からの頭突きは脅威の一言。

			《生命力》の半分は持っていかれるだろう。

			　だが、当たればの話だ。

			　動きが直線的なので読みやすい。

			　グリードボアの突進をサイドステップでかわすと、抉り込むように《散さん打だ掌しょう》を放つ。巨体が僅かに浮き上がり、地面を踏み締める四肢、その半数が宙を泳いだ。なまじ勢いに乗っていたのが仇あだとなり、グリードボアは転倒して木に突っ込む。

			《瞬しゅん動どう》で距離を詰めると、救済の剣で腹を掻っ捌く。腹部は柔らかいのだ。

			《制空圏》が背後に迫る敵を感知。速い。別のグリードボアだ。蜻蛉とんぼを切り、宙に逃れる。木を足場に《瞬動》を発動させ、そのグリードボアを追う。《瞬動》は足に疲労が溜まるので、今度は左足で踏み切って。すると、ふおおお、と百年の恋も冷めそうな悲鳴が遠ざかる。

			　……遠ざかる？

			　咄嗟に背後に手を伸ばし、シュシュの襟首を掴む。

			「掴まってろって言っただろ」

			「無理！　無理に決まっておろう！」

			「やれやれ、我わが儘ままなお姫様だ」

			「なっ!?　なぜ、妾が姫だと分かった!?」

			　シュシュは姫だったらしい。

			　どうでもいい情報を仕入れつつ、空中で一回転し《バニッシュメント》。

			　グリードボアが一刀両断される。

			　いやはや、流石は救済の剣だ。

			　他の武器ならこうはいかない。

			「目が～。目が回るぅ」

			「泣き言を言ってる暇はないぞ」

			　新たに二匹のグリードボアが姿を現していた。しかし、突進を放ってくる様子がない。

			　瞬く間に仲間がやられ、俺を警戒しているのか。

			　グリードボアは先触れだ。時間をかけるのはマズい。

			　誘うか。

			　俺は二匹のグリードボアの間で《震脚》を発動させる。それに合わせグリードボアが地面を踏み鳴らす。スキルは人だけの専売特許ではない。魔物も使える。都合、三つの《震脚》が地面を波打たせる。波はぶつかると打ち消し合い、後には荒れた地面だけが残った。

			「なあ、シュシュ。影踏みってこんな過激な遊びだったか」

			「知るか！」

			　シュシュは怒鳴るが心配は無用だ。グリードボアは既に詰んでいる。

			　グリードボアが使えるのは《震脚》までで《雷らい脚きゃく》は使えないからだ。

			　俺は満を持して《雷脚》を放つ。グリードボアが《スタン》する。

			　そして《チャクラ》を練り、《サークルスラッシュ》。

			「オ、オウリ！　剣がッ。剣がッ！」

			「折れたな」

			「ふっ、折れたな！　では、ない！」

			「俺の物真似か。似てないんだが。それに、ふっ、てなんだ」

			「お主の笑みを言葉にしてみた！」

			「お前、案外、余裕あるのな。折れたんなら捨てるさ。んで──」

			　救済の剣を投げ捨て、インベントリを開く。

			「──新しいのと取り換える」

			　俺の手には新品の救済の剣があった。

			　シュシュを再び肩車し、手を離さないよう念押しする。シュシュは壊れた人形のようにコクコクと頷いていた。次に手を離したら放っておくと言ったのが効いた。

			　いや、見捨てる気はないけどな。

			　ここからは片手が塞がっているのは厳しい。

			「壮観な眺めだな」

			　ボルケーノアント。ハイドロワーム。グロウバード。エッジウルフ。まだまだいるな。

			　視界を埋め尽くす魔物の量だ。

			　普段馴れ合わない魔物まで群れを成していた。縄張り争いをしていられないような事態が起こったのだろう。生存本能に突き動かされ、ここまで逃げて来たのだろうに、俺達を見ると喜び勇んで襲い掛かって来る。生存本能より殺意を優先するとは魔物らしい。

			　剣を振りつつ考える。

			　トトウェル大森林と名を変えても、生息する魔物までは変わっていない。

			　と、すれば魔物の狂乱具合には心当たりがある。

			　トトウェルの森には強力なネームドモンスターが生息していたのだ。

			「オ、オウリ！　早くトドメを！」

			「ボルケーノアントは固い！　放置！」

			　触角を切ると索敵能力が激減するため、ボルケーノアントは放っておいていい。

			　乱戦で大事なのは大勢を相手にしない事。優先順位を付けて着実に無力化していく。

			「また、剣が折れたぞッ」

			「よし、三代目にご登場願おう」

			　ハイドロワームの水魔法《ハイドロプレッシャー》を《瞬動》でかわす。

			　水のレーザーが俺の背後にいたエッジウルフを斬り裂く。エッジウルフの性質が裏目に出た形である。エッジウルフは敵の死角から襲い掛かってくるのだ。

			　戦場を鋭利な何かが飛び交う。グロウバードの羽である。射出された羽はナイフと同等の強度を持つ。聳そびえ立つハイドロワームを楯代わりにし、剣を振るう。ワーム種は《生命力》バカと呼ばれている。とにかく、死に辛い。だが、強い《生命力》に胡坐あぐらをかいているのか、回避行動をまず取らない。滅多斬りにする。どう、とハイドロワームが地に伏す。大量の羽が突き刺さり、剣山のようになっていた。救済の剣も二本折られた。

			　羽を持ち主へ投げ返す。グロウバードが急速に加速。だが、虎口に飛び込んだだけ。グロウバードは俺の前にやって来たのだ。アーツを使えば倒せるが、羽を切り落とすに留める。まだまだ先は長い。地面を這はうグロウバードは、グリードボアが片付けてくれる。

			　グロウバードの加速はスキルだ。名前は覚えていないが、要するに《瞬動》である。弱点もまた《瞬動》と一緒なのだ。発動のタイミングと方向さえ分かれば、移動してくる場所が読める。俺の前に来るように羽を投げて誘い込んだのだ。

			「もう、十本目の剣だぞ！　脆もろ過ぎだろう、オウリ！」

			「数えてたのかよ」

			「うおおぅ！　かすっ、かすったぞ！」

			「あー、舐めてりゃ治る。てか、指輪があるだろ。レベルも上がってるし、もうかすったぐらいじゃ死にゃしねぇよ。俺にとっちゃ魔物より、お前の声の方がキツいぜ。子供の声ってなんでこー耳に響くんだろうな。あんまり騒がしいとわざとかすらせるぞ」

			「幼児虐待！」

			「教育と言え。俺も辛いんだぜ。この世界で最初に会ったのも何かの縁だ。可能な限り守ってやる気でいる。だが、この世界は亜人に厳しい。シュシュが自分で強くなるしかないんだ」

			「笑っておる！　見えぬが、お主は絶対に笑っておる！」

			「ははははは」

			「誰も笑えとは言っておらん！」

			「殺伐とした戦闘に潤いを与えようという、俺の心遣いが分からないのかね」

			　喋りながらも魔物の駆逐は進めている。

			　魔物の屍しかばねが積み重なるにつれ、シュシュの肩車は安定感を増す。順調にレベルアップしているようで何よりだが……最初の恐怖が忘れられないのだろう。常に全力でしがみ付いて来るので、そろそろチョークスリーパーになりそうだ。

			「救済の剣が登場した時、プレイヤーは笑った。なんでか分かるか」

			「知らんわ！　十二本目！　替えたばかりであろう！」

			「刃筋を通せないと一発でダメになる。ん？　何の話だったか。ああ、名前がそのまま過ぎたからだ。救済の剣ってのは救済武器だったんだな。弱者を救済するためのバランスブレイカー。それが救済の剣だ。準一級の武器にしては異常に要求ステータスが低い。ただ、流石に《器用さ》だけは平均的な要求ステータスで。《器用さ》が足りないとどうなるかと言うと、まァ、なんだ、見ての通りだな。壊れやすい」

			　救済武器は概ね壊れた性能を持つが、その中でも特に壊れているのが救済の剣だ。

			　襲い掛かって来る魔物はレベル１４０程度。

			　それをバサバサと斬り倒せるのだから、如何いかに壊れた性能を持っているかが分かる。

			　ただし、雑に扱おうものなら一発で耐久度がゼロになる。

			　そのピーキーな性能から救済の剣でのレベリングを札束で殴ると言っていた。

			「……オウリ、後何本ある？」

			「七十はあるな」

			「…………もう、何も言えん」

			　嘆息と共に吐き出された言葉を最後にシュシュの声が遠ざかる。

			　段々と戦いが楽しくなってきたからだ。俺はバトルジャンキーだとは思わない。しかし、スリルを求める心はあるのだろう。その点、魔物との戦いは心躍るものではなかった。何十、何百と並べられた詰将棋を、淡々と解かされている気分。

			　だが、少ない手で詰ませられるようになってくると面白さを覚え出す。

			　相手の強さは変わっていない。変わったのは俺の方である。

			　俺が徐々に強くなっている。いや、戻っていると言った方が近いか。全盛期の俺に。思えば歯がゆさを覚えていたのだろう。俺には理想とする動きがある。しかし、身体が付いてこない。だから、身体を思い通りに動かせる。ただ、それだけが楽しくて仕方がない。

			　だが、まだだ。

			　まだ、理想には遠い。

			　俺は剣を無心で振るう。折れたら新しい剣を。淡々とそれを繰り返す。

			　そして、気が付けば、

			「…………なんだ、もう終わりか」

			　魔物は全滅していた。

			「……どちらが魔物か分かったものではないな」

			　ぜいぜい、と肩で息をしながらシュシュが言う。途中からシュシュのことが頭から消えていた。結構、無茶な動きをしていたように思う。しがみ付くのに必死だったのだろう。

			　救済の剣は残り七本。大分使った。

			　俺は《ウィンドウ》を呼び出し、ステータスを確認する。

			「……ハイヒューマンが増長するのも分かるな」

			　俺のレベルが１０９になっていた。レベルが一気に20近く上がっている。

			《天賦》を持たないヒューマンや亜人は、これだけの魔物を倒したとしても、レベルがごく僅かにしか上がらない。レベルが上がるごとにレベルアップに必要な経験値は増える。だから、単純に計算することはできないが……敢あえて単純に計算するとこうなる。

			　俺がもし《天賦》を持っていなければ上がったレベルは２程度。

			　２と20。

			　持てる者と、持たざる者。その差がこの数字だ。

			　ヒューマンの身でありながら、若干二十歳でＳランクに到達したアリシアという例がある。まず間違いなく彼女は《天賦》持ちだ。ハイヒューマン以外にも《天賦》は発現する。

			　しかし、これはレアケースだろう。

			　ハイヒューマンが幅を利かせていることがそれを裏付けている。

			　五百年の時を超え、《ゼノスフィード》に来た当初。シュシュから亜人の迫害について聞いた。亜人には同情したが関わる気はなかった。セティを捜すことが第一だった。だが、セティとの再会が現実味を帯びてきた。

			　亜人を救うために立ち上がるなんて俺の柄ではない。

			　だが、セティはエルフだ。シュシュも。亜人なのだ。

			　亜人の迫害は避けては通れない問題だろう。

			　世界を大樹に見立てるのなら、ハイヒューマンは根である。

			　根が腐ったからと言って取り除けば大樹は倒れてしまう。

			　どうしたものかと考えていると、背後からパキッと乾いた音がした。

			　振り返るとポカン、と口を開けたアリシアがいた。

			「…………これを全て……少年が倒したのか？」

			「いや、災厄の魔女が現れて始末していってくれた」

			　えっ、とアリシアは驚くが、辺りを見回し首を横に振った。

			「嘘だな」

			　……そうか、断定できるのか。だとしたら、彼女は……

			「お主も何を平然と嘘をついておる」

			「おい、バラすなよシュシュ。王道では隠してた実力がバレると政治に巻き込まれるんだ」

			「何の王道か知らないが。そんな下らない理由か」

			　アリシアが呆れたように言う。

			　いや、それも嘘なんだけどな。

			　もう少しアリシアを探りたかったが……シュシュがバラしてしまったので仕方がない。

			　アリシアは無数に転がった折れた救済の剣を見て、セティの仕業ではないと断言していた。つまり、セティが剣を使わないということを知っているのだ。

			　セティを捜す手段を持っていることといい。

			　間違いない。

			　彼女はセティを知っている。

			「…………あ、ああ。救済の剣が……こんなに……勿体ない……こ、この破片と、これを組み合わせれば……くっ、駄目だっ、形が合わないか！」

			　……いや、パズルじゃないし。形が合っても直らないから。

			「欲しいなら一本やるよ。その代わり、教えてもらいたいことが──」

			　瞬間。肌が粟あわ立だつ。

			　シュシュをぶん投げると、うわっ、とアリシアが受け取る。

			　シュシュが何か文句を言っていたが、聞いている暇はなかった。

			　大急ぎで装備を変える。武器は黒こく刀とう朧おぼろに、防具は紅彩の外套に。やはり、刀は手に馴染む。単純な火力では救済の剣に劣るが、これから戦う相手は耐久度を気にしている余裕がない。

			「くるぞ。魔物の狂乱の原因が」

			　アリシアが首を傾げる。

			「原因が分かったのか？」

			「今、降りてくる。シュシュは任せた」

			「……何。降りて？」

			　凄まじい勢いで何かが降りてきた。それは木々をなぎ倒しながら着地する。

			　もうもうと舞う土煙が晴れると、見上げなければならないほどの巨体があった。

			　緑色の鱗。力強い翼。凶暴な顎あぎ門と。

			　最強の魔物と称される竜。

			　トトウェル大森林の主に相応しい威風だ。

			　竜は死体すら恐怖させるとでも言うのか。魔物の死体が逃げ出すように竜から離れる。単に風で吹き飛ばされただけなのだが、木々が一切揺れなかったためそう見えた。

			　俺の頬に一筋の傷ができていた。

			「へぇ、生意気な挨拶してくれるじゃねぇか」

			　傷を撫でながら俺は笑う。

			「ええ？　暴風竜ブレイザール」

			　レベル１８０の強敵。

			　所謂いわゆるネームドモンスターである。

			


			　▽アリシア

			


			「グオオオオオオオオオオオオオオオオオゥゥゥ！」

			　竜の咆哮は敵と餌とを篩ふるいにかける。

			　ビリビリする音の波をやり過ごした後は、立っているのがやっとという有様だった。全身から止めどなく汗が流れ、歯の根が合わずカチカチと音が鳴っていた。

			　竜の口から覗く、鋭い牙が見えた。

			　あの牙で引き裂かれ……私は餌となるのだ。

			　それは覆りようのない未来だと思えた。

			「《ピュリファイ》」

			　そんな涼やかな声が響き、餌と捕食者とで完結していた世界が、不意に広がりを見せた。　

			　黒髪の少女が私を透徹した眼差しで見ていた。

			「……今のは君が？」

			「すまぬな、お主にまで《ブレイブ》をかけている余裕がなかった」

			　竜の《咆哮》には《威圧》の効果があり、《威圧》に抵抗できないと《委縮》してしまう。まんまと《委縮》した私を少女が《ピュリファイ》で助けてくれたらしい。少女は《ブレイブ》で《精神》を高め、《咆哮》をレジストしたのだろう。

			　額の汗を手の甲で拭う。

			「……聞いてはいたが……恐ろしいものだな、竜の咆哮というのは。自分がとてもちっぽけな存在に思え、偉大な存在の糧になれるのなら、それは本望であるとさえ本気で思えた」

			「稀有な経験ができたと思うのだな。《委縮》したが最後、大抵は餌ぞ」

			「本当に助かった。礼を言う。命の恩人だ」

			　竜種の頂点に立つ五匹の竜がいる。

			　緑の暴ぼう風ふう竜ブレイザール。

			　赤の獄ごく炎えん竜イグニストゥス。

			　黄の地ち哭こく竜リーヴシルト。

			　青の魃ばっ水すい竜ラドアンク。

			　そして黒の王おう騎き竜ヤーズヴァル。

			　これらを総称し、五色竜と言う。

			　大鎖界すら乗り越えた生きる伝説だ。

			　雷名に反して五色竜の情報は少ない。

			　知られているのはヤーズヴァルだけ。

			　王国にはかの竜にまつわる、こんな話がある。

			　ヤーズヴァルは世界を巡る。人を襲うでもなくただ空を往いく。

			　それを面白く思わない貴族がいた。貴族は騎士団を動かし、討伐隊を組織した。

			　出発を待つばかりの騎士団を見下ろし、第五代国王は貴族にこう言ったという。

			　──図体こそ大きいがあの竜の本質は騎獣だ。主を探して彷徨さまよっておるだけだ。貴様が王座を望むのであれば挑むがよかろう。ヤーズヴァルを従えることができれば、自然と玉座はついてこよう。

			　討伐に駆り出された騎士団は壊滅。

			　しかし、驚くほどに死者が少なかった。否が応でも手加減されたことに気付く。

			　悠々と飛び去る姿は空の王者の貫禄があったと、生き残った騎士は後世まで語り継いだと言う。

			　この故事からヤーズヴァルは王騎竜と呼ばれる。

			　王国の子供はヤーズヴァルを従えることを夢見る。

			　しかし、他の五色竜については何も知られていないに等しい。大きな理由は秘境の奥地に住処があるからだろう。だが、一人や二人目撃していてもおかしくはない。それでも実態が謎に包まれているということは、目撃者は全て餌となったのだろう。

			　ブレイザールについて伝わるのは、風を操る緑色の竜ということだけ。

			　しかし、オウリは確信を持って言っていた。

			　──暴風竜ブレイザール。

			　本物だとしたらＳランクの冒険者が束になってかかっても勝てるか怪しい。

			　そんな竜を相手にオウリは、

			「ハッハァ！　いいなァ、おい！　久々に歯応えあるぜ！」

			　哄こう笑しょうを上げ、斬りかかっていた。

			　巨体からすれば小さな傷が付く程度。

			　竜の《生命力》を削るには不十分。

			　だが、自尊心を傷つけるには十分。

			　ブレイザールは唸り声を上げ、前足をオウリに振り下ろす。

			　巨体からは想像もできない機敏な動き。

			　オウリは紙一重で前足を避け、懐に潜り込み、刀を突き刺す。腹を斬り裂きつつ、巨体の背後へ向かう。ブレイザールは巨きょ躯くでオウリを押し潰そうとする。

			　潰されたと思った瞬間、オウリは背後に抜けていた。《瞬動》か？

			　尻尾がダンダン、と地面を叩く。

			　侮っていた羽虫にするりとかわされ癇かん癪しゃくを起こしている──そんな風に見えた。

			　だが、込められた威力は本物だ。

			　大地がひび割れる。

			　衝撃に巻き込まれれば《スタン》は必至。

			　しかし、オウリは《震脚》で衝撃を相殺し、

			「手癖が悪い。足癖が悪い。尻尾はなんて言やいい？　ん？」

			　そんな軽口を叩く始末。

			　ブレイザールは軽口を解したわけではないだろう。だが、今度はオウリ目掛けて尻尾を振るう。

			　オウリは皮肉げな笑みを口に張り付け、尻尾を見上げていた。

			「俺は足癖が悪い」

			　言うなり尻尾を蹴り飛ばす。《烈れっ風ぷう脚きゃく》。風を孕はらんだ強力な蹴りが軌道を逸らし、生意気な羽虫を叩き潰すはずの尻尾は、オウリの前で許しを請うかのように伏す。

			「手癖もな」

			　光を纏った剣閃が尻尾を斬り裂く。《スラッシュ》だ。

			「判断が遅い」

			　今度は《サークルスラッシュ》。

			　ブレイザールが唸る。だが、今度は怒りではない。紛れもない悲鳴だった。

			　一いっ気き呵か成せいに叩くチャンスだ。

			　だが、オウリは刀でトントン、と自分の肩を叩いていた。

			「早く本気出せ。じゃないと──終わるぜ？」

			　ぶわっ、とオウリの髪がなびく。だが、風は一切吹いていない。風を操るというブレイザールの能力だろうか。しかし、オウリが何かしたのか、オウリの周囲に無風が戻った。

			「俺からの挨拶はまだだったな。受け取れ」

			「グオオオオオオオゥゥッ!!」

			　ブレイザールが身体を揺らす。額から一筋の血が流れていた。

			　オウリは身じろぎ一つしていなかった。

			　何が起こっているのか全く分からなかった。

			「当ててやろうか？　お前、逃げてきたんだろ。戦いもせず。傷一つなかったからな。お前は自尊心が傷つけられた。んで、俺を見付けた。いい機会だと思った。自分を怯えさせたハイヒューマン。似た雰囲気を持つ俺を殺す。それで自尊心が取り戻せる。そう信じた……と、まァ、なんだ。適当にストーリー作ってみたが、要するにお前は騎士団にビビって尻尾巻いて逃げ出した。なのに、俺にはケンカ売ってくるとかね。俺の方が弱いって言ってるようなもんだぜ。それは違うって証明してやらねぇとなァ」

			　丁度、大森林には神罰騎士団も入っている。

			　ブレイザールが騎士団に怯え、逃げ出して来た可能性はある。

			　大暴走とも言える魔物の狂乱。あれはブレイザールが現れたから。

			　そう考えるとオウリの話には説得力があった。

			「グウォォ──────────────！」

			　ブレイザールがオウリに噛みつく。が、オウリに蹴り飛ばされ逆に吹き飛ぶ。

			　私とシュシュはポカン、と口を開けてその光景を見ていた。

			　……あの巨体を……蹴り飛ばす、だと？

			「……オウリは……無事だった……ようだな……」

			「む、名前を覚えたのか」

			「……武具をくれた人の名は忘れない」

			「……いやはや、なんとも。ブレないのう。妾からはこれをやろう。オウリから色々貰っておってな。状況に応じて着け替えろと言われていた。お主が嵌めていた方が良かろう」

			　少女が手渡してきたのは指輪だった。

			「…………これは、セレスタイトの指輪」

			「分かるのか。マニアよなぁ」

			　少女が呆れたように言う。

			「いいのか、貴重な物だぞ」

			「良い、良い。オウリは山程持っておるだろうよ。それより折角Ｓランクに貸しを作ったのだ。名前を忘れてもらっては困るからな。一度しか名乗らぬぞ、妾の名はシュシュだ」

			「…………恩に着る、シュシュ」

			　借りは二つになったな。冗談めかして渡してくれたが、私の身を案じてくれたのだろう。

			　セレスタイトの指輪は《精神》に補正がかかる。

			　早速、指輪を指に嵌める。が、必要あるのかどうか。

			　オウリがブレイザールを拳で突く。竜の鱗は固い。今はもう扱える者もいないが、竜の鱗は最高級の武具の素材になるほどのものだ。如何にアーツといえど、拳を痛めてしまう……と普通なら思うところなのだろう。

			　だが、《崩ほう拳けん》を放ったオウリは、そんなことは織り込み済みのはず。

			　私の推測は正しく──

			「…………オオオオオオオオゥゥゥ！」

			《咆哮》？

			　違う。

			　悲鳴だ。

			「そう言えばシュシュは魔法が使えたのか」

			「泣き叫ぶ幼女を戦場で連れ回す鬼畜がおったからな……」

			「レベルが上がって魔法を覚えたのか。そうするとシュシュのクラスは神官か」

			　神聖魔法の《ピュリファイ》や《ブレイブ》を覚えるのは神官のクラスだ。

			「いいや、妾のクラスは冥めい闇あん姫きと言う。魔法使いと神官のスキルは大抵習得できる」

			「いいのか、教えてくれて。上位クラスだろう」

			　クラスには基本クラスと上位クラスがある。

			　基本クラスとは剣士、拳闘士、騎士といった一般的なクラス。上位クラスの者はその名の通り、基本クラスを強化した性能を持つ。珍しいのでレアクラスとも呼ばれる。

			　レアクラスの亜人。

			　人攫いには格好の獲物だろう。

			「お主が妾を裏切るとは思えぬし……オウリといる以上、自重は無意味よ。あれは紛う方なき世界の敵ぞ」

			　……世界の敵？　不穏な言葉だ。

			　怪訝に思っていると、くくく、とシュシュが笑う。愉しくて愉しくて、仕方がない、というように。歳に見合わぬ妖艶な笑みに思わずゾッとした。

			「災厄の魔女と同じよ。手を出さねば噛みつくこともない。だが、ハイヒューマンは放ってはおかぬだろうな。オウリこそ彼らの怨敵であるがゆえに。動くぞ、世界は。オウリを中心に。そしてその先に妾の復讐がある」

			「復讐？」

			　シュシュが苦笑する。

			「語り過ぎてしまったか。オウリには語れぬからな。つい口が軽くなってしまった」

			「事情は分からない。それでも月並みな言葉を贈ろう。復讐は何も生まない」

			「だろうな」

			「だが、私に手伝えることがあれば手を貸そう」

			「良いのか。復讐だぞ」

			「人の事情をとやかく言える程、私もできた人間じゃないからな」

			　私はかつてアリシア・シュヴァルツと言った。

			　だが、もうシュヴァルツとは名乗れない。

			　シュヴァルツ家は数少ないヒューマンの貴族だった。ハイヒューマンの貴族にとっては目障りだったのだろう。はめられて家が取り潰された。それでは飽き足らず、私は騎士になる道まで閉ざされた。

			　当時の私は復讐を心に秘めていた。冒険者になったのも力をつけるためだ。

			　しかし、世界を巡るにつれ、視野が広がっていったのだろう。いつしか家名など瑣さ末まつなことだと思えるようになっていた。家族に至っては、パーティーに費やす時間を鍛錬に使えるようになったと喜んでいた。シュヴァルツ家は生粋の騎士の家系だったということだろう。だが、あの頃の私に復讐は無意味だと説いても、聞く耳を持たなかったはずだ。

			「シュシュの因縁にオウリが関係しているのなら。オウリには言っておいた方がいいと思うが。オウリとて知らなければ対処に困ることもあるだろう」

			「いや、直接には関係はない」

			「それなら……構わない、か？」

			「しかし、うむ、そうだな。折を見て話そう。今は駄目だ。妹のことしか考えておらぬ。余計な荷を背負わせれば逃げ出すやも知れん。助言感謝する」

			「大したことは言ってないさ。それよりオウリの妹か。さぞ凄い人物なんだろうな」

			「悪名は轟とどろいておるな」

			　悪名か。災厄の魔女とどちらが上だろうか。

			　しかし、とシュシュがオウリを見る。

			「……強いとは思っていたがまさかここまでとは。あのブレイザールを赤子の手をひねるようにあしらっておるわ。まだ本気を出していないようだしなぁ」

			「………………シュシュ、冗談……だろう？　あれで本気を出していないだって？」

			「オウリは手札を隠しておる。縛りプレイというやつだな、うむ」

			「…………いや、そう言われても……俄にわかには信じられないな……」

			　オウリはブレイザールを翻弄している。

			　それなのに、まだ……本気ではない？

			「……あるいは……ああ、そうか。それなら分かる」

			「何が分かった、シュシュ」

			「ブレイザールの二つ名を思い出せ」

			「……暴風竜？」

			「そう。風を操ることから名付けられた。だが、オウリには風の影響は見られない」

			「……そうだ。確かに。ではブレイザールではないのか」

			「いや、オウリはあれをブレイザールと呼んだ。ならばブレイザールと見て間違いない。大鎖界で何度もプレイヤーに狩られておる。オウリが見知っておっても不思議ではない」

			　薄々察してはいたが、やはり、オウリはプレイヤーか。それより。

			「……何度も狩られている？」

			「死しても一日経てば復活したそうだ。在りし日のプレイヤーのようにな」

			「…………」

			　言葉もない。

			　どんな地獄だ。

			「アリシア。お主はオウリのクラスを何と見る？」

			「……そうだな」

			　多用するスキルは拳闘士のものだ。だが、武器は剣士の上位クラス、侍の刀である。拳闘士のスキルを習得した侍だろうか。だが、シュシュの口ぶりからすると、そんな在り来たりな答えではなさそうだ。意表を衝いて暗殺者？　騎士？　狂戦士？

			「全部外れだ」

			「口に出したか？」

			「いいや。だが、違う。断言できる。む、終わらせる気か」

			　オウリに視線を戻す。

			　刀が竜の鱗を易々と横一文字に斬り裂いていた。

			　あれは《スラッシュ》……なのか？　これまでの《スラッシュ》とは威力が桁違いだ。今まで手を抜いていたのか、《チャクラ》を練ったのか。いずれにせよ、余力があったということだ。

			　……本当に……本気ではなかったのか。

			　だが、驚くのはまだ早かった。

			　刀を振り切った体勢。そこから瞬時に刀を逆手に持ちかえ、後ろ手に刀を納刀して見せた。それは拍手喝采の曲芸。だが、戦闘中に行う行為が、ただの曲芸のはずがなかった。逆手のまま刀を一閃させた。納刀状態からのみ使える抜刀術。刀が光っていたのであれもアーツだ。

			「ググゥゥゥ！」

			　勝てないと見たのか。

			　ブレイザールが悲鳴を上げ、飛び立つ。

			「逃がすかよ。てめぇから売ってきたケンカだぜ」

			　ブレイザールの背にオウリが飛び乗る。風で浮力を生んでいるのだろうか。一、二度羽ばたくだけで巨体が上空へと抜け出す。私であれば振り落とされてしまっただろうが、オウリは地面に立っているかのように揺るがない。オウリを振り落とそうとブレイザールは回転しながら天を目指す。次第に体が傾いていく中、オウリは慌てずアーツを発動。無数の剣閃が翼を斬り刻む。

			「あれはッ!?　まさか！　《龍りゅう勢ぜい添てん翼よく》!?」

			　一瞬で相手を斬り刻む、剣士クラスの奥義である。

			「グオォォォオゥ！」

			「おまけだ。遠慮するな」

			　オウリは光る斧でブレイザールを叩き落とす。

			　狂戦士の《グラヴィティストライク》。

			　斧はインベントリから出したのだろう。

			　地表に降り立つなりオウリはブレイザールのもとに駆ける。

			　まるで遊びに行くかのような軽やかな足取りで。

			「……なんと言えばいいのか」

			「……安心するがいい。妾も同じ気分だ……」

			　シュシュが虚ろな目をしていた。たぶん、私も同じ目になっているだろう。

			「……しかし、ますます分からなくなったな」

			　剣士、侍、拳闘士、狂戦士。冒険者ギルドの一件も考えれば神官もか。

			　オウリは少なくとも五つのクラスのスキルを用いている。

			《龍勢添翼》を見た時は剣士で確定だと思ったが……少しするとそれは明らかにおかしいと気付いた。奥義を習得するのはレベル１６０と決まっているのだ。

			　オウリのレベルは１６０以上ではないだろう。

			　大量の魔物を倒したとはいえ、そこまで上がってはいないはず。

			　……あれもまた……クラス外スキルだ。

			　貴族はクラス外スキルの習得方法を秘匿している──そう実まことしやかに囁かれている。オウリのクラス外スキルの正体はそれか？　だが、オウリは貴族とは思えない。

			　そもそも、だ。

			　オウリが無名というのがおかしい。

			　たしかにプレイヤーの中には長く続く生に倦うみ、隠いん遁とんする者もいる。では、オウリがそうかと言えば……あの性格で大人しくしていられるとは思えなかった。

			「なんか、お前、鈍った？　温い五百年だったんだな」

			　つまらなそうに言うと、オウリは無造作に跳んだ。

			　それを見てブレイザールがほくそ笑んだ気がした。空中では回避行動を取ることができない。ブレイザールは顎門を開く。本来、《魔力》は見えるものではない。だが、濃密な《魔力》は可視化する。口内に緑色の《魔力》が溜まっていた。

			　──ブレス。

			　竜の奥の手。

			　地形を変えるほどの威力がある。

			　駄目だ。

			　オウリは間に合わない。

			　最後の最後でミスを犯した。

			「────オウリ！」

			　咄嗟に駆け出す。剣を抜き放つ。

			　普段であれば剣を握るだけで心強くなるが、今は枝を握っているかのように頼りない。

			　このまま走っていては間に合わない。《ムーンライト》しかない。《魔力》を斬撃に変え、飛ばすアーツだ。ブレイザールには傷一つつかないだろう。だが、注意を引ければそれで十分だ。ブレイザールのブレスは私を跡形もなく消し飛ばすことだろう。

			　私は騎士になりたかった。しかし、それは叶わなかった。

			　騎士にはなれない。

			　だが、なりたかった自分にはなれる。

			　私は人を救うために騎士を目指したのだ。

			「《ムーンライト》──」

			　剣を振り切ればアーツは発動するはずだった。

			　だが、身体が固まったように動かなくなっていた。

			「《影かげ縛しばり》──冥闇姫の魔法だ」

			　後ろから声がした。辛うじて首は動く。振り返るとシュシュがいた。慎ましい月光では影はできない。しかし、闇夜よりも濃い影が、シュシュの足元にできていた。

			　そしてその影が伸び、私に絡み付いていた。

			「オウリを信じよ」

			　幼女とは思えない落ち着いた声だった。

			　冷静になって見ればオウリは微塵も諦めてなどいない。

			　あの自信は一体どこから来ているのかと思っていると──ブレイザールの《魔力》の収束が止まった。恐らくオウリが何かをしたのだろう。時間にすれば一秒にも満たない。だが、届かなかった刃を、届かせるには十分な時間で。

			　オウリが嗤う。

			「刻ときの不条理を感じたか？」
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			　──斬！

			　ブレイザールの首が落ちた。

			　人とは違う異相が信じられない、と訴えている。ブレイザールの瞳から光が消えた。瞬間、口内に溜まっていた《魔力》が突風と化す。《魔力》は風の属性を帯びており、主が死んだことで制御が失われたのだろう。それは執念なのか。風はオウリに向かう。

			　暴風竜。その名に相応しい荒れ狂う風。

			　オウリにも予想外だったのか。

			　苦笑いをしながら風を浴びていた。

			　異様な光景だった。

			　木が飛ぶ。岩が飛ぶ。死体が飛ぶ。

			　世界が全て風で洗い流される中、オウリ一人だけが泰然と立つ。闇夜に染まった外套が旗のように翻る。刀は悼むかのように涙を流す。ブレイザールの血だ。

			「…………黒衣の死神」

			　堕落した人の前に現れ、命を刈り取ると言う死神。黒衣の死神に殺害された者は輪廻の輪に戻れず、永劫黒衣の死神に仕えることになると言う。騎士の訓練をサボった日には、黒衣の死神が来るよ、と親から脅されたものだ。

			　この死神だがモデルとなった人物がいる。

			　堕神スニヤの腹心だ。名は伝わっていない。

			　黒髪、黒目、黒い刀を持ち、黒い外套を羽織った、黒尽くめの人物。そう、オウリのような。嘘か真か二十余名のプレイヤーを相手取り、瞬く間に返り討ちにしたと言う。それも何度も。余りにも強過ぎるため、堕神スニヤその人ではないか、とも言われている。

			　最後は救世の英雄ユマに倒された。

			　風が止んだ。

			　更地にブレイザールの死体だけが残っていた。

			　ブレイザールの首を見詰める。一時はこの口に入ると思っていた。

			　それが倒されたというのに何の感慨も抱けない。

			「…………歯がゆい。歯がゆいな」

			　私が渋面で言うと、シュシュが首を傾げた。私は拳を握り、思いを吐き出す。

			「私はこれでも自分を負けず嫌いだと思っている」

			「ふむ？　そうでなくてはヒューマンの身でＳランクにはなれまい」

			「オウリは私よりも強い。だが、強過ぎる。強さが全く推し量れない。嫉妬すらさせてくれない。それが歯がゆいんだ、私は」

			　ブレイザールの《咆哮》で私は《委縮》した。《威圧》は格下にしか効果を発揮しない。あの時点で私はブレイザールを自分よりも格上だと認めていたのだ。

			　だというのにオウリは。

			　ブレイザールを寄せ付けず。

			　オウリのクラスがなんであれ。

			　私よりも遥かな高みにいる。

			　盗めるモノはあったはず。

			　だが、私は傍観者に徹してしまった。現実感のなさがそうさせたのだ。

			　情けない。

			　私は首を振って気持ちを切り替える。

			　オウリがジッとブレイザールを見詰めていた。

			　それは戦っている最中よりも険しい顔で。

			「……まだ生きているのか」

			　恐る恐る声をかけると、オウリはふっと表情を緩めた。

			「いや、死んでるんだが……ドロップはないんだな、やっぱ」

			　意味が分からずにいると、オウリが気にするな、と手を振った。

			「これ、解体しないとダメか。流石に放置は勿体ないよな」

			「…………良かったら私が解体しようか」

			　ワイバーンなら解体経験がある。構造に大きな違いはないだろう。

			「マジでか。おお、頼む」

			　オウリは子供ように喜んだ。

			　魔物の解体は冒険者にとって初歩の初歩だ。

			　よく分からない男だと思った。

			


			　▽ゴート

			


			　──計画は狂いっぱなしだった。

			　最初に討伐隊の話を聞いた時、チャンスが来たと思った。

			　キャンキャンうるさい《極北の風》が参加するというからだ。ハイヒューマンと対等なツラをして、ルールは守れだの、仲間を大切にしろだの、イチイチ口出ししてくる。

			　うぜぇ。

			　たかがヒューマンの分際で。

			　難しい依頼は《極北の風》に持ち込まれるのも腹が立つ。

			　実力は《大鷲の斧》の方が上なのだ。

			　俺は自分の実力に見合った依頼を選ぶ。当然、ついてこれないやつは死んだ。

			　依頼をえり好みする《極北の風》とは鍛え方が違う。

			　何度も《極北の風》のやつらを殺してやろうと思った。

			　だが、単に殺しては俺がお尋ね者になるだけだ。

			　ヒューマンのために将来を棒に振るのは業腹だ。

			　そんなところへ降って湧いた今回の話。

			《極北の風》を片付けても、災厄の魔女のせいにできる。

			　貴重なＡランクパーティーが減れば、冒険者ギルドは俺に頼らざるを得なくなる。他にもＡランクパーティーはいるが、討伐隊の話をいち早く聞きつけ、町から逃げ出した腰ぬけ共だ。《極北の風》がいなくなれば、冒険者ギルドは俺に尻尾を振ってくるだろう。

			　俺なしではサラスナの町は成り立たなくなる。

			　後はオルグレン子爵か。

			　一度話したことがあるが馬が合った。きっと俺に力を貸してくれるだろう。

			　手始めにサラスナを支配し、ゆくゆくは貴族となるのだ。

			　冒険者をやっていると貴族の横暴を受けることがある。

			　ヒューマンは単純に憤るが、それは僻ひがみだと俺は思う。優秀な種族が下等な種族を支配するのは当然のことだ。貴族はただ権利を振りかざしているに過ぎない。

			　だが、貴族の資格が種族で決まるというのならば。

			　俺だってハイヒューマンだ。

			　資格はある。

			　だが、アリシアの参加で計画が狂った。最初は年端のいかない小娘だと思った。しかし、戦闘を見て考えを改めた。不意を突いても俺達では彼女を殺すことはできない。

			　更にオウリだ。

			　あのクソ生意気なガキ。

			　認めたかねぇが……尋常じゃなく強い。

			　あの野郎がいたせいで俺は……大人しくしているしかなかった。

			　──計画は狂いっぱなしだった。

			　だが、ようやく修正できた。

			　魔物が現れると亜人のガキが言いだし、それを信じたオウリが野営地から出て行った。

			　放っておけないと、アリシアまで追って行った。

			　ただ、アリシアは去り際に《千の道》のやつらを起こしていった。オウリが残した武器を《大鷲の斧》が独占することを警戒したのだろう。

			　思わず舌打ちしそうになったが、まだ《千の道》ならやりようがあった。

			　俺は《千の道》へ武器の分配について談合を申し入れた。

			《千の道》は最初、渋っていた。

			　だから、囁いてやったのだ。いい武器を手にすれば、別の場所で活躍できる、と。

			　彼らのサラスナでの生活は安定している。それを棒に振るのは覚悟がいる。だが、栄達を求めない冒険者はいない。結局、《千の道》は欲望に負けた。迷宮に挑むのが彼らの夢だったらしい。

			《千の道》を野営地から連れ出し……不意を突き無力化したのだった。

			　異常事態が起きれば全員で備えるのが冒険者の鉄則である。

			　三パーティーあるうちの、一パーティーが無力化した。

			　これは明らかな異常事態である。

			　だが、まだのうのうと眠っているパーティーがいた。

			　だから、起こしてやった。

			　救済の剣で、な。

			　オウリは俺の斧を安物だと言っていた。あの時はバカにしやがってと憤ったが……悔しいがオウリの言うとおりだった。救済の剣は惚れ惚れするほどによく斬れた。

			「……ゴート。バカだと思ってたが……てめぇは大バカだ…………姫騎士が……戻ってくりゃあ……てめぇは……終わりだ……」

			《極北の風》のリーダー、アレスは虫の息だった。

			　欝憤晴らしと、試し斬りを兼ねて、散々嬲なぶってやったからだ。

			　瀕死の仲間に目をやり、アレスは顔を歪めていた。

			　寝込みを襲われては《極北の風》のやつらも大した抵抗はできなかった。

			「兄貴ィ。コイツ、生意気なんスけど。殺やっちまっていいですか」

			《極北の風》の剣士を引きずり、手下がやって来た。

			「おうおう、このバカ野郎が。言っただろうが。殺すんじゃねぇぞって。盾になってもらうんだからよォ」

			「盾ですか？」

			「そのうちアリシア達が戻ってくる。こいつらを人質に取ってやんのよ。お人好しは何もできなくなるだろうよ。後は隷属の首輪ハメちまえばこっちのもんだ」

			「おおお！　兄貴、頭いいっスね！」

			「くくく、貴族っぽいだろ。ははっ、いけねぇな。浮かれ過ぎか」

			「でも、兄貴。魔法使いは殺しといた方が良かないスか」

			「ああ？」

			「ひっ。あ、兄貴に逆らう気はないスよ。ただ……その……ほら、魔法使いは猿ぐつわしても……む、《無詠唱》できるかも……いや、なんでもないス」

			「バカ野郎！」

			　一喝すると手下がひぃっ、と縮み上がる。

			　だからニカッと笑ってやる。だが更に怯えられた。後でぶっ飛ばす。

			「言ってるこたァ間違っちゃねぇよ。俺達が知らないだけでできるかもな」

			《無詠唱》は無言で魔法が使えるようになるスキルだ。今まで誰も《無詠唱》は使っていなかったので、すっかり頭から抜け落ちていたが、レベル１２０か１３０で習得できるはずなので、使えたとしてもおかしくはない。《無詠唱》のレベルによって発動できる魔法の階梯が変わる。《無詠唱》ができたとしても第一階梯が関の山だろうが……。

			　一番いいのは全員に隷属の首輪を嵌めることだろう。

			　だが、手元にある隷属の首輪は二つだけだ。

			　当然、嵌めるとしたら、アリシアとオウリだろう。

			　ああ、そうだな。魔法使いは殺すか。人質は多過ぎても面倒だ。

			　まだ誰も殺していないが、それは手加減というより、徹底抗戦を避けるためだ。全員の無力化が済んだ今、多少、間引いても構わないだろう。

			　ん？

			「おい、そいつら隠しとけ。誰か戻ってきた。俺が様子を見てくる」

			　暫く進むと小さな人影が見えた。

			　亜人のガキだ……シュシュと言ったか。なぜか一人で戻ってきた。

			「ガキ、保護者はどうした」

			「後から来る。妾は少し肩慣らしを。レベルが上がったのでな」

			　そうか、好都合だ。

			　思わず舌舐めずりしてしまう。最高の人質が手に入った。

			　シュシュの首に剣を突き付ける。愛らしい顔が驚愕で歪む。だが、脅えるでもなく、侮蔑の眼差しを向けてくる。シュシュの胸に手を伸ばすが、パシンと手で叩かれた。

			「何のつもりだ、下郎」

			「この剣が目に入らねぇか」

			「オウリがなぜ妾を一人で戻したか分からぬのか？　何が起きても妾なら対処できると考えたからよ。もっともオウリもこんな状況は想像していなかったに違いないが。頭が下半身にあってはこんなことも理解できぬか」

			　シュシュが嘲る。頭にカッと血が上る。

			　チッ。これだからガキは。状況がわかってねぇ。少し痛めつけてやるか。

			　が、剣は弾かれた。

			　……黒い……幕？

			　シュシュの足元から伸びる影が、幕となって剣を弾いたのだ。

			「この剣が目に入らねぇか──だったか。お主の目には入っておるのか」

			「な、なんだァ!?」

			　無数の剣が浮かんでいた。視界を埋め尽くすが如く。剣から黒い線が伸びていて、シュシュの影に繋がっていた。なぜか折れているが、全て救済の剣だった。

			　シュシュがゆっくり手を上げる。そして、俺を指さして言った。

			「《万ばん剣けんの奏そう者しゃ》──ゆけ」

			　シュシュを突き飛ばすのと同時だった。剣が次々と俺に向かって放たれた。

			「ウォォォ！」

			　弾く。ただただ弾く！

			　何が一体どうなってやがる！　ただのガキじゃなかったのか!?

			　チィッ。避けきれねぇ。歯を食いしばり鎧で受け──

			「…………」

			　知らぬ間に土を噛んでいた。一瞬、気を失っていたらしい。

			　……くそったれ。なんてぇダメージだ。

			　と、目の前の土が爆発した。剣が地面にめり込んでいた。

			「ふむ、この距離で外すか。久しぶりで鈍っておるな」

			　シュシュが悠然と歩いて来る。

			　浮かんでいた剣は半分程なくなっていた。

			　このまま耐えきれば……と希望を抱いた瞬間だ。

			　シュシュの影から吐き出すように剣が出て来た。

			　……ふざけてんじゃねぇぞ！　さっきより多いじゃねぇか！

			「貴様は嬲って殺す。まずは口を削ぐ。興醒めだからのう、命乞いされては。次は足を折る。逃げ出せぬように。腕は……おう、しまった。この手順は駄目だ。貴様の悲鳴が聞けぬ。いや、治せばいいだけか。治して、壊して、治して、壊して。くくく、血を見せよ！　悲鳴を上げよ！　絶望に沈め！　屍を晒さらせ！　うん？　妾は何を……言って……」

			　シュシュの様子がおかしい。

			　狂ったかのように笑ったかと思えば、顔を手で覆って耐えるようにしている。

			　指の隙間から目が見えた。狂気と正気を行き来していた。黒い瞳が赤へ、赤から黒へ。

			　…………なんだか分からねぇが、コレはヤバい。

			　シュシュは焦点の定まらない目で虚空を睨んでいた。

			「……魔族化の兆候だと？　馬鹿な。この程度で。あり得ぬ。レベルアップか？　活性化させた？　急速な成長が？　《穢れ》を？　ああああああああああああああああああああァ！　ノェンデッドォォォ！　二度と、二度と貴様の人形にはならぬ！」

			　シュシュが拳を振るう。大木が冗談のように抉れた。

			「……疾とく消えよ」

			　シュシュが俺を指さしていた。その瞳は赤で……俺は死んだと思った。

			　が、剣が放たれる瞬間、シュシュの瞳が黒く戻った。正気の瞳だ。

			「…………ハッ、ハッ、ハァ……い、生きてる？」

			　理由は分からないが、手加減されたらしい。

			　シュシュの姿は見えない。かなり吹き飛ばされた。

			　吹き飛ばされる最中、シュシュが倒れるのが見えた。

			　だが、戻ってどうこうする気は起きなかった。

			　野営地に戻ると俺の様子を見て手下が泡を食う。

			「あ、兄貴？　どうしたんでさぁ」

			「知るか！　俺が聞きてぇ！」

			　髪を乱暴にかきむしる。

			　手を振って手下を下がらせる。

			　赤い瞳は魔族の証。

			　国を持たない唯一の種族。

			　昔は国があったらしいが、プレイヤーによって滅ぼされたという。

			　以来、魔族は人に紛れて潜伏している。騎士団はよく魔族狩りを行っている。一見、普通のヒューマンに見えても、追い詰めると魔族は正体を現し、襲い掛かって来るのだという。瞳を赤く変じさせた魔族の力は、ハイヒューマンに匹敵するらしい。

			　魔族はエルフにも潜伏しているのか？

			　だが、魔族がエルフを演じていたというより……エルフが魔族になったように見えた。

			　……ありゃあ、一体、なんだって……

			「おい、お前、シュシュに何をした」

			　予想外の出来事が起きて、考え込んでいたらしい。

			　オウリが戻って来ていた。アリシアもいる。シュシュは……気絶していた。アリシアが抱えている。

			「見て分からねぇのか。何かされたのは俺の方だ。そのガキは魔族だったんだよ！」

			　アリシアが溜息をつく。

			「……最低な言い訳だな。大方、シュシュに襲い掛かり、返り討ちにあったのだろう。シュシュをもう無力な亜人と侮らないことだ」

			「あーあーあー！　無力じゃないだろうよ！　俺を殺そうとしたんだからな！」

			「見苦しいぞ。それ以上言うなら──」

			「いや、そういうこともあるかもな。だって、シュシュは元魔王だし」

			　オウリが言った。当たり前のように。

			　これには俺もアリシアも呆気に取られた。

			　魔族を率いる魔の王。神々がプレイヤーを召喚する切っ掛けとなった。その後、二度、魔王は現れている。神罰騎士団に打倒されたが、被害は甚大だったという。

			　……その魔王が……シュシュ？

			「冗談だよ、冗談。信じたか？」

			　オウリは薄笑いを浮かべている。思わず逆上しそうになるが、何かが引っ掛かり怒りが冷めた。何かと思えばオウリの目だった。オウリの目は冷徹に周囲を観察している。

			「血の、匂いがするな」

			　オウリが言った。

			　自身も血塗まみれだというのによく気付いたものだ。いや、そこらに戦闘の痕跡が残っている。そこから推測したのだろう。

			　バレたのなら隠しておく必要もない。

			「おい！　てめぇら、出て来い！」

			　俺の号令で手下が人質を連れて出て来た。

			　人質は全員魔法使いだった。なぜ、魔法使いが生きているのか。激昂しかかるが、殺すと考えただけで、命令を下したワケではなかったことを思い出す。

			「……お前……」

			　アリシアが剣の柄に手をかけた。

			　俺は余裕を持って言う。

			「抵抗するならしろ。ただし、人質は死ぬぜ。お前のせいで、な」

			「…………くっ」

			　アリシアが悔しげに唇をかむ。

			　予想通り、俺の一言は騎士崩れの小娘には効いた。

			　これでアリシアは封じられた。問題はオウリだ。なぜか大人しくしているが、正直、今にも襲い掛かってきそうで気が気ではない。

			「お前らにゃこれを嵌める」

			　隷属の首輪を見せる。アリシアが息を呑んだ。オウリは……無表情だった。

			「まずはオウリ、てめぇからだ」

			「……お前、無抵抗な相手を手にかけたな」

			　オウリは苦々しい顔で血が滴る救済の剣を見ていた。俺が無抵抗の相手を斬ったと確信している様子だ。

			「ほら、首輪を寄こせ。嵌めてやるからよ」

			　飄々とした態度でオウリが言った。その余裕が俺に疑念を抱かせる。

			「てめぇ、知ってやがんな」

			「何を」

			「首輪を外せることをだ」

			「…………」

			　隷属の首輪の《呪い》は高レベル相手には通用しない。

			　相手が《呪い》を受け入れれば別だが、本心からでなければならず、口では何とでも言えるのである。オウリの口車に乗って隷属の首輪を渡してしまえば、いざという時に隷属の首輪を外して牙を剥くはずだ。勿論、首輪を外すな、と命令することはできる。隷属の首輪の恐ろしさは命令に反した時、継続して痛みを与えることにある。しかし、外すことができるのなら、痛みを一瞬耐えるだけで済む。

			「……ダメ……だ！　逃げて……くれ！」

			　一人の魔法使いが叫ぶ。

			　手下が痛めつけるが、魔法使いは口を閉じない。

			　すると他の魔法使いも口々に逃げろと言い出した。

			　魔法使いの発言は単純にオウリの身を案じてのことだ。

			　だが、マズい。一番厄介なのはここで引かれることだ。

			　始終、オウリ達を警戒しながら進める程この森は甘くない。しかも、俺達は人質というお荷物を抱えながらだ。最悪、人質を殺して逃げ出すしかない。

			　オウリは自嘲の笑みを浮かべる。

			「……心配させたか。いや、ね。少なからず責任を感じており……ああっ、面倒くせぇ。黙って救われとけ」

			　オウリが手を振る。

			　すると、

			「ぎゃあああああ！」

			「痛てぇ─────────！」

			「あああああああああ！」

			「腕っ、腕がァァァァ！」

			　手下達が腕を押さえて蹲うずくまっていた。手首から大量の血が流れていた。鋭利な刃物で斬られたような傷だった。だが、オウリは何も投とう擲てきしていないはずだった。

			　……なんだ？　何が起きた？

			　予想外の事態に頭が回らない。

			「…………何をした、オウリ」

			「おいおい、なんでお前まで驚いてるんだよ、アリシア。ブレイザールの風を無効化したんだぜ。これぐらいできて当然だって言ってくれねぇとな」

			　……ブレイザール？　暴風竜？

			　ワケが分からなかった。悪い夢を見てるかのよう。

			　オウリは俺に向き直ると両手を広げた。道化めいた仕草なのに目が笑っていない。

			「俺のクラス、教えてなかったよな。教えてやる」

			　オウリの顔が赤く照らされた。

			　光源がオウリの前に生まれていた。

			　赤い赤い、炎の槍。

			「魔法使いだ」

			　手下の胸に炎の槍が突き刺さる。

			　悲鳴が上がる。再び炎の槍。悲鳴。槍。悲鳴。槍。悲鳴が途絶えた。絶命したのだ。

			　…………バカな。第三階梯を……《無詠唱》……だと？

			「得意なのは風魔法で後は大したことない。だが、風は目に見えないからな。だから、こうして《フレイムジャベリン》を使ってる。悪人だってなぜ自分が死ぬのか知りたいだろ」

			　嘘だ。

			　恐怖させるためだ。

			　大したことないと言いながら、その威力は魔法使い達の比ではない。

			　魔法使い達は目を丸くして自分達の《フレイムジャベリン》より一回り大きい炎の槍を見ていた。普通、《無詠唱》で発動した魔法は威力が落ちるはずなのである。

			　手下は不自然な程に炎の槍を避けなかった。

			　俺の手下に限って身が竦んだなんてことはあり得ない。

			　風だ。

			　風が手下の身動きを封じていたのだ。

			　そこで遅まきながら気付く。

			　人質？

			　ははは。

			　そんなものは最初からこの男には意味がなかったのだ。

			　解放しようと思えばいつでもできた。

			《威圧》されたワケでもない。

			　だが、俺は《委縮》していた。

			「仲間は全員あの世に行ったぞ。後を追わせてやる。来い」

			「うおおおおおおおおおおおおお！」

			　破れかぶれで斬りかかる。

			　なぜか、オウリは避ける素振りを見せない。

			　行ける！

			　オウリの顔面に救済の剣を叩き込む。剣の切れ味はアレスで実感している。

			　これならオウリといえど、ただでは済まないだろうと──

			「ふん。やっぱな」

			　呆れたような声。救済の剣が折れていた。耐久度がゼロになったのだ。

			　オウリも無傷ではない。額から血を流していた。だが、それだけ。

			「お前にゃこの剣は扱えねぇ」

			　オウリが無造作に俺を蹴る。避けられなかった。いや、避けるなど考えもつかなかった。

			　その死神の手からは決して逃れられないのだから。

			「…………黒衣の死神」

			　頭が真っ白になった俺は思わずその名を呟いていた。

			「よくよくその名を聞く日だな。この分だと山程いるな、黒衣の死神」

			　オウリが苦い顔で言った。

			　黒い刀を持ち、黒い外套を着る猛者は黒衣の死神と称されることが多い。彼らが自称するのではなく、周りから自然とそう呼ばれるのだ。世界最悪の異名が冠されるだけあって彼らは強い。だから、本物も偽物もない。そう思っていた。だが、浅墓な考えだった。

			　偽物だ。

			　彼らは。

			　本物は。

			　いた。

			　いる。

			　ここに。

			「その歪んだ性根、叩いて直して来世に送ってやる」

			　俺の身体が浮く。風の魔法だろう。《エアハンマー》か。風が俺を滅多打ちにする。激痛は最初だけだった。すぐに何も感じなくなった。地面が近付いて来ると、一際強力な風で再び打ち上げられる。視界がぐるぐると回転する。木が見えた。空が見えた。アレスが見えた。俺に歯向かう生意気な男。誰かが回復魔法を施したのだろう。二本の足で立っている。痛みを堪えるような顔だった。自分を殺そうとした男の末路だ。笑って見ていればいいものを。《生命力》と共に何かが流れ出していく。恐らくは野心とかそう呼ばれるモノ。

			　オウリが見えた。

			　つまらなそうな顔をしていた。

			　それが俺の最後の記憶だった。

			


			　▽オウリ

			


			　折れた救済の剣を地面に突き刺す。

			　墓石代わりだ。

			　この下にゴート達が眠っている。

			　冥福を祈る価値もない連中だが、弔ってやらないとアンデッドになる。

			「…………」

			「……お主が気に病む必要はない。いずれこうなる運命だった」

			　シュシュの言葉に苦笑する。シュシュは勘違いしている。

			　墓を造りながらアレスが色々教えてくれた。

			　ゴートは少なくとも十人以上仲間を殺しているらしい。死んだのはゴートの強さに憧れ、《大鷲の斧》に入った駆け出し冒険者達である。パーティーメンバーの死亡率の高さにギルドマスターが苦言を呈すと、ゴートは俺について来れないヤツが悪いと豪語したと言う。意図的に仲間を殺したワケではないだろうが、ゴートがリーダーの務めを放棄していたのは疑いようがない。

			　また、《大鷲の斧》は盗賊団との関与も疑われていた。俺が壊滅させたあの盗賊団だ。盗賊団の討伐に冒険者達が赴くと、塒ねぐらは空からだった──ということが何度もあったらしい。

			　治安の維持は本来、騎士団の役目である。

			　しかし、辺境の騎士団は町の警けい邏らで手一杯なのだ。

			　そのため盗賊団の相手を冒険者がすることになる。

			　だが、騎士団に比べたら冒険者ギルドの規律は緩い。盗賊団から鼻薬を嗅がされて、内通者になる冒険者や職員が絶えないのだという。《大鷲の斧》が疑われながらも処罰されなかったのは、サラスナの町では数少ないＡランクパーティーだったからだ。

			　金が子爵を守っていたように。

			　力がゴートを守っていたのだ。

			　白日の下に晒されていないだけで、叩けば色々と埃が出てくるだろう。

			　君のしたことは正しかった、とアレスは結んだ。

			　だが、俺が武器を渡さなければゴートも暴挙に出なかっただろう。

			　俺は武具の価値を軽く見積もり過ぎていた。

			　アリシアから迷宮品の価格を聞いて呆れてしまった。

			　邪な者の手に渡れば邪心を抱かせるに十分な価格だ。

			《大鷲の斧》が馬鹿な真似をして、死のうが知ったことではない。だが、その愚行に巻き込まれた人達には罪悪感を覚える。《大鷲の斧》以外に死者が出なかったのは結果論でしかない。良かれと思ってやったことが裏目に出てしまったと忸じく怩じたる思いがある。

			「……常識はぬぐい難い、か」

			　アリシアが《極北の風》を起こしてくれていればな。彼女は武器の価値を知っていたのだから。

			　いや、八つ当たりか。

			　アリシアは限られた時間で最善を尽くした方だろう。それを言うなら甘言に乗った《千の道》の方が罪が重いワケだし。

			「どうした、オウリ？」

			　不意に顔をあげた俺をシュシュが怪訝そうに見上げる。

			「案内人が動き出した」

			　そう言って俺はインベントリを開いた。

			


			　▽ユマ

			


			　魂の牢獄に囚われ何年経ったのか。

			　百を超えてからは数えるのも止めた。

			　自ら命を絶ったことは一度や二度ではない。しかし、必ず前世の記憶を持って転生する。

			　スニヤの後釜に座り輪廻の神となったアイラが言うには、まだ終われないという強い意志が次の生に記憶を引き継がせるらしい。だが、望まないにもかかわらず記憶を引き継ぐ者もいる。世界に多大な影響を与えた者だ。それは善行でも悪行でも構わない。

			　僕をこの魂の牢獄に縛るのは。

			　救世の英雄の二つ名だということだ。

			「こんなことになるなら世界なんて救わなかった、ってカオだな」

			「……驚いた。その通りだ」

			「今生じゃ初めまして、だな。ユマ」

			「挨拶はしただろう、オーファン」

			「あれは騎士団長として。今はプレイヤーとしてだ。時間取れなくて悪かったな」

			「別に無理して来なくてもよかったのに」

			　第三神罰騎士団、オーファン団長。強面だが心優しい好漢だ。

			　団長に無礼だと騒ぐ騎士がいたが、オーファンの「彼はいいんだ。プレイヤーだ」という一言で静かになった。

			　転生を繰り返すこの世界では上司が自身の子供に転生することだってある。転生者の関係は単純に階級では割り切れない。しかし、そこは原則として規律が優先される。

			　唯一、例外とされるのがプレイヤーだ。

			　世界の礎を作ったプレイヤーに敬意を表して、ということもあるだろう。

			　だが、現実問題としてプレイヤーは図抜けて強い。

			　不興を買えば何をされるか分かったものではない。

			　しかし、騎士が黙った理由は少し違う。

			　ユマという名。かつプレイヤー。

			　この二つの条件を満たすのは、世界広しといえど一人しかいない。

			「いつからかプレイヤーって言葉自体が始祖を意味するようになったよなぁ」

			　オーファンがそう言いながら僕の隣に腰を下ろす。

			「なあ、ユマ。たまには家に帰ってやれ。始祖が寄り付かないって悩んでたぞ」

			「どこかで人形の血が混じった。もう僕の帰る場所じゃない」

			「噂だろ」

			「僕だってそう思いたかったさ。でも、人形が生まれた」

			「お前が女作らないのはそれが理由か。結婚したって話、一回しか聞いたことないぜ」

			「ふと、ね。よぎるんだよ。人形の血が混じっているかも知れないって。そう思ったらもう駄目だね。魅力的な女性も人形にしか見えなくなる」

			「王族は？　あそこは純血を保ってるはずだが」

			「価値観が違い過ぎる」

			　王家の起こりをつぶさに見て来たのだ。敬えと言われてもうまくいかない。

			　オーファンは額をポリポリかくと言い辛そうに切り出した。

			「災厄の魔女討伐を俺達に任せてくれねぇか？」

			「それが本題かい？」

			「旧交を温めたかったのは本当だぜ。俺にも立場があるってだけだ。災厄の魔女を討伐できりゃ騎士団にハクが付く。第一の連中にデカい顔させておきたくねぇ」

			「前世で和解したと思ったけど？」

			「あン時は互いにジジイだったからだ。思考は肉体に引っ張られるからな。俺があのネクラと和解できるのは五十年は先だ。それまではまた権力闘争に明け暮れるさ」

			「飽きないね、君達も。手柄が欲しいならブレイザールは？　逃がして良かったの？」

			「戦えば勝てるだろう。だが、被害がデカ過ぎる。手柄は欲しいけどな」

			「僕なら一人で倒せる」

			「結局、お前の手柄になるだけじゃねぇか」

			「手柄は譲るよ」

			　僕が五色竜に見向きもしないのは、またぞろ救世の英雄と騒がれるのが嫌だからだ。

			　手柄を騎士団が持っていってくれるのなら倒すのもやぶさかではない。

			　しかしヤーズヴァルだけは別だが、なかなか出会う機会がない。

			「お前がここにいるコト自体がなぁ。あのネクラの仕込みなわけだしよ」

			　やだやだ、と首を振るオーファンに、僕はそれもそうかと頷く。

			　僕が討伐隊に合流できたのはネクラの──第一の団長の計らいがあったからだ。彼の手の者が教えてくれなかったら、災厄の魔女が発見されたことを、今も知ることはなかっただろう。友人の窮状を見かね、救いを求めてきたと思ったのだが、オーファンの様子からすると違ったらしい。第一の団長は第三神罰騎士団の手柄を僕に奪わせたかったのだろう。それを避けるためには第三神罰騎士団が独力で災厄の魔女を討つしかない。真実をねじ曲げるのは第一の団長の十八番おはこだが、相手が神罰騎士団ともなれば簡単にはねじ曲げられない。

			　ましてやこの場には僕がいる。

			　自分でも面倒なことだと思うが……僕の発言力は第一の団長に勝る。

			　英雄を祭りたてることで、民心を安んずることができる。

			　それが理解できるから自分のあげた手柄は甘受している。同じ手柄をあげるにしても有象無象と救世の英雄では影響力が違う。自分の手柄だけで辟易している僕だ、他人の手柄まで押し付けられるのは御免である。第三神罰騎士団が独力で災厄の魔女を討てれば、真実はねじ曲がることなく世間に周知されるだろう。

			　だが、それもこれも僕が災厄の魔女を譲ればの話である。

			「それで、どうだ。災厄の魔女は」

			「…………」

			　僕が黙っているとオーファンが気まずそうな顔をする。

			　オーファンの立場を考えると申し訳ない気持ちになる。

			　でも、

			「災厄の魔女は譲れない」

			「……お前と災厄の魔女の因縁は知ってるけどな」

			「因縁ね。あるよ。でも、違う。違うんだ」

			　僕は二度、災厄の魔女に殺されている。

			　オーファンはそれを言っているのだろう。だが、殺されたこと自体はどうでもいい。

			　僕が災厄の魔女に拘こだわるのは、

			　──俺は。家族と一緒にいるために、この世界を守りたいだけだ。

			　僕を魂の牢獄に閉じ込めた元凶だからだ。

			　一度目、二度目とも、タイミングが悪かった。討伐隊が組まれた当時、僕は十歳に満たなかったのだ。今は二十歳。レベルもカンストしたし、今度こそ確実に討てる。

			　災厄の魔女も相当知られた名だ。

			　間違いなく転生する。

			　転生したらまた殺そう。

			　だが、弱い者を殺してもつまらない。

			　彼女が育つまで待つ必要があるだろう。

			　その退屈を思うと今から憂鬱になる。

			　──転生。

			　この世界の人間がその言葉を用いるときは、転生者という意味合いだ。

			　だが、実際は誰も彼もが転生しているのだ。

			　なまじ記憶を引き継ぐ転生者が現れるから混乱する。

			　人は死ぬと輪廻の輪に還り、記憶と能力をリセットされる。それが本来の仕様だった。だが、スニヤの死によりそれが狂った。新しい輪廻の神アイラも頑張っているが、引き継ぎもなしに仕事を始めた状況だ。ブラックボックスがまだまだ多く、必要最低限の機能を優先するしかないらしい。

			　リセットが不十分なのだ。

			　だから、記憶は残るし、スキルだって残る。

			　残ったスキルをギフトと呼ぶ。神が与え賜うたスキル、ということらしい。これはただリセットが上手くいっていないだけ。単なるシステムの不具合である。それを崇めるのだから滑稽と言うしかない。しかし、アイラが与えたと言えなくもないので複雑な思いがある。

			　──強くてニューゲームだ！

			　そうアイラは言っていた。

			　ゲーマーらしい物言いだと思う。

			　アイラとの思い出を懐かしんでいると、穏やかな時間を邪魔する無粋な声があった。

			「何かあったみてぇだな」

			　険しい顔をしてオーファンが夜陰の奥を見ていた。

			「お前はついてこなくてもいいぞ、ユマ」

			「災厄の魔女が現れたのかも知れない」

			「それならもっと大騒ぎしてそうなもんだが。ま、来るって言うなら止めねぇさ。お前の二つ名は役に立つからな」

			「捨てられるものなら捨てたいよ」

			「お前の気持ちも分かるがそろそろ周知させてもらう。救世の英雄が控えていると分かれば士気も変わってくる」

			「僕も隠し通せるとは思っていないさ。後、控えているのは君達の方だよ」

			「易々と言質は取らせてくれねぇか」

			「そういう駆け引きは第一の彼とやって欲しいね」

			　僕は救世の英雄としてではなく一人のプレイヤーとしてこの場にいる。だが、僕の容姿は転生しても変わらないため、プレイヤーから僕の素性が割れ始めている。僕が二つ名を嫌っていることを知るプレイヤーは口止めをしているが人の口に戸は立てられない。

			　オーファンと雑談をしながら騒ぎの中心へ向かう。

			　様々な格好をした若者が輪を作っていた。地球の騎士団を知っていると違和感が凄い。

			　騎士団と言っても全員が騎士クラスではない。当然、それぞれのクラスに適した装備になる。シリーズ装備で揃えられれば統一感も出るが、名の知れた職人は軒並み《ログアウト》している。過去の遺産でやりくりすると、どうしてもチグハグな騎士団ができ上がる。

			「何があったんだい？」

			　手近な騎士に声をかけると、僕の顔を知っているらしく、背筋を伸ばして敬礼された。

			　こういう反応をされるから素性を隠し通すのは不可能なのだ。

			「こ、これはユマ様！」

			「おう、俺も一応いるぜ」

			「も、申し訳ありません、団長！」

			「いいって、いいって。俺のツラなんざ、見飽きてるよな。で？　何があった？」

			「ハッ！　亜人が食事を摂るのを拒否しましたので。どうも、今回の奴隷の役割を吹き込んだバカがいたようです。災厄の魔女は亜人には英雄視されていますから」

			「首輪使え」

			「それにも抵抗する有様でして」

			「なら、ほっとけ。魔女の住処は近い。生きてりゃいい」

			「……ハッ」

			　騎士は敬礼をするものの、どこか煮え切らない態度だ。

			　さりげなく輪の中を見せないようにしているのも気になる。

			　騎士を手でどかし、輪の中を覗き込む。

			「あれは？」

			「……し、躾をしているところでして」

			　亜人の子供が剣士に暴行を受けていた。殴る、蹴るでは飽き足らず、罵声を浴びせ掛けていた。

			「みっともないね」

			　思わずそう言っていた。

			　剣士が弾かれたようにこちらを向く。

			「……見ない顔だな。誰だよ」

			「ユマ」

			　僕が名乗ると剣士は盛大に舌打ちした。

			「……救世の英雄サマか？」

			「名乗った覚えはないけど、そう呼ばれてはいるね」

			「アンタ、部外者だろ。部外者が口出すなよ」

			「確かに僕は騎士団に同行させてもらっている立場だ。けどね、僕が言いたいのは人としての話だよ。みっともない。見ていられない」

			「……偉そうに」

			「年長者の話は聞くべきだよ」

			　剣士のステータスを《鑑定》し……見たくない文字が見えた。

			　──ヒューマン。

			「なんだ、人形か。だから、嫌なんだ。紛らわしい」

			　剣を抜き、剣士の首を刎はねる。

			　唖然とした空気が漂う。周りを見渡しながら言う。

			「文句のある人はいるかな？」

			　オーファンが苦い顔をしていた。

			「この国でお前に文句言えるヤツはいねぇよ。ま、死んだそいつは家柄こそ立派だが、中身はお前のいう人形だからな。愛人の子らしい。戦死したことにしときゃ誰も文句言わねぇだろ」

			「すまない。苦労をかける」

			　僕が人間と認めるのはプレイヤーとその子孫だけ。

			　ＮＰＣを人とは認めない。

			　亜人はまだマシだ。身体的な特徴がある。だが、ヒューマンは最悪だ。一見するとハイヒューマンだ。魂のない人形の分際で、人と同じように喋るのだ。気色悪い。

			　亜人の少女の前に跪くと、インベントリから回復薬を取り出す。

			「これを飲むといい」

			「あ、あの……ありがと、ござ……」

			「お礼を言っているのかな」

			「は、はい。このご恩は一生、忘れ──」

			「ごめんね。僕は人間だから──」

			　少女の頭を撫でながら言う。

			「──家畜の鳴き声は分からないんだ」

			


			　▽アリシア

			


			　進む。奥へ。奥へ。

			　森の奥に行くにつれて魔物は強くなる。Ｓランク冒険者も強者ではいられない。

			　木陰に魔物を幻視しては胃が痛くなる。

			「約束を守れず、すまない。ギルドマスター」

			　最初から折を見て討伐隊を抜ける気だった。

			　討伐隊のリーダーを引き受けたのは、ギルドマスターへの恩義もあるが、冒険者に災厄の魔女を討伐させないためだった。冒険者ギルドが欲したのは討伐隊を出したという実績だが、本当に災厄の魔女を討とうという跳ね返りがいないとも限らない。リーダーを務めればそういう跳ね返りを抑えることができると思ったのだ。

			　冒険者に災厄の魔女を討てるはずもないが……できれば彼女の手を汚させたくなかった。

			「後はアレ……アンヌ……頬傷なら上手くやってくれるだろう」

			　黙って出て来てしまったが、彼ならまとめてくれるはず。

			　鷲鼻の暴走は不幸な事件だったが、いい大義名分になった。人格はともかくとして《大鷲の斧》の戦力は得難いものだった。討伐を続行するのは実質的に不可能になった。

			　おそらく討伐隊はサラスナへ撤退する。

			《大鷲の斧》から受けた皆の傷は全快した。オウリが大量の回復薬を提供してくれた。市場には出回っていない高品質なもので、「私の魔法要りませんね」と神官が笑っていた。

			　オウリは詫びだと言っていたが……彼が悪いわけではない。

			　鷲鼻があんな暴挙に出るとは誰も思っていなかった。

			「来たか」

			《危機感知》のスキルが背後に迫る敵を感知した。常時発動可能な拳闘士の《制空圏》と違い感知できるのは不意打ちのみ。しかし、感知できる範囲が非常に広いため、万全な状態で不意打ちに備えることができる。《制空圏》は感知できる範囲が自分の周囲だけなので、感知したとしても避けられないことがままある。一長一短だ。

			　鞘から双蛇の短刀を抜く。

			　首筋がチリチリした。

			　来る！

			　半身をズラす。エッジウルフが横目で私を見ていた。獲物を仕留めそこなった牙から涎よだれが垂れていた。エッジウルフの腹に双蛇の短刀を突き立てる。

			　エッジウルフは着地に失敗し、地面を転がっていった。

			　双蛇の短刀の効果だ。《麻痺》したのである。

			「悪いが相手をしている暇はなくてな」

			　エッジウルフの憎悪を背中に感じながら走り出す。

			「しかし、恐ろしい武器だ」

			　状態異常が付与されたマジックアイテムは数あれど、これほどの即効性を持つものは滅多にない。今のは殊更上手くいった方だが、それでも二十回も斬れば確実に《麻痺》が入る。魔物に状態異常を入れようと思えば、暗殺者のアーツを使うのがセオリーだ。

			　だが、双蛇の短刀があれば、剣士でも暗殺者の真似事ができる。

			　とはいえ、状態異常が入るかは賭けだ。確実性に欠ける。素直に剣を使った方が早い場面も多々あった。それでも双蛇の短刀に拘っているのは……私の悪癖だろう。新しい武器を手にしたら、使ってみたくなるではないか。

			「……オウリ。彼は……何者なのか。ただのプレイヤーとは思えない。ふっ。ただのプレイヤーか。それともプレイヤーとはみな彼のようなものなのだろうか」

			　悪い人ではない。貴重な武器をくれた。いや、それは……関係ないか。

			　シュシュへの態度を見れば人柄は分かる。

			　かといって亜人贔屓というわけでもない。

			　ギルドの受付嬢へも誠実に接していた。

			　いい意味でハイヒューマンらしいと言えばいいのか。

			　彼にとってはヒューマンも亜人も等しく平等なのだ。

			　ブレイザールを倒した後、少し話をした。

			　災厄の魔女を捜していると言っていた。だから、自分も連れて行って欲しい、と。

			　私が災厄の魔女の住処を知っていると感付いていたのだ。

			　だが、敵かも知れない相手を災厄の魔女の──師匠の住処へ案内することはできない。

			　だから、災厄の魔女との関係を問いただした。すると「言っても信じられないと思う」と口を濁していた。結局、オウリが妙な気配がすると言い出し、野営地に戻ってみれば《大鷲の斧》が暴挙に出ており、話し合いは結論が出ないまま終わった。

			　結果論になるが連れて行くと約束しないで良かったと思う。

			《大鷲の斧》が消えた今、討伐隊の戦力は低下している。

			　私が抜ければ頼れるのはオウリしかいない。

			　かといって討伐隊を引き連れて行くのは論外だ。

			　私に付いて来れば大森林の魔物が可愛く思えるような相手を敵に回す。

			　──神罰騎士団。

			　神敵の討伐を行う王国の精鋭。

			　神と敵対する者を神敵と言うが……本当のところは定かではない。

			　何しろ師匠は神に歯向かってなどいないのだから。兄を捜していたら神敵に認定されたらしい。

			　意味が分からない。

			　だが、神敵に認定された者は漏れなく強者だ。

			　災厄の魔女然り。

			　魔王然り。

			　その神敵を討伐する神罰騎士団が脆弱なはずがなかった。

			


			　　　　▼

			


			　そこは色とりどりの花が咲き乱れる楽園だった。

			　高レベルの魔物が跋ばっ扈こする森の中とは思えない光景だ。昔は魔物に襲撃されることもあったらしいが、撃退しているうちにパタリと止んだと言う。強力な魔物の縄張りには他の魔物も近付かない。それと似た現象が起きたのではないか、との話だった。

			　こじんまりとした小屋がある。

			　蔦つたが絡み付きいかにも魔女の住処を思わせる。

			「……懐かしいな。もう五年前になるのか」

			　五年前。私はサラスナで冒険者登録を行った。騎士らしさが鼻についたのだろう。ギルドマスター自らが登録を行い、諸々の説明と一緒に一つ忠告を受けた。

			　決して災厄の魔女に手を出すな、と。

			　災厄の魔女は半ば伝説の存在である。

			　天災に気を付けるように、と言っているに等しい。

			　本来であれば現実味のない忠告であった。

			　しかし、ギルドマスターの忠告は熱が入りすぎていた。余程、私が危うく見えていたのだろう。その後、私が取った行動を思えば、ギルドマスターの懸念は正しかった。忠告に疑念を覚えた私は、冒険者として活動する傍ら、災厄の魔女の情報を集めた。そして、トトウェル大森林に災厄の魔女が潜んでいる可能性があることを突きとめた。

			　義務感に衝き動かされた私はトトウェル大森林に挑んだ。

			　しかし、結果は惨敗。

			　気持ちばかりが先走り、実力がついてきておらず、魔物に殺されかけたのだ。冒険者達と仲違いしていた私は、冒険者達から距離を取っており、無謀を諌いさめてくれる人がいなかったのだ。

			　間抜けとしか言いようがない。

			　這ほう這ほうの体で逃げ回っているところを、師匠に保護され、この家へ連れてこられた。サラスナまで送ってくれるという話もあったが、災厄の魔女を討伐するまでは帰らないと私がゴネたからだ。

			　師匠はとても気さくな人物ですぐに仲良くなった。

			　が、友好的な関係は彼女が災厄の魔女と知れたことで終わった。

			　私は戦いを挑み……結果は言わずもがな。

			　半強制的に同居生活が始まった。逃げ出そうにも相手が強過ぎた。

			　私は虜囚だと感じており、かなり反抗的な態度だった。朝はベッドから出て来ない。食事は拒む、という……今から思えば子供か、と言いたくなる反抗だった。

			　しかし、それが師匠に火をつけた。

			　なんでも昔を思い出す、とか。

			　甲斐甲斐しく世話をしてくれた。

			　それはもう本当に嬉しそうで……いつしか毒気を抜かれていた。

			　その頃になると私も頭が冷え、彼女が巷こう間かんで語られるような、極悪非道の魔女ではないことは分かっていた。だが、災厄の魔女の二つ名は伊達ではないのだと、痛感もしていた。私では手も足も出ない魔物を食事だと言って狩って来るのだ。

			　私は彼女に師事することを決めた。クラスは違うが学べることは山ほどあった。

			　弟子となった私はまず生活態度を改め……師匠から物凄い不評を食らった。

			　──あれ、もう起きてるの。今日はいい天気だよ。二度寝は気持ちいいと思う。二度寝は……しない？　そう……しないんだ……

			　──アリシア、ここは貴方の家なんだよ。遠慮しないでもっと汚してもいいんだから。

			　……これが師匠の言うことだろうか。騎士として育ってきた私には信じがたかった。

			　と、まあ、そういう具合に常識がガラガラと崩されていったのだ。

			　ふと、思ったものである。

			　昔、師匠が世話をしていたという「兄さん」とは……一体、どんな生活破綻者だったのか。

			　一目見てみたいものである。

			「……師匠。変わってないといいが……」

			　五百年も生きてきたのだ。数年で変わりはしないか。

			「──ここがセティの住処か？」

			　振り返ると灰色のローブを着た二人組がいた。フードを被っているので顔は見えない。だが、幼女を肩車して大森林に挑む酔狂を私は一人しか知らない。

			「ふん、お主も感慨深げだのう」

			　シュシュがぺしぺし、とオウリの額を叩く。

			「……俺が住んでた家にそっくりだったもんでな」

			「お主が住んでいたということは」

			「ああ、セティもだ。いるんだな、セティが。ここに」

			　私は双蛇の短刀を抜く。

			　剣の腕でオウリに勝てるとは思えない。ならば状態異常に賭けた方がいい。

			「……どうやってここまで来た」

			「ああ、つけさせてもらった。気付かなかったからって自分を責める必要はないぜ。このローブには《穏形》の効果があるからな。転がってた魔物は全部片付けて来たから安心してくれ」

			「……オウリ、再び問うぞ。災厄の魔女との関係は？」

			「そう殺気立つなよ。悪いようにはしない。それより、アリシアとセティの関係は？」

			「……師匠だ」

			「へぇ、あのセティが師匠ねぇ。アリシアは師匠の危機に駆け付けた。そういうことでいいのか」

			「オウリ、私の問いに答えていないぞ」

			「兄妹だ」

			「種族が違う」

			「いや、義理の」

			　師匠にプレイヤーの兄がいたのは事実だ。よく「兄さんがね」と語っていた。

			　だが、それは大鎖界の頃の話だったはずだ。

			「師匠は何度も命を狙われた。その時は姿を現さなかったのに？」

			「……だよな。そういう反応になるわな。ん～。以前、セティに命を救われて？　んで、加勢に来た……って、分かってる。だから睨むなよ。胡散臭いよな。でも、真実が一番胡散臭い場合、どうすりゃいいんだ。何かないか、シュシュ」

			「説得することもないのではないのか。災厄の魔女と会えば分かることであろう」

			「………………それしかない、か」

			「なんだ、気が乗らんのか。あれだけ会いたがっておったのに」

			「……いや、ね。少し怖い。会うのが。知らない人ですって言われたら……泣く自信あるぜ、俺。彼氏とかいたら半殺しにしそうだし……冗談、冗談だよ。会わす顔がないんだよ。五百年もほったらかしにしてたんだぜ」

			　苦渋に満ちた声だった。

			　オウリの実力があれば、私を排除するのは簡単である。

			　対話を望んでいるのが裏付けと言えなくもない、か？

			　いずれにせよ住処は割れてしまったのだ。

			　師匠に判断してもらうしかないか。

			　と、そうだ。大事なことを忘れていた。

			「オウリ、討伐隊はどうした？」

			「一休みしてからサラスナに帰るとよ。心配するな。全員無事に帰れるさ。防具も含めて適性装備を見繕ってやったからな。昔、この森は中堅プレイヤーの狩場だった。ブレイザールでも出ない限り危険はねぇよ」

			「…………そうか」

			「信じられないか？」

			「オウリ、お主はアリシアのことが分かっておらん。あれは……残っていれば武具が貰えたのか！　と後悔している顔だ」

			「シュシュ、それは違う。私も恥は知っている。師匠を見捨ててまで、武具が欲しいとは思わない。思ったのは……言えば私も貰えるのか、ということだ！」

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			　チラチラ、とオウリを見る。

			「…………やるから。セティ、呼んで来たら。幾らでも」

			「そっ、そうか！　言ってみるものだな！　今、師匠を呼んでくる！」

			　と、踵を返した瞬間だった。

			　バン！　とドアが開き、小柄な影が出てきた。

			「アリシア！　私のうしろに！」

			　その人影は一瞬で私の前へ。

			　灰色の髪が目に入った。腰まで伸びる艶やかな髪。肩越しに見える顔は息を呑む程美しい。私も美人だと言われることがあるが、この顔を知っているとお世辞にしか聞こえない。

			　肩口の開いた蒼いドレス。ピンクのスカート。

			　災厄の魔女、その人だ。

			「師匠。丁度いい。その人は──」

			「分かってるよ。森が教えてくれた」

			　……うん？　森が？　教えてくれた？　何を？　いやいや、《森の友人》が教えてくれると言えば危険だ。だが、危険なんて迫って──って、ああ！　神罰騎士団！

			「違う、師匠！　その人は師匠の──」

			「シッ。黙って。魔法使いだと思う。詠唱が聞こえない」

			「森の言う危険とは騎士団のことで──」

			「うん、彼は冒険者だね。騎士団に雇われたのかな」

			　……森よ。

			　危険を教えてくれるのはありがたい。私も恩恵にあずかったことがある。

			　だが、よりによってこのタイミングで！

			　森が危険を告げ。

			　飛び出してみれば、短剣を構えた私がいた。

			　だが、待って欲しい。

			　一触即発の構図だが会話の内容は……物凄い浅ましいものだった。そう、今にして思うと物凄い浅ましいお願いを……と、それはいい。要は人の話を聞け、ということだ。

			　なあ、師匠。

			　なぜ、そんなにもやる気満々で構えている？

			「師匠、変わっていないな！」

			　相変わらずの早合点だ！

			「アリシアは……変わったね。変わっちゃった」

			　なぜ、胸を見てそれを言う。いや、確かに大きくなったが！

			　駄目だ。

			　こうなった師匠は止まらない。

			　可憐な容姿をしているクセに、取り敢えずぶん殴って無力化し、それから考える乱暴なトコがある。

			　ああ、なんだろう。

			　今なら信じられる気がする。

			　オウリが師匠の兄なのだと。

			「いくよ」

			　師匠が言うとオウリは手で待ったをかける。

			　オウリはフードを目深にかぶり直し、シュシュを地面に降ろした。その際、シュシュに何か耳打ちをしていた。

			　シュシュが半眼で言う。

			「……災厄の魔女よ。この者は声が出せぬゆえ、妾が代わりに言葉を伝えよう。災厄の魔女などと痛い二つ名を名乗り、調子に乗っている愚か者め。この俺様がお尻ぺんぺんして懲らしめてくれるわ！」

			　オウリがあたふたしていた。半分以上、シュシュの創作らしい。大体、言葉を出せぬ、と言っているのに、シュシュが代弁する時点でおかしい。設定が雑過ぎる。

			「自分で名乗ったことは一度もないよ！」

			　え、師匠、突っ込むのそこ？

			　すると師匠とオウリの姿が同時に消えた。

			　そして背中を合わせる形で再び二人が現れた。

			　師匠は拳を振り下ろす先を見失っていた。

			《瞬動》はその速度ゆえに移動中は周囲が把握できない。師匠の目にはオウリが突如消えたように映っているのだ。だが、そこは死角なしと謳うたわれる拳闘士である。《制空圏》でオウリの気配を感知したようだ。だが、想定していた者と、そうでない者とでは、反応に差が出てしまう。師匠の後頭部にオウリの回し蹴りが迫っていた。《御み霊たま刈がり》。

			　師匠は身を屈め、それをかわし、《周しゅう撃げき》を放つ。

			　オウリは残った一本の足で踏み切る。くるりと回転。無防備な背中。だが、師匠は苦い顔で、それを見送るしかない。《周撃》は全方向への足払いである。一度発動したアーツは自分では止められない。師匠の足はまだ半円を描いたばかりだった。

			　オウリの足が輝き始める。

			　拳闘士版《バニッシュメント》──《雷らい声せい落おとし》。

			「……くぅぅぅ」

			　あたかも落雷のような踵落とし。それを師匠は両腕を交差させ防ぐ。

			　膝をつく師匠の前に、オウリが悠々と降り立つ。

			　オウリが《震脚》を放つ。師匠も《震脚》。

			《雷脚》、《雷脚》──影踏みだ。

			　オウリらしくない気がした。《雷脚》まで放つ必要はなかった。

			《震脚》も《雷脚》もクールタイムが長い。

			　この戦いではもう使えまい。

			「オウリめ。試したな」

			　気付くとシュシュが傍にいた。

			「見よ、口元を。笑っておる。合格ということだろう」

			「…………馬鹿な。あの師匠を……相手に……」

			　オウリとブレイザールとの戦いは凄かった。

			　だが、余りにも一方的な戦いだったため、強さの指標としては成立しなかった。案外、五色竜って大したことないのかも、と思ってしまった。

			　しかし、師匠は違う。知っている。彼女の実力の程を。

			「……というか、アリシアよ。一つ聞きたい。あれが災厄の魔女か？」

			「ああ、師匠だ」

			　うぬぅ、とシュシュが唸る。

			「どこが魔女なのだ」

			「師匠のクラスは拳闘士だからな」

			　エルフは魔法が使えるのが当たり前だ。

			　その中で師匠の拳闘士というクラスは異端だ。

			　魔法を使えないということで両親から捨てられたらしい。

			「……詐欺だろう」

			「シュシュ、君とはいい関係を築けそうだ」

			「オウリは魔女が殴って何が悪い、とか言うだろうしなぁ」

			「オウリ自身、自らを魔法使いだと言う。実際、見事な魔法だった。だが、未だに騙されている気がする」

			　師匠に助けられた時、彼女はセティと名乗った。リオンセティではなく。トトウェル大森林の奥地に住むセティと聞いて、災厄の魔女を想起しない人はいないと思う。

			　しかし、私は気付けなかった。

			　それもこれも拳闘士としての確かな実力を目の当たりにしていたからだ。

			　魔物を撲殺する人物がまさか魔女とは思うまい。

			「はぁぁぁぁぁ！」

			　雑談を切り裂く気合いの入った声が響く。一瞬、誰が声を発したのか分からなかった。

			　師匠のこんな声を聞いたのは初めてだった。師匠は魔物を駆逐する時だって余裕を欠かさない。「え～い」や、「と～う」など、脱力する掛け声で倒して行くのだ。

			　その師匠がこんなマトモな声を出すということは──

			「師匠が本気だ！」

			「……のう、アリシアよ。段々、お主の思考回路が分かるようになって来た。随分と失礼な道筋でその結論に辿り着いた気がするぞ？」

			　師匠が前蹴りのアーツ、《砲ほう天てん響きょう》を発動させる。

			　オウリも同じく《砲天響》で対抗。

			　──バァァァンッ！

			　足と足の激突とは思えない轟音が響く。二人の足元に土砂が積み上がる。互いに足で押し合っているのだ。しかし、拮抗は一瞬。師匠が吹き飛ばされ──え？　吹き飛ばされない？

			　弾け飛んだのはオウリの方だった。

			「ステータスが違うからなぁ。こうなるのは当然のことだ。むしろ、今までこうした場面を見なかったことにこそ、オウリの凄まじさがあるのやも知れん」

			　シュシュの言葉にハッとする。

			　あれだけの量の魔物に加え、ブレイザールも倒しているのだ。オウリのレベルは大幅に上がっているだろう。だが、それでも１００前後ではないだろうか。対して師匠はカンストしている。レベルが一緒だったとしても、クラスの補正だってある。魔法使いは拳闘士に殴り合いでは勝てない。

			　ブレイザールの時のような失敗はすまい。そう思って目を皿にして見ていたのだ。だが、こんな根本的な事を見落としていたようでは。《砲天響》が互角だったことに疑問を抱くべきだった。あれは師匠の蹴りに威力が乗る前にオウリが迎撃していたのだ。

			「オウリは強い。それは確かよ。だが、こう言うのが正確なのかも知れぬ──」

			　オウリを《瞬動》で追う師匠を見ながら、シュシュが呟いた。

			　師匠は空中のオウリに掌底を──放つことはできなかった。

			　がくっ、と師匠が体勢を崩したのだ。

			「「──オウリは戦いが上手い」」

			　私とシュシュの言葉が重なった。

			　オウリは師匠の《瞬動》に合わせ、インベントリから短剣を取り出し、師匠が到達するであろう地点に投げていたのだ。想定と違う段差に躓つまずき、師匠は絶好の好機を失った。

			　だが、師匠も流石と言える。

			　オウリに小細工をさせたのだから──とそこまで考え、私は自分に驚愕した。

			　まるで師匠がオウリに劣ると認めているかのようだ。

			　実際、その考えは間違っていないのだ。オウリは全く本気を出していない。刀も使っていない。魔法も使っていない。師匠に合わせたのか、拳闘士として戦っている。

			　だが、私は師匠の弟子だ。師匠の勝利を疑うのは……裏切り行為な気がした。

			　オウリは器用に空中で体勢を整えると、《雷声落とし》を放つ。師匠はのけ反りそれをかわす。のけ反るしかなかった。それこそオウリの狙いとわかっていながら、だ。

			　オウリは着地するなり、《崩拳》の構え。

			　決めに来た。

			　師匠もそう思った。

			　だから、《鳴めい叉さ》を発動させた。受けたダメージに応じて威力が増すカウンター。

			　しかし、それすらオウリの掌の上だった。

			　私も師匠も狙いを看破しながら、一手先しか読んでいなかった。

			　オウリは二手も三手も先を読んでいる。せめて、オウリの拳にアーツ発動の光が宿るまで、どんな状況にも対処できるよう、アーツは控えるべきだったのだ。

			　放たれる様子のないアーツに、師匠が身を竦めていた。

			　オウリは渋面で、

			「悪いクセ、直ってねぇ。アーツに頼り過ぎだ」

			　デコピンをした。

			　師匠がへろへろした突きを放つ。アーツが見る影もなかった。

			　握手するようにオウリが突きを掴む。そして、投げた。力を込めたようには見えない。だが、師匠の身体は宙を舞った。《呼こ応おう投なげ》に掛けられた者は自ら飛ぶ。

			　大の字になった師匠に、オウリはフードを外し、素顔を晒す。

			　師匠は驚いていなかった。ただ、仕方ないな、と苦笑していた。

			　どこからかは分からない。だが、オウリであることに気付いていたのだ。

			　オウリがこめかみを掻きながら言う。

			「……ただ……まァ、強くなったな、セティ」

			　オウリが師匠に手を差し出す。師匠は手を取り、オウリを引き寄せる。ステータスの差か。或いは後ろめたさか。オウリはそのまま引き倒された。

			「…………兄さん！」

			　オウリを抱き締め、師匠が涙目で言う。

			　オウリは暫くもがいていたが、やがて諦めたのか力を抜く。オウリの頭は師匠に抱き抱えられている。だから、そういう声になってしまったとしても仕方がないことだ。

			「…………悪い。待たせた」

			　オウリの声は震えていた。
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			　▽オウリ

			


			「兄さん、兄さん」

			「……なんだ？」

			「よんだだけ。えへへ」

			「……セティ」

			「なぁに？」

			「…………俺も呼んでみただけだな」

			　セティの満面の笑みに屈し、言い掛けた言葉を飲み込む。

			　俺からすればたった数日の別れだが、セティは五百年の孤独を耐えてきたのだ。今の俺は妹を溺愛する兄というより、浮気がバレた彼氏のような心境である。

			　セティのご機嫌を取るためならなんだってできる。

			　既にこのやり取りが十分以上続いているのだとしても。

			　現在、俺の上には二人乗っている。

			　意味が分からないと思う。俺だって意味が分からない。

			　一人はセティ。膝の上にいる。

			　もう一人は……シュシュだ。いつもの肩車である。

			　今度は自分の番だと、シュシュが俺を呼ぶ。

			「オウリ、オウリ」

			「……なんだ」

			「呼んだだけだ！」

			「…………シュシュ」

			「うむ！」

			「うぜぇ」

			「……ふっ。分かっておったわ。お主が妾わらわに妹の姿を重ねていたことは。妹と再会できれば用済みになることもな」

			　……なにこれ。面倒くせぇ。

			　段々、シュシュが幼児化している気がする。精神は肉体に引っ張られると聞いた。これがシュシュの本来の姿なのであり、過酷な環境が大人として振る舞う事を強要していた……のかも知れない。

			　俺は溜息を吐く。

			「…………お前も妹みたいに思ってる」

			　シュシュがむふふ、と笑い飛び跳ねる。当然、膝の上にいるセティも揺れる。

			　ん、揺れ……ない？

			「……兄さん。どこ見てるのかな？」

			「……ちょ、セティ……肘は痛い。マジで」

			　抱き抱える格好だから、胸元が見えてしまっただけ。

			　すとんとした胸はバンザーイ、と着替えさせていた頃から変わりがない。

			　五百年の歳月は身長を伸ばすことはできても、胸を育むことはできなかったようである。

			「安心せい、蒼そう穹きゅうの魔女。オウリは妾の胸で欲情しておったぞ」

			「おい、てめぇ、シュシュ。嘘つくんじゃ──」

			「くわしく聞かせてくれるかな、兄さん？」

			「あ、はい」

			　誠心誠意正直に答えたのだが、シュシュがある事ない事吹き込み、セティもそれに乗っかってくれるものだから、当人が関与しないまま俺の性癖が決まっていた。

			　へぇ、知らなかったぜ。俺、ロリコンだったんだ。

			　……もう、それでいいよ。

			「ところで蒼穹の魔女ってなんだ？　災厄の魔女じゃなかったのか？」

			　シュシュに問う。セティの頭はお花畑になっているので、聞いてもマトモな返事が得られるとは思えなかった。

			「亜人からは蒼穹の魔女と呼ばれておる」

			「蒼い格好してるからか。安直だな」

			「ひねりすぎて本質から遠ざかっては意味がなかろう」

			　それはそうだが。

			　いつも蒼しか着ないとディスられてる気がする。

			　それも仕方のないことではあるのだが。装備で防御力が変わってくる世界である。万全を期すれば同じ格好になる。俺だって黒衣の死神と呼ばれていたのだ。

			　セティを《鑑定》してみれば、大半が知らない装備だった。

			　俺が贈った装備ではない、という意味で。

			　ヴェルベディスのセットだ。

			《知力》と《精神》への補正が高い魔法使い向けの装備だ。

			　セティは拳闘士としては並だ。本領は別のところにある。

			　戦闘スタイルを考えれば、ヴェルベディスは悪くない……どころかいい選択だが……兄としては複雑な心境だ。だって、スカートなんだぜ。戦う時は飛んだり跳ねたりするワケで。

			　ヴェルベディスは上の下に位置づけられる装備だが、これに代わる物となると俺も持っていない。かつて魔物が装備をドロップしたとはいえ、最終装備は職人が作るしかなかった。当然だろう。そうでなければ職人をやる価値がない。ネームドモンスターのドロップでもヴェルベディスのランク止まり。デスゲーム以降、俺は魔法使いをやめていたので、最終装備は前衛のものに偏っている。

			　後、気にかかるのは《生命の指輪》か。

			　シュシュにも渡した《生命力》を底上げする指輪である。

			　初心者が事故死を防ぐために装備するもので、ヴェルベディスと比べると激しく見劣りする。そもそも拳闘士は指を痛めるため、指輪はしないのが普通である。

			　……ああ、そうか。俺が贈った指輪か。

			「に、兄さん？　いたいよ」

			「すまん。感極まった」

			「止めて欲しいんじゃないよ。ギュッてされるの好きだから。優しくしてねってことだよ」

			　なら遠慮はいらないな、と抱き締めてやれば、セティは「息がくすぐったいよ」と身をよじる。

			　会話しているのは俺達三人で、アリシアは黙り込んでいる。

			　尊敬する師匠の変貌ぶりに、魂が抜けてしまった様子だ。

			「セティはなんでこんな場所に住んでるんだ？　亜人の国では英雄視されてるんだろ」

			「迷惑かけちゃうから」

			「んん？　亜人に？」

			「そう」

			　セティはどうも言葉が足りない。

			　それもまた彼女の可愛いトコだが……これは見逃せないのでシュシュを見上げる。

			　──おい、説明しろ。

			　──なぜ、妾が。

			　──飴やるから。

			　──ふふん。仕方がないのう。

			　と、いう会話があった……気がする。アイコンタクトだし。精度を求められても困る。

			　でも、後で飴はやろう。

			「亜人の国に災厄の魔女がいると分かれば、王国は引き渡しを求めるだろう。後は分かるな」

			「戦争になるのか」

			　英雄を守れと亜人は立ち上がり……ハイヒューマンに殲せん滅めつされる、と。

			「ねぇ、兄さん。今までどこにいたの？」

			「さて、ね。それは俺にも分からない。気付いたら五百年経ってた」

			「それじゃ会いに来られないのも仕方がないね」

			「し、師匠。信じるのですか。突拍子もない話ですが」

			　お。アリシアが再起動した。

			「そんなに不思議なことかな？」

			　首を傾げるセティに、アリシアは目を瞬いた。

			「オウリは正真正銘師匠の兄なんですよね。転生者ではなく。大鎖界の時代に生き別れたと聞きました。それが五百年経って現れたんですよ。突如として」

			「五百年はおおらかだよね、流石は兄さんだと思う」

			「……おおらかの一言で片付ける師匠も相当だと思いますよ」

			「そうかな？　でもね。兄さんが私に会いに来なかったのが証拠だと思うんだ。だって、兄さんは私がいなかったら生きていけないもん」

			　俺は笑いながら肯定する。

			「二重の意味でな」

			　生き甲斐という意味と。

			　生活できないという意味で。

			　アリシアがジト目で言う。

			「……だろうな。師匠手ずから食べさせてもらっていたようだしな」

			　どういうことだ、とセティを見る。なんでだろう、と首を傾げられた。

			　……無自覚か。

			「勘違いするな、朝昼晩だけだ。オヤツは自分で食ってた」

			「……ほほう。朝昼晩だけ……って、全部ではないか!?」

			　シュシュが騒ぐと、アリシアが我が意を得たり、と口元を綻ばせた。

			「シュシュ、食事だけではないぞ。服は脱いだら脱ぎっぱなし。朝は起こされるまで起きない。師匠と暮らしていた時のオウリは相当な生活破綻者だったようだ」

			「……真か？」

			　シュシュが顔を覗き込んで来る。垂れた髪が俺の顔をチクチク刺す。シュシュを手で押しのけ、弁解を口にする。

			「これには深いワケがある」

			「ほう。是非とも聞かせてもらいたいものだのう。理由があるのであれば」

			「セティは家族に家を追い出され、死にかけていたのを俺が拾った。シュシュみたいに小さくてな。俺がいなきゃ生きていけなかった。だから、俺に捨てられることを恐れてた。自分ができることはなんでもやろうとした。俺がやらなくてもいいって言っても」

			「……ふむ。これは悪いことを聞い──」

			「結局ね。尽くす女って男をダメにするんだと思う」

			　俺は本質的にズボラで。

			　セティは尽くすタイプであり。

			　噛み合えばダメ人間のでき上がりだ。

			「……見直して損したぞ、オウリ」

			　嘆くアリシアをセティが笑ってたしなめる。

			「ダメだよ、アリシア。兄さんの言葉を鵜う呑のみにしたら。私が気に病まないように冗談にしてくれただけ。もう、私は子供じゃないんだよ、兄さん。ありがとう」

			「……あのなあ。いい方向に解釈し過ぎるな。いつか騙されても知らねぇぞ」

			「うん。分かってる。だから、ありがとう。あ、ごめんね、兄さん」

			「…………本当に大人になったんだな」

			　顔を手で押さえる。たぶん、真っ赤だ。

			　俺が知っているセティであれば、ありがとうで終わりだったはず。

			　褒められるのは嬉しいが……照れくさいから冗談にしたのに。

			　だから、気を遣ってくれてありがとう。そして、照れさせてごめんね、なのだ。

			「オウリ！　オウリ！　妾も！　妾も感謝しておるぞ！」

			「……うるせぇ。《サイレンス》かけんぞ」

			　ちなみに《サイレンス》は魔法を封じるだけで普通に会話はできる。元々は声が出なくなるという仕様だったのだが途中で変更されたのだ。女性の声を封じて卑猥な行為に及ぼうとしたプレイヤーがいたためである。最も《ＸＦＯ》ではそういう行為はできなかったのだが、女性にとっては声がでなくなるだけでも相当な恐怖だったらしい。

			　だが、当初の仕様の名残というか。

			　黙れ、と言う時に《サイレンス》をかける、と言ったりする。

			「今の妾なら簡単にレジストできるわ」

			　ふふん、と笑いながらシュシュが乗ってきた。

			「ほう、試してみるか」

			「やれるものなら、な」

			「いいぜ。《魔力循環》で《知力》上げる」

			「ならば妾は《アップリフト》で《精神》を上げよう」

			「竜牙杖フェルニゲシュも使う」

			「は～～～？　フェルニゲシュ？　持っておるのか！　大人げないぞ、オウリ！」

			「馬鹿言え。大人げないのはお前のクラスだ。なんだよ、魔法使いと神官の魔法使えるとか」

			　俺とシュシュが睨み合っていると、セティがそういえば、と言った。

			「兄さん。彼女は？」

			「ああ、名前しか紹介してなかったな。盗賊に捕まってるトコを助けた。元魔王だ」

			　えっ、と驚きの声をアリシアが上げる。

			　シュシュが元魔王であることは、一度ゴートに対してバラしている。すぐさま冗談だと取り繕ったから、アリシアはそれを信じていたのだろう。

			「……以前にも聞いたが……それは冗談では……なかったのか？」

			　アリシアが冗談だと言ってくれと、縋すがるような目で見てきたので、俺は「元だ、元」とフォローを入れる。魔王は災厄の魔女と並ぶ大物だ。ショックを受けるのは分からないでもない。セティはふぅんで終わっていた。我が妹は色々な意味で大物である。

			「なんだ、オウリ。言っておったのか」

			「ついポロッと。あ、誤魔化したぜ」

			「勝手に言うでないと言いたいところだが……お主が言ったのであれば構わぬよ」

			「……なんか嫌な予感がするな。なんで俺ならいいんだ？」

			「魔王も知られた名ではあるが、お主の悪名の前では霞かすむわ。のう、黒衣の死神？」

			「こ、黒衣の死神!?」

			　再び驚いたのはアリシアである。

			　一々いいリアクションをしてくれるので会話に張りが出る。

			　アリシアがしてくれた話をまとめると。

			　黒衣の死神はお伽とぎ話ばなしに出てくるらしい。無慈悲に命を刈り取る死神は、子供達に言い聞かせる時によく使われるそうだ。言う事を聞かないと黒衣の死神が来るよ！　と。

			　その黒衣の死神にはモデルがいたとされ──

			「その人物こそオウリよ。正真正銘黒衣の死神だ。《アース》へ帰ったプレイヤーは別として。現存するプレイヤーは黒衣の死神が実在することを知っておる。その身をもってな。黒衣の死神が魔王を配下にしたとしか思われぬだろうな」

			「兄さん？　兄さんが黒衣の死神？　私、聞いてないよ。危ないことしてるのは気付いてたけど。それ？」

			「あー、まー、そんな感じ」

			　デスゲームを維持するため、プレイヤーと戦ってます、とはセティに言ってなかった。

			　心配させたくないという気持ちもあったが……お前と一緒にいるために世界を敵に回してるぜ、とは言えなかった。恥ずかしすぎる。

			「……私の場違い感が凄いな」

			　アリシアが肩を落としていた。

			「そんなことはないよ。アリシアはＳランクでしょ。聞いたよ。頑張ったんだね」

			「……ありがとうございます、師匠。ですが、シュシュが魔王で。オウリが黒衣の死神で。師匠は災厄の魔女ですし。私だけ見劣りしているのは否めません」

			「平気だよ。兄さんもいるし。うんと強くなれる。すぐに悪名もつくから」

			「……い、いえ、師匠？　私は別に悪名が欲しいわけでは……」

			「それ、今更だと思うぜ、アリシア。俺達はもう一いち蓮れん托たく生しょうだ。騎士団相手に一戦交えようっていうんだ。そりゃ、悪名の一つや二つ付く。それとも王国に未練があるのか？」

			「そんなことはない！　家にも手紙を送った。絶縁してくれるように。だが……私がいたところで……」

			「役に立たないと思ってるならそれは違う。アリシアの戦いは何度も見させてもらった。装備さえ整えればハイヒューマンにもひけをとらない」

			　ハイヒューマンは確かにステータスで優遇されている。しかし、ステータスだけで勝てるなら俺はもう死んでいる。技量と装備も重要だ。幸い、アリシアの技量は確かだ。

			　そう思っての発言だったのだが……技量を軽視しているように聞こえたのか。

			　アリシアは苦渋に満ちた顔をしていた。

			　確かに装備さえ良けりゃ誰だって勝てるぜ、と言っているように取れなくもなかった。

			　セティが立ち上がり、アリシアの肩に手を置く。

			「言いづらい？」

			「……はい」

			「分かった。私から言うね」

			「……すみません」

			「いいんだよ。私はこれでも師匠なんだから」

			　セティが俺に向き直る。それは真剣な顔で……何を言われるのか。

			「兄さん。アリシアが武具欲しいんだって」

			　………………うん？

			「……いや、やるって。そういう約束だったろ」

			「ほっ、本当か!?」

			　アリシアは俺の肩を掴み、ぶんぶん揺する。ぬおおっ、とシュシュが振り落とされないよう、俺にしがみ付いてきたと言えば、アリシアの興奮具合が分かるだろう。

			「結局、師匠を呼びに行けなかったからな！　貰えないかと思っていた。ありがとう、オウリ。もし生まれ変わっても、その名は決して忘れない」

			「……何をそんなに悩んでたんだ？」

			　セティに尋ねると苦笑された。

			「なかなか言えないよ。武具をくれなんて」

			　ああ、なるほどな。

			　ゴートの一件で俺は自分の持つ武具の価値を思い知った。

			　しかし、それはそれとして。

			「俺達はパーティーで、リーダーはまー、俺になるのか。パーティーの装備を整えるのは、リーダーの義務だろ。大体、アリシアはセティを助けに来てくれたんだ。無下にできるはずがない。アリシアの戦い方は俺に似てる。使えそうな装備は腐るほどある」

			「お前は神か！　師匠！　神がここにいます！」

			「アリシアの武具好きは変わらないねぇ。兄さん、沢山武器を持ってるはずだから。遠慮しないで一杯貰うといいよ」

			「私は師匠に一生付いていきます！」

			　……アリシアのテンションがヤバい。なんつーか、本当に残念な美人だ。

			　俺が持っているアイテムは宝に等しい。アイテムボックスは宝物庫だろう。

			　それを開放してやる、と言われればこうもなるか。

			「ふぁ～。眠いな、セティ。寝る」

			「うん、待ってて。ベッド用意するね」

			　くくく、と笑い声が上から降って来る。

			「災厄の魔女を顎で使うとは大物だのう」

			「神敵だろうが、英雄だろうが、俺にとっちゃ妹だよ」

			　正直に言えばセティが変わってしまったのではないかと危惧していた。何しろヒューマンを虐殺し、災厄の魔女と恐れられているというのだ。だから変わってなくて安心した。

			　だが、そうすると疑問が一つ出て来る。

			　なぜ、セティが神敵になったのか、だ。

			　ヒューマンが優遇され、亜人が迫害される世界だ。亜人の迫害を見かねて立ち上がった──というのなら理解できるのだが、聞いた話は俺の想像の斜め上を行っていた。

			　俺が世界から消え。

			　セティは俺を捜した。

			　その頃はまだ亜人の迫害も酷くなかった。

			　普通に王国を旅することができたそうだ。

			　大抵の人は俺を知らなかった。当然だ。世界は広い。だが、俺を知っている人もいた。名を聞くだけで逃げ出す人、嫌悪感をむき出しにする人、疲れたように笑う人。好意的な反応は一度もなかったという。逆に俺との関係を問いただされ、妹だと答えると襲われたこともあったらしい。

			　そうして旅を続け数十年。

			　あるプレイヤーと出会った。衰弱しきっており、死を待つばかりの老人だ。

			「そう、君がオウリの。オウリはいないよ。僕も散々捜したんだ。ははは、これも神の思し召しかな。知ってるかい？　近々、神敵の討伐を行う騎士団が結成されることを。ただ、この騎士団には一つ問題があってね。まだ、神敵がいないんだ。だから、君は今日から神の敵だ。死にたくないなら早く逃げた方がいい。でもね、君が恐れるべきは僕だよ。また会うかも知れない僕なんだよ？　生は一度きり。だから美しい。僕はそう思う」

			　老人の宣言通り。

			　翌日、神罰騎士団に襲われ、からくもこれを撃退。

			　そして災厄の魔女と呼ばれるようになった、という顛てん末まつらしい。

			　俺の悪名は鳴り響いていた。反応が悪いのは分かる。だが、一度も好意的な人物に会わなかったというのは解せない。少ないが友好的なプレイヤーもいたのだ。

			　例えばケモ耳好きの職人のプレイヤー。彼は密かに俺の活動を支援してくれていた。セリアンスロープと結婚し、デスゲームが長引くことを望んでいたのである。

			　セティに運がなかっただけかも知れないが……引っ掛かる。

			　どうも《ログアウト》できなかったプレイヤーが偏っている気がするのだ。《ＸＦＯ》のプレイヤーが何人いたかは知らないが、少なくとも万単位でいたはずだろう。しかし、先程のシュシュの物言いでは、現存するプレイヤーは全員俺と会ったことがあるように聞こえた。その身をもって黒衣の死神の存在を知っていると言っていた。これは俺と干かん戈かを交えた経験があるということだろう。だが、俺と戦って生き残っているプレイヤーはごく僅かで、生き残ったからには《ログアウト》したはずであり……話が矛盾してしまう。

			　一体、なんだっていうんだ。

			　シュシュはニヤニヤするばかりで答えを教えてくれないし。

			　高レベルの職人の消失も、俺が関係しているのか。

			　ん？

			　逆に関係していないから、《ログアウト》できたのか？

			　……よく分からねぇな。逆にってなんだ、逆にって。

			　ダメだ。

			　眠くて仕方がない。

			　無理もないだろう。

			　見張りで寝ていない。

			　そこへ魔物の大軍。

			　ブレイザールまで来て。

			　戻ってみればゴートが暴走してて。

			　そして、アリシアを尾行して……と。

			　眠くもなる。

			　取り敢えず……その老人。

			　見付けたらぶっ飛ばす。

			　どこで寝るかをセティとシュシュが話し合っていた。

			　ベッドが二つしかないらしい。

			　一つはアリシアが使うことで決まったようだ。

			　じゃあ、後の三人はどこで？

			　そんな疑問を抱きながら、セティが整えたベッドに向かった。

			


			　　　　▼

			


			　ナイフで肉を切り、フォークで口に運ぶ。やや強めのスパイスも、肉汁を出すことで丁度いい塩梅になる。魚の身と骨をナイフで切り離す。淡白な味わいを塩が引き締めていた。素材の味を大事にする味付けは俺の好みだ。

			　頭と骨だけになった魚を見て、シュシュが目を丸くしていた。

			「……らしくない食べ方をするのう」

			「……ああ。下手な貴族より気品があるな」

			　と、元貴族のアリシアが同意する。

			「はいはい。期待に応えてやるから」

			　俺は骨付き肉を手で掴みかぶり付く。

			　躾に厳しい家だったから一通りマナーは叩き込まれている。しかし、マナーを気にしていては食事が楽しめない。だから、セティには厳しく言わなかった。

			　上品そうなセティが一番食い方が汚い。

			「粗野かと思えば上品。かと思えば無礼である。お主はよく分からぬな」

			　対面に座るシュシュがまじまじと俺を見ていた。正面からシュシュを見るのは久しぶりな気がした。最近は俺の肩の上が定位置になっていたからな。

			「外面じゃなくて内面を見て欲しい、っていう意思表示なんだろうな」

			「……ぐぬぬ。妾は騙されんぞ。それっぽいことを言って煙けむに巻こうとしておるな！」

			「シュシュをからかってるだけだよね、兄さん」

			　あ、バカ。バラすな、セティ。

			　わざと討伐隊では汚く食べていた。全てはこの時のための仕込みだったのに。

			「シュシュは兄さんを傍若無人だと思っているよね。だから、上品に振る舞うと驚くでしょ。それを見て兄さんは密かに面白がっているんだよ」

			「……つまり、いつものオウリだということだな」

			　バレてしまっては仕方がない。

			　え、マナー？　何それ？　と食い散らかす。

			　うん、美味い。美味い、けども。

			　セティが張り切り過ぎたのだろう。朝食のメニュー、ボリュームではなかった。

			「腕を上げたな、セティ。ただ、下拵えがまだ甘い」

			　シュシュが何言ってんだ、と言うように俺を見ていた。大方、俺が適当にフカしていると思っているのだろう。美食の国で培われた舌をナメてるな。

			「兄さんは料理、凄くじょうずだよ」

			「妹まで妾を謀る気か」

			「ほんとうに。私に料理教えてくれたの兄さんだし。ね？」

			「やむにやまれぬ事情があったんだよ。気を抜くと毒盛られる家だったんでね。メシは自分で作るのが一番安全だった」

			「……もう騙されぬぞ」

			「いいさ。過去のことだ」

			　二度と会うこともない。

			　毒を盛られて医者が呼ばれたのは一度や二度ではない。本当に幼い時を除けば、母親が俺に笑いかけたのは、毒でのた打ち回る俺を見下ろす時だけだった。

			　その笑みに愛情を見ていた俺は……大分、歪んでいたのだろう。

			　毒への耐性をつける、という名目だったのだ。

			　一応、効果はあった。

			《ＸＦＯ》のプレイ開始直後から、《毒耐性》を持っていたからだ。

			《ＸＦＯ》は《アース》での能力もスキルに反映されるのである。

			　一体どういう原理なのか。様々な憶測が飛び交った。

			　遺伝子を読み取っているという説。

			　記憶を読み取っているという説。

			　だが俺としては、一番マイナーな説を推したい。

			　魂を読み取っている、という説だ。

			　そう考えないと説明のつかないことがある。

			　遺伝子を読むでも、記憶を読むでもいい。《毒耐性》を付与するのは可能だろう。既に存在しているスキルなのだ。フラグをオンにするだけで事足りる。だが、俺は実家の事情で異能を一つ持っていた。それが弟に遥か劣る能力だったから、役立たずだと判断されたワケだが……ともかく、俺は《ＸＦＯ》でその異能を使うことができたのだ。

			　それも《ログイン》した直後から。《アース》で発動するのと同じ感覚で。

			　記憶を読み取って実装したには早すぎる。

			　事前に実装するのも不可能である。

			　なぜなら俺の異能は俺にしか使えない。

			　理解できない能力は実装できないだろう。

			　俺がＮＰＣに魂があると考えた根拠もこれである。魂を読み取れるなら作り出すことも可能なはず。とはいえ、ＮＰＣが作られた存在だとも考え辛い。膨大な数のＮＰＣを用意するのは手間だからだ。もっと簡単な方法がある。魂を作るのではなく、持ってくればいい。

			　それを可能とする一族を俺は知って──

			　──コンコン。

			　ドアがノックされた。

			「来たか。案外、遅かったな」

			　俺は周囲を見回し、一人一人の顔を確認する。

			　シュシュは──

			「どうせ、むぐっ、お主がなんとか、もぐもぐ、するのであろ、ごきゅ」

			　食事を続けていた。肉はよく噛みなさい。

			　セティは──

			「人がきたみたいだから出るね」

			　と、気負った様子もなくドアへ向かう。

			　アリシアは──

			「……ついに、か」

			　顔を強張らせていた。祖国を敵に回すのだ。

			　シュシュは騎士団より肉の方が難敵だ！　と言わんばかりに肉にかぶり付いており、セティはセティで来客が騎士団だと認識しているかどうかも怪しい。俺もここ数年で大概ズレたと思うが、元々は日本の一般家庭……やや特殊な一般家庭の生まれだ。

			　不謹慎だがアリシアの反応に癒された。

			　セティがドアを開けると、堅物そうな騎士が立っていた。

			　騎士はセティを上から下まで眺めると、

			「災厄の魔女だな」

			「違うって言ったら帰ってくれる？」

			「王都で処刑を行う。大人しくついて来い」

			「後日きてもらえるかな。久しぶりの一家団だん欒らんなんだ」

			　……おお、すげぇな、セティ。処刑って物騒な言葉は丸々無視か。

			　青筋を浮かべる騎士を無視し、セティはドアを閉めようとする。

			　しかし、騎士がドアの隙間に足を入れる。

			「貴様に拒否権はない。来い」

			「え。いやだよ」

			　えいっ、とセティが騎士を押し出す。

			　可愛らしい掛け声とは裏腹に、騎士は勢いよく吹っ飛んで行った。

			　むふー、やりました、とセティが戻って来る。

			　よしよし、と頭を撫でてやり、さて行くかと立ち上がる。

			「待て、オウリ。そ、その……しゃがめ」

			　シュシュが顔を真っ赤にして、モジモジと俺を見上げていた。嫌な予感に慄おののいていると、いいからしゃがめと脛すねを蹴られた。痛みから膝を落とすと、シュシュがトトトッ、と駆け寄って来る。そして、俺の頬にキスをした。

			「……か、勘違いするでないぞ！　ただの《ブレッシング》だ！」

			《ブレッシング》とはステータスを上げる魔法だ。戦いの前にかけるのは不思議なことではない。だからそう……疚やましいことがないのなら堂々としててくれ。頼むから。

			　俺は温もりが残った頬に触れながら言う。

			「……魔王の祝福ブレッシングね。呪われそうだが」

			「くふふふ、呪われたやも知れぬなぁ。自身のステータスを見てみよ。《ロリコン》と書かれているであろう」

			「書かれていません。《ブレッシング》、助かりました。では、行って参ります」

			「ええっ!?　他人行儀!?　甘酸っぱい雰囲気は？　どこへ行ったのだ!?」

			　シュシュは男心が分かってない。いたいけな幼女にキスされたと思ったから恥ずかしかったのに、腹黒いロリババアからされたと思えば一転して汚された気分だ。

			「わ、私も祝福する！」と言い出したセティをアリシアに向かってぶん投げる。

			　ああなったセティは生半可なことでは引かない。

			　逃げるが勝ちだ。

			　勢いよく家を飛び出すと衝撃があった。ドアの裏側を覗くと先程の騎士が潰れていた。

			「なんだ、まだいたのか」

			「……き、貴様無礼な！　貴族の血が流れ──」

			　おう、いきなりのケンカ腰。

			「血の気が多い。もっと出しとけ」

			　騎士の顔面を殴る。腕を取り、《呼こ応おう投なげ》。背中を打ち、騎士が息を吐く。その腹を思い切り踏む。騎士がヒュゥヒュゥとあえぐ。指一本動かすのもしんどそうだ。

			　物凄いザコに見えるが、レベルは１４５である。レベルやスキルがあっても、人体の基本的な構造は変わらない。呼吸ができなければ高いステータスだって活かせない。ＰｖＰをやったことのないプレイヤーがこんな感じだった。

			　いい教訓になったな。生かす機会は……ないかも知れないが。

			　騎士の足を掴んで歩き出す。

			「──や、やめ」

			　再び《呼応投げ》。騎士は自分では身動きが取れない。だが、スキルにかかればこの通り。騎士が腕の力でぴょん、と跳ね上がる。前に来た騎士を持ち上げ、逆さ吊りにする。

			「そういやお前、セティを処刑する、って言ってたよな」

			　騎士が青ざめる。俺は笑って言う。

			「あれ、上の命令で嫌々言わされたんだろ。ん？」

			　騎士が首をぶんぶん縦に振る。

			　……いやまあ、脅したのは俺なんだし……理不尽な思いだとは思うが……変わり身早過ぎるだろ。

			「ゴミだな」

			　顔を上げると騎士団が目に入った。格好こそ不揃いだが、整然と並ぶ様は確かに騎士。

			　見える範囲だけでも百はいる。森の中にもまだいるだろう。神敵の討伐隊にしては数が少ない気もするが、一騎当千がまかり通る世界である。有象無象を増やしても何の足しにもならないということだろう。無作為に《鑑定》をかけてみれば、全員ハイヒューマンだった。雑兵でもレベル１２０だ。種族の補正も考えれば、Ａランク冒険者以上の強さ。

			　なるほどね、精鋭と言われるワケだ。

			　だが、どいつもこいつもいけ好かないツラをしている。

			　子爵を痩せさせればこんな顔になるのではないか、というような。

			　ゴミはゴミ箱にと相場が決まっている。

			　捨て場が決まったな、と思い、風魔法、第三階梯《エアシュート》を発動。モノを飛ばす魔法だ。騎士団のど真ん中にゴミをぶち込もうとし──それが目に入った。

			「チッ。胸糞悪ィ」

			　咄嗟に《エアシュート》の方向を変更。ゴミは森の奥地へ飛んで行った。

			　同僚への仕打ちに騎士団の反応は鈍かった。中には笑みを浮かべている者までいた。

			　元々、捨て駒だったのだろう。

			　降伏の使者が生きて帰って来れるとは思っていなかったはずだ。

			　騎士団の視線が俺に集中していた。災厄の魔女を討伐に来たのに、出て来たのが男では虚を衝かれもするだろう。だが、一から十まで説明してやる気にはなれなかった。

			　彼らが知るべきなのはただ一つ。

			　俺が敵だということだ。

			　風魔法、第一階梯《拡声》。これで俺の声が一帯に響き渡る。

			「お前らにも友がいるだろう。恋人がいるだろう」

			　目を細めた騎士がいた。家族を想っているのか。彼も家庭に帰れば父であり、また子であるのだろう。職場帰りに同僚と一杯やり、家に帰れば子供を抱き上げる。

			「主義があり、主張があるだろう」

			　顔を見合わせる騎士達がいた。すぐ顔を背け合ったので、反目し合っているのだろう。だが、険悪な雰囲気を漂わせながらも、どこか認め合う様子があった。

			「でもな、亜人にも同じことが言えるんだよ。それがなんでお前らには分からねぇ」

			　騎士団には場違いな人物が交じっていた。

			　それを見付けたからゴミの捨て場を変更したのだ。

			　粗末な格好をしたエルフである。大半が年端のいかない子供だ。ぶかぶかの隷属の首輪が嵌まっている。だが、首輪がなくても逃げられまい。足があり得ない向きに曲がっていた。

			　それでも呻き声一つ上げない。

			　どんな仕打ちを受けてきたのか想像に難くない。

			　騎士団の狙いは明白だ。セティ用の盾である。

			　ああしてエルフを置いておくことで、セティの長所を殺そうとしているのだ。

			　俺は──俺達は騎士団から逃げ出すことは簡単だった。

			　昨晩、《虫の知らせ》で目覚めた。《狩人》クラスの感知系スキルで、精度の高い《森の友人》と思えばいい。それは即ち騎士団が接近して来たことを示していた。

			　全員が《夜目》持ちではないだろうし、強行軍の疲れが溜まっているだろう。

			　十中八九朝を待つはず。

			　寝静まるのを待てば、包囲網を破るのも容易たやすい。

			　だが、それでは根本的な解決にならない。

			　だから、待ち受けることにした。

			　セティと一緒にいるため、一度世界を敵に回している。騎士団の一つや二つ、殲滅することに良心の呵か責しゃくはない。だが、怨みもまたなかった。必要だから殺す。それだけだった。

			　だが、今は──

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			　エルフの目。目、目、目。俺に向いている。だが、何も見ていない。

			　目が死んでいる。

			「宣戦布告の大舞台だってんで台詞を色々考えたんだけどな。全部無駄になったわ」

			　激情に駆られた時、人は言葉を飾れない。

			「────てめぇら皆殺しだ」

			


			　　　　▼

			


			　一際立派な鎧の騎士が近付いて来る。

			《鑑定》すると名前はオーファン。第三神罰騎士団の団長である。彫りの深い顔立ちはゼノス人のそれ。アリシアから聞いていなければ、プレイヤーとは思わなかっただろう。

			　レベルはカンストしている。

			　それは当然としてクラスは……チッ。聖騎士かよ。また面倒なのが。

			　神聖魔法が使える騎士の上位クラスだ。

			　渋面になる俺とは対照的に、オーファンはほくそ笑んでいた。

			「《鑑定》結果にご満悦か、オーファン？」

			「よくこのレベルで吠えたな、オウリ」

			《鑑定》したぜ、と名を呼んでやれば、名を呼び返された。オーファンは続けて言った。

			「お前、プレイヤーだろ。大人しく魔女を引き渡せ。そしたら見逃してやる」

			「はァ？　妹を売るバカがどこにいる」

			「妹？　災厄の魔女が？　まァいい。プレイヤーは年々減ってる。お前がまた転生できる確証はねぇ。できれば仲間を減らしたくない」

			「そうかよ。お前は転生できるといいな」

			「勝つ気でいるのか。交渉は決裂だな。俺も役目を果たそう」

			　オーファンが手を挙げる。

			　それだけで騎士団が静まり返る。

			　オーファンの顔つきが変わる。プレイヤーから、騎士団の団長へ。

			「お前の発言は王国を──世界を敵に回すってことだ。覚悟があって言ったんだろうな！」

			　オーファンの声に呼応して、騎士達が一斉に武器を構える。しかし、臨戦態勢というには程遠い。俺が皆殺しにするとまで言ったのに、嘲笑を浮かべる騎士ばかりだった。

			　一人で何ができる。

			　そう言いたいらしい。

			　俺は騎士達に負けず、嘲笑を顔に張り付ける。

			「分かってないのはお前だ。王国を敵に回す？　バカ言え。王国が俺を敵に回したんだ」

			《威圧》をオーファン目掛け全力で放つ。

			「ぐっ!?　クラス外スキルかッ！」

			　オーファンの額に脂汗が浮かぶ。混乱しているのが分かった。自分が《委縮》したことが信じられないらしい。俺を《鑑定》し、慢心しているからそういう目にあう。地獄を潜り抜けた俺の殺気はスキルと同等の効果を発揮する。《威圧》と併せて放てば格上だって呑む。

			　それと、だ。

			「お前らが敵に回したのは俺だけじゃねぇ」

			　人質さえ取らなければ俺も彼女を呼び出せなかったのに。

			「来い、シルフ」

			　虚空に呼びかけると風が吹き荒ぶ。意味を成さない風音がやがて声となる。

			　厳かな声が告げる。

			「世界を巡る風に溶けし精霊。呼び出すのは一体何者ぞ？」

			「契約者オウリが命ずる。自由を縛る鎖を破れ」

			「ご主人様の御心のままに」

			　上空を一筋の風が吹き抜ける。木の葉が、花びらが、風の道を走る。道は一つ、二つと増え、やがて天蓋のように空を覆う。陽光が遮られ、辺りが薄暗くなる。

			　オーファンが顔に張り付く木の葉を鬱陶しそうに手で払う。

			「ふん、コケ威おどしだな。奥の手があるのかと思えば。ハッタリで俺達が引くと？　ナメられたモンだ。おい、魔法使い！　風を散らせ！」

			　オーファンが魔法使いに指示を飛ばす。だが、魔法使いは顔面を蒼白にしていた。

			「……あの男は《魔力》を使っていません……お、恐らく……本物のシルフです……」

			「四大精霊が現れたなら、《魔力》が可視化するはずだ」

			「…………そ、それはそうですが……シルフ……シルフは風そのもの。だとしたら……ッ!?　団長！　《魔力》は既に可視化しています！　風景が緑がかっています！」

			　風の道は周辺から《魔力》を集める為のモノだ。今回は周囲が森ということもあり、風の道に木の葉が混じり、緑色の《魔力》が見え辛くなっていた。

			「……おいおいマジかよ。本物のシルフなのか。四大精霊の契約者はいないはずだ！」

			　オーファンが泡を食っていた。

			　四大精霊はそれぞれの元素に溶け、あまねく世界に遍在している。

			　シルフの召喚は世界の一部を支配していると宣言したに等しい。

			　だが、なぜ、驚くのか。

			　確かに俺はデスゲームでシルフを召喚したことはない。

			　だから、シルフの契約者が現れたことを知らないのは分かる。

			　しかし、俺は世界を敵に回すと宣言したばかり。

			　世界の一部ぐらい支配していて当然だろう。

			「オウリィィ！」

			　俺を殺せば異変が止まると思ったか。オーファンが盾を構え、槍を突き出し、突っ込んで来る。《チャージングランス》か。助走距離に応じてダメージが上がる。

			《エアハンマー》と同時に刀で《ゲイルセイル》を放つ。二つの突風がオーファンの足を鈍らせる。《瞬しゅん動どう》でオーファンの懐に入り、《呼応投げ》で引っくり返す。

			「カハッ」

			　あえぐオーファンの口にセティ謹製の饅まん頭じゅうを落とす。錬金術で作られた饅頭は様々な状態異常を引き起こす。オーファンの顔面を踏み、強引に饅頭を食わせる。

			　効果は劇的だった。

			　顔色が悪い。《毒》だろう。

			　指先が震えている。《麻痺》だろう。

			　鎧から血が滲にじみ出てくる。《出血》だろう。

			　こうもあっさりカンストプレイヤーに状態異常を入れるとは。

			　セティの腕前に慄きながら、オーファンから距離を取る。

			　どうせ殺せない。

			　必死になって攻撃しても疲れるだけだ。

			「やれ、シルフ！」

			　俺が叫ぶと可視化した風の《魔力》に濃淡が生まれた。

			「痛てぇぇ！　なんだァァ!?」

			「ぎゃあああァァ！　血がァァァ！　流れていくゥゥ！」

			「誰か！　誰か!?　教えてくれ！　何が起きてる!?　目が開けられない！」

			　風魔法、第六階梯《ストームケージ》。敵を閉じ込める暴風の檻を生み出す。無色の檻は見る見る間に赤く染まる。血が吸い上げられているのだ。

			　俺が《無詠唱》で発動できるのは第五階梯まで。

			　それ以上の魔法を《無詠唱》かつ、大量に発動させるのだ。流石は風の四大精霊と言うしかない。しかも、集めた《魔力》が尽きるまで魔法を使いたい放題だ。

			　騎士団は混乱の極みにあった。

			　この機に乗じて攻撃できれば、相当の数を減らせるだろう。

			　だが、事態の推移を見守ることしかできなかった。

			「魔法使い！　早く止めろ！」

			「馬鹿言え！　無理だ！　できるはずがない！」

			　魔法使いには《魔力感知》のスキルがある。

			　このスキルを使えば可視化していない《魔力》も感じ取ることができる。可視化された《魔力》ともなれば太陽のように燦さん然ぜんと感じ取れているはずだ。

			　太陽を指さされ、あの火を消せ、と言われたら。

			　文句の一つも言いたくなるだろう。

			　それに。

			　気が気ではないだろう。太陽の中にいるのだ。今にも自分が溶けてしまうのではないかと。

			　よくよく観察すれば《ストームケージ》が閉じ込めているのは、エルフの周囲にいる騎士だけだと気付くのだが。

			「《ゲイルセイル》！」

			　剣士が突きで突風を生み出す。だが、暴風は突風を飲み込み、更に力強く渦巻くだけ。勢力を広げた風の渦が剣士の頬を傷つけるが、彼は呆然と立ち尽くすだけだった。

			「…………もう……やめ……て……くれ…………」

			　檻に囚われ、全身から血を流す騎士が神官に懇願する。

			　神官は必死になって《ハイヒール》をかけていた。だが、回復しては傷つくのだ。騎士にとっては終わりのない拷問だ。

			　神官はもごもご口を動かすが、やがて口をへの字に結んだ。

			　ふわり、とエルフ達が浮き、一か所に集められる。

			　彼らの前に半透明のメイド服の少女がいた。シルフだ。

			　威厳ある声はどこへやら。可愛らしい声でシルフが言う。

			「風は何者にも縛れない。それはご主人様でも同じ。だから、これはボクのやりたかったコト。ご主人様には力がある。力は貸せない。でも、彼らの安全はボクが保証する。全力でやってもらって構わない」

			　余程亜人の迫害を腹に据えかねていたのだろう。

			　珍しくシルフがやる気だ。いつもはすぐ飽きてしまう。

			　四大精霊は神により枷かせが嵌められており、自分では僅わずかな力しか振るうことができない。

			　契約者が命じて初めて十全に力を発揮できるのだ。

			　風の吹かない場所など滅多にない。

			　シルフが見逃して来た悲劇の数は如何いか程か。

			「これをエルフに飲ませてやってくれ」

			　インベントリから回復薬を取り出す。じゃれつく風が回復薬を回収していく。

			《アンチドーテ》と聞こえた。

			　オーファンが立ち上がっていた。状態異常は全部解除したようである。

			「ペッ、ペッ。土まで食わせやがって」

			　オーファンの瞳には憎悪の炎が燃え上がっていた。

			　だが、団長としてここにいることは忘れていなかったらしい。

			「おい、お前ら！　聞いたか！　これ以上、シルフの援護はねぇ！　《ストームケージ》に囚われた者は諦めろ！　悔しい気持ちは分かる！　それはコイツにぶつけてやれ！」

			　オーファンが騎士団を《鼓舞》する。

			　騎士クラスのスキルで《ブレイブ》の効果がある。

			　シルフが俺の切り札だと思っているのか。

			　シルフは俺をご主人様と呼ぶ。だが、あれは冗談であって、俺達は対等な友人だ。

			　四大精霊はそれぞれ本能的衝動イドを抱えている。

			　ノームは守護。

			　ウンディーネは慈愛。

			　サラマンダーは情熱。

			　そしてシルフは自由。

			　神により定められたイドは、信条と言うには生易しく、教義というには俗過ぎる。それは生態と言うべきで、自分でも制御することができないらしい。

			　シルフは自由を奪われた者の味方であり、決して契約者の味方ではないのである。騎士団がエルフを虐げていなければ、シルフを呼び出せなかったというのはこのためだ。サラスナで子爵の家を滅茶苦茶にしたのも彼女だが、あれも子爵が人を虐げていたから頼みを聞いてくれたのだ。無理矢理従わせようとすれば、シルフは契約者であろうと牙を剥く。

			　人質を全員、救出するのは骨が折れる。

			　だから、シルフに登場願っただけで、端から彼女を戦力とは数えていない。

			　人質の安全が確保できた時点でシルフの仕事は終わっている。

			　後は俺の仕事だ。

			　とはいえ、どうしたものか。

			　オーファンは厄介だ。実際問題。守りに特化した騎士のクラス。それを更に固くしたのが聖騎士というクラスだ。ただでさえ《生命力》を削るのは大変だというのに、仕留め切ることができなければ神聖魔法で回復される。最終装備でないのが救いか。

			　勝つ方法は何通りも思い付くが、どれも時間がかかってしまう。

			　前座に全力を出すワケにもいかない。

			　せめて俺がカンストしていたのなら。

			　言っても仕方がないことか。

			　と、本命のお出ましか。

			「はははは、頭に血が上り過ぎだ、オーファン」

			　白銀の外套を羽織る青年が笑いながら現れた。

			　俺の五感がこの男を警戒しろ、と警鐘を鳴らす。シルフの登場で眉一つ動かさなかったのはこの男だけだ。次々と騎士が絶命して行く中、淡々と俺だけを見詰めていた。

			　この男がいつ動き出すか分からず、騎士団の混乱につけ込めなかった。

			　カリスマか。

			　青年の登場で場の空気が一変した。

			　いるだけで自然と周囲の注意を引きつける。

			「オーファン、君の意見を呑むよ。災厄の魔女は君に譲ろう」

			「……いいのかよ。俺としちゃありがたいが。あんなにこだわってたじゃねぇか」

			「本命が来たからね」

			「…………本命？」

			「デスゲームから何年経った？」

			「五百年。それがッ？」

			「五百!?　へええ。そんなに？」

			「ジャーナル見りゃ分かるだろッ。おい、だからユマ──」

			「五百年か。経ったねぇ。うん、忘れるか、オウリの名も」

			「ユマ！　何が言いてぇんだ！　無駄話に付き合ってる暇はねぇ！」

			　ユマ。

			　黒衣の死神を倒したという人物だ。その功をもって救世の英雄と呼ばれる……だったか。

			　俺はこの男に負けた覚えはないが。

			　黒衣の死神は沢山いるようだし、別人を倒したのだろうか。

			　見覚えはあるが……思い出せねぇな。つい最近、会ったような……

			「ごめん、ごめん。忠告に来たんだ。騎士団をまとめた方がいい」

			　ユマが後ろを指さす。

			　そこには右往左往する騎士団の姿。精鋭と名高い神罰騎士団の醜態だった。

			　オーファンは苛立ちも忘れ、口をポカンと開けていた。

			「…………隊長は何をして……隊長がいない？」

			「用事でも思い出したんじゃないかな」

			「ユマ。お前でもその発言は許さん。取り消せ。部下を見捨てる連中じゃねぇ」

			「ははは、すまない。浮かれ過ぎだね。侮辱する意図はなかった。本当だよ。オーファンは世界槍ホルンの途中で死んだんだよね。だったら、彼の顔を知らなくても無理はない。隊長にプレイヤーを据えたのは失敗だったね。信じられるかい？　プレイヤーが二十四人がかりで、たった一人に手も足も出ないんだ。トラウマにもなるさ。名前は忘れても顔は覚えていた、ってことかな」

			「チッ。オウリが黒衣の死神。そう言いてぇのか」

			「そうだよ」

			　えっ、とオーファンが固まった。目を瞬くと俺とユマを交互に見る。

			「…………悪い冗談はよせ、ユマ。この世界にゃ黒衣の死神はいない。そう言ってたのは他でもないお前だぜ」

			「だから、最近、復活したんじゃないかな」

			「オウリを《鑑定》したか？　カンストしてねぇぞ」

			「デスペナだと思う」

			「……デスペナ？　あのデスペナか？」

			　死んだ時に経験値が失われる。これをデスペナルティと言う。

			　ユマは頷くと言葉を続ける。

			「スニヤは消滅の直前、〝誰か〟を復活させていた。いや、させようとしていた、かな。間に合わせることはできなかったからね。そして〝誰か〟の復活は後任に引き継がれた」

			「なんでそんなことを知ってる」

			「アイラが言っていた」

			　チャプター７《神への階きざはし》。

			　輪廻の神スニヤの消滅により輪廻の理が崩壊した。《ゼノスフィード》では新たな生命が生まれなくなった。時を同じくして世界槍ホルンの隣に、一夜にして見知らぬ塔が建つ。

			　塔は《神の階》と言い、七大神が用意した、人が神になるためのダンジョンだった。

			　ダンジョンをクリアし、輪廻の神の座に就いたプレイヤー。

			　その名がアイラだったはず。

			「アイラはまだ輪廻の神として、システムの全てを掌握していない。復活のシステムに不備があったのかも知れない。だから、復活に五百年かかり、莫大なデスペナになった。僕はそう思うけど、君はどうかな、〝誰か〟さん？」

			　ユマは微笑みながら俺に言う。

			「さぁね。興味ない。復活したと言われても死んだ覚えが……ああ、後先考えずに《チャクラ》練ってたか。もしお前の言うとおりならスニヤに感謝するだけだ」

			「はははは。スニヤに？　ＮＰＣに感謝か！　変わっていないな！」

			　ユマが哄こう笑しょうを上げる。

			　珍しいことなのか。

			　オーファンが目を点にしていた。

			　浮かれるのは構わねぇが。

			「で？　やたら馴れ馴れしいんだけどさ。お前、誰？」

			　ユマの笑顔にヒビが入った。

			「……僕が……誰か、だって？」

			　ユマがふらっ、と一歩踏み出す。次の瞬間、ユマの姿が掻き消えた。《瞬動》は使っていない。緩急の使い方が上手いのだ。ユマの姿を捉えた時、逃げられないことを悟る。後数歩の距離まで詰められていた。ユマは既に抜刀し、剣を振り被っていた。

			　避けられない。

			　防ぐことも無理。

			　だから、俺は動かず、ユマを睨む。

			「…………」

			「…………」

			　剣風が吹き抜けていった。

			「…………何をした」

			　ユマは眉をひそめ、俺と剣を見ていた。

			　獲物の血に飢えた剣呑な輝きを放つ剣。しかし、剣は綺麗なまま。一滴の血も付いていない。当然だ。剣は俺の前を通り過ぎていっただけなのだから。

			「……お前が目測を誤ったんだろ」

			　ああ、クソッ、左目が痛てぇな。俺は中二病じゃないってのに。

			　腹立ち紛れに《エアハンマー》を放つ。

			　空気の槌に吹き飛ばされたユマは、空中で回転すると軽やかに着地した。

			　短いやり取りだったが、幾つか分かったことがある。

			「その装備。その剣筋。思い出した。お前、勇者か」

			「……勇者？　救世の英雄と呼ばれてはいるけど、勇者と呼ばれたことはないよ」

			　白銀の外套はイルヴェイルコート、金で装飾された剣は聖剣アーヴァチュア。

			《腕力》と《頑強》への高い補正が売りの剣士の最終装備だ。

			　狂戦士のパーティーをボスエリアに送り込み、デスゲームをクリアに導いた立役者。

			《ログアウト》できず、命を落としたはずである。

			　転生していたのか。

			「お前、自分のツラ、鏡で見たことあるか？　主人公ヅラが酷いことになってるぜ」

			「五百年も魂の牢獄に囚われれば顔も歪むさ。君に殺されて以来、復讐することだけを考えていた」

			「殺されたねぇ。いいのか、それ言って。俺を殺したから救世の英雄なんだろ。黒衣の死神を倒していませんでした。それどころか、返り討ちにあっていました、って」

			　オーファンは知っていたのか。苦い顔をしているだけだ。だが、騎士団はまさかの告白に浮き足立っている。

			「僕は君を殺したとは一言も言っていないよ。周りが救世の英雄と持ち上げただけさ。勝手にね」

			　勝手に、という言葉には憎悪が籠っていた。

			　胡う散さん臭くさい笑みを顔に張り付け、ユマが言う。

			「僕が君に拘こだわる理由が分かったかい？」

			「俺が殺した他の連中も生きているのか？」

			「僕に勝てたら教えてあげるよ」

			　ユマの足元が爆ぜた。

			　今度こそ《瞬動》だ。

			　ユマはジグザグに切り返すことで《瞬動》の直線的な動きを読ませない。低くした体たい躯くが迫り来る様はさながら這はい寄る稲妻だった。足に負担がかかっているはずだが、一向に速度が落ちる様子がない。スキルに溺れず使いこなしている証拠だ。

			「黒衣の死神はユマに任せろ！　俺達は災厄の魔女を倒す！」

			　オーファンが騎士団を引き連れ、家に向かう。だが、隊長がごっそり抜けた影響だろう。命令は徹底されず、オーファンに従うのは騎士団の一部だけだった。

			　あれぐらいならセティでも対処できるだろう。

			　向こうには魔王様とアリシアもいるのだ。

			　俺の相手はユマだ。

			　セティじゃコイツには勝てない。

			　俺は風魔法第一階梯《エアリアルカッター》をばらまく。

			　だが、ユマは意に介さず突っ込んでくる。

			　魔法は《詠唱破棄》、《無詠唱》の順で威力が落ちる。

			　詠唱しなければ足止めにもならないか。

			　俺も《瞬動》で距離を取るが……ユマの方が若干速い。

			　逃げるのを諦め、刀を仕舞うと、杖を取り出す。

			「来いよ」

			　ユマの《スラッシュ》を杖で受け止める。

			　相手の攻撃が読めていても、身体が付いて来なければ意味がない。俺とユマの間には絶望的なまでのステータスの差がある。そこを技量で埋め、騙し騙しやって来たが、ユマの技量は俺に匹敵する。予定になかった切り札を切らされたのがその証左だ。

			　だが、防げた。

			　ユマの踏み込みが甘かったからだ。

			　目測を誤ったことが響いている。切り札を切った甲斐がある。

			　俺も最初から黒衣の死神と呼ばれていたワケではない。

			　格上相手の戦い方も心得ている。

			　とはいえ、鍔つば迫り合いの分は俺が悪い。レベルには差があり、クラスの補正もある。僅かな間だけでも拮抗したのが奇跡だ。《チャクラ》を練っていても、ジワジワと剣が俺に迫ってくる。

			　と、ユマの剣が力強さを増した。

			「《チャクラ》か。チッ。出し惜しみしやがって。最初から使えよな」

			　俺が吐き捨てるとユマが笑う。

			「クラス外スキルを使えるのは君だけだと思ったのかい？」

			　ユマのクラスは剣士である。

			《瞬動》を使った時点で察していた。

			　俺の考えが当たっていれば、ユマは俺に匹敵する量のクラス外スキルを習得している。

			《瞬動》の習得方法は公になっていなかったはずなのだ。

			　誰に聞いたのか。

			　一人しかいない。

			「でも、これは使えねぇだろ」

			　俺は《煌こう氣き》を練る。

			　ステータスを強化するスキルは二つある。《生命力》を消費し強化する拳闘士クラスの《チャクラ》と、《魔力》を消費し強化する魔法使いクラスの《魔力循環》。

			　根源の異なる二つの力が組み合わさると、爆発的にステータスが強化される。

			　俺の奥の手──オリジナルスキル、《煌氣法》。

			　コントロールが難しく、自滅しかねない両もろ刃はの剣。

			「うおおおおォォ！」

			　一気に剣を押し返す。目を見開くユマの顔面に《エアハンマー》を放つ。のけ反る直前に見たユマの顔は驚愕に満ちていた。《エアハンマー》の威力が段違いだったからに違いない。

			　杖は飾りではないのだ。

			　竜牙杖フェルニゲシュ。《知力》への補正は最強装備に遠く及ばない。だが、俺にとってこれ程頼りになる杖はない。風魔法への補正が異常に高いのである。

			　風魔法の不人気を受けて用意された救済武器と俺は踏んでいる。

			《煌氣法》を解除し、オリジナルスキル《風ふう精せいの暴ぼう虐ぎゃく》を放つ。

			　全方位からの《エアハンマー》だ。ゴートに放ったアレである。だが、今度はフェルニゲシュがある。《エアハンマー》の展開速度が段違いだ。ただ、所詮は《エアハンマー》。ダメージはないに等しい。方向感覚を狂わせることが目的である。

			　最後に《魔力循環》で《魔力》を練り、《エアハンマー》でユマをぶっ飛ばす。山なりに飛ばした。少しでも時間を稼ぎたい。ユマを見上げながら荒い息を吐く。

			「…………くそったれ。身体が重い。大分、《生命力》削られた」

			　大人しくユマの一撃を受けた方がダメージは軽かった。

			　だが、目先のことより、種を蒔くことを選んだ。

			　押し負けたという事実が、後々ユマの行動を縛るはずだ。

			　まずはあの足を封じねぇとな。

			　ユマが肉を切らせて骨を断つタイプなら、俺は蝶のように舞い、蜂のように刺すタイプ。

			　なのに《敏びん捷しょう》を上げる装備で固めている俺よりユマの方が速いのだ。

			　だが、足が速いというのなら。

			　遅くしてやればいいだけ。

			「生を許さぬ凍る蒼天。命は彼かの地に有り。嫉妬の息吹を落とし、破滅の冬をもたらせ！」

			　極寒の冷気を上空から落とす、風魔法第七階梯《グレイシアバースト》。

			　継続ダメージに加え、《鈍足》の状態異常が付く。

			　魔法はユマを中心に放たれた。しかし、広範囲に広がる魔法は騎士達も巻き込む。一人、一人と俺に向かって頭を下げる。当然、謝意はないが少し気が晴れた。重力が目に見えるかのようだった。しかし、金属の鎧に降りる霜が重力の仕業でないことを示している。

			　ついに半数の騎士が膝を落とした。

			　見晴らしが良くなった冬の光景に、悠々と立つユマの姿があった。

			　白銀の外套も相まって非常に絵になる。

			　呼気を白く染め、ユマが言う。

			「……剣で戦え、オウリ。僕を馬鹿にしているのか！」

			「魔法使いが魔法を使って何が悪い」

			「だが、あの時は使わなかった！」

			「いや、使ってたが。ん、お前には使ってなかったか？　でも、不自然に思わなかったのか。魔法使いの魔法は明後日の方向に飛んだ。神官の《ヒール》は間に合わず狂戦士は倒れた。ああ、拳闘士は何もない場所で転んでたよな」

			　ユマの額から血が流れる。《エアリアルカッター》だ。

			「見えなかったか？　牽制には便利なんだぜ、風魔法」

			《無詠唱》ができれば《魔力感知》持ちの魔法使い以外には攻撃を当て放題だ。

			　こう言うと非常に便利な魔法に思える。

			　しかし、風魔法は不人気だった。

			　その理由は──威力が低い。火魔法の半分も威力が出れば御の字。

			　だが、補助として捉えれば、これ程心強い属性魔法はない。工夫次第で化ける。

			「それにだ。これが俺の本来の戦い方だ」

			「…………なんだって」

			「レイドパーティーに魔法使いが勝てると思うか？　接近されても《魔力》が尽きても終わるんだぜ。継戦能力の高い戦い方にシフトする必要があったんだよ」

			　かなりの博ばく打ちだったが……賭けに勝ち、今の俺がある。

			「だが、俺だって鬼じゃない。期待には応えてやるよ」

			　インベントリから剣を大量に出す。救済の剣と同ランクの剣である。

			　都合九十九本の剣が浮かぶ様は壮観だ。

			「《九十九つくも噛がみ》──さあ、存分に打ち合え」

			　魔王の《万ばん剣けんの奏そう者しゃ》をヒントに考案した。

			　向こうは影で剣を操るが、俺は風で剣を浮かべている。

			　剣が次々に《エアシュート》で射出される。

			「おい、なんでかわす、ユマ。剣で戦えって言っただろ。だから、用意したんじゃねぇか」

			「これは違う！」

			　まぁな。分かってたさ。

			　本当はお前のために用意したんじゃないしな。

			「た、盾で防げ！　《シールドガード》！」

			「ぐおおおォォ！」

			「避けられない！　《鈍足》を受けてる！　神官、解除を早く！」

			「魔法使い、《ミサイルガード》急げ！」

			　ユマがかわした剣が後ろの騎士団に襲い掛かる。

			《グレイシアバースト》の発動は終わっている。しかし、《鈍足》の効果は残るので、剣を避けることもままならない。騎士団は上を下への大騒ぎである。だが、終わりが見えているので耐えることができている。今まさに最後の一本が射出されたところだ。

			「……お、終わったか」

			「……なんて威力だ」

			　ホッと一息つく騎士団だが……甘い。

			　インベントリから九十九本補充する。

			　騎士団がギョッとしていた。

			「騎士の後ろに固まれ！　また来るぞ！」

			「いや、それより魔法使い！　呆けているな！　働け！　《ミサイルガード》だ！」

			　叱しっ咤たされ、魔法使いが我に返る。

			《九十九噛み》を実現するには高度な技量が必要となる。フェルニゲシュの補正があるとはいえ、制御しているのは俺なのだ。なまじ魔法への造詣が深いために魔法使いは我を忘れていたらしい。

			《ミサイルガード》は投とう擲てき物を逸らす魔法だ。

			　貫通できるとは思うが。相手に直撃させるのは無理だろう。

			　使われてしまったのなら仕方がない。

			　魔法使いは目標から外す。

			「オウリィィィィ！」

			　ユマが叫んでいた。

			　神官に《鈍足》を解除させればいいのに、それすら忘れた様子で《瞬動》で近付いて来る。

			　チッ。マズいな。間に合うか。

			「踊れ、踊れ。手を取れ、死と。手を取れ、生と。其は流転する祝祭なり。吹き鳴らせ、悲鳴の笛を。掻き鳴らせ、歓喜の旋律を。古き者よ。遍く者よ。心のままに万象を回せ！」

			　……よし、発動した。

			　風魔法の奥義たる、第十階梯《アルゲオバベル》。

			　この魔法を習得するのはレベル１６０。一応、第十階梯の発動に必要な《属性魔法10》のスキルはあった。しかし、一度はレベルが１００以上下がっていたのだ。《ウィンドウ》に表示されたスキルがどこまで当てになるか。条件を満たして習得したクラス外スキルと違い、《属性魔法》スキルはレベルに応じて習得したのだ。だが、一度自転車の乗り方を覚えてしまえば、忘れることの方が難しいように、使えるという感覚があった。

			　しかし、確証はなかった。

			　だから、《魔力》が抜ける感覚に安堵した。

			　生まれたのは小さなつむじ風だ。

			　拍子抜けした空気が流れる。

			　が、まだ、評価を下すには早い。

			　土が舞う。花が散る。虫が浮く。最初は小さな物を。徐々に大きな物を。それはつむじ風の捕食だった。食べれば食べる程大きくなる。十秒で人の背丈まで成長していた。地面にしがみつく岩が食われた。ガンガンガン、と音が響く。土色に染まった風の中に、小さな石片を見た。あたかも岩が消化されたかのように。最早つむじ風と呼べない。竜巻だ。

			　竜巻は人をも喰らう。

			　助けを求め、手を伸ばす拳闘士。やがて竜巻の中に消えた。

			　それで人の味を覚えたとでも言うのか。

			　竜巻は騎士団の方へ向かう。

			「相殺できないのか！」

			「馬鹿言え！　あれは……第十階梯。風魔法の奥義だぞ！」

			「まだまだデカくなるぞ！　どこまで……デカくなるんだ！」

			「マズい。逃げろ！」

			「だから、《鈍足》を解除しろと！」

			「おっ、押すな！」

			「違う！　吸い込まれているんだ！」

			　天を衝く威風を見上げれば、自然が神と崇められた理由が分かる。

			《アルゲオバベル》は正邪の別なく全てを呑み込む。竜巻自体のダメージは案外大したことはない。《アルゲオバベル》が恐ろしいのは竜巻内部で起こる衝突だ。

			　例えば──同僚の騎士。

			　例えば──地面に刺さる、無数の剣。

			《九十九噛み》をしのぎ、安堵していた騎士団には悪いが、あれは単なる下準備。

			　本命は《アルゲオバベル》だった。

			　騎士団の諸君。

			　刃物を大量にブチ込んだ洗濯機へようこそ。

			「オウリィィィ！　余裕のつもりかァァ！」

			　魔力回復薬を飲む俺を見て、ユマが叫ぶ。

			《鈍足》の効果も切れたようで、凄まじい勢いで近付いて来る。

			　結局、三分の一しか飲めなかった。

			「ほら、お前も飲め」

			　飲みかけの瓶を投げてやる。

			「ふざけるな！」

			　怒りにまかせ、ユマは魔力回復薬の瓶を一刀両断──瓶から風が吹いた。頬を撫でるだけの風だ。しかし、ダメージはなくともユマの足を止めることはできた。

			「悪い悪い、間違えた。風の小瓶だったな」

			　風の小瓶──風を吹かすアイテムである。

			　魔力回復薬が突如、風の小瓶に変わったのだ。予想通りユマは警戒してくれたらしい。

			　俺は再び魔力回復薬を飲む。

			　ユマは一瞬躊ちゅう躇ちょするが、《瞬動》で前に出た。

			　彼の主観では俺が飲んでいたのは風の小瓶だ。

			　頭のいいタイプは想定外のことが起きると様子見に回ることが多い。

			　だから、見逃してくれると思ったのだが……少し怒らせすぎたのかも知れない。

			　飲めたのはほんの僅か。だが、確かに《魔力》は回復した。

			　俺がやったのは逆錬金だ。

			　魔力回復薬に逆錬金を行い、ユマに投げたというワケである。

			　セティと一緒に行っていた錬金術の訓練が役に立った。

			「オウリィ！」

			「うるせぇ。耳元で喚くな」

			　ユマの《スラッシュ》。杖で受け止める。

			　──それは最初の再現。

			　ユマが《チャクラ》を更に練り上げる。俺も負けじと《チャクラ》を練る。

			　──ならば、結果もまた。

			　剣を跳ね上げると、呆けているユマの顔面を《崩ほう拳けん》で打ち抜く。

			「《チャクラ》の練りが甘い」

			　ユマがたたらを踏む。口の端から血が流れる。拭おうともせず、虚空を凝視していた。

			　鍔迫り合い。俺が押し勝つ。結果は同じ。

			　だが、過程が違うことに気付いたらしい。

			　今回、俺は《煌氣法》を使わず、《チャクラ》だけで押し勝った。

			　それが意味することは──

			　ユマは息を呑むと、言った。

			「……オウリのレベルが……上がっている」

			　花が咲き乱れていた楽園は地獄と化している。

			　地面は捲めくれあがり、折れた木が散乱し、死体が転がっている。

			　倒した敵のレベルが高い程得られる経験値は高い。高レベルの騎士団が持っている経験値は莫大。それが死屍累々の有様なのだ。得られた経験値は一体どれ程か。

			　おかげでレベルが１８０まで上がった。最終装備ができるレベルだ。

			「……君は僕と戦っていなかったのか」

			　ユマの手がわなわなと震えていた。

			「お前らをぶっ殺したいってのは嘘じゃない。ただ、俺の目的はセティを守ることにあるんでね。一番厄介そうなお前を引きつけつつ、騎士団を掃除させてもらった」

			「……君は……僕の話を聞いても……何とも思わなかったのか」

			「お前が俺に因縁感じてるのは理解した。でも、俺はお前に因縁感じてないんだよ。それに、文句を言われるのは心外だぜ」

			　紅彩の外がい套とうを脱ぎ捨てる。インベントリから濡ぬれ鴉がらすの外套を取り出す。袖を通すと身体が軽くなる。フェルニゲシュを地面に突き刺し、八や咫た姫ひめを手にする。柄は手に吸いつくようだ。鞘さやから抜くと漆黒の刀身が現れる。
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			「だって、お前はさ──」

			　黒髪。

			　黒目で。

			　黒い刀を持ち。

			　黒い外套を羽織った。

			　黒尽くめの──

			


			「この俺と戦いたかったんだろ？」

			


			　──黒衣の死神。

			


			　▽シュシュ

			


			　家の外に出ると騎士団に取り囲まれた。

			　暑苦しい光景に眉をひそめるが、盾だと思えば許せなくもなかった。

			　家にはセティが錬金術で作った結界が張られている。騎士団に魔法で家を吹き飛ばされた苦い過去があり、結界の研究は欠かさず続けていたという。「王城並みだよ」とセティがない胸を張っていた。

			　だから、魔法の攻撃が来るとしたら家を出たこの瞬間以外なかった。

			　家から出て来たのは騎士団が近付いて来るのが見えたからだ。

			　狭い室内での戦闘は堅固な騎士クラスに分があるとの判断である。

			　仲間を巻き込んでしまうため、セティは長所を活かせないし、アリシアはオウリに似て足を使って撹かく乱らんする戦い方だ。

			　後はそう……セティが外に出たがった。

			　オウリの活躍を近くで見たいらしい。

			　狙われているという自覚はないのか。

			「ほう、美しい。団長お願いが」

			　言ったのは青い髪の騎士だ。二枚目だが軽薄そうな男である。セティを好色な目で見ていた。そのセティはと言えば……オウリの活躍に飛び跳ねて喜んでいた。

			　オーファンが渋面で言う。

			「……鼻っ柱を折ってやっても、一日立てば元通りだったな。女好きもいい加減にしろ、アーニス。副団長の自覚を持て」

			「分かっていますよ。言ってみただけです」

			「おい！　お前らにも言っておくぞ！　余計な色気は出すんじゃねぇ！　何度も騎士団を撃退した災厄の魔女の実力は本物だ！　亜人とハイヒューマンの命じゃ釣り合わんぞ！」

			　騎士団の面々が顔を引き締める。最初に現れた時とはえらい違いである。

			　救世の英雄ユマがオウリに抑えられ、ようやく危機感を覚えたらしい。

			　だが、まだまだ危機感が足りない。ユマがオウリにあしらわれていることに気付いていない。

			　一見、ユマは善戦を繰り広げている。だが、オウリを知っている妾からすれば酷い手抜きに見える。いや、違うか。手は抜いていない。ただ、ユマと戦っていないだけだ。

			　……本当に底が知れぬな、オウリは。

			「そこな女。名は？」

			　セティに無視されて矛先を変えたか。アーニスがアリシアに問う。

			「……アリシアだ」

			　……良かった。口ごもったので自分の名前すら忘れたか、と焦った。ここで名乗るということは王国に反旗を翻す、ということだ。覚悟を決めるために一瞬、間があったのだ。多分。

			「あの姫騎士か」

			「過分ながらそう呼ばれている」

			「謙遜するものではない。私もね。そう思っていた。冒険者に過分な二つ名だと。だが、君には姫騎士と評されるだけの気品がある。サラスナから出た冒険者の討伐隊だろう。我々より早く辿り着いたのだな。悪いことは言わない。こちらへ来い」

			「災厄の魔女は私の師匠でな。私は師匠に加勢すると決めている」

			「冒険者相手に回りくどかったかな。今ならまだ許してやると言っているんだ」

			「アバスだったか。なぜ、貴様に許される必要がある？」

			「アーニスだ！」

			「ふふん、細かい男だな。一文字しか間違ってないぞ」

			「……安い挑発を。もう許さんぞ」

			　……素で間違えたのを誤魔化しただけだと思うが。

			「静かだな、災厄の魔女。観念したか」

			　オーファンが疑問の声を上げた。確かにセティは黙りこくっていた。

			　セティはオーファンに向き直ると、蕩とろけるような笑みを浮かべた。

			「兄さんカッコいいよね。えへへ、私の兄さんなんだよ」

			　オーファンが呆れ顔になる。これには妾も同感である。

			「よく目に焼き付けておけ。じきに見られなくなる。救世の英雄の名は伊達じゃねぇ」

			「兄さんは負けないよ」

			　ズドドドド、と轟音が響き渡った。浮かんだ剣が次々に投擲されていた。

			　ほう、オウリめ。妾の技を盗みおったな。手法は違うが妾の《万剣の奏者》だ。

			「……なんだ、ありゃァ……魔法……なのか？」

			　オーファンが色を失う。

			「ねえ、まだはじめないの？」

			　セティがオーファンを見上げていた。オウリの猛攻に騎士団の意識が逸れた瞬間。セティは《瞬動》でオーファンの懐へ潜り込んでいた。

			　咄嗟にオーファンが槍を繰り出す。

			　セティは槍を叩いて軌道を逸らす。

			「あ～あ。手を出しちゃった。正当防衛成立だね」

			　にこり、とセティが笑う。

			　──俺はセティに正当防衛は教えた。ただ、過剰防衛は教えなかったんだよな……

			　オウリの言葉である。だが、なぜ今思い出したのか──

			「私も怒ってるんだから！」

			　底冷えするような殺気だった。

			　良くも悪くも災厄の魔女の名は大きい。安易に動くこともできず、隠いん遁とんを強いられていた。心優しい彼女が亜人への仕打ちに、何も感じていないハズがなかった。

			　溜まりに溜まった欝憤を晴らすかのように。

			　セティの拳が、蹴りが、放たれる。

			「《シールドガード》！」

			　オーファンが発動させたのは盾を強化するアーツ。だが、衝撃を受け止めるのはオーファンだということに変わりない。セティが攻撃する度にオーファンが後ずさる。

			　セティが《瞬動》でオーファンの背後へ。

			　オーファンはセティを見失っていた。が、培った経験が最適なアーツを発動させる。

			「《オールレンジガード》！」

			　オーファンの周囲に不可視の盾が張られる。

			「いたいなあ、もう！」

			　手をひらひらと振るセティからは、オウリに似た匂いを感じた。

			　前方に駆け出すオーファンをセティが追う。

			　オーファンは振り返りもせず、《朧おぼろ扇せん月げつ》を発動。周囲の敵を吹き飛ばす薙ぎ払いだ。

			　対してセティは《震脚》を発動。

			　騎士の特徴の一つにアーツの発動中は状態異常の耐性を得る、というものがある。

			　格下相手なら分からなかったが、騎士団長のアーツが《震脚》で止まるはずがない。

			　アーツに頼り過ぎるセティの悪癖だ。

			　セティは槍を足裏で蹴って空中に逃れる。

			　オーファンの槍が光る。それは神速の突きだった。突くという動作がなく、突き終わった結果だけが残る。《鬼き哭こく閃せん》。騎士の奥義だ。槍はセティを貫いていた。いや、貫いているように見えた。セティの脇腹から血が流れていた。

			「外した？　《空くう歩ほ》か」

			　オーファンが忌々しげに吐き捨てる。

			《空歩》──空中を一歩だけ歩ける拳闘士のスキル。

			「《チャージングランス》！」

			　セティの落下地点目掛け、オーファンが駆け出す。携えた槍が光り輝いている。

			「これ、疲れるんだから！　《煌氣法》！」

			　セティがやけくそ気味に叫ぶ。

			　スキルは声に出す事で僅かだが効果が上がる。これを宣言と言う。だが、戦闘巧者になるほど無言でスキルを発動する。事前に使うスキルを宣言しては虚を衝けない。

			　しかし、バレても問題ない場合は別だ。

			「《雷声落とし》！」

			　セティがアーツを宣言。

			　アーツはキャンセルできない。二人の激突はここに確定した。

			　後はどちらの手札が強いかという勝負だ。

			「えぇぇぇい！」

			「おおおおォォォ！」

			　セティの踵とオーファンの槍が衝突する。

			「なにぃ！」

			　オーファンが驚きの声を上げる。助走の距離も申し分なかった。勝てるという確信があったに違いない。だが、結果は予想の反対。槍は地面にめり込んでいた。

			　躊躇するオーファン。槍を引き抜くべきか。

			　だが、結局は槍を諦め、盾に力を込める。

			「《シールドバッシュ》！」

			「《双そう纏てん衝しょう》！」

			　セティが両手を前に差し出す。

			　練り上げた《チャクラ》を放つ《双纏衝》。しかし、今セティが練っているのは《煌氣》。あのオウリをしてできれば使いたくないと言わしめる《煌氣法》。それを放つというのだ。生半可な威力であるはずがない。だから、これは《煌氣衝》とでも呼ぶ別のアーツだ。

			　黄金の光がセティの掌に生まれた。

			　膨れ上がる光が盾に触れ──音もなく盾を消滅させた。

			「……なんだってんだ、こいつは。見たコトのねぇアーツだ……」

			　そう言ったのはオーファンだ。同様の声が周囲からも漏れる。

			　まともに当たればオーファンといえども大ダメージは免れなかったはずだ。だが、オーファンは盾の消滅を見て、いち早く飛び退っていた。光に触れたのは盾を持っていた左手だけ。その左手は赤と白に染まっていた。赤は血。白は骨。だが、《ヒール》が瞬く間に治してしまう。そう言えばオーファンのクラスは聖騎士だった。

			「チィッ。災厄の魔女の名も伊達じゃねぇか」

			　オーファンはインベントリから新しい槍と盾を取り出す。先程と同じ槍と盾だ。随分簡単に槍を諦めたと思ったら、ストックがあったかららしい。

			「おい、お前ら！　魔女を囲め！」

			　王国が恐れる災厄の魔女。それと団長は互角に戦っていた。

			　この事実は騎士の気勢を高めていた。

			　よくない流れだ。

			　オーファンはここで仕留めておきたい。

			　妾は近付いて来る騎士に《エアハンマー》を打ち込む。せめて押し返さなくてはと思ったのだ。だが、妾の拙い《エアハンマー》は想像以上の効果を発揮した。

			　騎士団が怯えるように足を止めたのだ。

			　オウリに目を向ける騎士を見て気付いた。

			　丁度、オウリの《アルゲオバベル》が猛威を奮っていた。

			　オウリの援護では？　そう思ったらしい。

			「黒衣の死神はユマが抑えてる！　お前らはお前らの仕事をこなせ！」

			　オーファンは後退していた。自分から騎士団に合流する気だ。

			　セティも追っていた。が、出足が鈍い。《煌氣法》の影響か。

			　妾はまだレベルが低い。

			　セティからなるべく目立つなと言われていた。

			　だが、仕方がない。

			「逃がさぬよ」

			　オーファンの足に妾の影が絡み付く。

			「《影かげ縛しばり》!?　まさか──」

			　オーファンは影を目で追い、妾に行きつくと絶句していた。ふん、かつてのシュラム・スクラントの面影でも見たか。

			「ありがとう、シュシュ」

			　セティがオーファンに追いついていた。

			「おわりにするよ」

			　セティのすらりとした脚がオーファンを蹴り上げる。何もない空中を足場があるかのようにセティが飛びまわる。オーファンとすれ違う度に拳や蹴りが叩き込まれる。

			《虎こ影えい脚きゃく》からの《鳳ほう凰おうの舞まい》だ。

			　だが、オーファンが何かをしたのか。途中からセティの拳は届いていなかった。

			　オーファンがふらり、と立ち上がる。ぺっ、と血を吐き出す。

			「《サンクチュアリ》まで使わされるたァな」

			　合点がいった。

			　騎士の攻めの奥義が《鬼哭閃》なら、《サンクチュアリ》は守りの奥義。

			　自分の周囲に絶対不可侵の聖域を作り出す。《オールレンジガード》と似ているが、根本的な部分が大きく違う。姿が見えていても、声が聞こえていても、《サンクチュアリ》の中は言わば別の世界なのだ。自分も攻撃できなくなるが、効果が尽きるまでの十秒間、如何なる攻撃もオーファンに通用しなくなる。その間、オーファンは自前で回復し放題、と。

			　……上位クラスとは……ここまで厄介なものだったか。

			　だが、にこやかにセティは礼を言った。

			「うん、ありがとう。使ってくれて」

			「……なに？」

			「シュシュも巻き込んじゃうかな、って思ってたから」

			「……何をする気だ？　いや、しているのか!?」

			「騎士の人といっぱい戦ってきたからね。そうくるだろうと思ってたんだ」

			　セティがオーファンの鎧を指す。

			　ぶら下がっていた。赤色の液体が入った瓶が。三つ。

			　投擲する際に遠心力を稼ぐのに使うのだろう。瓶には腕の長さ程の紐が付いていた。セティは《虎影脚》でオーファンを打ち上げた後、《空歩》ですれ違いざまに紐を鎧に引っ掛けていた。俯ふ瞰かんして見ていればバレバレだったのだが、直後に始まった《鳳凰の舞》への対処に手一杯で、オーファンは気付くことができなかったのだろう。

			　いぶかしむオーファンにセティが瓶の正体を明かす。

			「イフリートの息吹。特製の。いたいよ？」

			「くそったれ！　くそったれぇぇ！　《エレメントガード》ォォォ！」

			　瞬間、爆発した。炎。炎。炎。渦巻く火炎がオーファンを呑み込む。炎は貪欲に更なる獲物を求める。だが、炎は閉じ込められていた。《サンクチュアリ》の世界に。

			　地表に太陽が生まれたかのようだった。

			　熱は全く感じない。が、嫌な汗が止まらない。

			　僅か数秒だっただろう。だが、長く感じた。《サンクチュアリ》の効果が切れた。オーファンは倒れていた。全身焼け焦げており、正視に堪えない有様だ。ギリギリ生きてはいる。

			　ジト目でセティを見ると、やったね、と微笑まれた。違う。

			　……敵のスキルを逆手に取った。見事だ。オーファンを仕留めた。素晴らしい。だが……オーファンが《サンクチュアリ》を使わなかったらどうなっていた？

			　……妾が巻き込まれていたら確実に死んでいたぞ、これ。この後先の考えなさは彼女の兄を想起させた。やはり、兄妹なのか。

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			　頼りにしていた団長が一瞬で倒されたのだ。騎士団は意気消沈していた。

			　やる気が上がったり、下がったり、せわしない。

			「団長を救え！　神官、急げ！」

			《エクストラヒール》がオーファンに飛ぶ。しかし、効果は発揮されなかった。

			「これ、シュシュが？」

			　オーファンに伸びる妾の影を見てセティが言った。

			「《闇やみの帳とばり》。魔法を喰らう影の領域を作り出す。妾まで魔法が使えなくなるのが難点か」

			　だが、妾が魔法を使っても戦力にはならない。

			　大分レベルが上がったとはいえ、騎士団の相手は荷が重い。

			　オーファンの復活を妨げられるなら重畳だろう。

			「シュシュ。この人はこれでいい？　あとは任せても平気？」

			「うむ。ここまで弱っておれば問題なかろう。無理を言ってすまなかったな」

			「いいよ。ちょっと行ってくるね。シュシュはアリシア見てて」

			　そう言ってセティは魔法の鞄から瓶を取り出す。

			　セティはオーファン相手に苦戦していた。

			　それが彼女の評価を落としたかと言えば否。断じて否だ。

			　災厄の魔女は地図を変えたという。

			　だが、拳で森を炎上させたのか？　蹴りで大地を割ったのか？

			　セティは瓶を揺らして中身を確かめていた。その姿は正しく──
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			「さ、災厄の魔女だァァァ！」

			　そう、魔女なのだ。

			　下手にセティが拳闘士として実力があったため、誰も彼も勘違いしていたのだと思う。魔女相手に殴り合いで互角だったからといって何の自慢になろうか。

			「逃げろォォォ！」

			　騎士団が蜘蛛の子を散らしたように逃げ出す。騎士団で一番強い団長ですら一瞬で沈んだのだ。恐怖に駆られるのも無理もないことだとは思う。

			　だが、逃げるのは一番最悪だ。

			　実はセティの、というか妾の傍が一番安全だ。騎士団が魔法を放って来ない理由と一緒である。威力のある攻撃は味方を巻き込む恐れがあるため迂闊には使えないのだ。

			　えいっ、とセティが可愛らしく瓶を投擲する。

			　──炎が手当たり次第に騎士を食い散らかす。

			　セティは魔法が使えない。だが、似た効果は起こせる。アイテムを使うことで。

			　──風は死神の鎌だ。突如、騎士の体から血が噴き出す。

			　無論、使うだけなら誰でもできる。

			　だが、同じアイテムを使っても、セティとその他の者では大きな差が出る。

			　──巨大な氷の華が騎士を閉じ込める。

			　セティには錬金術師のスキルがあるからだ。これにより威力の上昇、範囲の拡大が行われる。スキルの使用には《魔力》が必要だが、種族柄セティは《魔力》が豊富だ。

			　──林のように生える土の槍が騎士を串刺しにする。

			　相手は精鋭のはずなのだが。大掃除にしか見えない。神罰騎士団は何しに来たのか。

			　喉元過ぎれば熱さを忘れるという。セティが発見されるのは大体百年に一度。だから、今度こそはと無邪気に挑んで来るのかも知れない。

			　とはいえ、惜しい線まで行っていた。

			　オウリがいなければアイテムを使うこともできずユマに倒されていたに違いない。人質が捕らわれたままなら、セティは今のように躊躇なくアイテムも使えなかった。

			　しかし、セティの戦い方は心臓に悪い。オウリもだが。

			　森が無残に変貌するのを見ていると、友人の死を看取っているような気分になる。

			　これが森を友とするエルフの感覚なのか。

			　オーファンに視線を戻すと、回復薬を飲んでいた。

			　油断も隙もない。回復薬を蹴り飛ばす。

			　幸か不幸か一口だけしか飲んでいないようだ。どうせ、あのままなら喋ることもできない。少しだけ回復薬を飲ませるつもりだった。

			　オーファンは転がる回復薬を見詰め、やがて諦めたように顔を上げた。オーファンの目の焦点が微妙にズレていた。《鑑定》しているのだろう。シュラム・スクラントの名を認めたか。オーファンはきつく目を閉ざした。

			　覚えていてくれたか。

			「さて、オーファン。ノェンデッドは健勝か？」

			「……あれ以来、会ってねぇ」

			「神の階では世話になったのう。ああ、そう悲観した顔をするでない。あまり妾の嗜し虐ぎゃく心をくすぐってくれるな。《穢けがれ》は負の感情に呼応する。なまじお主に怨みがあるからな。残念ながらお主を殺すことはできぬ。なに、聞きたいことがあるだけよ」

			「……神の階でお前に借りがある。答えられるものなら答える」

			　あれは……三百年前か。

			　妾は神の階に上ったことがある。輪廻の神に尋ねたいことがあった。通常、神は人の前に現れない。だが、アイラはプレイヤー出身だからか、神の階に上れば誰でも会うことができた。とはいえ、神の階は人が神に至るために用意されたダンジョンだ。会うには相応の実力が必要とされるが。

			　アイラから話を聞き、帰路についた時だ。

			　オーファン率いる第三神罰騎士団が現れた。

			　神の階に魔王が現れると聖典に記されていたらしい。

			　それは誤解だった。妾は魔族化していなかった。

			　騎士団は聞く耳を持たず、襲い掛かってきた。

			　だが、聖典は真実を語っていた。

			　騎士団への怒りから、《穢れ》が活性化──妾は魔族化したのだ。

			　──神の階に魔王が現れた。

			　魔族化するとステータスが大幅に強化される。

			　蝶よ花よと育てられた小国の姫。それが魔族化しただけでこう呼ばれた。

			　──魔王シュラム・スクラント。

			　神の階に上るため、レベルはカンストしていた。

			　その妾が魔族化したのである。結果は火を見るよりも明らかだった。

			　魔族となったことで狂おしい憎悪が生まれた。しかし、アイラから聞いた話が妾に手心を加えさせた。大した死者も出さず、騎士団を無力化させた。

			　だが、その結果を面白く思わない者がいた。

			　闘争の神ノェンデッドだ。

			　──つまんないなァ。なんで殺さないの？　そのための魔族でしょ。世界に闘争を生み出すためにボクは魔族を作ったんだ。お伽話みたいな心優しい魔王サマは要らないんだ。

			　ノェンデッドに挑むが手も足も出ず。

			　──オーファンだっけ？　キミ達の手に余るようだから出て来れたケド。神サマも色々とメンドウな縛りがあるんだ。毎回、ボクが助けてくれると思ったらダメだよ。

			　ノェンデッドに命じられたオーファンにより妾は命を絶たれた。苦々しい顔で槍を振り下ろすオーファンの顔が印象的だった。

			　オーファンに聞きたいのは一つだけだ。

			「トリスを見付けたか？」

			


			　【クエスト】チャプター29《因果応報の聖戦》

			　【聖　　暦】９５０年

			　【詳　　細】輪廻は巡り、因果も巡る。因果応報の聖戦の幕が開く。

			　【ボ　　ス】魔王トリス・スクラント

			　【報　　酬】免めん罪ざい斧ふシェイファ

			


			　オウリから聞いた、最新の聖典の内容だ。

			　魔族はより強い魔族に従う性質を持つ。魔王とは当代で一番強い魔族のことであり、妾が魔族化していない以上、別に魔王がいるというのは分かる。

			　だが、トリス・スクラントは──

			「……お前とトリスの関係は？　……スクラント？」

			　オーファンが眉根を寄せる。関係に気付いたのだろう。

			「妾の弟よ」

			「……リファエルの王族か」

			「最も濃い《穢れ》を受けたのが王族だ」

			「……トリスは知らん。魔王が現れたという話も聞かない」

			　……そうか。知らぬか。

			　魔王は神敵だ。その神敵を討伐する神罰騎士団の団長が知らないと言うのだ。

			　王国もまだトリスの行方を掴んでいないと思っていい。

			　これを聞くために、セティにオーファンを捕らえて欲しいと頼んだのだ。もっともセティは殺す気でやっていたと思うし、捕らえられたのは単なる結果論だろう。

			「……待て。何をする気だ、魔王」

			　拳を握り締め近付く妾に、オーファンが焦った声を出す。

			「聞きたいことは聞いたのでな」

			　オーファンに馬乗りになり、拳を落とす。ぐほぅ、とオーファンがむせるが、気絶するには至らない。仕方がない。妾のレベルは低い。殴る、殴る、殴る。オーファンは妾を責めるような眼差し。殺さないとは言った。だが、こうも言ったはず。怨みがある、と。

			「…………グハッ……」

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			　ふむ。

			　ちと、はしゃぎ過ぎた。

			　オーファンは白目を剥き、口から泡を吹いていた。

			　さて、頼まれていたアリシアはといえば──

			「寝るにはまだ早いぞ、立て！　ダンガス！」

			「……………………アーニスだと言っている！」

			　──ついに一文字しか合わなくなっていた。

			　アーニスはボロボロだった。一体、何があったというのか。こうなった経緯が見えない。マントは切り刻まれ、鎧は焼け焦げており、なぜか髪が濡れている。

			「……何をしておるのだ？」

			「んっ、シュシュか。いいトコに来た。見ろ、火が出るんだ！」

			　アリシアが短刀を振ると炎が出た。

			　……そういうマジックアイテムだ。炎が出なければ不良品だ。

			「気に入らなかったか？　なら、これはどうだ。《アクアスライサー》が出るんだ」

			　ぶほぅ、とアーニスが水の刃に吹き飛ばされる。

			「オウリがくれた武具はどれも素晴らしい」

			　アリシアは長剣をうっとりと見詰めている。

			　……オウリは彼女の事を残念な美人と評していたが、まさしく。ううむ、これでは恋人もできまい。新しい武具を買ったら試し切りをさせてくれ、と言って来そうで怖い。

			　ただ、事情は呑み込めた。

			　オウリは大量の武具をアリシアに渡していた。

			　早速、色々と試したのだろう。

			　アリシアも無傷とはいかなかったようだが。

			　副団長を相手にそれで済んでいるのなら、オウリの見る目は確かだったということか。

			　アリシアは剣士として一皮剥けた。

			　開いたらいけない扉を開いただけ、という気もしなくもないが。

			　……魔王が一番の常識人とは笑えん。

			「……姫騎士ィィ！　よくも、よくもォォ……女は黙って男に傅かしずけ！　薄汚い女はそれがお似合いだ！」

			　悪鬼の形相でアーニスが叫ぶ。

			　二枚目もこうなると──いや、二枚目だからこそ、一層無様だ。

			「私は冒険者だからな。清潔とは言い難いが。尽くす女だと思うぞ」

			「口答えするな！　女が！　男に！」

			「これでも騎士を目指していた身だ。似たようなことは何度も言われた。従順な女が欲しいなら他を当たれ。しかし、お前は女好きではなかったのか？」

			「好きだとも。ああ、好きだとも」

			「私の目には女嫌いに見えるが」

			「くくく、お前には名乗っていなかったな。私の名はアーニス・クラッツェ」

			　クラッツェ。押しも押されもせぬ大貴族。

			「女に不自由はしない。勝手に寄ってくるからな。だが、ああいう女は虫むし唾ずが走る。腹の中で何を考えているか。私の趣味は姫騎士、お前のような生意気な女だ。クラッツェの名に逆らえる女はいない。徐々に徐々に……真綿で絞めるように、心を折って行くのさ！」

			「……歪んだ性癖だのう」

			　だが、貴族の間では珍しい話ではない。

			　権謀術策渦巻く貴族社会では、まともな精神を保つのは難しい。

			「お前もそうなるんだ、姫騎士」

			「え、断る。気色悪い」

			「話を聞いていなかったのか！　お前の意思など関係ない！　私はクラッツェだ！」

			「いや、クラウ？　クツェ？　とか言われても。私は地方の出身でな。王都の貴族は詳しくない」

			「ふん、お前は知らなくても領主は知っているさ。親を投獄してやろうか？　私が一言言えば喜んでやってくれるだろう。兄弟はいるか？　男なら処刑しよう。女なら奴隷にして──」

			　アーニスの顔面にアリシアの蹴りが炸裂した。転がって行くアーニスには目もくれず、アリシアはブーツの底を土にこすりつけていた。そして、しまった、というように剣を見詰める。これを使えばアーニスに触れずにぶっ飛ばせたのに、と思っているらしい。

			　アリシアが言う。

			「地に這いつくばるお前に何ができる？　貴族の名も戦場でお前を守ってはくれないぞ」

			「大貴族だと言った。神罰騎士団にもクラッツェの派閥がある」

			「ああ。いたな。そう言えば。取り巻きの騎士が」

			「行け！　姫騎士を捕らえろ！　報酬は弾んでやる！」

			「…………」

			「…………おい、どうした！　早く行け！　父に言いつけるぞ！」

			　アーニスの声に応える人はいない。

			　当然だ。誰もいないのだから。

			「取り巻きな。逃げたぞ。かなり前に」

			「……う、裏切ったのか。だ、誰がここまで引き立ててやったと……待て、姫騎士！　剣を、下ろせ。いいな、下ろせ。私を見逃せ。何が欲しい？　金か。奴隷か。武具か。好きなだけくれてやる。そうだ、騎士を目指していたと言ったな。騎士に引き立ててやってもいい。丁度、騎士に欠員ができる。神罰騎士団だぞ。望外の出世だろう」

			　アリシアがはぁ、と息を吐く。

			「私は師匠が守れればそれでよかった。だが、お前は私の家族にまで手を出すと言った。是非も無い」

			「…………あ、あれは……つい、言って……本心ではない。ゆ、許せ」

			「許すも許さないもない。戦場の流儀に倣うだけだ」

			「……た、助け──」

			　これ以上戯言を聞きたくなかったのか。

			　アリシアはアーニスに近付くと剣を一閃。喉を裂いた。アーニスはくぐもった声で「馬鹿な」とか「許されない」とか言っていたが、やがてそれも聞こえなくなった。

			　アリシアは周囲を眺め、

			「……大勢は決したようだな」

			　遠い目になった。

			　師匠のハジケぶりを目にしたからだ。

			　トトウェル大森林から「大」の文字が取れる日は近い。

			　災厄の魔女。蒼穹の魔女。

			　亜人には悪いが相応ふさわしいのは災厄の魔女の呼び名の方だ。

			「後はオウリだけか」

			　アリシアの言葉に頷く。

			「それもじき終わる」

			　妾はオウリを見詰めながら言う。

			「オウリが怒っておる」

			


			　▽オウリ

			


			「因縁がない、だって？　あるさ。あるんだよ」

			　ユマは身体を折り曲げ、くくく、と笑う。人の不安を煽る悪役の笑い方である。五百年で勇者は廃業し、魔王に就任したのか。ユマは顔を上げると晴々しい笑顔を見せた。

			「君の妹を神敵に認定したのは僕だ」

			　………………は？　今、なんて？

			　ぶわっ、と俺の周りで風が吹き荒れる。髪は逆立ち、外套が翻る。

			　ここは風の《魔力》が濃い。俺の感情に呼応したのだ。颶ぐ風ふうは全身に裂傷を生む。

			　だが、制御する気は起きなかった。

			「そうか、てめぇが」

			「ははは！　ようやく僕を見たな、オウリ」

			　瞼まぶたの裏にセティの姿が浮かぶ。地面に突っ伏し、血溜まりができていた。

			　傍らに佇むのは抜き身の剣を持つユマ。つまらなそうな顔をしていた。だが、次の瞬間には快哉を叫ぶオーファンに変わり、また、見知らぬ騎士となった。そこに立つ人物は次々と変わるのに、倒れるセティだけは変わらなかった。

			　俺が間に合わなければ現実になっていただろう光景だ。

			「なんでセティを、ってのは愚問か」

			「君がいなかったからだよ」

			　デスゲームでは数多のプレイヤーを斬った。だが、私怨で斬ったことは一度もない。

			　一度もなかった。

			「お前は──」

			　ユマに殺気を放つ。分かっている。この程度で怯まない。ただの意思表示だ。

			「──俺が殺す」

			　まどろっこしい駆け引きは抜きだ。その薄ら寒い笑み、今すぐ消してやるよ。

			「来い、オウリ！　五百年に渡る因縁に決着を付けよう！」

			　駆け寄る俺に対し、ユマが《震脚》を放つ。俺は軽く跳んでかわす。ユマは意表を衝かれた顔。《震脚》を跳んでかわすなら、後方へ向かってがセオリー。だが、俺はユマに向かって跳んだ。影踏みに付き合ってる暇はない。

			　ユマの顔面目掛け右足で《烈れっ風ぷう脚きゃく》。身体が反転しユマの姿が消えた。が、構わず左足で《御み霊たま刈がり》。俺には《制せい空くう圏けん》がある。至近距離なら視覚は不要。だが、それはユマにも言える事。死角からの一撃をユマは腕を上げて防ぐ。俺は抜刀術を──チッ。ご機嫌ナナメか。刀を抜くと自分の背中に《エアハンマー》。強烈な勢いで身体が回転。その勢いを乗せて《バニッシュメント》。

			　ユマは剣を掲げ持ち、これを防いでいた。

			「曲芸じゃ僕は殺せない」

			「曲芸？　この程度で？」

			　ユマの剣を蹴り、高く舞い上がる。ユマは目を細め、俺の様子を窺っていた。

			　避けることもできたのに、防御を選んだことからも、ユマの狙いが透けて見える。大方、空中で俺を仕留める気でいるのだろう。俺が《空歩》を使えば喜んでアーツを撃って来るはずだ。

			　だが、何度言えば理解するのか。

			「曲芸ってのは──」

			　俺は魔法使いだと言ったはず。

			「──こういうことを言うんだろ」

			　俺は空中に降り立つ。

			　一向に落ちてこない俺を見て、ユマの顔から笑みが消えた。

			《エアライド》──風の足場を作る魔法。地味な魔法に思えるが、風魔法の極致である。

			　シルフを例にとって考えると分かりやすい。自由気き侭ままな彼女を一所に留めるようなもの。

			　ユマを見下ろしながら言う。

			「お前の目論見は崩れたワケだが。次の手は考えてあるんだろうな？」

			「あるさ」

			　ユマはインベントリから槍を取り出す。右手で槍を逆手に持ち、左手で俺に狙いを付ける。ギリリ、と弓を張る音が聞こえてきそうなほど身体を反らし、

			「この日を五百年待ったんだ」

			　槍を投げた。

			　槍はユマの気性を表すかのように、ブレることなく真っ直ぐに飛翔する。

			　チッ、と俺は舌打ちをすると、八咫姫で槍の軌道を逸らす。手が痺れた。攻撃が重たい。

			「降りてこい、オウリ」

			　第二射を構えつつユマが言う。

			　ユマの攻撃は俺に届かない。防ぐ手段は何通りもある。

			　だが、逆もまた然り、か。

			「仕方がねぇ。降りてやるよ」

			　遠距離での撃ち合いは俺に分がある。空中に留まっていれば安全だろう。しかし、決定打に欠け、戦闘が長引く。キレたユマが怒りの矛先をセティに変えるかも知れない。

			　いや、もうキレてるのか。

			　俺が着地をした瞬間、ユマが愚直に突っ込んできた。

			　俺はユマの《制空圏》手前で宙返り。ふわり、という浮遊感。跳躍から落下へと変じる刹那。逆さまになった世界で光を帯びるユマの剣を見た。

			「言ったそばから逃げるのか、オウリ！」

			「飛び跳ねるのもナシってか。どんな縛りプレイだよ、ええ？　手加減して欲しいならそう言え」

			「黙れ──《ムーンライト》！」

			「黙らせてみろ──《エアライド》」

			　俺は空を踏みつけ、《瞬動》。

			　ユマの放った光の刃とすれ違う。

			　更に三度、《瞬動》を発動。

			　さながら落雷。

			　ユマも《瞬動》で迫って来る敵を相手にしたことはあっただろう。だが、《瞬動》で落ちてくる敵はいなかったに違いない。

			　ユマの背後に着地。《スラッシュ》を放つ。

			「ぐぅぅぅ……」

			　ユマの背中に刀が吸い込まれる。白銀の外套が赤い染みを作る。肩越しにユマは俺を──いや、光る俺の刀を見ていた。

			　ユマは斬られるに任せ、《周しゅう撃げき》を放つ。

			　チッ。よく分かってる。自分の強みが。

			　魔法使いは《頑強》が低い。加えて装備は《敏捷》重視。

			　と、なれば威力の低い《周撃》でも十分お釣りが来る。

			　ユマはそう判断したのだ。

			　思考に許された時間はごく僅か。

			　普通なら前に出て傷を浅くする場面。

			　流石は救世の英雄ということか。

			　アーツを止められない以上、これは甘んじて受けるしかない。

			　ユマの足払いに足を刈られ、俺はコマのように回転する。

			「《トライエッジ》」

			　ユマはアーツが終了するなり、立て続けにアーツを宣言。

			　へぇ。わざわざ宣言するか。確実に当てられると？

			　火花が散った。

			　三度。

			　俺も《トライエッジ》で迎撃したのだ。

			


			　ユマが目を剥く。が、すぐに獰どう猛もうに笑う。

			　土台、無茶な体勢だった。俺の刀は弾き飛ばされていた。

			「まったく器用な男だっ。だが、武器を手放したな！」

			「はしゃぐなよ。弱く見えるぜ」

			　ユマの剣には未だ一滴の血も付いていないのだ。

			　こんなことで勝ち誇ってしまうのは、今まで苦境に立たされていたという証。

			「減らず口を叩けないようにしてやるさ！」

			　煽り耐性低いな、と思いながら、ユマの突きを見詰める。性格が出た正確無比な一撃だ。回転を考慮した上で、俺の口の中を狙っている。だが、大事なことを見落としている。

			「回転は止められたんだぜ。いつでも」

			


			[image: ]

			


			《エアライド》

			　宙に浮かされた？　なるほど、絶体絶命だ。ただし、俺以外であれば。

			　地に足がついていないだけで、死に体と判断するのは早計だ。

			　突きで伸びきったユマの腕を掴む。

			「なッ」

			　ユマが裏切られたような声を出す。

			　実際、彼は自分の身体に裏切られた。意思に反して飛び上がったのだから。

			《呼応投げ》だ。

			　このアーツは空中では使えない。発動には両足が地に付いている必要がある。

			　だが、風魔法使いたる俺には大気ある場所全てが地面。

			「手を、放せ！」

			　ユマの《砲ほう天てん響きょう》。

			　強烈な前蹴りが俺の腹部を抉る。剣を握る手は俺が封じている。ユマが拳闘士スキルに頼るのは分かっていた。《チャクラ》を練り備えていたのだが想像以上の威力だ。

			　だが、好都合と言えなくもない。

			「てめぇの蹴りで──」

			　俺は《鳴めい叉さ》を発動。

			「──大人しく寝とけ！」

			　光る拳がユマを地面に叩きつける。

			　身体をくの字に折ったユマが吐血する。

			　まるで矛盾だ。

			　ユマは世界屈指の攻撃力と防御力を誇る。

			　どんな盾も突き通す矛。どんな矛も防ぐ盾。ユマの盾は様々な攻撃を防いで来たはず。だが、俺に矛を握らせてしまえば、その盾を貫くのは当然のことだった。

			　畳みかける。

			　ユマの頭を踏みつける。寸前でかわされた。だが、それこそ俺の狙い。

			　身をよじった直後にこれはかわせまい。

			「《雷らい脚きゃく》」

			「ぐぁぁァッ」

			　ユマが《スタン》する。

			　俺は手を挙げる。八咫姫が手に収まる。風で招き寄せたのだ。

			「《鎧よろい通どおし》」

			　侍のアーツで防具を無視する突き。するり、と刀がユマの腹に埋まる。ただ、半分しか埋まらなかった。防具の補正がなくとも、ユマ自身の防御力が高いからだ。

			「《砲天響》」

			　前蹴りで刀を押しこむ。ユマが呻き声を上げる。その声は八咫姫の抗議に思えた。私を足蹴にするな、と。足を退かすと刀が消えていた。貫通して地面に埋まったのだ。

			「《アーススパイク》」

			「…………くッ」

			　土の杭がユマを打ち上げる。《スタン》が切れていたか。咄嗟に直撃を避けていた。

			　ユマが地上に向かって跳ぶ。《空歩》だ。シルフが作った風の道は既に消えている。青いキャンバスに点々と赤が滲む。ユマの腹から流れる血だ。

			　俺はユマに背を向け、土の杭に向き直る。

			　溜息を一つ吐き、土の杭に手を突っ込む。指先にそっぽを向く感覚。構わず引き抜くと──八咫姫が俺の手の中にあった。八咫姫の刀身を土が覆っていた。

			　顔も見たくない──そう言われた気がして苦笑する。

			「拗すねるな、八咫姫。俺の相棒はお前しかいねぇんだ」

			　俺がそう声をかけると、パラパラと土が剥離し、真っ黒な刀身が露わになる。

			　無数の死線を共に越えて来たからか。

			　八咫姫に意思を感じる瞬間があった。

			　本当に意思があるのかは分からない。

			　終わりの見えないデスゲームに、縁よすがを求めただけなのかも知れない。

			　だが、この反応を見て、意思がないと思える人間がいるのか。

			「……なぜ、追撃をしなかった。君ならそれができたはずだ」

			　ユマが地上に戻って来ていた。仏頂面だった。

			　素直に助かったと喜べばいいものを。

			「お前をナメてるつもりはないが。相棒の機嫌取るのに忙しかったんだよ」

			「それをナメてると言うんだ！」

			「理由を言ったっていいが……お前にゃ絶対理解できねぇよ」

			　ＮＰＣにすら魂の存在を認めなかったのだ。刀になんて認めるはずがない。

			　思えば最初から八咫姫は機嫌が悪かった。デスゲーム時代は八咫姫ばかり使っていた。それが最近は救済の剣を贔ひい屓きにしていた。ペナルティのせいなのだが、浮気していると思われたのか。

			　だが、和解は済んだ。

			　ユマを手招きする。

			「来いよ。ウチの姫様が力を貸してくれるそうだ。本当の八咫姫を見せてやる」

			「是非とも見せてもらおうか！」

			　ユマが突っ込んで来る。俺は刀を──鞘に納める。

			「チィィィ！」

			　抜刀術の構えを見て、ユマが更に加速する。《瞬動》を使い一目散に迫って来る。

			　俺が何をやろうとしているのか察したらしい。

			　ユマは俺が抜刀術を隠していると思っていたのだろう。抜刀術は威力に優れる半面、クールタイムが長い。だが、隠していたのではなく、使えなかったのである。

			　抜刀術は八咫姫の機嫌がいい時にしか使えないのだ。

			　上空に打ち上げたユマを追撃すれば、彼を倒すことはできたかも知れない。

			　しかし、代わりに八咫姫は臍へそを曲げていただろう。そうなってしまうと世界最強の刀は鈍なまくらと化す。万が一、ユマを討ち損ねた場合、八咫姫の助力がないとキツい。

			　面倒な刀である。

			　だが、面倒でない女がどこにいるというのか。

			　全能感が俺を包む。

			　ようやく俺の戦いができる。

			「──《絶ぜつ夢む》」

			　ユマがもんどりを打って倒れる。彼の足が深々と斬れていた。

			　想像以上の成果に俺は目を見張る。

			《絶夢》は斬るという概念を具現化する。避けることは不可能という凶悪なアーツ。だが、対象がランダムなら、狙いもまたランダムであり、狙い通り斬れることは滅多にない。

			　八咫姫が張り切ったのか。

			　転がってきたユマの顎を爪先で持ち上げる。ユマは痛みを堪え、俺を睨みつけていた。

			　俺は笑って言う。

			「地面との別れは済んだか？」

			《虎影脚》でユマを蹴り上げる。

			　地面に刺さったフェルニゲシュを掴むと、自分の足元に《アーススパイク》を発動。即席のカタパルトである。土の杭が伸びきる瞬間、《瞬動》で飛ぶ。

			《空歩》で逃れようとするユマを《風精の暴虐》で閉じ込める。

			　フェルニゲシュを《エアシュート》で上空に飛ばす。

			　インベントリから弓を取り出す。

			　ショートボウ──狩人の初期装備である。

			　攻撃力はないに等しいが、全ての弓に《耐久度》で勝る。ゲーム開始直後は試行錯誤の連続だ。金を稼ぐ事もできず、武器が壊れたらどうなるか。詰む。それを防ぐためだろう。概ね、初期装備というのは《耐久度》に優れている。

			　弦を引き、宣言する。矢は番つがえない。

			「《ソウルストーカー》」

			　青白い矢が生まれた。弦から手を放す。矢はユマの背中に命中。だが、ユマに気付いた様子はない。《ソウルストーカー》の矢はダメージがないのである。

			　新品だったショートボウがボロボロになっていた。

			《耐久度》をアーツに変え、放つのが《ソウルストーカー》なのだ。

			　武器を破壊するアーツの効果がこれだけのハズがない。

			　しかし、まだ仕込みだ。

			　ショートボウを投げ捨て、今度は槍を取り出す。

			　ユマとすれ違い様、《エアハンマー》。これは単なる目くらまし。

			　矢が刺さった場所を槍で突く。突いた一点に薔薇ばらの文様が浮かぶ。《ロサゼール》だ。

			　鞘に納めた八咫姫が鳴動していた。舌の根の乾かぬうちに浮気を！　と言いたいのか。

			　やれやれ、オチオチ別の武器も使えない。

			　一番の敵が自分の武器とは笑えない。

			「安心しろよ。最後はお前に頼る。どうせな、そうなる」

			　言いながら俺は手を振る。手の中に感触が生まれる。フェルニゲシュだった。

			　このタイミングで落ちてくるように、計算して上空に放っていたのだ。

			　インベントリから九十九本の槍を取り出す。手元の一本も含め、合計百本の槍を用意。

			「さァて。今度のは一味違う。下手すりゃ終わるぜ。ウチの姫様のためにも頑張ってくれよ──《九十九噛み》」

			　ドドドドッ、と槍が射出される。連なる槍は線を描き、一本の槍のようであった。

			　ユマはいぶかしむように槍を見ていた。威力重視で射出した槍は、ユマから逸れていたのだ。だが、長大な槍の先端がくん、とユマ目掛け進路を変えた。

			　ユマは目を見開くと言った。

			「風で操っているのか！」

			　ハズれ。

			　俺は何もしていない。

			　いや、何もしていない、というと語弊があるか。

			　もう仕込みが済んでいるということだ。

			　ユマが《ゲイルセイル》を放つ。突風がユマの身体を急加速させる。槍はうねりながら追尾を続ける。槍の進路変更に一瞬の遅滞もなかった。

			　それが大きなヒントとなったらしい。

			「《ソウルストーカー》！」

			　そう、それが正解だ、ユマ。

			　ユマは慌てて全身を検あらためる。

			　青白い矢を抜けば《ソウルストーカー》の効果は切れる。

			　しかし、名にストーカーと付くからか。《ソウルストーカー》は感知系スキルに引っ掛からない。確認するには目視しかないのである。

			　ユマは背中に手を伸ばすが……残念。指一本分、矢に届かなかった。

			　さあ、どうする？　槍はもう間近だぜ。

			「オウリィィィ！　君は！　君はァァァァ！」

			　ユマは剣を鞘に収め、盾を構える。盾はインベントリから出した。

			　俺もユマも両手で武器を扱う。盾を使えば堅固さは増す。だが、自分の戦いができなくなる。差し引きで言えばマイナスか。形振り構わず防ぎに来たということだ。

			　槍の援護もある。ユマを叩く好機……ではあるんだがな。

			「人をハメるんなら顔に出したらダメだぜ、ユマ」

			　ユマは横目で俺を見た。

			　虎こ視し眈たん眈たんと何かを狙っていた。

			　上手くいけば槍だけで決着だ。危ない橋を渡ることはない。

			　高みの見物をさせて貰うさ。

			　取り出した魔力回復薬に口をつける。

			　盾が光っているが……はて、何のアーツか。騎士の防御アーツは見分けづらい。盾を強化する《シールドガード》か、自身の《頑強》を上げる《ファランクス》か、全包囲に備える《オールレンジガード》か、あるいは──

			　ああ、《シールドガード》だったか。

			　盾は苦もなく槍を弾き返した。だが、衝撃までは殺し切れない。宙に浮く槍が増えるにつれ、ユマの体勢が崩れていく。重心からズレた場所を突けば物体は回転する。それと同じことがユマの身にも起きていた。ついに身体がぐるりと回り、ユマは槍に背を晒した。

			　槍がユマの背中を──薔薇の文様を貫く！

			「グアアアアアアアアァァァ！」

			　ユマが絶叫する。

			　──《ソウルストーカー》

			　対象に的となる矢をつけるアーツ。放たれた物体は的目掛け飛ぶようになる。狩人のアーツであり、通常は矢を当てるのに使う。だが、《九十九噛み》にも応用可能だ。

			　──《ロサゼール》

			　人体には急所がある。一般的なのは頭や喉だ。

			　急所に攻撃を食らうと、ダメージがクリティカルする。

			《ロサゼール》は急所を作り出す。薔薇の文様が急所の印なのである。

			　ユマの腹を食い破り、血に濡れた槍が顔を出す。クリティカルしたとはいえ、突き抜けるだけの威力はなかったらしい。だが、順番待ちをする槍はまだ八十本近くある。後続の槍が俺の番だと、ユマの腹に刺さった槍を押しだそうとしていた。

			　このまま手をこまねいていればユマは遠からず絶命する。

			　だが、俺と違って時間が豊富にあったユマならば──

			「やっぱ使えたか、《サンクチュアリ》」

			　盾が一際強く輝いた瞬間から、槍はユマに届かなくなっていた。

			　痺れを切らして使用に踏み切ったか。

			《サンクチュアリ》には表の顔と裏の顔がある。

			　表の顔は仲間を守る、という騎士のクラスのあり方を体現する使い方。

			　発動時、《サンクチュアリ》の周囲にいた者も、聖域の中に入ることを許される。これを利用して竜のブレスから神官を守ったりする。

			　裏の顔は敵を引き寄せ、《サンクチュアリ》を使う。一旦、聖域に入ってしまうと出ることができない。敵は十秒間の間、タイマンを強いられる。聖域は血生臭い地獄へ変わる。

			　ユマは聖域に俺を閉じ込めるべく、ギリギリまで耐えていたのだ。

			　聖域は非常に狭い。定員は精々、三名といったところだろう。

			　足を止めての戦いになる。

			　それならユマに分がある……というか、勝てる気が全くしない。

			　ユマはこの五百年で恐ろしく強くなっていた。

			　傍から見れば翻弄しているように思えるかも知れないが、それはユマの長所を消すように俺が戦っているからであり、力に対し力で挑めば鎧がい袖しゅう一いっ触しょくでやられるのがオチだ。

			　ちなみに《サンクチュアリ》の習得には年単位で時間かかるため、俺は使えない。

			「一、二、三……」

			《サンクチュアリ》の有効時間を数えながらユマを追う。ユマは上へ上へと昇って行っていた。《サンクチュアリ》は絶対に壊れないシェルターだ。だが、質量自体はユマ一人分しかないのである。槍が《サンクチュアリ》を押し上げて行っているのだ。

			　ユマは回復薬を取り出していたが、離陸したロケットの中で飲めるか、という話だ。中身が零れる回復薬に見切りをつけ、ユマは拳闘士クラスの《治ち癒ゆ功こう》を発動させる。

			　なんというか。

			　俺が言えた義理ではないが。

			　実に多芸な男である。

			「……七、八……」

			　トッププレイヤーは正確な体内時計を持つ。バフの効果時間がアイコンで示されるＭＭＯと違い、ＶＲＭＭＯではアイコンで表示されないのだ。バフ切れはそのまま死に直結する恐れがある。何分にも渡るバフが切れる時間を、誤差数秒で見極めることができる。

			　ならば、十秒という時間はどうか。

			　俺やユマのレベルとなると、間違える方が難しい。

			「……十秒」

			　右目の痛みを堪え、《龍りゅう勢ぜい添てん翼よく》を発動。

			　刀がユマを袈裟斬りにする。ユマの目が点になった。驚愕の中に不満があった。

			　まだ、十秒経っていない、と。

			　俺の体内時計でも十秒はまだだ。

			　だが、《サンクチュアリ》は十秒経ったから消えたのだ。

			　お誂あつらえ向きに《サンクチュアリ》が目に見えていた。

			　零れた回復薬が《サンクチュアリ》を浮き上がらせていたのである。

			　目に見えているのなら。

			　時は誤魔化すことができる。

			《龍勢添翼》は敵の血を啜すする度に《敏捷》に補正を得る。このアーツを防ぐためにはまず一刀目を防ぐのが肝要なのである。しかし、ユマは一刀目を無防備に受けてしまった。

			　ただでさえユマは俺の動きについて来るので精一杯だった。

			　最早、《龍勢添翼》は止まらない。

			　まずユマの左手を狙う。面倒なのを持っている。盾がユマの手から離れた。

			　後は好きに料理するだけ。

			　顔。

			　首。

			　腹。

			　手。

			　足。

			　全身を斬り刻み──刀から光が消えた。

			「…………」

			「…………」

			　ユマが両手を広げていた。

			　俯いているため、顔は見えない。

			　あたかも磔たっ刑けいにかけられ。

			　処刑を待つ罪人に見えた。

			　俺は柄を握る手に力を込め──

			「……………………プレイヤーは……」

			　ユマが何か言った。

			「…………」

			　俺は眼下に目をやる。地表にいる人達が豆粒のようだ。かなりの高度である。

			　ユマは全身から血を流し、錐きり揉もみしながら落下している。

			「…………」

			　俺は前のめりに倒れ込む。風の足場を蹴り、ユマを追う。すぐに追いついた。風を操り上下の向きを正す。ユマは俺の姿を認めると、再び口を開いた。

			「…………この世界にいるプレイヤーは……デスゲームで命を落とした……人達。君が殺した……人達だ……宣戦布告するまでもない。君は最初から……世界の敵だ……」

			「…………」

			　独白めいたユマの言葉を聞きながら、やはりかと思う。

			　俺の顔を見て逃げ出すプレイヤーを見た時に薄々察していた。だが、全員が全員、俺が殺したワケではない。世界槍ホルンで命を落としたプレイヤーも多い。とはいえ、俺がいなければデスゲームはスムーズにクリアされていたワケで。間接的に俺が殺したと言っても間違いではない。

			「……復活のシステムは……正常に稼動していた……デスゲームが終わり……プレイヤーは……《ログアウト》しようとした……だが、できなかった……スニヤは復活のシステムに……手を入れていて……知らぬ間にプレイヤーの魂は……この世界のものへと……変質させられていた……」

			「…………チッ。スニヤ。俺に黙ってたな」

			　復活はない。

			　そう信じたのはデスゲームで死んだプレイヤーが、帰って来ることはなかったからだ。

			　だが、スニヤが一枚噛んでいたなら、如何いか様ようにもできたはずだ。

			　復活地点を隔離された空間に変えるだけでいい。

			　スニヤが俺に言わなかった理由は察しがつく。死を軽んじて欲しくなかったのだろう。

			　職人の質が下がっていることにも納得がいった。

			《ＸＦＯ》を始めたプレイヤーはまず選択を迫られる。

			　戦士としてメインクラスを伸ばすか、職人としてサブクラスを伸ばすか。

			　両立は難しい。つぎ込んだ時間がレベルに直結するからだ。

			　デスゲームで命を落としたのは戦士達だ。

			　高名な職人はみな《ログアウト》したのだろう。

			　俺に好意的なプレイヤーが消えているのも納得だ。

			　だが、分からない。

			「なぜ、いまそれを？」

			「……僕に勝てたら……教えると言った……からね……」

			「それは敗北宣言ってコトか？」

			「……はは、そう……取ってもらっても……構わない……」

			　そうか。

			　参った。

			　どうするか。

			　正直、かなり気は晴れた。俺の周りの風も穏やかだ。

			　白旗を上げた人間を殺すのは気が重い。

			　だが、考える時間はあまりない。

			　こうしている間にも地上が迫って来ている。

			　ユマは瀕死である。落下すれば死ぬ。

			「ところで魔法使わねぇのか」

			　風魔法が使えたなら命を繋ぐぐらいはできるだろう。

			「……使えるのなら……使っているさ」

			　だろうな。

			　最初の攻防でユマは《エアハンマー》を避けなかった。あの時からおかしいと思っていたのだ。ユマには《魔力》が見えていない、つまり、《魔力感知》を持っていない。

			　そうするとユマは……ああ、面倒くせぇな。気付きたくなかった。

			　敵に同情してもいいことは一つもない。

			「……これが何か分かるかい？」

			「石？」

			　ユマが取り出したのは禍々しい赤い石だった。

			「……僕はこれを……廃都リファエルで見付けた」

			　廃都リファエル。

			　魔王が最初に滅ぼしたとされる小国である。チャプター４のダンジョンとして登場した。俺は攻略に参加していないので詳しくは知らないが、こんな石があったという話は一度も聞いたことがない。この五百年の間に発掘されたのか。

			《鑑定》して見ると──《穢れ》の結晶と出た。

			　……確定だな。絶対、ロクなもんじゃねぇ。

			「……アイラ。手間をかけさせる」

			　そう言うとユマは石を握り潰した。

			　石の破片から禍々しい赤い光が飛び出す。蛇のようにのた打つ光は、瞬く間にユマの全身を覆う。それだけでは飽き足らず、俺にまで光を伸ばして来た。

			　俺は刀に手をかけ──

			「オウリィィィィ！　それに触れるなァァァ！」

			　──絶叫が聞こえて来た。

			　地表を見るとシュシュが顔面を蒼白にさせていた。

			　俺の直感もアレはヤバいと告げている。

			　ユマを一瞥し、飛び退る。風を操り減速し、地上に降り立つ。

			「オ、オウリ。平気か？　触れておらぬか？」

			　シュシュが俺の身体をぺたぺたと触る。

			　たぶんなと答えながら、ユマの落下地点を見る。もうもうと土煙が上がっていた。

			「オウリ！　油断するな！　ユマは魔族化した！」

			　シュシュの警告を裏付けるように、土煙の向こうから笑い声がした。

			　俺は手を振り、風を吹かす。土煙が晴れると、そこには──

			「……はははは。魔族化すると憎悪に囚われると聞いたけれどね。肩透かしを食らった気分だよ。何も変わらない。ただ、やることが明確になっただけだ」

			　瞳を赤く変じさせたユマがいた。

			　シュシュの話によれば最初の魔族はヒューマンが変じたものだ。ならば、ハイヒューマンが魔族になったとしてもおかしくはない。

			「……はは、流石は元ゲーマーだな。セオリーを分かってる。ボスは変身しねぇとな」

			　軽口を叩くが重苦しい口調になってしまう。

			　ユマを見ているだけで背筋が凍る。原初的な恐怖が鎌首をもたげるのだ。魔王シュラム・スクラントを見た時もこうだった。何らかのスキルが働いている可能性がある。

			　しかし、魔族を見ただけではこうはならない。

			　ユマは魔族というか。

			　魔王になってないか？

			「……オ、オウリ。あれには勝てぬ」

			　身体を硬くするシュシュ。その頭を撫でながら俺は言う。

			「やってみりゃ案外なんとかなるもんさ」

			「ば、馬鹿を言うでない！　《穢れ》は身体能力を──」

			「分かってる」

			　魔族化するとステータスが大幅に強化される。

			　だが、それがなんだと言うのか。

			「ステータスで負けてるのはいつものことだ。俺は所詮、魔法使いでしかないからな」

			「うぅぅぅぅぅ！　駄目だ！　駄目だ！　駄目だ！　駄目と言ったら駄目だ！」

			　シュシュは半泣きで、俺の腰にしがみ付く。シュシュは何度も魔王と化しており、魔族の脅威は人一倍分かっている。だが、この反応は度を越しているように思えた。

			　あの赤い光が原因だろう。光を見詰めるシュシュの目は異常だった。

			　むずかるシュシュを俺から引きはがしたのはセティだった。騎士団は片付けたらしい。

			「兄さんは勝つよ。私は信じてる。ううん、知ってるんだ」

			「はは。妹から期待されちゃ、兄は頑張るしかねぇな」

			「もう兄さんが私に責任感じることはないんだよ。自分の身を守れるくらいには強くなった。兄さんには自分の好きなようにして欲しい。あ、でも責任を取ってくれるなら──」

			「あ、うん。分かった。気が楽になった」

			　この先は聞いてはいけない。そんな予感があり、強引に話を切る。

			　セティの態度は五百年前と変わらない。変わらないからこそ困ってしまうのである。

			　セティを猫可愛がりできたのは彼女が子供だったからだ。

			　距離感を測りかねているトコを、ぐいぐい迫って来られると……正直、どうしたらいいのか分からなくなる。

			「……オウリ、武運を祈る」

			　アリシアが硬い表情で言う。俺は軽く頷く。彼女は分かっている。言葉は必要ない。

			　意外なことにユマは悠々とした態度で俺を待ち受けていた。

			「別れは済ませたかい？」

			「ほざけ。死ぬのはてめぇだ。お前は俺の刀で死ぬ」

			「…………君は。いや、今言うことではないね」

			　ユマが剣を構える。

			　勇ましいその姿にかつて勇者と評した彼を見た。思えば五百年前もユマは俺を殺しに来たのだ。俺を殺す。その一点に目標が絞れたことで、かつての人間性が蘇ったのかも知れない。皮肉な話だ。人間を辞めて人間性を取り戻したということになるのだから。

			「最後の勝負だ、オウリ」

			　言うなりユマが駆け出す。尋常でない速さだった。まるでコマ落としである。

			　ユマが地面を蹴ったかと思うと、別の場所にその姿が現れるのだ。

			《瞬動》ではない。《チャクラ》を練っている様子もない。素のステータスだけで実現している動きだ。スキルを使われたら手に負えなかった。だが、今回に限ってはスキルを恐れる必要はない。ユマはステータスこそ上がったが、慣熟訓練を行っていないのである。

			　それでなくてもユマはステータスを持て余し気味に見える。

			　スキルを使うと墓穴を掘る恐れがある。

			　目算では後四歩。

			　四歩でユマは俺のもとへ到達する。

			　迂回すれば当然話は別だが、事ここに至っては真っ直ぐ来る。

			　ユマはもう死ぬ。

			　魔族化しても《生命力》は回復しなかったようである。顔が土気色だ。一瞬、魔族化の影響かと思ったが、魔族の特徴は瞳の色だけ。全身の《出血》だって止まっていない。ユマが通った場所に赤い軌跡が残っている。元々、落下で死ななかったことが奇跡だ。

			　瀕死の状態で動けば余命は減る。

			　一秒後か、二秒後か。

			　ユマは死ぬ。

			　だが、ユマを殺すのは俺の刀だ。

			　──一歩。

			　甲高い音が聞こえた。セティの、シュシュの、アリシアの声。

			　刹那において声は単なる音となる。だが、感じ取れるものはあった。セティは喜、シュシュは悲、アリシアは勇だ。セティは飛び跳ね、シュシュは目を覆い、アリシアは腕を上げている。見えないが不思議と確信できた。

			　──二歩。

			「行くぜ、相棒」と心中で声をかければ、「任せて」と八咫姫が光る。

			　──三歩。

			　ユマが俺の眼前にいた。既に剣を振りかぶっている。やはり、四歩だと思わせたのはブラフ。緩急をつけて来ると思っていた。だから、慌てることなく左目の《魔ま眼がん》を発動。

			　ユマの動きが止まる。停止ではない。微妙に動いてはいる。

			「──《終ついの太刀たち》」

			　抜刀術の奥義。

			《絶夢》のような付加能力もなければ、挙動を補正してくれることもない。アーツに頼り切った者が放ったならば、刀を抜くこともままならない、使い手の技量が問われるアーツだ。

			　だが、威力はアーツの中で一、二を争う。

			　右足を踏み込む。身体をひねり、一気に抜刀。

			　ユマと目が合う。

			　彼の瞳に憎しみはなく。

			　勝利への飢えだけがあった。

			　ああ、懐かしいな、ユマ。ゲーム時代によく見た目だ。トッププレイヤー達。揃ってこの目をしていた。俺の方が強い。子供じみた思いだ。だが、理解できる俺もまた。

			　自然と口角が上がる。

			　世界が止まったように錯覚する。その世界で俺だけが動いている。音が消え、色が消え、痛みが消えた。自身の身体が一振りの刀と化す。ただ斬ることだけを希求する。より強く、より速く。オウリという自我が溶け、八咫姫と混ざりあい──

			「…………」

			「…………」

			　チン、という音で我に返る。知らぬ間に納刀していた。音が戻って来ていた。

			　途中から記憶がない。だが、斬ったと確信していた。あの時、俺は八咫姫であり、八咫姫は俺だった。斬ったかどうか。その判断を刀は誤らない。

			「よう、刻ときの不条理を感じたか？」

			　肩越しに振り返る。ユマが左右にいた。上半身と下半身だ。

			　ユマは天を仰いでいた。憑つき物が落ちたような顔だ。

			「…………ああ、酷いな。なんだい、今のは」

			「《刻の魔眼》。天然モノの異能だ」

			　俺は左目を押さえる。本日、二度目の左目の使用は、尋常でない疼とう痛つうを生んでいた。

			　対象の刻をコンマ数秒加速、減速させる。右目が加速、左目が減速だ。生まれ持った俺の異能。視線を介して使う。使いすぎると失明する。痛みがその証拠、らしい。

			《アース》では目の錯覚で終わる程度の効果。

			　だが、この世界では奥の手になり得る。

			　目にも留まらぬ高速戦闘において、コンマ数秒もズレれば致命的な隙を生む。

			　ユマが目算を誤ったように。

			《サンクチュアリ》の有効時間を読み違えたように。

			「ユマ、お前、アイラから魔法の習得方法を聞かなかったのか」

			　俺が多くのクラス外スキルを習得しているのは、スニヤから習得方法を聞いたからである。ユマはアイラから聞いたのだろう。同じ輪廻の神だし、それはすぐ分かった。

			　だが、ユマは魔法を使わなかった。

			　ユマが魔法を使っていれば、厳しい戦いになったはずだ。

			　聞いていないというのならいい。だが、聞いていて使えないのであれば──

			「……聞いたさ。でも……理解……できなくて、ね」

			「…………」

			　クラス外スキルの存在が明らかになった時、プレイヤーはこぞって魔法の習得に挑んだ。

			　やはり、魔法は憧れだったのである。

			　プレイヤーは早い段階で習得方法に辿り着いていた。

			　しかし、確立されることはなかった。

			　魔法を習得できたプレイヤーはいた。

			　だが、絶対数は少なく、再現性も取れず、噂で終わってしまった。

			　魔法使いへの第一歩が《魔力》を感じ取ってみよう、というものだったからだ。

			《魔力》がない──ないとされている地球人が、《魔力》を感じ取るのは難しかった。

			　だが、ユマはこの世界で生きて五百年。《魔力》を認識していないハズがないのだ。

			　習得は容易なはず。

			　しかし、ユマは魔法が使えないという。

			　これが意味する事は一つ。

			　ユマはまだ自分を地球人だと思っているのだ。

			　もし俺がこの世界へ来て。

			　セティが存在しておらず。

			　意に沿わぬ転生をさせられたら。

			　ああ、狂うかも知れないな。

			　……そういう意味か。魂の牢獄ってのは。

			　俺はハァ、と溜息を吐く。

			「転生したら俺を殺しに来い、ユマ。遊び相手になってやるよ。お前に拒否権はないぜ。だってよ、黒衣の死神に殺された魂は無理矢理召使いにされるんだろ。ま、お前が来るまでに適当な役職考えといてやるよ」

			　ユマが俺の方を向く。物凄い呆れ顔だった。

			「…………君は……さっきも思ったが……案外、おせっかいだな」

			　ユマは最後に喉を鳴らすと、それきり動かなくなった。

			　気が付けば。

			　風は凪ないでいた。

		

	

			エピローグ

			


			　岩の上に寝そべり、俺は夜空を眺めていた。

			　居心地のいい場所を探し、辿り着いたのがここだった。意外と苦労した。辺り一面、目を覆う惨状で、場所により寒かったり、暑かったりするのである。

			　セティが張り切りすぎたせいだ。

			　これでも自重した方だというから恐ろしい。

			　後先考えずにアイテムを使った時は地図が変わったという。

			　地形は変わっていない。変わったのは名前である。

			　ゼーエル運河はゼーエル凍河に。

			　名もなき林はリンデ火炎林に。

			　どちらも数百年前の出来事。だが、運河は今も凍り付き、林は燃え続けているらしい。

			　シュシュ曰いわく、《魔力》の属性が偏ると、こういった現象が起こるとの事。この法則がゲーム時代にあったのなら、人の住む場所はなくなっていたに違いない。

			「綺麗な星空だ。流石は異世界ってか」

			　思わず苦笑する。呟いた言葉が空々しく響いたからだ。

			「……まさか、俺が殺した連中にまた会うとはな」

			　彼らを殺したことは後悔していないし、怨み事を言われる筋合いもないと思う。俺は必ず戦士としての意思を問い、挑むという選択をしたのは彼らだ。我を貫こうとするのなら、その決定には責任が伴う。死は彼らの責任であり、俺が背負い込むことではない。

			　だが、罪悪感はある。

			　ないはずがないのだ。

			「なにをしてるの、兄さん」

			　目を上げるとセティが立っていた。セティは俺の横に腰を下ろす。

			「んー。たそがれてた」

			「あの人のこと考えてたの？」

			「そんなとこ」

			「昔、あの人を殺したの？　兄さんのこと怨んでた」

			「ああ、五百年前にな」

			「私のため？」

			「まさか。俺のためだよ──わぷっ。おい、セティ。重い。どけ」

			「いや」

			　子供の頃と一緒だった。言葉に困ると抱き付いて来る。セティは俺の胸に顔を埋めていた。満足するまでこのままだろう。手持ち無沙汰になった俺はセティの頭を撫でる。

			　この温もりを手放さないために、俺はプレイヤーを手に掛けた。

			　セティのためだったと言えなくもない。

			　だが、責任転嫁をしたらそれこそ殺した連中に顔向けできない気がした。

			「兄さんには好きなことをして欲しい」

			　暫くしてセティが言った。

			　ユマとの戦いの前にも同じようなことを言っていた。あの言葉がなければ俺は決闘に応じなかったかも知れない。ユマは《魔力》が見えなかった。魔法を使えば完封は容易たやすかったのだ。

			　セティが。

			　昔の彼女なら。

			　安全策を取ったと思う。

			　……いや、どうだろうな。ユマは死ぬ気だったし。無視できたか怪しいが。

			　確実なのはセティの一言が俺の迷いを払拭してくれたということだ。

			　人の手で抱えられる大きさには限りがある。以前はセティを取りこぼさないようにするだけで手一杯だった。だが、セティはこの世界にいて、自衛できる程度には強くなっていた。

			　片手が空いた。

			　ならば、死にゆく男の遺志を汲んでやりたい。

			　それができずに何が男か。

			　そう思う。

			「兄さんは強いから。どこへだって行ける」

			　セティの声で我に返った。物思いに耽っていたらしい。

			　震える声でセティが続けて言う。

			「不安だよ。また、いなくなっちゃう」

			「……俺の帰る場所はここだ。セティのいる場所だ。不安だって言うんなら精一杯俺を甘やかしてくれ。居心地が良けりゃどっか行こうとも思わないさ」

			「うん。甘やかす」

			　セティは嬉しそうに言うと、俺の首筋に鼻面を擦り付ける。猫が自分の匂いをつけるかのようだった。くすぐったいっての。自分が甘えてるだけじゃないか、セティ。

			　ま、いいけどな。

			「あ、そうだ。兄さんの名字はなんていうの？」

			「なんだよ、藪やぶから棒に」

			「シュシュが気にしてた」

			「ん、シュシュが？」

			　シュシュは《刻の魔眼》を二度見ている。ブレイザールの時とユマの時と。

			　さては感付かれたか。珍しい異能だからな。

			　とはいえ、隠していたのではなく、確証がなく言えなかっただけ。

			　シュシュに助言を求めるのもいいか。

			　俺以上に俺の因縁に詳しい節がある。職人の質の低下について尋ねた時、シュシュは意味深に笑っていた。職人は軒並み《ログアウト》し、残っているプレイヤーは、俺が殺した連中と知っていたのだ。言えよ、シュシュ。

			「なんで教えてくれなかったの」

			　セティが口を尖らせていた。

			「はは、シュシュは口実か。拗すねてるだけじゃねぇか」

			「だって、ずっと一緒に暮らしてたのに」

			「深い意味はないんだよ。《アース》の名字は独特で、この世界にそぐわないから。とはいえ、ウチの名字は案外浮かなかった。セティも知ってる名だ。勿論、シュシュも」

			　この世界には七柱の神がいる。

			　──闘争の神ノェンデッド。

			「シュシュが聞きたいことは分かる。この符合には俺も気付いてた」

			　──輪廻の神アイラ。

			「親父に聞けりゃ手っ取り早かったんだが。ま、あんまり仲が良くなくて、というか、犬猿の仲で。先延ばしにしてたら、いつの間にか大鎖界だ。失敗したよ」

			　──空間の神パストロイ。

			「《アース》に魔法はない。ない、とされている。だが、実際にはある」

			　──暗月の神リディオン。

			「ただ、この世界と違って半ば廃れた技術扱いだな、魔法は。知ってる人も少ない」

			　──供犠の神クァルラ。

			「そういや、セティに俺の素性を話したことなかったか。拗ねるなよ。だから、今話してるだろ」

			　──火輪の神ウドュリ。そして──

			　俺は身体を起こす。

			　寝そべりながら言うのもなんだかな、と思ったからだ。

			　セティは至福の時間を邪魔されたような、恨みがましい目で俺を見上げていた。俺が急に起き上がったものだから、セティはずるずると滑り落ち、身体を反らした状態である。

			　身体が柔らかい。

			　ホント、猫みたいだな。

			「…………」

			「…………はぁ」

			　暫くセティと睨み合うが、根負けしたのは俺の方だった。

			　こいつ、自分で動く気がねぇ。大人になったかと思えば。

			　俺は溜息をつくと、セティを持ち上げて、膝の上に乗せてやる。

			　セティはにこっと笑うと、俺の背中に手を回す。

			　顔がくっ付きそうな距離だ。

			　……これ、兄妹の距離か？

			　…………前はこの距離だったな、うん。て、ことはおかしくないのか？

			　ま、いいや。面倒くせぇ。考えるのが。

			　なんの話だったか。

			　ああ、俺の素性の話。

			　──そして最後の一柱は──

			


			「俺は時魔法を継承する一族に生まれた異端児──」

			


			　──時間の神クガ。

			


			「──久我桜理」

		

	

			あとがき

			


			　はじめまして。光みつ喜きと申します。

			


			　この本は小説家になろうで連載している「ゼノスフィード・オンライン」に、加筆、修正を加えたものになります。ＷＥＢ版では勢いを重視していたため、あまり細かいことを書いてもなー、と端折っていた部分を加えたら、結構文字数が増えた感じです。細かい修正点も含めれば、半分近くに手を入れたんじゃないかな、と思います。

			


			　本を出す機会があったら、あとがきであれを書こう、これを書こうと考えていました。しかし、いざ書く機会が巡ってくると、書くことが何もありませんね。

			　いや、語りたいことは山ほどあります。

			　あのシーンの心情はこうだったんだよー、とか。

			　さらりと流してるけどあそこ実は伏線なんだよー、とか。

			　ただ、そういう「行間を読む」行為。それを楽しむのが読書だと思います。

			　なので、読者の楽しみを奪ってはいけないな、と考えると途端に書くことがなくなります。

			


			　さて、この本を出すことが出来たのは、色々な人の助けがあったからです。

			　最後にこの場を借りて謝辞を。

			　渡わた辺なべ伊い織おりくん、赤あか松まつ中ちゅう学がくさん、遊ゆ真ま一いっ希きさん、海うみ亀がめミルラさん、船ふな戸と安やす治はるさん。

			　貴重な助言や、感想。ありがとうございます。

			　そして、イラストを描いて頂いた、一色箱さん。

			　素敵なイラストをありがとうございます。

			


			　では、また機会があれば、お会いしましょう。
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